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■計画の基本情報

R 1 ～ R 9

亀山市都市マスタープランに関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

　本計画は、都市計画法第１８条の２において規定される市町村の都市計画に関する
基本的な方針を策定するものであり、市町村の建設に関する基本構想(亀山市総合計
画)に即したものである必要があり、総合計画基本構想に掲げる都市空間形成方針を具
現化するものである。

産業建設部 都市整備課

目的・概要

計画期間 年度

　亀山市の都市づくりの基本理念や土地利用及び都市施設の整備に関する基本方針
を明らかにすることで、将来にわたり暮らしやすい都市を形成することを目的としており、
都市形成の基本的な方針を定めることで、各地域が連携し魅力ある都市を形成するた
めの指針としての役割を担う。

計画の骨格
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■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名

設定なし

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

　「エリアを対象にした都市づくり(亀山駅周辺まちづくり)」について、都市計画道路
国道1号線の計画変更を実施した。実施にあたっては、住民等の意見を反映させる
ため、住民説明会開催、パブリックコメント実施、関係機関（国・県）との協議、都市
計画審議会での審議等を行った。
　また、「適切な土地利用の誘導」については、土地利用制度の検討、用途地域の
見直しを推進していくにあたり、「亀山市都市計画関係基本調査業務委託」を実施
し、基礎調査、分析、他市町事例収集等を行った。

　都市計画道路 国道1号線の見直しについて、令和２年1月21日に計画変更の都
市計画決定を行うことができた。
　また、都市マスタープランに掲げた土地利用制度の検討、用途地域の見直しの推
進については、必要なデータの整理、現状分析、他市町事例収集等を行うことがで
きた。

1.快適さを支える生活基盤の向上
　(1)都市づくりの推進　①計画的な都市づくりの推進

　計画的な都市づくりを推進するため、都市計画道路の見直しを行うとともに、都市
機能や居住の適切な誘導を行うための「適切な土地利用の誘導」に寄与できた。

　都市マスタープランに掲げた土地利用制度、エリアプラン策定を進めるにあたって
は、地域住民の理解を十分得ていく必要があり、地域課題等に対応した制度、計画
としていく。

　都市機能誘導区域の魅力向上、居住誘導区域への居住の集約化を図るため、
調査・分析により現状を十分把握し、地域住民との合意形成、検討組織での検討を
実施し、制度、計画を策定する。これにより、「都市の価値と魅力（都市力）の向上」
につなげていく。
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■計画の基本情報

H 23 ～ R -

亀山市景観計画に関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

本計画は、景観法第8条1項に基づき策定する「良好な景観の形成に関する計画」
である。

産業建設部 都市整備課

目的・概要

計画期間 年度

国民生活の多様化が進むにつれて価値観が多様化してきている中、自然、歴史・
文化といった様々な景観の特徴を活かしたまちづくりが行われている。本計画は、本
市の風土を活かした美しいまちの景観を保全・創出するため、目標や方針、推進方
策等を示したものである。

計画の骨格

章 概要 景観法の条項 

第１章 景観計画区域 
景観法に基づいて、景観計画の区域
を示しています。 

第８条第２項 

第１号 

第２章 景観形成の方向性 

本市における景観形成の基本的な
理念を示すとともに、亀山市が目指
す景観将来像と基本目標及びそれ
らを基に良好な景観形成を図って
いくための基本的な方針を示して
います。 

第８条第２項 

第２号 

第３章 
良好な景観の形成に
関する行為の制限に
関する事項 

一般地区、景観形成推進地区、景観
重点地区における景観法に基づく
建築物、工作物、開発行為等に関す
る具体的な行為の制限となる景観
形成基準及び届出対象行為を示し
ています。 

第８条第２項 

第３号 

第４章 
景観重要建造物及び
景観重要樹木の指定
の方針 

景観法に基づいて、本市の個性ある
景観形成の核となる建造物及び樹
木に関する指定の方針を示してい
ます。 

第８条第２項 

第４号 

第５章 
景観重要公共施設の
整備に関する事項 

景観法に基づいて、景観上重要な公
共施設における整備の方向性につ
いて示しています。 

第８条第２項 

第５号 

第６章 景観形成の推進方策 

本市において市民・事業者・行政が
一体となって景観形成を推進して
いくための方策について示してい
ます。 

― 
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■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等
　景観法に基づき35件（建築物28件、工作物1件、開発行為等6件）の届出を受理
し、その際、事前相談等を行い、良好な景観形成に努めた。
　「景観の日」に合わせて6月1日号の広報掲載とともに、景観形成推進地区の各
自治会に対して、景観計画に関するパンフレットを配布し、また関係機関（県、民間
審査機関等）へも配布を行った。
　亀山城下町景観形成推進地区内の景観重要建造物候補の現況調査を実施し
た。

　景観法に基づく届出制度により、景観形成基準に則した良好な景観形成を図るこ
とができた。
　景観計画のパンフレット配布等により、亀山市の景観計画について周知を図ること
ができた。
　景観重要建造物候補の現況を把握することができた。

　１．快適さを支える生活基盤の向上　（１）都市づくりの推進　③魅力的な都市の
形成

　魅力的で安らぎのある都市形成に寄与できたものと考えられる。

　亀山城下町景観形成推進地区内の現況建築物調査を行ったが、解体、建替え
等により景観重要建造物候補は減少の傾向にある。
　景観計画策定から期間が経過しているため、現状に即した計画への変更が必要
となる。

　景観についての住民理解をさらに深めるため、景観重要建造物、景観重要樹木
の指定、景観重要道路の変更等を実施し、景観重要建造物等の維持・保全による
良好な景観の創出に努める。今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画推進
への寄与度

設定なし

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名
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■計画の基本情報

R 1 ～ R 10

亀山市住生活基本計画に関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

　本計画は、住生活基本法第７条に規定される地方公共団体の責務として、住生活基
本計画の全国計画(平成２８年３月)及び三重県住生活基本計画(平成２９年３月)に即
し、第２次亀山市総合計画(平成２９年３月)を上位計画として、市が策定している関連
計画との整合を図り、策定するものである。

産業建設部 都市整備課

目的・概要

計画期間 年度

　第２次亀山市総合計画の住環境の向上の中の「市民が、快適で安全・安心な住環境
の整ったまちで暮らしています」をめざす姿とし、本市に愛着と誇りを持ち、生涯にわたる
定住、あるいは数年間であっても居住したいと思えるような魅力的なまちにするため、施
策を効果的かつ持続的に進めるための方針を示すものである。

計画の骨格

- 5 -



■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等

住宅耐震化率

50

74

％

戸

％ 87.3 95

110

8

50

74

88.1

　東京・大阪などの都市部で開催される移住フェアへの参加や市内の移住体験ツ
アーを開催するとともに、移住希望者への情報発信と相談対応を行った。
　空き家等対策として、特定空家等及び管理不全状態の空家等の所有者に対し、
改善指導を行った。また、固定資産税等納税通知書の中に空き家活用に関するチ
ラシの同封や、空き家情報バンクの充実を行った。
　住生活基本計画（2019.3）において、今後10年間で確保する民間賃貸住宅を80
戸と定めたことから、事業者へ周知を行い事前相談を進めた。
　木造住宅の耐震診断、補強計画、補強工事、除去工事等について、各要綱に基
づき補助金を交付した。また、関係団体と連携して、木造住宅所有者宅を訪問し、
耐震対策のPRに努めた。

　年間６０組の個別相談を行い移住への機運を高めることができ、６世帯の移住に
繋がった。国の補助事業の活用も含めて特定空家の所有者と解消に向け具体的な
相談を進めることができた。空き家情報バンクの登録が21件で、成約が3件あった。
　既存市営住宅の近隣で、住替えに適した立地条件の物件について事業者側から
事前相談があった。木造住宅の耐震化率が昨年度の87.4%から88.1%へと増加し
た。

民間住宅の活用による市営住宅の供給戸数の確保、空家情報バンクによる空家の
有効活用により住宅の確保ができた。住宅の耐震化の促進、狭あいな生活道路の
改善により、災害時における安全性の向上と道路等の生活基盤の充実を進めること
により住環境の向上と移住・定住の促進が図られた。

移住・定住に関して市民や関連団体と連携し、移住者のフォローや新たな移住者増
につなげていく必要がある。国の補助制度を活用する等、特定空家等の解消と市内
の空き家数等の状況把握に努める必要がある。

市内の空き家の把握に努めるとともに、新たな特定空家等の認定を検討する。民間
住宅の活用による市営住宅の供給戸数の確保のため、建築や不動産等の関係団
体の協力を得ながら事業者の参入を促す。今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

移住・定住相談件数

移住・定住件数

特定空き家等の是正割合

民間活用市営住宅の確保戸数

件

件

500

50

100

154

50

2

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名
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■計画の基本情報

H 30 ～ R 9

（基本理念）
　次世代への使命　安全でおいしい水の安定供給

（目標・重点施策）
　１．　安全な水道
　　　すべての市民が、いつでもどこでも安全でおいしい水が飲める水道
　（１）　水質管理体制の強化
　　　①　持続的な安全性の強化
　　　②　水質監視体制の強化
　（２）　安全で快適な配水システムの構築
　　　①　水道施設の集中監視
　　　②　快適な給水サービスの提供
　（３）　環境への貢献
　　　①　地球温暖化防止への貢献
　　　②　環境教育の推進
　２．　強靭な水道
　　　自然災害による被災を最小限にとどめ、被災した場合であっても、迅速に復旧
　　できるしなやかな水道
　（１）　地震対策の実施
　　　①　計画的な耐震化の実施
　　　②　災害時における飲用水等の確保
　（２）　風水害対策の実施
　　　①　風水害発生時の浸水対策
　（３）　危機管理体制の強化
　　　①　応急給水体制の強化
　　　②　応急復旧体制の強化
　３．　持続可能な水道
　　　健全かつ安定的な事業運営が可能な水道
　（１）　老朽施設等の計画的更新
　　　①　施設等の計画的な更新
　　　②　施設等台帳の継続的な整備
　（２）　水道サービスの充実
　　　①　水道使用者への情報サービスの向上
　　　②　水道使用者への対応の迅速化
　（３）　健全経営の強化
　　　①　有収率の向上
　　　②　適切な財源確保
　　　③　事業経営の効率化

（事業計画）
　１．水道整備年次計画
　２．財政計画

亀山市新水道ビジョンに関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

　本ビジョンは、平成25年3月に公表された厚生労働省「新水道ビジョン」を勘案し、第2
次亀山市総合計画との整合を図りつつ、平成23年3月に策定した「亀山市水道ビジョ
ン」に代わるものとして、亀山市水道事業の施策をまとめ、今後10年間の方向性を示す
計画として、平成30年3月に策定したものである。

上下水道部 上水道課

目的・概要

計画期間 年度

　現状と将来の見通しを「安全」「強靭」「持続」の観点から分析・評価し、亀山市水道事
業が抱える諸課題の解消と、人口減少問題や大規模地震対策など今後の事業を取り
巻く環境の変化に的確に対応しながら、健全な事業運営を持続し、安全でおいしい水を
安定供給するための施策をまとめたものである。

計画の骨格
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■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等
①水道法第20条第1項に基づき水質検査計画を定め、水質検査を実施した。
②水量・水圧の適正化を図るため、新たな川崎加圧ポンプ施設の建設工事を実施
し、省電力型ポンプ設備の導入を行った。
③震災対策のため、太岡寺配水池に応急給水施設を設置した。
④老朽施設等の計画的な更新として、加圧ポンプ及び圧力タンク取替工事等を実
施した。また、老朽化による配水管改良工事及び水源から配水池を経由し地区の
主要部までの経路である基幹管路の耐震化整備を実施した。
⑤経営基盤強化と財源確保のため、クレジット収納等の普及に努めた。

①給水栓における水質が、省令に定められた基準に適合することを確認した。
②新たな川崎加圧ポンプ施設の運用開始により、加圧区域の末端で平均水圧が
0.322MPaまで上昇し、水圧低下の解消が図れた。
③応急給水施設の設置により応急給水体制の構築が進んだ。
④加圧ポンプと圧力タンクの取替により、施設の安定稼働を維持した。また、管路の
改良工事等により、漏水箇所の改善と基幹管路の耐震化が図れたが、有収率につ
いては、前年度を下回った。
⑤水道料金改定により、経常収支比率が向上した。また、クレジット収納の収納件
数は増加しており、使用者の利便性の向上と財源確保が図れた。

　前期基本計画第２次実施計画の主要事業（水道生活基盤整備事業、水道施設
耐震化整備事業）として加圧ポンプ施設整備と基幹管路の耐震化整備を実施し、
施策の大綱１．快適さを支える生活基盤の向上　基本施策（３）上下水道の充実
方向性①安全でおいしい水の安定供給　の推進に寄与した。
　また、水道料金の見直し等により、方向性③上下水道事業の健全経営　の推進
と、成果指標の経常収支比率の向上に寄与した。

　当初は予定していなかった三重県関係の追加工事により、水道整備年次計画の
工程を調整する必要がある。

　施策の計画的な推進を図るため、おおむね3年ごとの進捗状況評価と点検によ
り、財政計画と水道整備年次計画の妥当性を検証し、計画期間内に生じた新たな
課題に、柔軟に対応していくこととする。今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

（別紙のとおり）

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名
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別紙（関連資料）

■成果指標一覧表

1

2

3

4

5

6 経常収支比率 ％ 110.1 122.92 111.3

主要配水池への緊急遮断弁の設置施設数 施設 5 7 9

有収率（北中勢水道を除く） ％ 90.0 88.8 93.9

設備更新時の省エネルギー機器の導入施設数 施設 ― 2 3

基幹管路の耐震化率 ％ 20.3 20.8 38.0

成果指標名 現状値
実績値
（R1）

目標値
単位

加圧ポンプの整備施設数 施設 ― 2 3
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■計画の基本情報

H 29 ～ R 3

亀山市地域公共交通計画に関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

第２次亀山市総合計画を上位計画とし、亀山市まち・ひと・しごと創生総合戦略、亀
山市都市マスタープラン、亀山市立地適正化計画等を関連計画とする「亀山市の
総合的な公共交通政策の方向性等を定める基本計画」

産業建設部 産業振興課

目的・概要

計画期間 年度

公共交通が果たすべき役割を整理し、鉄道、バス等、本市に係る全ての地域公共
交通が一体となって機能し、持続可能な公共交通ネットワークの形成を図る

計画の骨格

基本方針①
亀山市が目指すべき交通体系の目標像の共有化

基本方針②
まちづくりと連携した市内全域で活用できる合理的な公共交通ネットワークの形成

基本方針③
地域の利用者ニーズを踏まえた効果的運行方式の導入と財政負担の軽減

基本方針④
サービス水準の確保と利用促進を誘導する戦略的行政支援策の展開

基本方針⑤
地域の主体的取り組みの支援と利用促進策の展開

本計画の目標
（地域公共交通体系の目標像）

『市民生活に必要な公共交通
が効率的・効果的に確保され、
安全・安心で健やかに生活でき
るまち』

数値目標 [目標年次：令和３年度]
●市内バス路線等の利用者総数
（乗合タクシー含む）
310,478人〔Ｈ28〕⇒317,000人以上
●コミュニティバス路線等の利用者総数
（乗合タクシー含む）
95,115人〔Ｈ28〕⇒102,000人以上
●コミュニティバス路線の1便あたりの平
均乗車人員数
各路線別の１便あたりの平均乗車人員
数（人/便・日）〔Ｈ28〕⇒現状以上
●市内の鉄道駅の乗車人員数
（1日平均）
3,405人〔Ｈ27〕⇒ 3,400人以上
●移動環境に対する不満割合（％）
17％［Ｈ23］⇒ 15％以下

評価・検証目標を達成するための施策・事業

亀山市地域公共交通計画（亀山市地域公共交通網形成計画）
（平成29年度～令和3年度）
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■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等

実績値
（R1）

現状値 目標値
単位

成果指標名

市内バス路線等の利用者総数

コミュニティバス路線等の利用者総数

コミュニティバス路線の1便あたりの平均乗車人員数

市内の鉄道駅の乗車人員数（1日平均）

人

人

299,698

90,363

4.2

3,490

310,478

95,115

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画推進
への寄与度

・亀山市地域公共交通計画に基づき、既存バス路線については、運行事業を継続
し、移動困難者の日常生活における移動性の確保に努めることができた。
・乗合タクシーについては、土曜日の運行、運行時間の前後30分の拡大を行うとと
もに、3,000円分の無料体験乗車券を配布したことにより、利用者の増加に努めた。
・地域主体のバス活用イベントやバス乗り方教室開催、広域路線関係市町との共同
ＰＲ等により、利用促進啓発および情報発信に努めた。

・地域公共交通計画の目標に掲げるバス路線の再編と運賃体系の見直しに一部遅
れがあるが、乗合タクシー制度の一部見直しや無料体験乗車券の交付により、利便
性の向上と定着を図るなど、全ての地域公共交通が一体となって機能する公共交
通網の充実に向けて、その基盤整備を進めることができている。
・市内バス等利用者の令和元年度の総数（乗合タクシー含む）は、298,898人で
あった。平成29年度： 313,053人と比較すると、14,155人減少しており、約4.5％
マイナスであった。
・市内鉄道駅の総乗車人員数は、3,490人であった。平成30年度：3,549人と比較
すると、59人減少しているが、目標値は超えている。
１．快適さを支える生活基盤の向上　（５）公共交通網の充実
　
　既存のバス等による効率的・効果的な運行継続の実施や乗合タクシーの利便性
の向上など、市内の地域公共交通網を充実させることで、市民がそれらを利用して
安全で快適な生活を送ることに寄与している。

・バス利用者数が減少傾向にあるため、計画の数値目標の達成に向けて、継続して利用促
進啓発活動を展開するとともに、ルート再編や運賃体系の見直しなど、利便性の向上に向け
て取り組んでいく必要がある。
・鉄道でのICカード利用可能区間の拡大と併せて、コミュニティバスについてもＩＣカードの利用
が使用できるようシステムの導入について、運賃体系の見直しと同時に検討していく必要があ
る。また、無償譲渡を受けたＪＲ加太駅舎について、利便性の向上と地域のにぎわい交流の
拠点とするため、駅舎の改修を進めていく必要がある。
・乗合タクシーについては、利用の定着と利用促進策を引き続き行うく必要があり、特に要望
の多い当日予約に向けてタクシー事業者との協議が必要である。

・幹線的バス及び地域生活バスについては、今後も継続して近隣自治体等と連携しながら利
用促進活動に努めるとともに、運賃体系の見直しとコミュニティバスの再編により、現在の
サービス水準の維持及び利用者の確保を目指す。また、利用者だけでなく市民全体の声も
反映させながら、地域公共交通計画の改定を行うため、市民アンケートを実施する。
・鉄道については、近隣自治体等と連携し、引き続き要望活動を行うとともに、ＪＲ加太駅舎
の活用を含め、亀山駅前再開発など、鉄道との連携を図り、より効率的で効果的な地域公共
交通ネットワークの形成を構築していく。
・乗合タクシーについては、更なる定着に向けて積極的なPRを行うとともに、当日予約や運行
時間の延長などの一部見直しを行う。また、スマートフォンからの予約やＡＩにより効率的で効
果的な運行の実現を図るため、ＡＩシステムの導入に向けて実証実験を行う。

－

317,000
以上

102,000
以上

現状以上

3,400
以上

15以下移動環境に対する不満割合

4.5

3,405

人/
便・日

人

% 17
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■計画の基本情報

H 29 ～ R 3

第2次亀山市消防力充実強化プランに関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

　本プランは、消防組織法第4条第15号に基づく消防計画及び「第2次亀山市総合計
画」の消防分野における計画として位置付けている。また、第2次亀山市総合計画前期
基本計画との関連は、基本施策「安全・安心なまちづくりの推進」と深く関わり、⑤消防
力の充実強化の部分を補完するものである。

消防本部 消防総務課

目的・概要

計画期間 年度

　本プランは、亀山市消防本部の充実強化を図り、市民の生命、身体及び財産を火災
から保護し、災害による被害を軽減するために、将来を中長期的に展望し、亀山市消
防本部の方向性を明らかにするものとして策定したものである。

計画の骨格

- 13 -



■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名

「別紙のとおり」

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

　県消防学校での教育課程や県メディカルコントロール協議会が主催する教育研修
に職員を派遣し、職員の人材育成を行った。また、消防タンク自動車の更新や耐震
性貯水槽の新設を行い、消防施設、設備の充実に努めた。鈴鹿市とのはしご自動
車の共同整備について協議を進めるとともに、津市、鈴鹿市と通信指令業務の共
同運用に向けての研究を開始した。消防フェスタの開催や各種イベントへの参加を
通じて、防火思想を啓発した。さらに、当市少年消防クラブが全国交流大会に初参
加し、防火・防災の輪を広げる次世代のリーダーの育成に努めた。一方、地域の消
防防災力の充実強化を図るため、消防団活動に積極的に協力している事業所等に
対し、消防団協力事業所の認定を行うとともに、消防団員の活動服を更新した。

　様々な教育課程等へ職員を派遣することで、職員の技能を向上させるとともに、
市民等による心肺蘇生法の実施率を高めることができた。また、消防タンク自動車
の更新や耐震性貯水槽の新設を行うことで、消防施設、設備の充実に繋げることが
できた。鈴鹿市とのはしご自動車の共同整備については、次年度の整備に向け、連
携協約を締結した。少年消防クラブの全国交流大会への参加により、様々な地域
の少年消防クラブ員と親交を深めることができた。また、防火フェアで報告会を実施
し、来場者に対して防火思想の普及をすることができた。消防団協力事業所の新規
認定により、消防団活動がより実施しやすい環境を整えるとともに、活動服の更新に
より、より安全な消防活動を実施できる体制を整備した。

第2次亀山市総合計画前期基本計画
1.快適さを支える生活基盤の向上
(6)安全・安心なまちづくりの推進
【成果指標】　　　　　　　　　　　　　　　　現状値　　 目標値     R1年度
・火災出動に関する平均所要時間　12分53秒、12分00秒、13分45秒
・救急出動に関する平均所要時間　39分55秒、37分00秒、40分46秒

　本プランの目的を達成するために掲げた基本施策の取組を推進し、前期基本計
画の成果指標として設定した火災・救急出動に関する平均所要時間を、昨年度の
実績と比べ短縮することができた。今後は、さらに個々の取り組み内容を精査し、成
果指標の達成を目指す。

　本プランは令和3年度末までとなることから、個々の取り組みを着実に推進するとと
もに、社会情勢の変化に応じて必要な取り組みを検討していく必要がある。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

■成果指標一覧表

成果指標名 現状値
実績値
(R1)

目標値
単位

救急救命士搭乗率 ％ 99.8 100 100

防火水槽設置数 基 430 440 440

消防用設備設置率 ％ 51.2 51.8 53

中型免許取得率 ％ 75.9 82 93

住宅用火災警報器設置率 ％ 75.6 80.0 100

防火診断実施世帯数 世帯 400 220 800

特定行為評価適切率 ％ 100 100 100

被搬送者軽症率 ％ 49.3 51.2 48

消防団員充足率 ％ 97 94.5 100

バイスタンダー心肺蘇生法実施率 ％ 33.3 55.8 50

防火衣配備率 ％ 43.7 100 100

消防団協力事業所認定数
事業
所

8 11 16
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■計画の基本情報

H 29 ～ R 2

亀山市一般廃棄物処理基本計画に関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

　本計画は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第６条第１項に基づき策定するもの
であり、第２次亀山市総合計画前期基本計画との関連は、基本施策「低炭素・循環型
社会の構築」に関わるものである。

生活文化部 環境課

目的・概要

計画期間 年度

　法や条例の目的である「生活環境の保全や公衆衛生の向上」を確保するため、一般
廃棄物の適正な処理と減量化、再生利用の推進を図ることを目的とし、今後の本市の
一般廃棄物処理に関する基本的事項を示すものである。

計画の骨格

ごみ処理

基本計画

生活排水

処理基本

計画

清掃・リサイクル

事業を取り巻く現

状と課題

生活排水処理事

業を取り巻く現状

と課題

基本的な考え方と

目標

基本的な考え方と

将来予測

・人口及び産業の動向

・ごみ処理の現状

・現計画の総括

・将来予測と主な課題

・基本理念

・基本方針

・計画目標

・目標達成に必要となるごみ減量

化、資源化の原単位

・ごみ排出抑制等のための方策

・分別収集するごみの区分と種類

・排出抑制及び資源化施策後の

ごみ排出量と資源化量

・排出抑制及び資源化施策後の

ごみ排出原単位と資源化率

・ごみの適正処理及びこれを実

施する者に関する基本的事項

・ごみ処理施設の整備に関する

基本的事項

・基本方針

・処理の主体及び体制

・今後の予測

・生活排水処理の現状

・収集・運搬の現状

・処理の現状

- 17 -



■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名

1人1日あたりのごみ排出量（家庭系ごみ）

1人1日あたりのごみ排出量（事業系ごみ）

資源化率

生活排水処理率

ｇ／
人・日

ｇ／
人・日

685

207

42.0

84.0

722

243

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

 　家庭系ごみは、ごみダイエットサポーターや市民団体と協働し、食品ロス削減や
雑がみ及びその他色びんの分別収集に向けた準備を進めるなど、3Ｒによるごみの
減量とリサイクルに取り組んだ。事業系ごみは、収集運搬処理業者に対して産業廃
棄物の混載や資源物の混入がないか搬入検査を実施するなど、分別・搬入指導に
よるごみの減量とリサイクルに取り組んだ。
　また、刈り草コンポスト化センター（堆肥化施設）の運営を民間事業者に移譲し、
移譲後は公共事業等で積極的な活用が図られるよう周知に努めた。
　公共下水道井田川・能褒野処理分区他２処理分区について供用を開始するな
ど、事業計画に基づいた生活排水処理施設の整備を行った。

　1人1日あたりのごみ排出量は減少したが、内訳を見ると、家庭系ごみは737g（前
年度比11g増）で、近年の直接持ち込みごみの増加を抑制することができなかっ
た。一方、事業系ごみは堆肥化施設の運営を民間事業者に移譲したことで総合環
境センターでの刈り草処理量が減少したことが要因となり183g（前年度比64g減）と
目標値を達成できた。資源化率は、ペーパレス化やスーパー等の店頭回収による
紙類の減少、堆肥化施設の運営移譲等により30.8％（前年度比2.2ポイント減）と低
下した。
　生活排水処理率については、井田川・能褒野処理分区他２処理分区の供用開始
により、生活排水処理率の向上に努めた。

　堆肥化施設を運営移譲したことで、事業系ごみ（刈り草）の減量化が図られたとと
もに、令和2年10月に雑がみ及びその他色びんの分別収集を試行的に開始できる
よう進めたことで、今後の市民1人1日あたりの排出量の低減や資源化率の向上に
寄与できるものと考えられる。
　公共下水道事業や農業集落排水事業の供用開始区域内の市民に接続を促した
ことで、生活排水処理対策の推進に寄与できた。

　近年増加傾向にある家庭系ごみの減量化に取り組んだが歯止めをかけることがで
きず、ごみピット内の組成調査では厨芥類や紙類の割合が高い結果となった。
　生活排水処理については、経済的、効率的な処理方式を選択し、生活排水処理
施設の整備を進める必要がある。

　家庭系ごみにおける食品ロス削減及び雑がみ等の分別収集の取組を着実に進
め、ごみの減量化とリサイクルの推進を図る。
　生活排水処理施設整備を計画的、効率的に進め、整備された地域において、下
水道への接続率の向上を目指す。

737

183

30.8

80.2

37.0

78.2

％

％
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■計画の基本情報

H 26 ～ R 2

位置付け

　本計画は、地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき、地域の自然的社会的
条件に応じて、市域の温室効果ガスを削減するために定めるものであり、また、亀山
市第2次総合計画前期基本計画との関連は、基本施策「1.快適さを支える生活基
盤の向上（7）低炭素・循環型社会の構築」と深くかかわり、市民・事業者・行政等が
それぞれの立場で低炭素社会の形成に向け、省エネルギー・省資源などの取り組
みを通じ、また、再生可能エネルギーの有効活用の啓発を行い、地球温暖化防止
対策を推進するためのものである。

亀山市地球温暖化防止対策実行計画【区域施策編】に関する実績等報告書

（令和元年度）
生活文化部 環境課

計画期間 年度

目的・概要

　計画の目的は、地域の自然的社会的条件に応じ、各主体（市民・事業者・行政）
における施策を推進し、市域から排出する二酸化炭素を削減させるものである。
　計画の概要は、環境基本計画の理念の下、地球温暖化防止対策に関する各主
体の具体的な行動を示し、「二酸化炭素排出抑制」「新エネルギー・再生可能エネ
ルギーの導入」「森林整備・緑化の推進」「環境教育の推進」を推進するものである。

計画の骨格

　１　二酸化炭素排出抑制

I　市民：省エネ行動 省エネ行動定着の仕組みをつくります

省エネ行動促進の支援を行います

市民参加の取り組みを企画し実施します

省エネ行動取り組みの情報提供をします

Ⅱ　市民：省資源活動 リフューズ（Refuse） でごみを減量します

リデュース（Reduce） でごみを減量します

リユース（Reuse）でごみを減量します

リサイクル（Recycle）でごみを減量します

省資源活動の支援、情報提供を行います

Ⅲ　事業者：省エネ行動 省エネ行動の取り組みを支援します

　　 省資源活動 省エネ行動の取り組みの情報提供をします

Ⅳ　公共交通機関等 JRの利用を推進します

　　 の利用 バスの効率的・効果的な運行を行います

クリーンエネルギー自動車が利用しやすいインフラを

整備します

自動車等の使用を抑制します

　２　新エネルギー・再生可能エネ 太陽光発電の導入を促進します

　　　ルギーの導入 地域資源として存在する再生可能エネルギーに関して

調査・研究し、利用に向けて検討します

クリーンエネルギー自動車の普及率を高めます

新エネルギー・再生可能エネルギーの情報提供及び

支援を行います

　３　森林整備・緑化の推進 亀山市森林整備計画に基づき、森林整備を計画的に

　　　　（吸収源対策） 推進します

緑あふれる美しいまちづくりを推進します

　４　環境教育の推進 講座や講演会等の開催により、誰もが環境や温暖化

防止について学べる機会を提供します

身近な自然を活用した体験学習や自然観察会などを

促進します

環境に関する学習、啓発、奉仕体験活動を実施します

地球規模の環境問題に対する情報提供に努め、地球

環境の悪化を防止する意識の向上を図ります

- 19 -



■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等

成果指標名 現状値
実績値
（H30）

目標値
単位

　別紙のとおり

今後の方向性

　製造業のうち、第一種及び第二種エネルギー指定工場における二酸化炭素排出
量や再生可能エネルギーの導入状況の把握に努めるとともに、低炭素な事業活動
の必要性等を継続的に周知・啓発し、一層の省エネルギー・省資源行動への意識
醸成を図る。

成果

　環境活動ポイント制度（ＡＫＰ）では、昨年度同様、募集枠を上回る応募があり、参
加世帯全体で17.763トンの二酸化炭素排出量を削減する結果となった。
　環境教育においては、イラストを用いて小中学生にも分かり易い出前トークの実施
や里山公園でのイベントなどで様々な啓発活動を通じて、地球温暖化防止活動の
必要性を理解してもらえるよう幅広い世代への意識醸成を図ることができた。

総合計画
推進への
寄与度

　市民・行政がそれぞれの立場で、低炭素社会の形成に向け省エネルギー・省資
源行動などの取り組みが行われるよう地球温暖化防止対策を推進することができ、
環境負荷の少ない社会の形成に寄与することが出来た。

反省点・課題

　ＡＫＰの実施は、意識醸成への一定の役割を果たしたため、令和元年度をもって
制度を終了したが、引き続き市民・事業者意識の醸成を図る必要がある。特に、市
域における二酸化炭素排出量の９割以上を占める製造業での排出量削減を促進
する必要がある。

取組実績

　前年度に引き続き、環境活動ポイント制度（ＡＫＰ）を実施し、300世帯の募集に対
し、317世帯の参加を得ることができた。
　前年度の反省を活かし、令和元年度のＡＫＰでは、9月と2月、3月に実績報告の
必要性を繰り返し周知し、参加者の意識啓発に努めた。
　また、里山公園等でのイベント及び出前トーク、市広報及び市ホームページ、ZTV
行政情報番組にて地球温暖化防止の啓発を行った。
　しかし、事業者に対するアプローチは、ホームページでの掲示に留まっている。
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■成果指標

№

1

2

3

4

6

7

8

削減行動目標
値（R2年度）

各削減項目に基づく目標値

成果指標名 現状値
実績値
（R1）

目標値
単位

二酸化炭素総排出量（基準年H20年度）
千t-
CO２

2,011 - 1,755

項目 単位 現状値

事業者：国及び県の施策実施による削減 % - -

産業部門：
1％

民生業務：
0.14％

市民：省エネ行動による削減実施率 % 56 - 71

市民：省エネ機器買換えによる削減買換え率 % 34 - 76

市民：省資源活動による削減実施率 % 97.5 - 100

5

市
民
：
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に

よ
る
削
減

太陽熱温水器導入率 % 5.8

コージェネレーション導入率 % 1.0

クリーンエネルギー自動車導入率 % 25.2

12.7

太陽光発電導入率 % 6.7 - 17.5

-

7.2

ヒートポンプ式給湯器導入率 % 7.9 - 13.6

-

- 53.4

潜熱回収型給湯器導入率 % 1.0 - 5.5

ごみ処理量減量（発生量） 千t/年 17.8 16.2 16.8以下

国施策による自動車燃費改善による削減 % - -
乗用車13％
貨物車6％

間伐面積（森林吸収） ha/年 150 182.6 282
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■計画の基本情報

H 20 ～ R 2

亀山市歴史的風致維持向上計画に関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

本計画は、地域における歴史的風致の維持向上に関する法律（所謂、歴史まちづくり
法）第4条の規程に基づき同法第5条第2 項に規程する内容をまとめたものである。本
計画は、同法による国の第１号認定を受けたものである。

生活文化部 文化スポーツ課

目的・概要

計画期間 年度

亀山市における固有の歴史及び伝統を反映した人々の活動とその活動が行われる歴
史上価値の高い建造物及びその周辺の市街地が一体となって形成してきた良好な市
街地の環境の維持及び向上を図る。

計画の骨格

１．亀山市の歴史的背景
　（１）亀山市の自然及び社会的環境
　（２）歴史的背景
２．亀山市の歴史的風致の維持及び向上に関する方針（５－２－１）
　（１）指定等文化財の分布状況
　（２）指定等以外の文化財の分布状況
　（３）把握できる関連文化財群
　（４）亀山市の維持向上すべき歴史的風致
　（５）歴史的風致の維持及び向上に関するこれまでの取り組み
　（６）亀山市の歴史的風致の維持及び向上に関する課題
　（７）上位・関連計画における歴史的風致の維持及び向上に関する位置付け
　（８）亀山市の歴史的風致の維持及び向上に関する基本方針
　（９）計画実現のための体制
３．重点区域の位置及び区域（５－２－２）
　（１）重点区域設定の考え方
　（２）重点区域の位置及び区域
　（３）重点区域の景観形成に関する施策による保護
４．歴史的風致の維持及び向上のために必要な事項（５－２－３）
イ．文化財の保存及び活用に関する事項
　（１）文化財の保存・活用の現況と今後の方針
　（２）文化財の保存及び活用に関する体制
　（３）重点区域における具体的な計画
ロ．歴史的風致維持向上施設の整備又は管理に関する事項
　（１）歴史的風致維持向上施設となりうる施設の整備又は管理に関する基本的な考え
方
　（２）歴史的風致維持向上施設の整備又は管理に関する事項
　（３）歴史的風致の維持向上に資するソフト事業
５．歴史的風致形成建造物の指定の方針
　（１）歴史的風致形成建造物の指定における基本的な考え方
　（２）歴史的風致形成建造物の指定の方針
６．歴史的風致形成建造物の管理の指針となるべき事項
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■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名

設定なし

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

・重点区域内の歴史的建造物等の拠点となる文化財等施設をつなぐ街道等の整
備方針について、庁内関係部局室で協議を行った。
・整備を終えた歴史的建造物を活用して、町並みスケッチ画の展示や雛飾りの展
示等を行い、歴史的建造物の公開を進めた。
・拠点施設である関の山車会館整備事業が完了し、一般公開を7月6日に開始し
た。

・関の山車会館整備事業における工事等を完成させた。
・関の山車会館の令和元年度の見学者は、7,492人であった。
・令和元年度における、亀山城周辺の年間見学者数は、7,310人であった。
・文化財説明看板や説明標柱を計画に基づき設置した。

関の山車会館整備事業など歴史的風致を醸し出す文化財等の整備を進めたこと
により、第２次総合計画前期基本計画、１．快適さを支える生活基盤の向上、(9)歴
史的風致を生かしたまちづくりの推進について進めることができた。

・計画期間の終盤を迎え、拠点となる文化財等の面的な整備が、比較的進んだ
一方で、これらをつなぐ集落間の整備等が残されており、これらの予定事業を実施
していくために、東海道整備方針を策定する必要がある。
・文化財説明看板未設置の地区がまだ多いことから、引き続き設置を行っていく必
要がある。

拠点施設等をつなぐ集落間整備等を進めるため、東海道整備方針を盛り込んだ新
たな歴史的風致維持向上計画を策定する。
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■計画の基本情報

H 29 ～ R 3

第2次亀山市地域福祉計画に関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

本計画は、地域福祉法107条に基づく市町村計画であり、市の最上位計画である第2
次総合計画に即したものである。あわせて、福祉分野におけるマスタープランとして、高
齢者福祉、障がい者福祉、子ども・子育て支援、健康・医療の各種計画と整合しつつ、
地域福祉活動計画（社会福祉協議会）と連携しながら福祉施策を総合的に推進するも
のである。

健康福祉部 地域福祉課

目的・概要

計画期間 年度

本市における従来からの市民と地域の持つ力を生かした地域福祉のネットワークを強化
するとともに、ともに支え合う「共助」の機能を高めつつ、さらに、多様な人びとが心身とも
に健やかな日々を過ごせる「共生」の地域社会を構築し、「ふだんの、くらしの、しあわ
せ」のまち「かめやま」の実現を目指すものである。

計画の骨格
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■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等

-箇所

755

123

2

地域のちょっとした困りごとに対応する「ちょこボラ」による助け合い・支え合いのしくみ
づくりに向け、皇學館大学や地域福祉推進委員長をコーディネーターに迎え、CSW
の取組の現状や今後の方向性など、市長もトークセッション加わり、立ち上がりの経
緯や現状について、全22地区の地域まちづくり協議会を対象として、地域福祉シン
ポジウム（5月）を開催した。また、子どもの貧困に関する実態調査を踏まえ、経済的
な側面のみならず、親子関係などの文化的な貧困を定義づけ、対応する施策を第
2期子ども・子育て支援事業計画に位置付けた。さらに、ＣＳＷを社協に配置した地
域福祉力強化推進事業について、個別支援における包括的な支援体制の構築に
向け、新たな会議体の設置に向けた検討を行うとともに、しくみづくりは、継続的な地
域支援に関わることにより、「井田川北ささえあい愛たい（1月）」が立ち上がった。

地域福祉力強化推進事業では、地域まちづくり協議会（全22地区）に対し、第2次
地域福祉計画はもとより、当該事業やちょこボラの概要について、市と社協（ＣＳＷ）
が訪れ、説明を行うなど、地域福祉を支える人材の育成等を推進した。また、世帯
における多様化・複合化した福祉課題を抱える個別ケースの支援については、地域
における支援者に対し、まずはCSWにつなぐ相談体制を整えつつ周知するとともに、
身近な地域での助け合い・支え合い活動（地域支援・しくみづくり）については、全地
区を対象とした講座等を開催することにより意識啓発を図りつつ、CSWが継続的に
会議等に参加することにより、新たに井田川北地区において、ちょこボラが立ち上が
り、地域の連携で安心を生み出す環境づくりを進めた。

CSWがちょこボラの組織立ち上げに継続的に関わることで、地域福祉を支える人と
組織の育成や、地域での助け合い・支え合いのしくみづくりを進めた。また、全22地
区の地域まちづくり協議会を市・社協の担当者が訪れ、当該計画や地域福祉力強
化推進事業の概要を説明し、包括的な支援体制の構築を進めることにより、安心し
て福祉サービスを利用できる環境づくりに取り組んだ。さらに、低所得者への支援と
自立支援に向け、子どもの貧困に関する実態調査を踏まえた取組を位置付けた。

単独の相談支援機関では対応できない、多様化・複合化した福祉課題（ごみ屋敷
等）を抱えた世帯が、CSWの相談支援により顕在化しつつある一方で、必要な支援
につなげる包括的な相談窓口の明確化が必要である。また、特定の分野だけでは
なく、全対象型の地域における支え合う完成性の育成支援が求められている。

CSWの体制を強化し、多様な福祉課題を抱える世帯を支援につなぐしくみの導入
や、本人同意の有無に関係なく、情報共有・支援プランなどを行える会議体の設置
を検討するとともに、必要な支援に適切につなぐ断らない相談窓口の明確化や個々
の実情に対応する重層的な支援体制づくりに向け、本市の実態を明らかにする。

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

市ボランティアセンター登録数及びボランティア数
（地域の担い手含む）

ふれあい・いきいきサロン活動、子育てサロン及びコ
ミュニティサロンの設置団体数

ちょっとした困りごと相談ができる場所の数

人

団体

900

110

10

751

60

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名
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数値目標の進捗管理 

【基本目標１】地域福祉を支える人材の育成と自立支援の推進 

項目 現状値 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 
目標値 

(Ｒ3 年度) 

備考 

（現状の根拠） 

地域活動での役割を

何か担っている人の

割合 
17．2％ － － － 35％ 

平成 27年度_

第 2次総合計

画市民アンケ

ート調査 

住民がお互いに助け

合えるまちづくりの満

足度 

47．6％ － － － 55％ 

平成 28年度__

第 2次地域福

祉計画市民ア

ンケート調査 

市ボランティアセンタ

ー登録者数及びボラ

ンティア数（地域の担

い手含む） 

751 人 714 人 747 人 755 人 900 人 

 

【基本目標２】地域の連携で安心を生み出す環境づくり 

項目 現状値 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ 
目標値 

(Ｒ3 年度) 

備考 

（現状の根拠） 

福祉サービスに関す

る情報提供の満足度 
46．1％ － － － 50％ 

平成 28年度__

第2次地域福祉

計画市民アンケ

ート調査 

気軽に相談できる人・

場の充実の満足度 
39．7％ － － － 45％ 

ふれあい・いきいきサ

ロン活動、子育てサロ

ン及びコミュニティサロ

ンの設置団体数 

60 団体 
96 

団体 

113 

団体 

123 

団体 

110 

団体 

 

ちょっとした困りごと相

談ができる場所の数 
－ ０ １ 2 10 箇所 

地域まちづくり協

議会 

【基本目標３】身近な地域での助け合い・支え合い活動の促進 

項目 現状値 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 
目標値 

(Ｒ3 年度) 

備考 

（現状の根拠） 

隣近所の方とあいさつ

をしている人の割合 
69．1％ － － － 90％ 

平成 28年度__

第2次地域福祉

計画市民アンケ

ート調査 

悩みや不安、困ったこ

とがあるときに相談し

ない人の割合 

6．1％ － － － 5％ 

地域活動に参加しな

い人の割合 
30．6％ － － － 25％ 

※アンケート結果をもとにした目標の評価は、前期基本計画の最終年度に実施します。 
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１ 地域福祉を支える人材の育成と自立支援の推進 

（１）福祉意識の向上 

5 年後のあるべき姿 
「共生社会の実現」に向けた意識が高くなり、誰もが福祉を「我が事」と
認識して具体的な行動が展開されています。 

行政と社協の役割 
高齢者や障がい者、外国人など、さまざまな住民が、互いに理解し合って
暮らしていく「共生社会の実現」に向けた啓発を行います。 

取 組 内 容 

① 
「共生社会」や「心のバリアフリー」といった地域福祉の理念について、
さまざまな機会をとらえて普及･啓発を行います。 

② 
地域における福祉講演会、小中学校における福祉教育・福祉体験など、地
域の特性に合わせて地域福祉を学ぶ機会づくりを教育委員会と連携しな
がら進めます。 

③ 
地域の一員として果たすべき「コミュニティサービス」の考え方について、
普及を図ります。 

④ 
障がいの有無や国籍などの違いを越えた、市民交流・ふれあいの機会を提
供します。 

実 績 

( 令和元年度 ) 

①  

亀山市社会福祉大会（11月）において、障がいを価値に変える「バリ
アバリュー」の視点を取り入れたユニバーサルマナーからふだんのくらし
のしあわせを考える記念講演（講師：㈱ミライロ）を開催し、地域におけ
る支援者や市民に対して障がい者への接し方などについて、普及・啓発を
行いました。また、映像通訳（タブレット端末）・電話通訳システムによ
る、12 言語に対応した外国人生活相談窓口を開設し、外国人の方の福祉、
子育て、教育など、生活に係る相談に対して、迅速に対応できる環境を整
え、共生社会の実現につながる環境づくりを進めました。 
さらに、市・社会福祉協議会が、地域福祉計画の基本理念をはじめとし

た概要について、全 22地区の地域まちづくり協議会（福祉委員会）を訪
れ、スライドを使うなど、わかりやすい情報提供に努め、相互に理解し合
って暮らせる共生社会の実現に向けた啓発を行いました。 

②  

社協が主体となり、学校等と連携した福祉教育推進事業について、保育
所(12)・幼稚園(5)・認定こども園(2)、小学校(11)、中学校(3)、高等学
校(2)において実施し、福祉の心を育みました。また、市内の社会福祉施
設において、中学生(150 人)を対象とした福祉体験教室(8 月 19～23 日)
の開催等により、地域福祉を学ぶ機会を提供しました。 

③  

 ちょっとした困りごとに対応する「ちょこボラ（有償ボランティア）」
による地域の助け合い・支え合いのしくみづくりを進めるため、市内にお
いて先駆的に取り組むフレンドサービス（昼生地区まちづくり協議会）の
代表をパネリストに迎え、まち協や民生委員、市民を対象とした地域福祉
シンポジウムを開講(5月)し、地域の一員として地域に貢献する必要性に
関する意識の向上を図りました。 

④  

 「であい、ふれあい、ささえあい」をテーマとしたあいあいまつり2019(10
月)の開催や、人権週間にあわせたヒューマンフェスタ in 亀山(12 月)に
おいて、中高校生による人権作文や人権スピーチの発表、市民活動団体に
よるブースの出展に加え、「みんながつくる、みんなの学校」と題した講
演会などにより、多世代間の交流やふれあいの場を提供しました。 

今後の方向性 

 地域の福祉課題を我が事として誰もが認識できるよう、全 22地区のま
ち協に市と社協が訪れ、地域福祉の理念を含めた計画の概要や主要な取組
の周知を継続しつつ、社協による福祉教育推進事業の継続など、学校等に
おける福祉意識の向上にも取り組みます。また、市職員における多文化共
生のマインドを高める取組も並行して行います。 
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（２）担い手の育成 

5 年後のあるべき姿 
「地域共生社会」の実現に向けて、誰もがそれぞれにできることを担って
います。 

行政と社協の役割 
地域まちづくり協議会を単位として、住民相互に支え合うしくみを構築で
きるよう促し、支援を行います。 

取 組 内 容 

① 
民生委員・児童委員や、福祉委員をはじめとする、地区レベルでの地域福
祉の中核を担う人材の確保・育成と、スキルアップのための研修の充実を
図ります。 

② 
ボランティア講座の開催とともに、亀山高等学校や徳風高等学校、近隣の
大学と連携しながらボランティアの機会をつくるなど、将来にわたって地
域福祉を実践する人材の育成を進めます。 

③ 
市民の健康づくりや地域で介護予防活動に取り組むリーダーや推進組織
の育成・支援を行い、地域住民が主体となる介護予防活動の展開を促しま
す。 

実 績 

( 令和元年度 ) 

①  

 全 22 地区のまち協の福祉委員会等に出向き、市と社協が進めるまち協
を単位とした住民による助け合い・支え合いのしくみづくりの取組概要に
ついて、地域における支援者に直接伝えました。 
また、民生委員やまち協、市民を対象として、有識者をコーディネータ

ーに迎えた地域福祉シンポジウム（5月）を開催し、ＣＳＷの活動実績を
踏まえ、民生委員やまち協における現状や今後の方向性についてトークセ
ッションを行い、地域福祉の中核を担う人材の育成につなげました。 

②  

 地域における助け合い・支え合いの活動について知っていただくため、
昼生地区まちづくり協議会のフレンドサービス事務局の田名瀬氏を講師
に迎えたボランティア講座を開催(11 月)しました。また、社協が主体と
なり、亀山・徳風高等学校において、車椅子の貸出、ボランティア紹介、
助成事業などを行いました。亀山高等学校では、モデル校として指定し、
学校と社協が協働しながら、ふれあい・いきいきサロンとの交流（3回）
や清掃奉仕活動などを実施する年間を通じた福祉教育プログラムを作成
し、将来の地域福祉を担う人材の育成に努めました。 

③  

 社協と長寿健康課とが連携し、高齢者の情報交換や交流を深める場とし
て、「ふれあい・いきいきサロン（99箇所）」を開催し、延べ 21,542 人が
参加しました。当該サロンは、平成 30年度 91箇所から 8箇所増加し、地
域住民が主体となった介護予防活動の輪が広がりました。 

今後の方向性 

 国が目指す地域共生社会の実現に向け、地域における支援者を対象とし
たスキルアップに向けた講演会の開催検討を行うとともに、社協が主体と
なった福祉教育推進事業やサロン活動推進事業などを引き続き展開する
ことにより、住民相互に支え合うしくみづくりに取り組みます。 
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（３）権利擁護の充実 

5 年後のあるべき姿 
判断能力が低下した人などの権利が尊重され、自分らしく生活できる支援
が充実しています。 

行政と社協の役割 
人権尊重等の権利擁護に関する制度の周知を行うとともに、制度利用のた
めの体制の確立をめざします。 

取 組 内 容 

① 
判断能力の低下した人や障がいのある人に限らず、社会的立場が弱い人へ
の差別や虐待を防ぎ、すべての人の人権が守られるよう、地域における啓
発活動とともに、人権相談等、相談体制の充実を図ります。 

② 
判断能力が低下した人等に対し、日常生活自立支援事業による生活支援の
充実を図ります。 

③ 

国の成年後見制度利用促進基本計画を踏まえながら、亀山市高齢者福祉計
画（平成 30～32 年度）及び第２次亀山市障がい者福祉計画を推進し、成
年後見制度の利用の促進に取り組むとともに、社会福祉協議会による法人
後見等の可能性についても協議していきます。 

④ 

児童や弱い立場の人の人権を守り、児童虐待及びＤＶ（ドメスティック・
バイオレンス）の発生予防や早期発見・早期対応（親・子どもの悩み等）
が図れるよう、分かりやすい相談窓口を位置づけるとともに、地域や関係
機関などとの連携を強化します。 

⑤  
障がいを理由とする差別の解消を推進するため、弁護士等の法曹をはじ
め、障がい者団体や相談支援事業者など、地域のさまざまな団体機関が、
情報共有や協議をすることができる体制を整備します。 

実 績 

( 令和元年度 ) 

①  

 市内ショッピングセンターでの街頭啓発をはじめ、広報かめやまや人権
啓発チラシの各世帯の配布などによる人権を守る啓発活動に加え、人権相
談事業(よろず人権相談：年 36回)をはじめ、人権擁護委員の日(6 月)や
人権週間(12 月)にあわせ特設人権相談を実施しました。また、高齢者や
障がい者に対する虐待防止や適切な支援を行うことを目的に、関係機関と
連携し、高齢者・障がい者虐待防止対策代表者会議を開催(3 月)すること
などにより、地域における啓発活動や人権相談、支援体制などの充実を図
り、人権が守られる環境づくりを進めました。 

②  

 社協が主体となり実施する日常生活自立支援事業(県社協受託)は、認知
症高齢者や知的・精神障がい者など判断能力が低下した人に対し、福祉サ
ービス利用援助や日常的金銭管理、書類などの預かりサービスなど、利用
者に寄り添った支援により、地域の中で生活ができる環境の保持に努めま
した。【契約者数：38 件、支援回数：997 回】 

③  

 成年後見制度利用促進計画における中核機関の設置に向け、津地方裁判
所が主催し、管轄である市（津市、鈴鹿市、亀山市）が参加した連絡会に
おいて、裁判所との連携を含めた意見交換を行うとともに、県が実施する
中核機関の設置に向けたモデル事業に応募し、令和 2年度に専門職による
アドバイザー派遣など受けることとしました。 

④  

 児童虐待やＤＶの発生予防や早期発見・早期対応のため、亀山市要保護
児童等・ＤＶ対策地域協議会のネットワークを活用するとともに、子ども
やその保護者の相談支援体制の強化を目的に、亀山市子ども家庭総合支援
拠点の設置要綱（令和 2年 4月）を制定し、妊娠期から子育て期にわたる
児童に対する必要な支援が行える環境づくりを進めました。 

⑤  
 障害者差別解消支援地域協議会の設置に向け、地域自立支援協議会に必
要な構成員を加えつつ、その機能を付加する方向性を提案し、承認を得ま
した。 

今後の方向性 

判断能力が不十分な方が、地域において自立した生活が送れるよう、日
常生活自立支援事業における必要な市補助を引き続き行います。 
中核機関(成年後見制度)の設置に向け、県モデル事業を活用したアドバ

イザー派遣等の活用により、本市における必要な支援体制を明確にしなが
ら検討を進めます。 
 また、子育て家庭支援の中核的役割を担う「子ども家庭総合支援拠点」
を軸とし、亀山市要保護児童等・ＤＶ対策地域協議会や、支援会議・相談
支援包括化サポート会議などを活用し、各関係機関とをつなぐしくみを導
入し、ネットワークの強化を図ります。 
 障害者差別解消地域支援協議会は、当該協議会の所掌事務や必要な構成
員を明確にし、設置に向けた具体的な準備を進めます。 
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（４）生活困窮者対策の推進 

5 年後のあるべき姿 
公的支援はもとより関係機関との連携や地域住民による支援によって、生
活困窮者が支えられています。 

行政と社協の役割 
社会福祉法人・事業者等、地域の多様な社会資源と連携し、適切な支援が
できる体制を整えます。 

取 組 内 容 

① 貧困の連鎖を防止するため、子どもの貧困の実態把握を行います。 

② 
生活困窮につながる可能性のある大人の引きこもりは、地域のつながりを
生かして、見守りや声かけ活動などにより早期発見しながら、その実態把
握に取り組みます。 

③ 
生活困窮者に対する正しい理解を得るため、支援制度に対する啓発活動を
行います。 

④ 
自立支援相談事業など、生活困窮者等の自立を支援するため、アウトリー
チによる相談支援を実施します。 

⑤ 
生活困窮者、子どもの貧困や引きこもりに対する自立支援を行うため、家
庭・地域・関係機関との連携によって、支援体制の強化を図ります。 

実 績 

( 令和元年度 ) 

①  

 経済的な側面に限定せず、家庭における親子の関わりや地域における人
間関係なども含めた広い観点（文化的な貧困）から調査を行った子どもの
貧困に関する実態調査を踏まえ、その結果を第 2期子ども・子育て支援事
業計画の中で、施策として位置付け、取り組むこととしました。 

②  

鈴鹿・亀山圏域において、家族会、事業所、県・市など関係機関が参加
するひきこもりの就労支援等を考える会への参加などを踏まえ、実態把握
に向けた検討を行うことを目的に、令和 2年度において生活困窮者自立支
援事業におけるひきこもり対策推進事業を予算化しました。 

③  

全 22地区のまち協（福祉委員等）に対して、地域福祉計画の概要とと
もに、主要な取組の一つである地域福祉力強化推進事業の実績や内容を説
明し、その中で複合的な福祉課題を抱える人は、生活困窮者が大半を占め
ることから、地域の支援者にはまずは社協につなぐよう継続的な周知を行
いました。 

④  

 生活困窮者自立支援事業における新規相談は 116 件、延べ相談件数 598
件となり、窓口への来所相談をきっかけに、継続的に訪問と来所による相
談支援を行いました。また、アウトリーチによる相談支援は、自立相談支
援事業と並行し、社協に配置したＣＳＷが中心となり展開しており、自立
相談支援事業における相談支援員と連携のもと、組織内で連携を図りなが
ら対応しました。 
さらに、生活困窮者に対するアプローチの支援として、本人同意の有無

に関係なく、情報共有ができ、アウトリーチによる相談支援が可能となる
新たな会議体の設置に向け、会議設置要綱等の制定を進めるなど、地域の
中で福祉課題を抱えた人が適切な支援につながる体制づくりを進めまし
た。 

⑤  

 子どもの貧困や引きこもりに対する自立支援に向けて、子どもの貧困に
関する実態調査の結果を踏まえ、関係機関との連携による支援体制の在り
方を検討するため、多様化・複合化した課題に対応できる相談体制の充実
や家庭の孤立を防ぐ包括的な支援のネットワークづくりを施策の方向性
に位置付け、取り組むこととしました。 

今後の方向性 

 子どもの貧困は、「第 2期子ども・子育て支援事業計画(令和元年度策定)
に基づき、自立に向けた支援体制の充実と確保、自立した生活基盤づくり
への支援に関する施策の取組を進めていきます。 
 また、本市においても、顕在化しつつあるひきこもりの実態を把握する
ため、ヒアリングやアンケート調査など、具体的な調査方法を具体化しま
す。 
 さらに、生活困窮者等に対する相談支援の強化策として、社協へのＣＳ
Ｗの体制を強化する予算措置を行いつつ、多機関協働による包括的な支援
体制のしくみづくりを本格的に進めます。 
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２ 地域の連携で安心を生み出す環境づくり 

（１）情報提供の充実 

5 年後のあるべき姿 「福祉情報」が必要な人に、分かりやすい情報が提供されています。 

行政と社協の役割 
必要な人に分かりやすく情報を提供するとともに、特に複数の福祉課題が
ある住民や福祉関係者に対して、必要な情報の提供を行います。 

取 組 内 容 

① 

地域福祉・福祉サービスに関する情報を一元化するとともに、「この人に
聞けば分かる」、「ここに行けば分かる」など、分かりやすい提供方法を確
立します。また、地域社会とのかかわりが薄い人には、個々のニーズに応
じた福祉サービスの情報提供に努めます。 

② 
民生委員・児童委員や福祉サービス事業者などの福祉関係者に対しては、
医療・介護の連携など、より詳細な情報の提供を図ります。 

③ 
潜在化している地域の福祉課題を掘り起こし、本人や家族、支援者に対し
て適切な情報を提供できるしくみを検討します。 

実 績 

( 令和元年度 ) 

①  

 地域の福祉課題に関することは、まずは社協につないでいただくよう、
まち協(22 地区)に市と社協が出向き、相談先(窓口)の周知を行いました。
また、地域との関わりが稀薄な人には、地域における支援者を経由した情
報提供を行うとともに、市ホームページ等を活用した情報発信に努めつ
つ、ＣＳＷによる相談支援を通じて、個別の状況に応じた福祉サービスを
案内するなどにより、情報提供の重層化を図りました。 

②  

 まち協(22 地区)に市と社協が出向き、地域福祉の理念やＣＳＷによる
地域福祉力強化推進事業の概要について、スライド（パワーポイント）な
どを活用しながら分かりやすく、詳細な情報提供に努め、必要な情報提供
を行うことにより、地域の支援者の理解を深めました。 

③  

 地域の中で民生委員・児童委員や福祉委員などが福祉課題を抱える人を
発見した場合は、まずは社協につないでもらうよう、まち協(22 地区)に
周知し、ＣＳＷを介した情報提供のしくみづくりを進めることにより、支
援が必要な人に、アウトリーチによる情報提供のしくみづくりを進めまし
た。 

今後の方向性 

 地域の支援者からの情報を受けられる窓口機能の周知を市と社協が連
携し行うとともに、ＣＳＷ等の個別支援により、福祉情報が必要な人への
情報提供を継続的に行います。 
 また、ＣＳＷにつながった世帯における多様化・複合化した福祉課題が
顕在化しつつある本市の現状や、国が求める地域共生社会の必要性につい
て広く周知する機会（講演会）を検討します。 
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（２）福祉サービスの向上と相談体制の充実 

5 年後のあるべき姿 
多様で複合的な悩みや困りごとに「丸ごと」対応できる相談体制が確立さ
れており、また、市内にある社会福祉法人は、地域とのかかわりが深まっ
ています。 

行政と社協の役割 
地域とともに福祉課題を解決するしくみをつくりながら、公的な福祉サー
ビスとともに個別のニーズに応じた地域での福祉サービスが提供できる
よう、支援を行います。 

取 組 内 容 

①  
社会福祉法人による地域における公益的な取組を促し、これらを通じた社
会福祉の充実を図ります。 

②  
地域福祉・福祉サービスに関するあらゆる相談を受け付けられる総合相談
窓口の設置に向けて、相談体制の構築を図ります。 

③  
地域における民生委員・児童委員等が、身近な場で相談ごとを受けられる
体制をつくるとともに、必要な場合に必要な機関につながるしくみづくり
を進めます。 

④  
地域のニーズや課題をくみ取り、その解決を図るため、地域まちづくり協
議会の福祉委員会を単位とした地域福祉課題検討会議が開催できるよう
支援します。 

実 績 

( 令和元年度 ) 

①  

 社協が主体となり、市内に事業所がある社会福祉法人間の連携・情報交
換の場として、亀山市社会福祉法人連絡会（仮称）設立に係る準備会（3
月）を初めて開催し、各法人の公益的な取組に向けた情報共有を行いまし
た。 

②  

 生活困窮者自立支援事業における福祉全般の相談を受ける「福祉なんで
も相談窓口」を開設し、福祉に関するあらゆる相談を受ける環境を整えま
した。また、国が求める包括的な相談窓口機能の在り方について、他分野
の窓口機能との棲み分けに取り組みました。 

③  

 民生児童・児童委員の見守り活動等において、福祉課題を抱えた人を発
見した場合、まずは社協のＣＳＷにつなぐよう依頼しつつ、当該内容の周
知を市・社協で行うことにより、地域における福祉課題に対応できる環境
づくりを進めました。 

④  

 ＣＳＷの個別支援により浮かび上がった地域のニーズに対し、ちょっと
した困りごとは地域で対応するちょこボラのしくみについて、ＣＳＷ等が
地域支援・しくみづくりとして会議や立ち上げなどに関わり、井田川北地
区まちづくり協議会において有償ボランティアのしくみとして、「井田川
北ささえ愛たい」が組織化されました。 

今後の方向性 

 市と社協とが連携し、社会福祉法人連絡会の設立に向け、取り組みます。 
 また、地域における福祉課題について、高齢、障がい、子どもなどの単
独の相談窓口では受け付けることができない福祉課題を包括的に受け止
める窓口機能の検討を進めるとともに、その有する機能の重層化に向けた
検討を進めます。 
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（３）地域福祉・ボランティア活動の推進 

5 年後のあるべき姿 
住民主体のさまざまな福祉活動が活発化し、住民がボランティアとなって
困りごとが解決できる地域づくりが進んでいます。 

行政と社協の役割 
さまざまな機会や情報の提供に努めるとともに、ボランティアの育成や地
域でのボランティア活動の促進を図ります。 

取 組 内 容 

① 
「支える側」として、世代を越えてだれもが活躍できるよう、ボランティ
ア活動の動機付けとなるボランティアポイント制の導入を検討します。 

② 
日常生活のちょっとした困りごとに対する支え合いにもつながるしくみ
づくりを進めます。 

③ 
福祉サービス・イベント時における資材の貸出等、地域福祉活動を下支え
するサポート体制づくりを進めます。 

④ 
地域における住民交流や介護予防、子育て支援につながるサロン活動を支
援します。 

⑤ 
認知症高齢者や要保護児童などを、家族だけでなく、地域全体で支える支
援のしくみを構築します。 

実 績 

( 令和元年度 ) 

①  

 市と社協がまち協(22 地区)に出向き、地域における支え合いのしくみ
づくりの概要を伝えることにより、地域の支援者を含めた住民の理解を深
めました。また、有償ボランティアを先駆的に取り組むフレンドサービス
(昼生地区まちづくり協議会)の代表を招いて、地域福祉シンポジウムやボ
ランティア講座を開催し、有償ボランティアの必要性や効果などを伝える
機会としました。 

②  

 地域福祉力強化推進事業で社協に配置したＣＳＷにより、地域における
草刈り等、日常生活のちょっとした困りごとに対応するしくみづくりにつ
いて、他地区での展開に向け、市と社協と連携し取り組みました。その中
で、井田川北地区では、ＣＳＷや生活支援コーディネーターが地域支援・
しくみづくりに関わり、有償ボランティアとして「井田川北ささえ愛たい」
が組織化され、ボランティア活動の促進を図りました。 

③  

 社協により、家族の身体的・精神的な負担の軽減を図るため、歩行器(1
件)や車椅子(207 件)の介護機器を貸し出すとともに、歩行困難・寝たき
り状態の人を対象とした福祉移送サービス(登録者数 44人、延べ運行回数
1,795 回)を社協に委託し実施することにより、社会参加の促進につなげ
ました。 

④  

 介護予防事業における高齢者を対象とした「ふれあい・いきいきサロン
(99 箇所)」や、社協が主体となり、子育てサロン(10 箇所)、地域住民が
参加するコミュニティサロン(14 箇所)の各種サロン活動推進事業を実施
し、全体として平成 30年度に比べ 10 箇所増加し 123 箇所となり、住民の
身近な場所での憩いの場づくりを進めました。 

⑤  

 地域包括支援センターを鈴鹿亀山地区広域連合からの委託により、社協
において運営を行い、認知症サポーター養成講座(14 回、433 人)や認知症
初期集中支援チーム(相談件数 120 件、実相談者数 12 人)や認知症関係会
議 4回)により、認知症状態にある人やその家族に早期から関わり、ＣＳ
Ｗ、医療などの関係機関と連携した受診、発見、対応までの支援体制の構
築を進めました。 

今後の方向性 

 有償ボランティアのしくみづくりについてまち協を単位として、事業の
概要の説明や先駆的な取組事例の紹介とともに、他地区に展開していける
よう、介護保険サービスの活用など、活動を支援するしくみを整えつつ、
市と社協が連携しながら取り組みます。また、地域福祉活動を下支えるサ
ポート体制や各種サロン活動を継続します。 
 さらに、認知症高齢者等をはじめとした支援が必要な人に対して、家族
だけでなく地域全体で支えられる体制づくりに向け、生活支援コーディネ
ーター（第 1層、在介）、ＣＳＷ、生活困窮者自立支援事業、市などが連
携できるよう場づくりに向け、新たな会議体の設置など、多機関協働のし
くみづくりを進めます。 
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（４）地域の防災対策の充実 

5 年後のあるべき姿 
地域では、「共助」の力で防災の日常化が図られており、災害が起こって
も地域で住民の安全が確認されています。 

行政と社協の役割 
密接な連携・協力体制のもと、地域の特性に応じた防災体制の構築を図り
ます。 

取 組 内 容 

①  

大規模な災害の発生に備え、避難行動要支援者への支援対策の実効性をよ
り高められるよう、支援者名簿を再構築するとともに、自主防災組織、自
治会、地域まちづくり協議会などの避難支援者の協力を得ながら、その活
用と見直しを図っていきます。 

② 
地域の特性に合わせて、民生委員・児童委員、福祉委員などを中心とした、
日頃からの安否確認体制の構築を図るとともに、避難行動要支援者一人ひ
とりに合わせた個別計画の策定に努めます。 

③ 
大規模な災害が発生した場合に災害ボランティアによる災害復旧の支援
がスムーズに受け入れられるよう、地域の「受援力」を高めます。 

実 績 

( 令和元年度 ) 

①  

 災害が起こっても地域で住民の安全確保につながるよう、避難行動要支
援者名簿の更新に取り組みました。その中で、和田地区等では、地域の防
災訓練に当該名簿を活用するなど、地域の特性に応じた防災体制づくりの
環境づくりを進めました。 

②  

 社協と市が連携し、平時からの民生委員による必要に応じた住民の生活
状態の把握や、全 22地区福祉委員会における 75歳以上のひとり暮らし高
齢者を対象とした安心見守り訪問事業(914件)を実施しました。また、8050
問題など、地域から孤立しつつあり、福祉課題を抱えた世帯を発見した場
合は、ＣＳＷにつなぐ体制づくりを進めたことにより、日頃からの安否確
認体制の構築を図りました。 
さらに、避難行動要支援者名簿の活用に向け、利活用マニュアルを含ん

だ全体方針の作成に向け、課題の整理を行いました。 

③   

 災害ボランティアセンター設置・運営マニュアルに基づき、社協が主体
となり開催した災害ＶＣマッチング体験カードゲーム形式で、被災者から
の困りごとと集まる多様なボランティアをマッチングするシュミレーシ
ョン研修[災害ボランティアセンターの設置訓練(1月)]に参加[(災害ボラ
ンティア(4 人)、青年会議所(3人)、市職員(9 人)、社協職員(18 人)]する
ことにより、支援者側の連携・協力について、実効性ある方法を学びまし
た。 

今後の方向性 

 避難行動要支援者名簿の更新と並行し、当該名簿の利活用に向けた全体
方針の作成とともに、個別計画の具体的な作成手法や内容などについての
検討を関係部署と協議しながら進めます。 
 また、地域における受援機能の強化に向け、災害ボランティアセンター
が災害時等に機能するよう、実効性ある研修会等を関係機関・部署と開催
します。 

 

- 35 -



 

（５）関係機関の連携強化 

5 年後のあるべき姿 多職種及び多機関が有機的に連携できる体制が整っています。 

行政と社協の役割 
地域まちづくり協議会、福祉関係事業者、保健・医療分野の専門職などと
の連携を強化し、地域の福祉課題の解決に努めます。 

取 組 内 容 

① 
地域における福祉課題を解決するため、地域を支援するコミュニティソー
シャルワーク※１が全市で行える体制づくりに努めます。 

② 
地域が抱える多様な課題に応えるため、ボランティアコーディネーターや
生活支援コーディネーターなどの活動を推進し、地域の包括的な支援体制
を構築します。 

③ 
地域住民だけでは解決が困難な課題については、保健・医療分野をはじめ
とする専門職や関係機関などの協力のもと、課題の解決を図る体制を整え
ます。 

実 績 

(平成 30 年度) 

①  

 社協に委託している地域福祉力強化推進事業について、ＣＳＷによる個
別支援の相談実績が、新規件数は減少したものの、平成30年度は449件(延
べ件数)であったものが、令和元年度は 733 件(延べ件数)と大幅に増加し
ています。個別支援では、ごみ屋敷など、多様化・複合化している福祉課
題を抱えた世帯が顕在化しており、これに対応する支援体制を充実・強化
するため、地域福祉力強化推進事業の変更(正規・兼務⇒正規 2名)に向け
た予算化を行いました。 

②  
 地域包括支援センターに配置した第１層の生活支援コーディネーター
とＣＳＷとが連携し、地域におけるしくみづくりについて、互いの役割を
確認し合いつつ、地域のニーズに対応できる体制づくりを進めました。 

③  

 社協のＣＳＷとの役割を明確にした相談支援包括化推進員(市)を地域
福祉課(兼務)に配置(3月)し、本人同意の有無に関係なく、関係機関・関
係者との情報共有やアプローチができるよう、新たに支援会議・相談支援
包括化サポート会議設置要綱の制定に向けた準備を進めました。 

今後の方向性 

 関係機関とＣＳＷをつなぐシートの導入とともに、それを解決に導く世
帯全体のプラン様式など、コミュニティソーシャルワークの全市展開を進
めます。 
また、国が令和３年度から展開する重層的支援体制構築事業(新モデル

事業)に対応できるよう、本市における体制のあり方を見直しつつ、市内
部はもとより、他分野の専門機関と連携ができる多機関協働による包括的
支援体制づくりを進めます。 
さらに、生活支援コーディネーターとＣＳＷの互いの役割を整理した上

で、有償ボランティア等のしくみづくりに向け、既存の支援機関につなぎ
つつ、効果的な新たな資源づくりの体制を整えます。 
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３ 身近な地域での助け合い・支え合い活動の促進 

（１）地域活動の充実 

5 年後のあるべき姿 
地域における集いの場や交流の機会が大切にされ、身近な地域での住民相
互のつながりが深まっています。 

行政と社協の役割 
住民一人ひとりが地域社会の一員として自覚を持ち、地域での活動が広が
るよう支援します。 

取 組 内 容 

① 
小地域における福祉活動等を促進するため、地域まちづくり協議会の活動
拠点である地区コミュニティセンター等の整備・充実を図ります。 

② 
地域で生活する人の相互理解や連帯感を醸成するため、世代を越えて交流
する地域行事等の開催を促進します。 

③ 
教育委員会と連携して、コミュニティスクール（学校運営協議会）や青少
年育成市民会議の「愛の運動（登下校時の見守り活動）」などを活用し、
垣根なく誰もが自然に参加する「あいさつ運動」を展開します。 

④ 
地域の課題を解決するコミュニティビジネスのしくみづくりを検討しま
す。 

実 績 

( 令和元年度 ) 

①  
 鈴鹿馬子唄会館のトイレ改修工事や、城西地区コミュニティセンターの
男子トイレの洋式化工事を実施し、地域まちづくり協議会の活動拠点の整
備・充実を図りました。 

②  

 社協による小地域ネットワーク活動により、福祉のまちづくりを進めて
いく地域福祉の推進役として、まち協(22 地区)において福祉委員(346 人)
を委嘱しました。また、各地区において、三世代ふれあい交流や高齢者訪
問、サロンなど地域の特性に応じた内容で福祉活動が展開されることによ
り、地域における住民同士の相互理解や連帯感の醸成を図りました。 

③  

 学校と保護者、地域が協働するコミュニティスクール(小学校 10 校、中
学校2校)の設置や青少年育成市民会議による愛の運動(43団体、1,297人)
の一環として声かけ活動を実施することにより、身近な地域での住民相互
のつながりづくりに取り組みました。 

④  

 まち協への支援策の一つとして、コミュニティビジネスの専門家を派遣
できる地域まちづくりアドバイザー派遣制度の活用(３地区)を促すとと
もに、ＣＳＷによる地域支援・しくみづくりと並行し、地域のニーズに応
じられるよう、しくみづくりを進めました。 
また、学びの成果を活かして地域で活躍する場を創出する「かめやま人

キャンパス」として、コミュニティビジネスや副業をテーマとしたまちの
起業人養成講座（定員 20人、第 1期講座 8回）を開催し、地域の魅力や
自分の趣味・特技のビジネスの転換について、そのノウハウを学べる機会
を提供しました。 

今後の方向性 

 まち協の活動拠点の整備や地域行事の開催、あいさつ運動などにより、
身近な地域での住民相互のつながりづくりを進めます。 
 また、地域の課題を解決するしくみづくりに向け、市と社協はもとより、
関係機関とが情報共有を図りつつ、新たな資源開発につながるよう新たな
会議体の設置やＣＳＷ等による地域支援・しくみづくりを強化することな
どにより、支援体制の強化を図ります。 
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（２）健康づくり・生きがいづくり 

5 年後のあるべき姿 
生きがいづくりに向けてさまざまな活動が展開され、一人ひとりが、健康
でいきいきと地域で暮らしています。 

行政と社協の役割 
住民どうしがお互いに平等の立場で、支える側、支えられる側に立ち、地
域で役割を果たせるよう、健康で生きがいを感じることのできる活動を支
援します。 

取 組 内 容 

① 
健康づくり活動が日常生活の中で習慣化し、家庭や地域ぐるみの自主的な
健康づくりが生活様式となるよう支援します。 

② 
地域において、住民が世代や背景を越えてつながり、生活における楽しみ
や生きがいを見出す機会となる住民の主体的な活動を支援します。 

③ 
高齢者の生きがいづくりや健康増進などを進めるとともに、住民同士の交
流や活動の機会を通じて心身ともに健康に暮らせる環境を整えます。 

④ 
子どもから高齢者までの学びの成果を生かした世代間交流を通じて、誰も
が地域に参画して生きがいを感じられる「居場所づくり」を推進します。 

実 績 

( 令和元年度 ) 

①  

 健康寿命を延伸できるよう市民の健康づくりのきっかけづくりを促す
ため、市民が自ら目標を決めて健康づくりを実践する健康マイレージ事業
(令和元年 6月～令和 2年 2月)を実施し、健康に対する意識を高めるとと
もに、市が取り組む検診や健康づくり教室などへの参加につなげました。 

②  

 市民活動ニュース(年 12 回)や亀山市民ネット(Web)などで市民活動に
関する情報や活動報告を掲載しました。また、市民活動団体と市が協働で
行う協働事業(3 団体)や、市民活動団体の育成を目的とした市民参画協働
事業推進補助金(2団体)の交付のほか、津市ＮＰＯサポートセンター相談
員による市民活動なんでも相談所(6 日)の開設などにより、住民の主体的
な活動を促す環境づくりを進めました。 

③  

 健康寿命を延伸できるよう市民の健康づくりのきっかけづくりを促す
ため、市民が自ら目標を決めて健康づくりを実践する健康マイレージ事業
を実施し、健康に対する意識を高めるとともに、市が取り組む検診や健康
づくり教室などへの参加につなげました。 
また、介護予防事業における高齢者のふれあい・いきいきサロンの開催

(99 箇所)や住民の誰もが参加できるコミュニティサロンを開催(14 箇所)
するとともに、中央公民館の出前教室として、運動や健康に関する講座(13
地区、延べ 18回、415 人)を実施することにより、健康に暮らせる環境づ
くりに取り組みました。 

④  

 市立図書館整備基本計画(平成 30年 5月)の中で、新図書館に求められ
る機能とサービスとして、学びとまちづくりの核となる図書館とするた
め、「知との出会いとその蓄積の場の創出(知る)」、「市民の誰もが集える
場の創出(楽しむ)」を基本方針として示し、その具体的な機能として、新
図書館を核とした地域コミュニティセンターの図書コーナー等を生かし
た地域ごとの読書活動拠点づくりをはじめ、地域企業や団体と連携した地
域活動と図書をつなぐイベントの開催や、地域課題等を自由に語り合う市
民井戸端会議等の参加しやすい場づくりなどを位置付け、それを実践する
ための設計や運営方針の整備を進めました。 

今後の方向性 

 健康マイレージ事業を引き続き実施するとともに、住民の主体的な活動
を支援するため、中央公民館講座を活用した運動・スポーツをテーマとし
た講座を実施します。 
 新図書館において福祉的な社会学習を促せるような場とするとともに、
多世代間の交流につながる場となるよう、教育と福祉が連携した多機能型
図書館の建設に向けた整備を進めます。 
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（３）助け合い・支え合い活動の充実 

5 年後のあるべき姿 
隣近所がお互いに助け合っており、さまざまな活動により支え合いが継続
されています。 

行政と社協の役割 
支援を必要とする人を身近な地域で支えることができるよう、助け合い・
支え合いの風土を醸成します。 

取 組 内 容 

①  
ボランティアやサロン活動を活発化し、居場所づくりにつなげられるよ
う、社会福祉協議会と連携しながら、従来の活動に音楽療法等を取り入れ
るなど、活動のノウハウの普及に努めます。 

②  
買い物支援や困りごと支援など、近所における助け合いや支え合い活動を
活性化させるしくみの構築に向けて支援します。 

③ 
支援が必要な人への声かけ活動や見守り活動など、民生委員・児童委員等
の地域福祉の担い手の活動を支援します。 

実 績 

(令和元年度 ) 

①  

 社協が主体となり、高齢者を対象としたふれあい・いきいきサロン(介
護予防普及啓発事業：99箇所)や子育てサロン(10 箇所)に加え、住民の誰
もが参加できるコミュニティサロン(14 箇所)におけるサロン活動を促進
するため、活動に係る助成を継続的に行うことにより、地域における憩い
の場づくりを進めました。 

②  

 フレンドサービス（昼生地区まちづくり協議会）において、地域におけ
る草刈り等のちょっとした困りごとに地域で対応するしくみが継続的に
行われました。また、ＣＳＷが地域支援・しくみづくりに関わり、井田川
北ささえ愛たい(井田川北地区)が組織化され、活動を開始することとなり
ました。 
また、ちょこボラの活動を知っていただくことを目的に、フレンドサー

ビスの代表を講師に迎えたボランティア講座(11 月)やＣＳＷの活動実績
を踏まえた地域福祉活動のあり方を考える地域福祉シンポジウムを開催
(5 月)し、地域における助け合い・支え合いの風土の醸成につなげました。 

③  

 民生委員・児童委員、福祉委員などの見守り活動や声かけ活動を効果的
にするため、ＣＳＷとの連携を強化しつつ、個別支援を展開することによ
り、地域福祉の担い手の活動の活発化につなげました。 
 また、引きこもりやニート傾向の青少年に対し、青少年総合支援センタ
ー支援員により、面接・電話相談(197 件)を実施するとともに、同センタ
ー補導員による愛の声かけ運動(43 団体、1,297 人)として、地域や登下校
の子どもたちに声かけを行い、地域における支援者を下支えする活動を継
続しました。 

今後の方向性 

 社協と連携しながら、各種サロン活動の活発化に引き続き取り組み、活
動のノウハウの普及を進めます。また、近所における助け合い・支え合い
活動の活発化を図りながら、その組織の継続的な運営支援に向け、介護保
険サービスの活用などの支援のしくみを整えつつ、生活支援コーディネー
ターとの役割を棲み分けし、地域におけるしくみづくりを進めます。 
さらに、民生委員・児童委員、福祉委員などの地域福祉の担い手を下支

えする既存の活動を継続することにより、助け合い・支え合いの風土の醸
成を高めます。 
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（ ）

■計画の基本情報

H 29 ～ R 3

亀山市健康・医療推進計画に関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

　本計画は、健康増進法第8条第2項に基づく健康増進計画、食育基本法第18条第1
項に基づく食育推進計画、自殺対策基本法第13条第２項に基づく自殺対策計画及び
地域医療再構築プラン（医療介護総合確保促進法第５条第１項に基づく市町村計画
含）の４計画を統合し、策定している。

健康福祉部 長寿健康課

目的・概要

計画期間 年度

　市民が住み慣れた地域で、豊かな食生活と健康で充実した暮らしを続けることができ
る健康文化のまちであるとともに、安心して医療を受けることができるまちを目指すもので
ある。

計画の骨格

 

 

基本 

理念 

生
涯
に
わ
た
り
健
康
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
ま
ち 

施策大綱（基本戦略） 施策の方向 

１ 健康な暮らしの支援 

２ 疾病予防と早期発

見・治療の推進 

３ 地域医療提供体制の

整備 

①健(検)診の推進、生活習慣病予防・介護予防の推進 

③地域医療の確保と医療センターの経営健全化 

①健康づくりによる健康都市「かめやま」の実現 

②歯と口腔の健康づくりの推進 

③感染症の予防、予防接種の推進 

②こころの健康づくり（自殺対策） 

①多職種連携による地域包括ケアシステムの強化・充実 

②救急医療提供体制の充実 

４ 食育の推進 

③共食の推進 

①栄養・食生活の改善 

②次世代に伝える食文化 

※計画の施策大綱(基本戦略)及び施策の方向のうち、1-①～③、2-①、2-②及び 4-①の一部は健康増進計画、2-②は

自殺対策計画の内容に該当します。また、3 は地域医療再構築プランの内容に該当し、4 は食育推進計画の内容に該当

します。 
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■成果指標

1

2

■計画の実績等

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名

別紙のとおり

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

・妊婦の健康管理のため、亀山歯科医師会の提言を受け、妊婦歯科検診実施の
準備を進めた。
・国の風しん追加的対策(風しんの第5期の定期予防接種）の取組として、対象者に
対し無料クーポン券を発送し受診勧奨や広報、ホームページ、健康づくりのてびき
にて啓発を行った。また、定期予防接種についても、個人通知や園と連携し接種勧
奨を行い予防接種の普及を推進することで、地域での流行や重症化を予防し、市
民の健康保持・増進を図った。
・健康マイレージ事業において、歯周病検診、特定健康診査、特定保健指導、がん
検診等を受診することでポイントとなることを周知し受診勧奨を行った。
・自殺対策については、青少年に対し相談体制の充実に努め、高齢者およびその
家族に対する地域での見守りなど支援体制の充実を図るなど、対象とする世代にあ
わせて進め、こころの健康の保持増進に努め、適切な支援につなげる体制づくりに
努めた。
・ホームケアネット利用促進や多職種連携強化、ジェネリックの利用率向上のため
普及啓発を行った。
・食育の授業や体験、食育だよりの発行、地場産品のＰＲ、料理講習会を通じ園児
から高齢期まで幅広い世代に対し食育事業を実施した。

・健康マイレージ事業において、歯周病検診、特定健康診査、特定保健指導、がん
検診等を受診することでポイントとなることを周知し受診率向上に向けた勧奨を行っ
た結果、前年度に比べ、がん検診、特定健診の実績値は横這い又は微減であった
が、特定保健指導、歯周病検診は増加につながった。
・医療センターは経営改善が進み医業収支比率が向上した。
・学校給食において地場産品を使用することで食料生産等に対する子供たちの関
心と理解を深めることができ、地場産品の使用割合増加につながった。

第2次亀山市総合計画、前期基本計画、２．健康で生きがいを持てる暮らしの充
実、（２） 健康づくり・地域医療の充実などの施策の推進に寄与した。

幼年期から高年期までのライフステージを通して健康づくりから医療、介護まで切れ
目のない保健医療サービスの提供と一体的な事業の推進を行う。
在宅医療においては、増加する高齢者に対応すべく体制を整えるため、医療介護
の連携強化・仕組みの再検討が必要である。

地域包括ケアシステムの視点に立った地域の実情に応じた取組を推進し、健康都
市「かめやま」の実現に向け、本計画の取組みの充実・強化を進めていく。
在宅医療・介護の連携については、亀山市高齢者福祉計画及び第８期介護保険
事業計画策定の中で仕組みやあり方の検討を行う。
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健康・医療推進計画成果指標及び実績

現状値 実績値 実績値 実績値 目標値
H27 29 30 R1 3

健康づくり応援隊養成講座修了
者数（延人）

長寿健康課 99 121 158 158 250

医療カフェ開催回数(回) 病院総務課 1 4 12 6 12

歯周病検診受診率（30・40歳）
(％)

長寿健康課 12 10.9 8.7 10.3 15
平成29年度より５歳刻み
の年齢へ変更

ＭＲ（麻しん･風しん混合ワクチ
ン）Ⅱ期（％）

長寿健康課 97.4 97.4 99.4 99.8 現状維持

33.2 32.4 31.5 31.0 35

21.8 22.0 20.9 21.1 25

32.9 30.2 29.6 29.0 35

特定健診の受診率（％） 市民課 37.1 37.9 37.5 37.1 65 国保計画に同じ

特定保健指導の実施率（％） 市民課 20.4 16.8 16.7 23.7 60 国保計画に同じ

訪問看護ステーション数（施設） 地域医療課 5 5 7 5 6

かめやまホームケアネットにおけ
る在宅医療を実施する市内医
療機関数（機関数）

地域医療課 9 10 9 7 15
目標値は、内科標榜医療
機関×０．８設定

かめやまホームケアネット新規
利用者（人）

地域医療課 19 13 11 7 25

救急搬送の市内医療機関受入
率（％）

消防総務課 50.2 47.26 43.33 39.01 50以上 総合計画に同じ

医療センター（財務）医業収支
比率（％）（医業収益/医業費
用）

病院総務課 77.6 82.4 83.9 86.5 99.8 ビジョンに同じ

学校給食における地場産品を使
用する割合(％)(三重県産＋市
内産の食材使用割合、食材数
ベース)

産業振興課 31.2 29.3 27.9 28.7 38
目標値は、第３次三重県
食育推進計画

項　目（単位） 担当課名
年度

参考

がん検診の受診率（％） 長寿健康課

肺がん

総合計画に同じ

胃がん

大腸がん
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G

高
齢

者
支

援
G

健
康

づ
く
り
の

て
び

き
、
健

康
体

操
カ

レ
ン

ダ
ー

・
Ｄ

Ｖ
Ｄ

の
配

布
健

康
づ

く
り
の

て
び

き
を

作
成

し
、
全

戸
配

布
を

行
っ

た
。
ま

た
、
健

康
づ

く
り
応

援
隊

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、
希

望
す

る
団

体
や

市
民

へ
、
健

康
体

操
カ

レ
ン

ダ
ー

・
D
V
D
を

配
布

し
た

。

健
康

づ
く
り
の

て
び

き
の

全
戸

配
布

を
行

う
と

と
も

に
健

康
づ

く
り
応

援
隊

の
支

援
等

、
市

民
へ

健
康

づ
く
り
に

関
す

る
情

報
の

啓
発

を
行

う
。

長
寿

健
康

課
高

齢
者

支
援

G
し

ゃ
き

し
ゃ

き
体

操
Ｏ

Ｂ
会

、
出

張
介

護
予

防
教

室
、
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

室
説

明
会

の
開

催

し
ゃ

き
し

ゃ
き

体
操

Ｏ
Ｂ

会
は

２
地

区
、
各

２
回

開
催

、
出

張
予

防
教

室
は

６
事

業
所

9
5
回

開
催

。
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

室
説

明
会

は
2
4
回

開
催

し
た

。

し
ゃ

き
し

ゃ
き

体
操

や
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

室
説

明
会

に
お

い
て

継
続

し
た

取
り
組

み
に

努
め

る
と

と
も

に
、
出

張
介

護
予

防
教

室
は

、
こ

れ
ま

で
の

利
用

実
績

か
ら

あ
ま

り
利

用
さ

れ
て

い
な

い
地

域
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

に
努

め
、
健

康
づ

く
り
の

啓
発

を
図

る
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

健
康

づ
く
り
、
喫

煙
・
飲

酒
対

策
等

に
関

す
る

各
種

広
報

媒
体

を
活

用
し

た
情

報
提

供
・
意

識
啓

発
（
各

部
署

間
の

連
携

）

「
健

康
づ

く
り
の

て
び

き
」
に

禁
煙

・
適

正
飲

酒
の

内
容

を
掲

載
し

た
。
ま

た
、
「
世

界
禁

煙
デ

ー
」
に

合
わ

せ
、
広

報
で

禁
煙

週
間

の
周

知
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
市

民
へ

健
康

づ
く
り
に

関
す

る
情

報
の

啓
発

を
行

う
。

文
化

ス
ポ

ー
ツ

課
ス

ポ
ー

ツ
推

進
Ｇ

（
第

2
次

亀
山

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
に

基
づ

く
取

組
）

・
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

ス
ポ

ー
ツ

実
施

機
会

の
提

供

L
e
t'
sス

ポ
ー

ツ
わ

く
わ

く
ク

ラ
ブ

の
主

催
で

、
ヨ

ガ
教

室
、
整

体
ヨ

ガ
教

室
、
健

康
運

動
教

室
が

開
催

さ
れ

た
。
ま

た
、
E
N
J
O
Y

ス
ポ

ー
ツ

か
め

亀
ク

ラ
ブ

の
主

催
で

、
ヨ

ガ
教

室
（
昼

・
夜

の
部

）
が

開
催

さ
れ

た
。
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
の

協
力

の
も

と
、

ラ
グ

ビ
ー

バ
レ

ー
大

会
を

実
施

し
た

。

継
続

し
た

取
り
組

み
に

努
め

る
。

文
化

ス
ポ

ー
ツ

課
ス

ポ
ー

ツ
推

進
Ｇ

・
障

が
い

者
の

ス
ポ

ー
ツ

参
加

の
推

進
、
女

性
の

ス
ポ

ー
ツ

参
加

の
推

進
、

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
育

成
・
支

援

亀
山

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
が

「
県

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

障
が

い
者

事
業

部
会

」
に

参
加

い
た

だ
き

、
障

が
い

者
と

の
交

流
等

に
つ

い
て

見
識

を
深

め
て

い
た

だ
い

た
。

継
続

し
た

取
り
組

み
に

努
め

る
。

文
化

ス
ポ

ー
ツ

課
ス

ポ
ー

ツ
推

進
Ｇ

・
ス

ポ
ー

ツ
情

報
内

容
の

充
実

、
各

種
情

報
媒

体
を

活
用

し
た

情
報

発
信

広
報

、
文

字
情

報
等

で
、
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
が

実
施

す
る

教
室

及
び

イ
ベ

ン
ト
の

情
報

提
供

を
行

っ
た

（
広

報
掲

載
３
回

、
配

布
回

覧
等

１
回

）
。
ま

た
、
市

H
P
に

、
各

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
教

室
情

報
の

詳
細

を
掲

載
し

た
。
（
更

新
１
回

）

継
続

し
た

取
り
組

み
に

努
め

る
。

文
化

ス
ポ

ー
ツ

課
ス

ポ
ー

ツ
推

進
Ｇ

・
身

近
で

安
心

安
全

な
ス

ポ
ー

ツ
や

運
動

の
場

づ
く
り

壮
年

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

、
ミ
ニ

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

大
会

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、
参

加
者

を
広

報
や

文
字

情
報

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

中
心

に
募

集
し

た
。
ま

た
、
「
S
O
M

P
O
ボ

ー
ル

ゲ
ー

ム
フ

ェ
ス

タ
in
亀

山
」
を

開
催

し
、
ト
ッ

プ
リ
ー

グ
連

携
機

構
に

所
属

す
る

ト
ッ

プ
ア

ス
リ
ー

ト
に

よ
る

指
導

の
下

、
体

を
動

か
す

楽
し

さ
を

体
験

し
な

が
ら

、
基

本
的

な
技

術
の

習
得

や
技

術
力

を
ア

ッ
プ

さ
せ

る
機

会
を

提
供

し
、
次

世
代

の
子

ど
も

た
ち

の
ス

ポ
ー

ツ
ラ

イ
フ

を
支

援
し

た
。

継
続

し
た

取
り
組

み
に

努
め

る
。

文
化

ス
ポ

ー
ツ

課
ス

ポ
ー

ツ
推

進
Ｇ

・
市

民
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

運
動

施
設

の
充

実
、
運

動
施

設
の

利
便

性
の

向
上

、
施

設
利

用
の

促
進

、
学

校
運

動
施

設
や

公
園

の
有

効
活

用

体
育

の
日

に
合

わ
せ

て
運

動
施

設
の

無
料

開
放

を
行

い
、

広
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
情

報
提

供
を

行
っ

た
。
西

野
公

園
野

球
場

の
改

修
を

行
い

、
運

動
施

設
の

機
能

向
上

を
図

っ
た

。

継
続

し
た

取
り
組

み
に

努
め

る
。

学
校

教
育

課
教

育
支

援
G

年
間

計
画

に
沿

っ
た

体
育

指
導

（
全

て
の

保
育

所
・
幼

稚
園

・
小

学
校

に
外

部
講

師
を

派
遣

し
た

運
動

・
体

育
活

動
）

小
学

校
１
１
校

に
3
日

間
、
幼

稚
園

５
園

に
3
日

間
、
保

育
所

１
２
か

所
に

3
日

間
ず

つ
外

部
講

師
が

授
業

を
行

っ
た

。
小

学
校

１
１
校

に
3
日

間
。
幼

稚
園

５
園

に
3
日

間
。
保

育
所

１
０
か

所
に

3
日

間
ず

つ
行

う
予

定

○
健

康
づ

く
り
に

関
す

る
情

報
（
健

康
づ

く
り
、
喫

煙
・
飲

酒
対

策
等

）
に

つ
い

て
、
各

広
報

媒
体

を
活

用
し

、
啓

発
月

間
な

ど
定

期
的

に
機

会
を

捉
え

、
情

報
提

供
と

意
識

啓
発

を
図

り
ま

す
。

○
気

軽
に

ス
ポ

ー
ツ

や
運

動
、
ス

ポ
ー

ツ
観

戦
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、
ス

ポ
ー

ツ
等

の
開

催
情

報
を

積
極

的
に

発
信

す
る

と
と

も
に

、
ス

ポ
ー

ツ
や

運
動

が
で

き
る

環
境

づ
く
り
を

進
め

ま
す

。
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○
鈴

鹿
山

系
の

自
然

や
東

海
道

の
ま

ち
な

み
な

ど
の

地
域

資
源

を
活

用
し

た
ト
レ

ッ
キ

ン
グ

、
ウ

オ
ー

キ
ン

グ
な

ど
、
市

民
の

健
康

志
向

を
高

め
、
地

域
の

文
化

と
な

る
よ

う
な

健
康

づ
く
り
活

動
を

検
討

し
進

め
ま

す
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

健
都

さ
ぷ

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
健

康
マ

イ
レ

ー
ジ

事
業

を
実

施
し

、
鈴

鹿
山

系
の

自
然

を
活

用
し

た
健

康
づ

く
り
の

取
り
組

み
と

し
て

、
７
座

ト
レ

イ
ル

の
登

頂
を

ポ
イ

ン
ト
と

し
た

。

引
き

続
き

、
健

康
マ

イ
レ

ー
ジ

事
業

を
実

施
し

、
鈴

鹿
山

系
の

自
然

や
東

海
道

の
ま

ち
な

み
な

ど
の

地
域

資
源

を
活

用
し

た
健

康
づ

く
り
活

動
を

ポ
イ

ン
ト
と

す
る

よ
う
調

整
す

る
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

長
寿

健
康

づ
く
り
応

援
隊

養
成

講
座

、
健

康
都

市
連

合
日

本
支

部
大

会
へ

の
参

加

亀
山

市
食

生
活

改
善

推
進

協
議

会
な

ど
の

市
民

団
体

の
代

表
と

共
に

参
加

し
、
加

盟
自

治
体

の
特

色
あ

る
先

進
事

例
に

触
れ

、
健

康
都

市
活

動
に

携
わ

る
方

々
と

交
流

し
た

。

令
和

2
年

度
の

大
会

に
つ

い
て

は
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

防
止

対
策

の
観

点
か

ら
中

止
が

決
定

さ
れ

た
。

長
寿

健
康

課
高

齢
者

支
援

G
長

寿
健

康
づ

く
り
事

業
の

充
実

へ
の

取
組

（
亀

山
Ｑ

Ｏ
Ｌ
支

援
モ

デ
ル

事
業

含
む

。
）

Ｑ
Ｏ

Ｌ
ダ

イ
ヤ

ル
に

つ
い

て
は

、
8
件

の
相

談
件

数
が

あ
っ

た
。

引
き

続
き

、
実

施
し

て
い

く
。

○
医

療
職

等
に

よ
る

地
域

で
の

講
座

や
学

習
会

な
ど

を
開

催
し

、
市

民
の

医
療

・
健

康
（
生

活
習

慣
病

予
防

を
含

む
。
）
の

自
主

活
動

に
つ

な
が

る
取

組
を

推
進

し
ま

す
。

病
院

総
務

課
医

事
G

地
域

に
お

け
る

医
療

カ
フ

ェ
の

開
催

・
医

療
カ

フ
ェ

の
実

施
や

実
施

内
容

の
情

報
提

供
（
広

報
、
Ｃ

Ａ
Ｔ

Ｖ
、
Ｈ

Ｐ
）
に

よ
る

自
主

活
動

に
つ

な
げ

る
取

組

広
報

等
に

よ
り
情

報
提

供
を

行
っ

た
。
令

和
元

年
度

は
、
合

計
6
回

開
催

し
、
延

参
加

者
数

は
1
5
5
人

で
あ

っ
た

。
引

き
続

き
、
広

報
活

動
に

努
め

る
と

と
も

に
、
医

師
だ

け
で

な
く

他
の

医
療

職
に

よ
る

医
療

カ
フ

ェ
も

実
施

し
て

い
く
。
た

だ
し

、
実

施
の

可
否

に
つ

い
て

は
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

収
束

状
況

を
見

極
め

な
が

ら
決

定
し

て
い

く
こ

と
と

す
る

。

0
2
:歯

と
口

腔
の

健
康

づ
く
り
の

推
進

取
組

内
容

担
当

課
名

グ
ル

ー
プ

名
取

組
に

対
応

す
る

事
業

R
１

実
績

・
成

果
R
２

以
降

の
方

向
性

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

「
健

康
づ

く
り
の

て
び

き
」
へ

の
歯

の
健

康
づ

く
り
の

情
報

掲
載

「
健

康
づ

く
り
の

て
び

き
」
に

歯
の

健
康

づ
く
り
に

つ
い

て
の

情
報

を
掲

載
し

た
。
（
年

１
回

）
引

き
続

き
、
「
健

康
づ

く
り
の

て
び

き
」
に

掲
載

し
実

施
し

て
い

く
。
ま

た
、
新

た
に

妊
婦

歯
科

健
康

診
査

を
実

施
し

、
妊

婦
と

生
ま

れ
て

く
る

お
子

さ
ん

の
健

康
管

理
を

行
う
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

長
寿

健
康

教
室

（
出

前
ト
ー

ク
、
中

央
公

民
館

講
座

）
で

口
腔

ケ
ア

に
関

す
る

テ
ー

マ
で

実
施

出
前

ト
ー

ク
の

申
込

が
あ

っ
た

団
体

へ
、
オ

ー
ラ

ル
フ

レ
イ

ル
に

つ
い

て
の

情
報

の
啓

発
を

行
い

、
口

腔
体

操
を

実
施

し
た

。
ま

た
、
歯

つ
ら

つ
体

操
ポ

ス
タ

ー
を

窓
口

に
設

置
し

、
歯

の
健

康
づ

く
り
に

つ
い

て
の

周
知

を
行

っ
た

。

引
き

続
き

、
歯

つ
ら

つ
体

操
ポ

ス
タ

ー
を

活
用

し
、
教

室
等

で
歯

の
健

康
づ

く
り
に

つ
い

て
の

情
報

の
啓

発
を

行
う
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

母
子

健
康

手
帳

配
布

時
に

お
け

る
歯

の
健

康
づ

く
り
や

歯
科

健
診

の
情

報
提

供

母
子

健
康

手
帳

交
付

時
に

歯
の

健
康

づ
く
り
や

歯
科

健
診

に
つ

い
て

の
情

報
提

供
を

行
っ

た
。
（
母

子
健

康
手

帳
：
延

べ
3
5
4
件

）
令

和
2
年

度
妊

婦
歯

科
健

康
診

査
の

準
備

を
行

っ
た

。

引
き

続
き

、
母

子
健

康
手

帳
交

付
時

に
情

報
提

供
を

行
っ

て
い

く
。
ま

た
、
新

た
に

、
妊

婦
歯

科
健

康
診

査
を

実
施

す
る

。
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

歯
科

保
健

教
室

（
幼

児
対

象
）
の

実
施

⇒
2
歳

児
（
希

望
者

と
1
歳

6
か

月
児

健
康

診
査

の
歯

科
診

察
で

の
要

フ
ォ

ロ
ー

者
）
を

対
象

と
し

て
、
歯

科
医

師
の

歯
科

検
診

と
歯

科
衛

生
士

の
歯

科
相

談
を

実
施

取
り
組

み
に

対
す

る
事

業
ど

お
り
実

施
し

た
。
（
歯

科
保

健
教

室
：
年

6
回

（
延

べ
1
4
3
人

）
）

引
き

続
き

、
歯

科
保

健
教

室
を

実
施

し
て

い
く
。

○
健

康
都

市
連

合
日

本
支

部
大

会
等

へ
参

加
し

、
専

門
的

な
知

見
や

先
進

的
な

取
組

を
参

考
に

す
る

と
と

も
に

、
高

齢
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

（
Q
ua

lit
y
 O

f 
L
if
e
：
生

活
の

質
）
向

上
や

健
康

増
進

を
支

援
す

る
事

業
者

、
団

体
な

ど
と

の
連

携
を

図
り
な

が
ら

、
健

康
づ

く
り
事

業
を

充
実

し
て

い
き

ま
す

。

○
口

腔
清

掃
や

食
生

活
へ

の
配

慮
な

ど
自

己
管

理
（
セ

ル
フ

ケ
ア

）
能

力
や

家
庭

内
管

理
（
ホ

ー
ム

ケ
ア

）
が

向
上

す
る

よ
う
、
ま

た
、
か

か
り
つ

け
歯

科
医

を
持

っ
て

定
期

的
な

歯
科

検
診

や
予

防
措

置
を

受
け

る
よ

う
啓

発
し

て
い

き
ま

す
。

- 45 -



長
寿

健
康

課
高

齢
者

支
援

G
在

宅
訪

問
歯

科
健

診
の

実
施

、
口

腔
機

能
向

上
事

業
（
お

口
の

健
康

教
室

）
訪

問
型

サ
ー

ビ
ス

の
依

頼
が

な
か

っ
た

。
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
や

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
に

事
業

の
趣

旨
を

理
解

し
、
短

期
的

・
集

中
的

に
実

施
で

き
な

い
か

、
更

な
る

周
知

・
依

頼
に

努
め

る
。

教
育

総
務

課
施

設
・
保

健
給

食
G

歯
の

衛
生

週
間

を
利

用
し

た
保

健
だ

よ
り
へ

の
掲

載
、
ポ

ス
タ

ー
の

掲
示

に
よ

る
口

腔
ケ

ア
の

情
報

発
信

⇒
歯

み
が

き
指

導
、
歯

み
が

き
カ

レ
ン

ダ
ー

の
作

成
、
各

学
校

の
委

員
会

活
動

に
よ

る
特

色
あ

る
実

践
的

な
取

組
の

実
施

・
歯

科
検

診
後

の
事

後
処

置
状

況
調

査
の

強
化

（
現

在
の

事
後

調
査

を
1
回

増
や

す
等

）

各
学

校
に

お
い

て
、
歯

の
衛

生
週

間
に

お
い

て
保

健
だ

よ
り

や
ポ

ス
タ

ー
に

よ
る

口
腔

ケ
ア

に
関

す
る

情
報

発
信

を
行

っ
た

。
ま

た
、
関

係
機

関
と

の
連

携
し

、
よ

い
歯

の
コ

ン
ク

ー
ル

を
実

施
し

、
歯

の
健

康
に

関
す

る
啓

発
を

行
っ

た
。

　
今

後
も

歯
の

衛
生

週
間

を
中

心
と

し
た

啓
発

の
取

組
や

情
報

発
信

の
ほ

か
、
各

学
校

に
お

け
る

取
組

を
継

続
す

る
。

○
亀

山
歯

科
医

師
会

と
の

連
携

の
も

と
、
3
0
歳

以
上

の
歯

周
病

検
診

の
受

診
機

会
の

増
加

を
図

り
な

が
ら

、
特

に
３
０
歳

・
４
０
歳

の
節

目
の

受
診

率
向

上
に

取
り
組

み
ま

す
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

対
象

者
へ

の
個

人
通

知
、
未

受
診

者
に

対
す

る
受

診
勧

奨
の

送
付

・
未

受
診

者
に

対
す

る
受

診
勧

奨
の

強
化

、
現

在
の

1
0
歳

か
ら

5
歳

単
位

へ
の

対
象

拡
大

等

対
象

者
に

対
し

て
無

料
券

の
個

人
通

知
を

行
っ

た
。
ま

た
、

未
受

診
者

に
は

1
月

に
受

診
勧

奨
を

送
付

し
受

診
率

向
上

に
努

め
た

。
（
受

診
率

：
9
.6

%
）

対
象

者
へ

無
料

券
の

個
人

通
知

を
行

う
こ

と
や

未
受

診
者

へ
の

案
内

を
行

い
、
受

診
勧

奨
を

行
う
。

○
ま

た
、
高

齢
者

の
口

腔
衛

生
状

態
を

改
善

す
る

等
、
口

腔
ケ

ア
対

策
を

推
進

し
、
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
に

努
め

ま
す

。

市
民

課
医

療
年

金
G

高
齢

者
在

宅
訪

問
歯

科
健

診
事

業
対

象
者

の
見

直
し

を
行

い
、
健

診
受

診
者

５
名

の
口

腔
状

況
の

改
善

が
図

ら
れ

た
。

健
診

率
が

目
標

数
値

に
達

成
す

る
よ

う
歯

科
医

師
会

等
と

更
に

連
携

し
て

い
く
。

0
3
:感

染
症

の
予

防
、
予

防
接

種
の

推
進

取
組

内
容

担
当

課
名

グ
ル

ー
プ

名
取

組
に

対
応

す
る

事
業

R
１

実
績

・
成

果
R
２

以
降

の
方

向
性

○
予

防
接

種
や

感
染

症
に

関
す

る
情

報
提

供
方

法
を

整
理

す
る

と
と

も
に

、
保

健
所

や
医

療
機

関
な

ど
の

関
係

機
関

や
保

育
所

、
幼

稚
園

、
小

・
中

学
校

な
ど

の
関

連
施

設
と

の
連

携
体

制
を

強
化

し
ま

す
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

関
連

施
設

と
の

連
携

体
制

の
構

築
に

む
け

た
情

報
提

供
方

法
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成

麻
し

ん
等

の
感

染
症

発
生

時
の

情
報

連
絡

体
制

に
つ

い
て

庁
内

で
確

認
し

、
連

絡
体

制
図

を
修

正
し

た
。
必

要
時

、
情

報
共

有
対

策
会

議
を

行
っ

た
。
ま

た
、
食

中
毒

警
報

が
発

生
し

た
時

は
、
関

係
部

署
に

連
絡

を
行

っ
た

。

継
続

し
て

取
り
組

ん
で

い
く
。

○
風

し
ん

の
予

防
接

種
に

つ
い

て
は

、
全

体
的

な
啓

発
の

ほ
か

、
成

人
式

や
育

児
相

談
の

際
な

ど
の

機
会

に
接

種
勧

奨
を

行
う
と

と
も

に
、

母
子

健
康

手
帳

交
付

時
や

パ
パ

マ
マ

教
室

な
ど

の
機

会
を

通
し

て
夫

や
家

族
等

の
接

種
を

勧
奨

し
て

い
き

ま
す

。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

風
し

ん
の

予
防

接
種

に
対

す
る

広
報

等
に

よ
る

全
体

的
な

啓
発

・
成

人
式

や
育

児
相

談
時

の
チ

ラ
シ

や
説

明
に

よ
る

接
種

勧
奨

の
実

施
・
母

子
健

康
手

帳
交

付
時

や
パ

パ
マ

マ
教

室
な

ど
の

機
会

に
お

け
る

夫
や

家
族

等
へ

の
接

種
勧

奨

成
人

式
に

チ
ラ

シ
を

配
布

、
ま

た
、
育

児
相

談
や

母
子

健
康

手
帳

交
付

時
な

ど
必

要
時

に
、
麻

し
ん

と
合

わ
せ

て
風

し
ん

に
つ

い
て

の
啓

発
を

行
っ

た
。
（
成

人
式

5
0
0
枚

、
育

児
相

談
延

4
6
6
件

、
母

子
健

康
手

帳
交

付
3
5
4
件

、
パ

パ
マ

マ
教

室
2
5
組

）
定

期
接

種
に

つ
い

て
は

、
個

人
通

知
や

園
と

連
携

し
て

接
種

勧
奨

を
行

っ
た

。
（
Ｍ

Ｒ
2
期

接
種

率
9
9
.8

％
）

国
の

風
し

ん
の

追
加

的
対

策
（
風

し
ん

の
第

5
期

の
定

期
接

種
）
の

取
組

と
し

て
、
抗

体
検

査
、
予

防
接

種
を

行
っ

た
。

引
続

き
、
定

期
接

種
勧

奨
を

行
う
と

と
も

に
、
成

人
式

や
育

児
相

談
、
母

子
健

康
手

帳
交

付
時

な
ど

に
麻

し
ん

・
風

し
ん

の
予

防
に

つ
い

て
啓

発
し

て
い

く
。
ま

た
、
国

の
風

し
ん

の
追

加
的

対
策

（
令

和
4
年

3
月

3
1
日

ま
で

の
3
年

間
）
に

取
り
組

ん
で

い
く
。

○
口

腔
清

掃
や

食
生

活
へ

の
配

慮
な

ど
自

己
管

理
（
セ

ル
フ

ケ
ア

）
能

力
や

家
庭

内
管

理
（
ホ

ー
ム

ケ
ア

）
が

向
上

す
る

よ
う
、
ま

た
、
か

か
り
つ

け
歯

科
医

を
持

っ
て

定
期

的
な

歯
科

検
診

や
予

防
措

置
を

受
け

る
よ

う
啓

発
し

て
い

き
ま

す
。
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○
任

意
の

予
防

接
種

に
つ

い
て

は
、
亀

山
医

師
会

と
の

連
携

の
も

と
、
社

会
全

体
と

し
て

一
定

の
接

種
率

を
確

保
で

き
る

よ
う
、
接

種
率

や
感

染
の

傾
向

な
ど

を
勘

案
し

て
全

体
調

整
に

努
め

ま
す

。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

任
意

予
防

接
種

に
お

け
る

全
体

調
整

の
実

施
（
任

意
接

種
の

接
種

状
況

や
効

果
を

踏
ま

え
、
助

成
制

度
の

見
直

し
等

）

任
意

予
防

接
種

の
助

成
事

業
等

に
つ

い
て

広
報

記
事

に
て

掲
載

し
た

。
ま

た
、
健

康
づ

く
り
の

て
び

き
に

、
予

防
接

種
に

つ
い

て
の

記
事

を
掲

載
し

た
。
（
広

報
３
回

、
健

康
づ

く
り
の

て
び

き
１
回

）
令

和
2
年

度
開

始
す

る
Ｄ

Ｐ
Ｔ

ワ
ク

チ
ン

の
追

加
接

種
の

費
用

助
成

の
準

備
を

す
す

め
た

。

引
続

き
、
年

度
初

め
と

助
成

事
業

の
開

始
時

期
に

あ
わ

せ
て

、
広

報
に

て
任

意
予

防
接

種
に

つ
い

て
の

啓
発

を
行

っ
て

い
く
。

Ｍ
Ｒ

定
期

予
防

接
種

２
期

も
れ

者
に

つ
い

て
は

、
個

人
通

知
を

行
い

助
成

制
度

の
周

知
を

図
り
感

染
防

止
に

努
め

る
。

Ｄ
Ｐ
Ｔ

ワ
ク

チ
ン

の
追

加
接

種
の

費
用

助
成

を
行

う
。

2
-
疾

病
予

防
と

早
期

発
見

・
治

療
の

推
進

 
0
1
:健

（
検

）
診

の
推

進
、
生

活
習

慣
病

予
防

・
介

護
予

防
の

推
進

取
組

内
容

担
当

課
名

グ
ル

ー
プ

名
取

組
に

対
応

す
る

事
業

R
１

実
績

・
成

果
R
２

以
降

の
方

向
性

市
民

課
国

民
健

康
保

険
G

特
定

健
診

に
つ

い
て

、
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

を
利

用
し

た
電

話
勧

奨
と

文
書

で
の

受
診

勧
奨

を
行

っ
た

が
、
受

診
率

は
前

年
度

と
比

較
し

、
０
．
４
ポ

イ
ン

ト
下

が
っ

た
。
（
特

定
健

診
受

診
率

３
７
．
1
％

／
４
月

速
報

値
）

な
お

、
人

間
ド
ッ

ク
の

助
成

に
つ

い
て

は
実

施
を

見
送

っ
た

が
、
健

康
マ

イ
レ

ー
ジ

で
特

定
健

診
の

受
診

を
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

の
対

象
と

し
た

。

3
1
年

度
と

同
様

、
電

話
と

文
書

で
の

勧
奨

を
行

う
。

ま
た

、
受

診
率

の
向

上
を

図
る

た
め

、
人

間
ド
ッ

ク
（
市

で
実

施
す

る
も

の
を

除
く
）
の

受
診

結
果

を
提

供
し

た
者

に
対

す
る

助
成

を
実

施
す

る
。
特

定
健

診
の

自
己

負
担

金
に

つ
い

て
は

、
令

和
2
年

度
よ

り
一

律
5
0
0
円

（
集

団
健

診
3
0
0
円

）
に

減
額

す
る

。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

特
定

保
健

指
導

の
利

用
を

勧
め

る
た

め
に

、
特

定
健

康
診

査
と

同
日

に
ミ
ニ

セ
ミ
ナ

ー
を

開
催

（
１
1
回

）
し

た
り
、
家

庭
訪

問
を

実
施

し
て

行
動

変
容

を
促

し
特

定
保

健
指

導
の

利
用

率
向

上
を

図
っ

た
。
（
特

定
保

健
指

導
利

用
率

：
2
3
.7

％
）

市
内

中
学

3
年

生
を

対
象

に
ピ

ロ
リ
菌

尿
検

査
及

び
除

菌
治

療
費

用
の

助
成

を
行

い
、
家

族
等

の
が

ん
予

防
に

つ
い

て
啓

発
し

た
。

ま
た

、
健

康
マ

イ
レ

ー
ジ

事
業

に
お

い
て

、
が

ん
検

診
、
特

定
健

康
診

査
、
特

定
保

健
指

導
等

を
受

診
す

る
こ

と
で

ポ
イ

ン
ト

と
な

る
こ

と
を

周
知

し
、
受

診
に

繋
げ

た
。

引
き

続
き

、
市

内
中

学
3
年

生
を

対
象

に
ピ

ロ
リ
菌

尿
検

査
及

び
除

菌
治

療
費

用
の

助
成

を
行

い
、
家

族
等

の
が

ん
予

防
に

つ
い

て
の

啓
発

に
取

り
組

む
。

ま
た

、
受

診
率

向
上

の
た

め
、
受

診
券

送
付

対
象

者
に

受
診

勧
奨

を
行

う
。
健

康
マ

イ
レ

ー
ジ

事
業

に
お

い
て

は
、
が

ん
検

診
、
特

定
健

康
診

査
、
特

定
保

健
指

導
等

を
受

診
す

る
こ

と
で

ポ
イ

ン
ト
と

な
る

こ
と

を
周

知
し

、
引

き
続

き
、
受

診
率

向
上

に
む

け
た

勧
奨

を
行

っ
て

い
く
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

生
活

習
慣

病
予

防
や

が
ん

、
介

護
予

防
に

関
す

る
各

種
健

康
教

室
の

開
催

か
め

や
ま

出
前

ト
ー

ク
や

健
康

教
室

実
施

時
に

、
生

活
習

慣
病

予
防

等
の

テ
ー

マ
で

健
康

講
話

を
行

っ
た

。
様

々
な

場
を

活
用

し
な

が
ら

引
き

続
き

、
実

施
し

て
い

く
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

生
活

習
慣

病
予

防
を

テ
ー

マ
と

し
た

健
康

づ
く
り
の

た
め

の
料

理
講

習
会

の
開

催

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

献
立

を
入

れ
て

、
健

康
づ

く
り
の

た
め

の
料

理
講

習
会

4
回

・
地

域
の

料
理

講
習

会
5
4
回

開
催

し
た

。
引

き
続

き
、
市

民
・
地

区
伝

達
講

習
会

を
実

施
し

て
い

く
。

○
生

活
習

慣
病

予
防

対
策

等
の

保
健

事
業

を
よ

り
全

体
的

か
つ

効
果

的
に

進
め

る
た

め
、
協

会
け

ん
ぽ

等
と

の
連

携
を

検
討

し
ま

す
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

協
会

け
ん

ぽ
等

と
協

定
（
健

康
づ

く
り
を

目
的

と
し

た
包

括
的

な
内

容
）
を

締
結

し
、
受

診
者

デ
ー

タ
の

利
活

用
（
特

定
健

診
、
が

ん
検

診
の

受
診

促
進

、
特

定
健

診
結

果
等

の
分

析
、
保

健
事

業
の

連
携

・
協

働
に

よ
る

保
健

事
業

の
効

果
的

な
実

施
）

協
会

け
ん

ぽ
か

ら
、
集

団
健

診
実

施
時

に
特

定
保

健
指

導
が

同
時

に
実

施
で

き
な

い
場

合
は

、
健

診
日

を
設

け
ら

れ
な

い
と

連
絡

が
あ

っ
た

た
め

、
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

令
和

2
年

度
に

つ
い

て
も

集
団

健
診

実
施

時
に

特
定

保
健

指
導

が
同

時
に

実
施

で
き

な
い

た
め

、
健

診
日

の
設

定
が

で
き

な
い

状
況

で
あ

る
。

保
険

・
長

寿
が

ん
検

診
、
特

定
健

康
診

査
・
特

定
保

健
指

導
に

係
る

受
診

率
向

上
に

む
け

た
勧

奨
方

法
（
訪

問
勧

奨
等

の
導

入
）
の

見
直

し

○
が

ん
検

診
、
特

定
健

康
診

査
、

特
定

保
健

指
導

の
受

診
率

・
実

施
率

向
上

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、
が

ん
や

生
活

習
慣

病
の

予
防

、
介

護
予

防
の

知
識

を
健

康
教

室
等

の
機

会
を

通
じ

て
普

及
促

進
し

ま
す

。
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病
院

総
務

課
栄

養
G

医
療

セ
ン

タ
ー

内
に

お
い

て
、
合

計
５
回

開
催

し
、
延

参
加

者
数

は
６
９
人

で
あ

り
、
糖

尿
病

の
予

防
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

引
き

続
き

、
年

度
内

に
５
回

開
催

し
、
糖

尿
病

の
予

防
に

つ
な

が
る

取
組

み
を

行
う
。
た

だ
し

、
開

催
の

可
否

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
収

束
状

況
を

見
極

め
な

が
ら

決
定

し
て

い
く
こ

と
と

す
る

。

市
民

課
長

寿
健

康
課

国
民

健
康

保
険

Ｇ
健

康
づ

く
り
G

医
療

セ
ン

タ
ー

の
糖

尿
病

予
防

教
室

を
国

保
特

別
交

付
金

の
対

象
事

業
に

位
置

付
け

支
援

す
る

と
と

も
に

、
３
０
年

度
か

ら
同

教
室

を
糖

尿
病

性
腎

症
重

症
化

予
防

事
業

の
保

健
指

導
と

し
て

活
用

し
た

。

引
き

続
き

、
医

療
セ

ン
タ

ー
の

事
業

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

医
療

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

て
糖

尿
病

性
腎

症
重

症
化

予
防

事
業

を
実

施
し

て
い

く
。

市
民

課
国

民
健

康
保

険
Ｇ

糖
尿

病
性

腎
症

重
症

化
予

防
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
取

組
の

検
討

・
導

入
4
月

に
亀

山
医

師
会

と
覚

書
を

締
結

し
、
糖

尿
病

性
腎

症
重

症
化

予
防

事
業

を
実

施
し

た
。
医

療
セ

ン
タ

ー
で

実
施

し
て

い
る

糖
尿

病
教

室
を

活
用

し
、
２
名

に
対

し
保

健
指

導
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
数

値
の

改
善

が
見

ら
れ

た
。

引
き

続
き

、
亀

山
医

師
会

、
医

療
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

事
業

を
実

施
し

、
糖

尿
病

性
腎

症
の

重
症

化
予

防
に

努
め

る
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

健
康

増
進

、
薬

物
乱

用
防

止
、
禁

煙
対

策
、
食

育
な

ど
の

学
習

機
会

の
提

供

フ
ァ

ミ
リ
ー

ク
ッ

キ
ン

グ
を

開
催

し
、
親

子
で

食
育

に
つ

い
て

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

た
。
（
年

１
回

）
ま

た
、
広

報
に

て
薬

物
乱

用
防

止
に

つ
い

て
の

記
事

を
掲

載
し

、
啓

発
を

行
っ

た
。
（
年

１
回

）

引
続

き
、
フ

ァ
ミ
リ
ー

ク
ッ

キ
ン

グ
の

実
施

や
、
広

報
の

記
事

を
掲

載
し

、
市

民
に

対
し

て
情

報
提

供
を

行
っ

て
い

く
。

学
校

教
育

課
教

育
研

究
Ｇ

学
校

三
重

県
が

ん
の

教
育

総
合

推
進

事
業

等
と

連
動

し
、
学

校
の

実
態

に
応

じ
て

医
療

の
専

門
家

や
が

ん
患

者
の

会
代

表
者

等
の

講
演

や
話

を
直

接
聞

く
機

会
の

設
置

等
（
が

ん
対

策
加

速
化

プ
ラ

ン
か

ら
）

中
学

校
の

保
健

体
育

授
業

に
お

い
て

、
教

科
書

を
活

用
し

て
、
喫

煙
の

リ
ス

ク
や

癌
に

つ
い

て
の

学
習

を
進

め
た

。
人

権
教

育
や

、
命

の
教

育
等

と
関

連
さ

せ
な

が
ら

健
康

増
進

に
つ

い
て

の
学

習
を

推
進

し
て

い
く
予

定

○
介

護
予

防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
（
新

し
い

総
合

事
業

）
に

よ
り
、
地

域
の

通
い

の
場

の
提

供
を

進
め

る
と

と
も

に
、
認

知
症

予
防

対
策

を
充

実
・
強

化
し

ま
す

。

長
寿

健
康

課
高

齢
者

支
援

G
介

護
予

防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
（
新

し
い

総
合

事
業

）
に

よ
る

地
域

の
通

い
の

場
の

提
供

、
認

知
症

予
防

対
策

の
充

実
・
強

化

介
護

予
防

教
室

に
つ

い
て

は
、
教

室
の

内
容

や
実

施
場

所
を

変
更

し
な

が
ら

通
い

の
場

を
提

供
し

、
継

続
し

た
取

り
組

み
に

努
め

る
こ

と
が

で
き

た
。
ま

た
、
認

知
症

予
防

教
室

は
新

た
に

脳
の

活
動

と
体

の
運

動
を

行
う
「
コ

グ
ニ

サ
イ

ズ
」
の

教
室

を
開

催
し

、
４
ケ

月
１
ク

ー
ル

で
集

中
的

に
取

り
組

み
、
脳

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

充
実

し
た

介
護

予
防

及
び

認
知

症
予

防
に

取
り
組

み
、
高

齢
者

の
フ

レ
イ

ル
予

防
に

努
め

る
。

0
2
:こ

こ
ろ

の
健

康
づ

く
り
（
自

殺
対

策
）

取
組

内
容

担
当

課
名

グ
ル

ー
プ

名
取

組
に

対
応

す
る

事
業

R
１

実
績

・
成

果
R
２

以
降

の
方

向
性

学
校

教
育

課
教

育
研

究
G

い
の

ち
の

教
育

の
推

進
（
※

子
ど

も
・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

）
亀

山
中

学
校

区
人

権
教

育
研

修
会

で
講

師
を

招
き

、
命

の
教

育
の

研
修

会
を

実
施

し
た

。
中

部
中

学
校

で
は

、
年

間
を

通
じ

て
命

の
教

育
と

し
て

年
間

計
画

に
位

置
付

け
取

組
を

行
っ

た
。

各
校

の
人

権
教

育
の

取
組

、
中

学
校

区
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
計

画
の

中
で

推
進

予
定

。

学
校

教
育

課
教

育
研

究
G

職
場

体
験

学
習

・
保

育
体

験
の

推
進

（
※

子
ど

も
・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

）
6
月

３
日

～
７
日

の
5
日

間
、
市

内
３
中

学
校

の
生

徒
４
0
5
人

が
、
１
４
３
事

業
所

で
職

場
体

験
を

実
施

予
定

6
月

１
日

～
５
日

の
5
日

間
、
市

内
３
中

学
校

の
2
年

生
の

生
徒

４
１
９
人

が
、
約

１
４
０
事

業
所

で
職

場
体

験
を

実
施

予
定

○
糖

尿
病

性
腎

症
の

重
症

化
予

防
を

は
じ

め
、
亀

山
医

師
会

や
市

立
医

療
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

生
活

習
慣

病
重

症
化

予
防

に
取

り
組

み
ま

す
。

糖
尿

病
予

防
教

室
の

開
催

○
健

康
増

進
、
薬

物
乱

用
防

止
、

禁
煙

対
策

、
食

育
な

ど
の

学
習

機
会

や
県

の
「
が

ん
の

教
育

総
合

支
援

事
業

」
な

ど
を

活
用

し
、
が

ん
の

学
習

に
取

り
組

み
ま

す
。

○
い

の
ち

の
教

育
や

職
場

体
験

学
習

・
保

育
体

験
な

ど
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
子

育
て

中
の

保
護

者
や

親
子

、
介

護
者

同
士

な
ど

地
域

に
お

け
る

交
流

や
ふ

れ
あ

い
の

場
づ

く
り
を

支
援

し
ま

す
。
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子
ど

も
未

来
課

子
育

て
サ

ポ
ー

ト
G

子
育

て
中

の
保

護
者

へ
の

交
流

の
場

・
親

子
の

ふ
れ

あ
い

の
場

の
提

供
（
支

援
セ

ン
タ

ー
、
ふ

れ
あ

い
広

場
）

⇒
地

域
で

の
出

前
保

育
（
ひ

ろ
ば

事
業

）
、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
で

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

支
援

0
歳

児
の

親
子

を
対

象
と

し
た

“
ベ

ビ
ー

の
つ

ど
い

”
を

実
施

し
、
合

計
9
7
組

の
参

加
が

あ
っ

た
。
ひ

ろ
ば

事
業

は
5
カ

所
、

1
7
回

を
開

催
し

、
計

7
9
組

の
親

子
が

参
加

し
た

。

ベ
ビ

ー
の

つ
ど

い
は

、
継

続
し

て
取

り
組

む
（
計

画
：
年

４
回

）
。

ひ
ろ

ば
事

業
を

実
施

す
る

。
（
４
カ

所
で

計
1
4
回

開
催

予
定

）

生
涯

学
習

課
社

会
教

育
Ｇ

地
域

の
人

に
学

習
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
や

安
全

管
理

員
を

配
置

依
頼

し
た

「
放

課
後

子
ど

も
教

室
」
の

推
進

市
内

の
全

て
の

小
学

校
区

に
お

い
て

、
地

域
住

民
に

「
学

習
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
」
や

「
安

全
管

理
員

」
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
協

力
し

て
い

た
だ

き
、
放

課
後

子
ど

も
教

室
を

実
施

し
た

。

今
後

も
地

域
の

方
々

に
協

力
を

い
た

だ
き

、
継

続
的

な
活

動
を

実
施

し
て

い
く
。

長
寿

健
康

課
高

齢
者

支
援

G
情

報
交

換
や

介
護

に
関

す
る

学
習

会
を

通
し

て
、
介

護
者

同
士

が
集

う
場

の
提

供
：
介

護
者

の
つ

ど
い

の
開

催

セ
ル

フ
リ
ン

パ
ド
レ

ナ
ー

ジ
の

体
験

や
笑

い
ヨ

ガ
な

ど
の

内
容

で
介

護
者

の
つ

ど
い

を
４
回

開
催

し
、
介

護
者

の
支

援
を

行
っ

た
。

介
護

者
の

心
と

体
が

少
し

で
も

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

で
き

る
よ

う
継

続
し

て
開

催
す

る
と

と
も

に
、
、
周

知
方

法
を

工
夫

す
る

。

長
寿

健
康

課
高

齢
者

支
援

G
認

知
症

家
族

会
_元

気
丸

の
会

、
認

知
症

カ
フ

ェ
の

開
催

、
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
の

養
成

、
民

生
委

員
等

地
域

の
見

守
り

認
知

症
カ

フ
ェ

は
新

た
に

2
か

所
増

え
て

合
計

４
ケ

所
で

4
4

回
開

催
し

、
参

加
は

4
5
4
人

で
あ

っ
た

。
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
は

、
新

た
に

4
3
3
人

が
受

講
さ

れ
、
こ

れ
ま

で
に

延
べ

3
,2

1
4
人

の
サ

ポ
ー

タ
ー

数
と

な
っ

た
。
ま

た
、
サ

ポ
ー

タ
ー

を
対

象
に

「
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

講
座

」
を

開
催

し
、
4
5
人

が
参

加
し

た
。

ま
た

、
民

生
委

員
や

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

等
の

日
頃

か
ら

の
見

守
り
の

強
化

に
努

め
た

。

認
知

症
に

つ
い

て
市

民
に

よ
り
理

解
し

て
い

た
だ

く
取

り
組

み
を

継
続

し
て

実
施

し
た

り
、
悩

み
を

語
り
あ

っ
た

り
、
相

談
で

き
る

場
と

し
て

認
知

症
カ

フ
ェ

の
充

実
に

努
め

る
。

長
寿

健
康

課
高

齢
者

支
援

G
介

護
予

防
教

室
、
老

人
ク

ラ
ブ

活
動

や
サ

ロ
ン

活
動

等
通

い
の

場
の

提
供

介
護

予
防

教
室

や
サ

ロ
ン

活
動

等
、
普

及
啓

発
に

努
め

、
団

体
数

や
参

加
人

数
が

増
加

し
た

。
ま

た
、
年

々
減

少
す

る
老

人
ク

ラ
ブ

に
つ

い
て

は
、
市

広
報

で
特

集
し

、
地

域
の

仲
間

と
介

護
予

防
に

励
む

様
子

を
掲

載
し

た
。

地
域

に
お

け
る

通
い

の
場

や
利

用
者

の
参

加
状

況
の

分
析

を
行

う
と

と
も

に
、
空

白
地

域
で

介
護

予
防

教
室

等
が

実
施

で
き

る
よ

う
検

討
し

、
よ

り
多

く
の

高
齢

者
が

定
期

的
・
日

常
的

に
通

え
る

場
を

作
る

。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

こ
こ

ろ
の

健
康

づ
く
り
や

命
の

大
切

さ
に

関
す

る
情

報
提

供
（
自

殺
予

防
週

間
・

月
間

の
こ

こ
ろ

の
健

康
づ

く
り
に

関
す

る
広

報
掲

載
、
健

康
づ

く
り
の

て
び

き
、
市

Ｈ
Ｐ
で

の
う
つ

、
ス

ト
レ

ス
、
ア

ル
コ

ー
ル

な
ど

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

「
こ

こ
ろ

の
体

温
計

」
(通

年
)

健
康

づ
く
り
の

て
び

き
や

、
広

報
で

、
こ

こ
ろ

の
健

康
づ

く
り
に

つ
い

て
の

記
事

を
掲

載
し

た
。
（
健

康
づ

く
り
の

て
び

き
年

1
回

、
広

報
年

２
回

）
ま

た
、
市

Ｈ
P
で

ﾒ
ﾝ
ﾀ
ﾙ

ﾍ
ﾙ

ｽ
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

「
こ

こ
ろ

の
体

温
計

」
を

導
入

し
、
こ

こ
ろ

の
健

康
づ

く
り
に

つ
い

て
の

啓
発

を
行

っ
た

。
（
延

7
,4

3
9
件

）

引
続

き
、
健

康
づ

く
り
の

て
び

き
や

広
報

、
市

Ｈ
Ｐ
に

て
啓

発
を

行
っ

て
い

く
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

悩
み

や
こ

こ
ろ

の
問

題
に

対
す

る
市

の
窓

口
周

知
健

康
づ

く
り
の

て
び

き
や

、
広

報
、
H
P
に

て
、
悩

み
や

こ
こ

ろ
の

問
題

に
対

す
る

相
談

先
の

周
知

を
行

っ
た

。
（
て

び
き

年
1

回
、
広

報
年

2
回

）

引
続

き
、
健

康
づ

く
り
の

て
び

き
や

、
広

報
、
市

H
P
に

て
、
相

談
先

の
周

知
を

行
っ

て
い

く
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

母
子

健
康

手
帳

交
付

時
に

お
け

る
啓

発
（
産

後
う
つ

の
リ
ー

フ
レ

ッ
ト
配

布
）

母
子

健
康

手
帳

交
付

時
に

産
後

う
つ

に
つ

い
て

の
リ
ー

フ
レ

ッ
ト
を

配
布

し
て

情
報

提
供

を
行

い
、
本

人
の

体
調

確
認

を
行

っ
た

。
（
母

子
健

康
手

帳
交

付
：
3
5
4
件

）

引
き

続
き

、
母

子
健

康
手

帳
交

付
時

に
リ
ー

フ
レ

ッ
ト
等

を
配

付
し

啓
発

し
て

い
く
。

○
い

の
ち

の
教

育
や

職
場

体
験

学
習

・
保

育
体

験
な

ど
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
子

育
て

中
の

保
護

者
や

親
子

、
介

護
者

同
士

な
ど

地
域

に
お

け
る

交
流

や
ふ

れ
あ

い
の

場
づ

く
り
を

支
援

し
ま

す
。

○
自

殺
予

防
週

間
等

で
こ

こ
ろ

の
健

康
づ

く
り
や

命
の

大
切

さ
に

関
す

る
情

報
提

供
を

行
う
と

と
も

に
、
悩

み
や

こ
こ

ろ
の

問
題

が
相

談
で

き
る

市
の

窓
口

を
周

知
し

ま
す

。

○
き

め
細

や
か

な
子

ど
も

の
観

察
・

相
談

・
支

援
体

制
の

確
立

や
家

庭
、
地

域
と

連
携

し
た

取
組

を
推

進
し

、
子

ど
も

の
悩

み
、
思

春
期

の
課

題
、
う
つ

や
ひ

き
こ

も
り
、
自

殺
予

防
な

ど
、
関

係
各

室
・
機

関
が

互
い

に
連

携
を

図
り
な

が
ら

対
応

で
き

る
よ

う
支

援
体

制
の

強
化

を
図

り
ま

す
。
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長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

新
生

児
訪

問
に

お
け

る
啓

発
（
エ

ジ
ン

バ
ラ

産
後

う
つ

質
問

票
に

よ
り
、
産

後
の

こ
こ

ろ
の

状
態

の
確

認
を

行
い

、
支

援
が

必
要

な
ケ

ー
ス

は
、
継

続
訪

問
や

電
話

の
継

続
支

援
に

つ
な

げ
る

。
）

産
婦

健
康

診
査

に
お

い
て

、
エ

ジ
ン

バ
ラ

産
後

う
つ

質
問

票
を

行
い

、
産

婦
人

科
か

ら
支

援
が

必
要

と
連

絡
が

あ
っ

た
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

は
、
早

急
に

連
絡

し
訪

問
を

行
っ

た
。
（
産

婦
健

康
診

査
：
延

5
6
7
件

、
産

婦
人

科
か

ら
の

連
絡

等
で

早
期

訪
問

し
た

ケ
ー

ス
：
2
5
件

）

引
き

続
き

、
産

婦
健

康
診

査
を

実
施

し
、
支

援
が

必
要

な
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

は
早

急
に

訪
問

を
行

い
、
支

援
を

行
っ

て
い

く
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

関
係

各
室

・
機

関
と

の
円

滑
な

連
携

を
図

り
、
対

応
で

き
る

体
制

図
・
フ

ロ
ー

の
作

成

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
会

議
で

の
情

報
共

有
及

び
関

係
各

部
署

と
の

円
滑

な
連

携
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
関

係
各

部
署

と
の

円
滑

な
連

携
を

図
っ

て
い

く
。

地
域

福
祉

課
福

祉
総

務
G

生
活

困
窮

者
へ

の
支

援
、
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

会
議

で
の

情
報

共
有

・
連

携

現
在

、
通

知
（
自

立
相

談
支

援
事

業
実

施
要

領
）
に

よ
り
設

置
し

て
い

た
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

事
業

支
援

調
整

会
議

(1
1
回

/
年

）
に

つ
い

て
、
発

展
的

な
解

消
に

向
け

、
新

た
な

会
議

体
の

要
綱

制
定

を
進

め
た

。

新
た

に
既

存
の

支
援

調
整

会
議

の
機

能
を

有
し

た
、
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

法
に

基
づ

く
、
支

援
会

議
を

設
置

し
、
本

人
同

意
の

有
無

に
関

係
な

く
、
情

報
共

有
が

で
き

る
環

境
を

整
え

る
。

学
校

教
育

課
教

育
支

援
G

生
活

困
窮

世
帯

の
子

供
へ

の
学

習
支

援
受

講
者

数
は

３
４
人

で
、
学

習
教

室
を

１
３
１
回

開
催

し
た

。
受

講
者

数
は

増
え

た
が

、
出

席
率

が
減

少
し

て
い

る
の

で
、

学
校

や
保

護
者

と
連

携
し

な
が

ら
支

援
を

し
た

り
、
参

加
し

や
す

い
日

程
を

設
定

し
た

り
し

て
い

く
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

三
重

県
ひ

き
こ

も
り
地

域
支

援
セ

ン
タ

ー
等

の
周

知
市

Ｈ
P
で

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
シ

ス
テ

ム
「
こ

こ
ろ

の
体

温
計

」
の

利
用

後
の

相
談

先
と

し
て

、
周

知
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
周

知
し

て
い

く
。

地
域

福
祉

課
障

が
い

者
支

援
Ｇ

障
害

者
総

合
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
で

の
相

談
（
身

体
、
知

的
、
精

神
に

関
す

る
相

談
を

電
話

、
来

所
、
訪

問
の

実
施

）

障
害

者
総

合
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
あ

い
で

の
相

談
件

数
は

2
,5

8
3
件

で
、
相

談
内

容
に

応
じ

た
必

要
な

情
報

や
助

言
等

に
よ

る
支

援
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

相
談

員
の

支
援

の
知

識
や

支
援

力
を

高
め

る
た

め
の

研
修

や
事

例
検

討
を

行
う
と

と
も

に
、
障

害
者

総
合

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

あ
い

の
あ

り
方

を
見

直
し

、
相

談
体

制
の

充
実

を
図

る
。

子
ど

も
未

来
課

思
春

期
の

課
題

に
対

応
し

た
相

談
体

制
の

充
実

（
※

子
ど

も
・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

）

子
ど

も
未

来
課

子
ど

も
家

庭
室

と
の

連
携

（
育

児
相

談
、
必

要
に

応
じ

た
専

門
機

関
と

の
連

携
）

生
涯

学
習

課
社

会
教

育
Ｇ

青
少

年
が

抱
え

る
様

々
な

課
題

に
対

し
て

、
就

学
期

か
ら

青
年

期
に

か
け

て
連

結
し

た
相

談
体

制
の

充
実

引
き

こ
も

り
や

、
ニ

ー
ト
の

青
少

年
に

対
し

、
令

和
元

年
度

は
、

青
少

年
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
支

援
員

に
よ

り
、
1
9
7
件

の
面

接
相

談
や

電
話

相
談

を
実

施
。

引
き

続
き

支
援

の
居

場
所

づ
く
り
構

築
の

た
め

、
小

学
校

や
中

学
校

と
の

情
報

共
有

や
連

携
、

ま
た

支
援

の
必

要
な

児
童

・
生

徒
へ

の
支

援
も

実
施

し
て

い
く
。

学
校

教
育

課
教

育
研

究
G

三
重

県
に

よ
る

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

（
Ｓ

Ｃ
）
の

派
遣

（
市

内
全

小
中

学
校

）
市

内
3
中

学
校

を
拠

点
校

と
し

て
、

中
学

校
区

の
各

小
学

校
に

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

が
巡

回
し

、
児

童
・
生

徒
、
保

護
者

へ
の

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
と

教
職

員
の

相
談

業
務

の
実

施

市
内

１
４
校

す
べ

て
の

学
校

に
S
C
を

派
遣

し
た

。
3
人

で
年

間
1
6
4
日

、
の

べ
9
8
4
時

間
、
計

画
に

沿
っ

て
巡

回
し

、
児

童
生

徒
・
保

護
者

の
カ

ウ
ン

セ
リ
ン

グ
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
市

内
１
４
校

す
べ

て
の

学
校

に
S
C
を

派
遣

予
定

。
3
人

で
年

間
1
6
4
日

。
の

べ
9
8
4
時

間
を

予
定

し
て

い
る

。

全
て

の
子

ど
も

及
び

そ
の

家
庭

、
妊

産
婦

の
相

談
支

援
体

制
と

し
て

、
亀

山
市

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
の

設
置

要
綱

を
制

定
し

た
（
R
2
.4

.1
施

行
）

亀
山

市
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

と
し

て
、
亀

山
市

要
保

護
児

童
等

・
D
V
対

策
支

援
地

域
協

議
会

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

り
安

心
し

て
子

育
て

で
き

る
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
う
。

○
き

め
細

や
か

な
子

ど
も

の
観

察
・

相
談

・
支

援
体

制
の

確
立

や
家

庭
、
地

域
と

連
携

し
た

取
組

を
推

進
し

、
子

ど
も

の
悩

み
、
思

春
期

の
課

題
、
う
つ

や
ひ

き
こ

も
り
、
自

殺
予

防
な

ど
、
関

係
各

室
・
機

関
が

互
い

に
連

携
を

図
り
な

が
ら

対
応

で
き

る
よ

う
支

援
体

制
の

強
化

を
図

り
ま

す
。

子
ど

も
支

援
G
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3
-
地

域
医

療
提

供
体

制
の

整
備

0
1
:多

職
種

連
携

に
よ

る
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

強
化

・
充

実
取

組
内

容
担

当
課

名
グ

ル
ー

プ
名

取
組

に
対

応
す

る
事

業
R
１

実
績

・
成

果
R
２

以
降

の
方

向
性

長
寿

健
康

課
高

齢
者

支
援

G
長

寿
・
地

医
亀

山
市

保
険

調
剤

薬
局

整
備

事
業

（
在

宅
医

療
等

に
必

要
な

薬
剤

、
医

療
機

材
等

の
提

供
）
の

実
施

在
宅

療
養

中
の

患
者

に
対

し
て

、
必

要
な

薬
剤

や
医

療
機

材
の

提
供

を
行

っ
た

。
引

き
続

き
、
在

宅
療

養
に

必
要

な
薬

剤
、
医

療
機

材
を

提
供

で
き

る
体

制
を

維
持

で
き

る
よ

う
に

、
関

係
部

署
と

連
携

を
行

う
。

地
域

医
療

課
地

域
医

療
G

地
域

医
療

連
携

シ
ス

テ
ム

「
三

重
医

療
安

心
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

：
ＩＤ

－
L
in
k
の

導
入

」
（
医

療
・
介

護
連

携
シ

ス
テ

ム
含

む
。
）

活
動

促
進

に
つ

な
げ

る
た

め
の

運
用

に
つ

い
て

は
、
院

内
担

当
者

間
で

検
討

中
で

あ
る

。
ま

た
、
多

職
種

連
携

会
議

の
機

会
等

で
多

職
種

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

の
普

及
啓

発
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
活

動
促

進
に

つ
な

が
る

運
用

等
に

つ
い

て
検

討
を

行
う
。

地
域

医
療

課
地

域
医

療
Ｇ

協
議

会
と

連
携

会
議

の
実

施
内

容
や

回
数

の
見

直
し

等
昨

年
度

に
引

き
続

き
推

進
協

議
会

W
G
、
多

職
種

連
携

会
議

を
開

催
し

、
多

職
種

連
携

強
化

に
努

め
た

。
引

き
続

き
、
在

宅
医

療
介

護
連

携
の

推
進

強
化

に
努

め
て

い
く
。

地
域

医
療

課
地

域
医

療
Ｇ

か
め

や
ま

ホ
ー

ム
ケ

ア
ネ

ッ
ト
の

利
用

促
進

（
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

見
直

し
等

）

市
民

啓
発

に
お

い
て

は
出

前
講

座
等

で
随

時
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

し
た

。
市

民
講

演
会

で
は

啓
発

ブ
ー

ス
を

設
け

る
な

ど
普

及
啓

発
を

行
っ

た
。
ま

た
、
関

係
職

種
に

も
多

職
種

連
携

会
議

な
ど

の
機

会
を

利
用

し
、
ホ

ー
ム

ケ
ア

ネ
ッ

ト
の

周
知

を
行

い
利

用
に

促
進

に
努

め
た

。

市
民

に
理

解
し

て
頂

き
や

す
い

よ
う
な

媒
体

を
作

成
し

、
積

極
的

な
P
R
を

行
っ

て
い

く
。
ま

た
、
地

域
で

の
講

座
な

ど
も

開
催

を
増

加
出

来
る

様
、
団

体
等

へ
の

周
知

を
図

り
、
利

用
促

進
に

努
め

る
。

0
2
：
救

急
医

療
提

供
体

制
の

充
実

取
組

内
容

担
当

課
名

グ
ル

ー
プ

名
取

組
に

対
応

す
る

事
業

R
１

実
績

・
成

果
R
２

以
降

の
方

向
性

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

「
1
次

救
急

、
年

末
年

始
、
夜

間
時

間
外

応
急

診
療

」
業

務
委

託
の

継
続

業
務

委
託

契
約

を
締

結
し

、
救

急
医

療
体

制
を

確
保

し
た

。
引

き
続

き
、
業

務
委

託
契

約
を

締
結

し
、
救

急
医

療
体

制
を

継
続

し
て

い
く
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

夜
間

時
間

外
応

急
診

療
、
運

用
方

法
の

見
直

し
検

討
医

療
セ

ン
タ

ー
で

実
施

す
る

夜
間

時
間

外
応

急
診

療
に

つ
い

て
は

、
医

療
セ

ン
タ

ー
の

当
直

医
師

で
対

応
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
医

療
セ

ン
タ

ー
で

実
施

す
る

夜
間

時
間

外
応

急
診

療
に

つ
い

て
は

、
医

療
セ

ン
タ

ー
の

当
直

医
師

で
対

応
す

る
こ

と
を

継
続

し
て

い
く
。

○
市

内
の

医
療

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、
鈴

鹿
中

央
総

合
病

院
、
鈴

鹿
回

生
病

院
等

の
二

次
救

急
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制
に

つ
い

て
、
引

き
続

き
維

持
し

ま
す

。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

二
次

救
急

医
療

機
関

に
対

す
る

高
度

医
療

機
器

の
整

備
支

援
実

績
な

し
医

療
機

関
よ

り
、
支

援
の

要
望

が
あ

れ
ば

、
関

係
部

署
と

協
議

を
行

い
、
支

援
の

必
要

性
を

判
断

す
る

。

長
寿

健
康

課
高

齢
者

支
援

G
７
５
歳

の
誕

生
日

月
に

、
電

話
健

康
相

談
の

チ
ラ

シ
を

郵
送

し
、
事

業
を

周
知

し
、
延

べ
6
2
9
件

の
相

談
が

あ
っ

た
。

個
別

通
知

な
ど

を
通

じ
て

事
業

の
周

知
に

努
め

る
と

と
も

に
、

高
齢

者
の

身
近

な
相

談
に

応
じ

、
在

宅
に

お
け

る
悩

み
や

不
安

が
少

し
で

も
解

消
で

き
る

よ
う
事

業
の

推
進

に
努

め
る

。

○
在

宅
医

療
・
介

護
の

連
携

体
制

を
強

化
す

る
た

め
、
在

宅
医

療
を

行
う
在

宅
医

等
を

2
4
時

間
3
6
5
日

支
援

す
る

在
宅

医
療

支
援

薬
局

の
設

置
や

多
職

種
が

患
者

情
報

を
共

有
で

き
る

ツ
ー

ル
の

導
入

な
ど

を
進

め
ま

す
。

○
亀

山
市

の
在

宅
医

療
・
介

護
連

携
に

お
け

る
目

指
す

べ
き

姿
を

多
職

種
で

共
有

し
、
在

宅
医

療
連

携
推

進
協

議
会

と
多

職
種

連
携

会
議

の
進

め
方

の
整

理
を

行
っ

て
シ

ス
テ

ム
を

見
直

し
、
地

域
住

民
へ

積
極

的
に

Ｐ
Ｒ

し
て

「
か

め
や

ま
ホ

ー
ム

ケ
ア

ネ
ッ

ト
」
の

利
用

を
促

進
し

ま
す

。

○
日

曜
日

・
祝

日
・
夜

間
時

間
外

の
応

急
診

療
に

つ
い

て
は

、
医

療
セ

ン
タ

ー
や

亀
山

医
師

会
の

医
師

と
連

携
・
協

力
体

制
を

継
続

し
な

が
ら

、
小

児
の

応
急

診
療

へ
の

円
滑

な
対

応
に

努
め

ま
す

。

○
「
み

え
子

ど
も

医
療

ダ
イ

ヤ
ル

（
＃

8
0
0
0
）
」
な

ど
広

域
的

な
相

談
窓

口
の

周
知

を
行

う
と

と
も

に
、
7
5

歳
以

上
の

高
齢

者
や

国
民

健
康

保
険

加
入

者
を

対
象

と
し

た
電

話
健

康
相

談
の

利
用

を
促

し
ま

す
。

電
話

健
康

相
談

の
利

用
促

進
に

向
け

た
Ｐ
Ｒ

（
広

報
等

）
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市
民

課
国

民
健

康
保

険
G

被
保

険
者

証
の

切
替

え
時

に
対

象
世

帯
に

Ｐ
Ｒ

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
案

内
文

書
を

郵
送

す
る

と
と

も
に

、
窓

口
で

加
入

手
続

き
を

行
っ

た
者

に
対

し
て

も
Ｐ
Ｒ

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を

配
布

し
周

知
し

た
。

被
保

険
者

証
の

切
替

え
時

及
び

窓
口

で
の

加
入

手
続

き
時

に
Ｐ
Ｒ

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を

配
布

し
、
対

象
世

帯
に

周
知

す
る

と
と

も
に

、
重

複
・
頻

回
受

診
者

に
対

し
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

送
付

し
て

適
正

受
診

を
呼

び
掛

け
る

等
有

効
活

用
を

図
る

。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

み
え

子
ど

も
医

療
ダ

イ
ヤ

ル
Ｐ
Ｒ

（
広

報
等

）
新

生
児

訪
問

や
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
時

や
幼

児
健

診
時

に
チ

ラ
シ

を
配

布
し

Ｐ
Ｒ

を
行

っ
た

。
引

き
続

き
、
訪

問
や

幼
児

健
診

に
て

啓
発

し
て

い
く
。

消
防

総
務

課
消

防
救

急
Ｇ

（
亀

山
市

消
防

力
充

実
強

化
プ

ラ
ン

に
基

づ
く
取

組
）

・
救

急
隊

員
の

育
成

、
救

急
救

命
士

処
置

拡
大

へ
の

対
応

、
指

導
救

命
士

の
養

成

三
重

県
消

防
学

校
指

導
救

命
士

課
程

に
1
名

入
校

し
た

。
新

た
に

気
管

挿
管

実
施

可
能

な
救

命
士

を
1
名

、
養

成
し

た
。

昨
年

度
、
三

重
県

消
防

学
校

指
導

救
命

士
課

程
に

入
校

し
た

救
命

士
は

、
令

和
2
年

度
の

実
技

実
習

を
経

て
、
指

導
救

命
士

と
し

て
認

定
予

定
。
引

き
続

き
、
指

導
救

命
士

が
中

心
と

な
り
、
救

急
隊

員
の

知
識

・
技

術
の

向
上

に
取

り
組

む
。

消
防

総
務

課
消

防
救

急
Ｇ

・
救

急
ワ

ー
ク

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

（
Ｗ

Ｓ
）
の

運
用

体
制

検
討

医
療

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
効

率
的

な
救

急
Ｗ

Ｓ
運

用
に

努
め

た
。

引
き

続
き

、
医

療
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
、
効

率
的

な
救

急
Ｗ

Ｓ
運

用
に

努
め

る
。

○
救

急
需

要
に

適
切

に
対

応
す

る
た

め
、
救

急
車

の
適

正
利

用
の

啓
発

を
継

続
し

て
行

い
ま

す
。

消
防

総
務

課
消

防
救

急
Ｇ

（
亀

山
市

消
防

力
充

実
強

化
プ

ラ
ン

に
基

づ
く
取

組
）

・
救

急
車

適
正

利
用

普
及

啓
発

事
業

各
種

イ
ベ

ン
ト
や

広
報

等
で

救
急

車
適

正
利

用
普

及
啓

発
を

図
っ

た
。

緊
急

度
が

高
い

傷
病

者
へ

の
対

応
が

遅
れ

な
い

よ
う
、
引

き
続

き
、
適

正
利

用
普

及
啓

発
に

努
め

る
。

0
3
:地

域
医

療
の

確
保

と
医

療
セ

ン
タ

ー
の

経
営

健
全

化
取

組
内

容
担

当
課

名
グ

ル
ー

プ
名

取
組

に
対

応
す

る
事

業
R
１

実
績

・
成

果
R
２

以
降

の
方

向
性

○
三

重
大

学
に

よ
る

亀
山

地
域

医
療

学
講

座
設

置
の

協
定

を
継

続
し

、
亀

山
市

及
び

そ
の

周
辺

地
域

の
住

民
が

健
康

で
安

心
で

き
る

生
活

を
提

供
す

る
医

療
保

健
体

制
に

関
す

る
研

究
・
教

育
を

実
施

し
ま

す
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

亀
山

地
域

医
療

学
講

座
の

設
置

協
定

の
継

続
三

重
大

学
に

亀
山

地
域

医
療

学
講

座
を

設
置

し
、
医

療
セ

ン
タ

ー
に

医
師

が
2
名

派
遣

さ
れ

、
診

療
を

通
し

た
地

域
医

療
の

研
究

・
教

育
が

継
続

し
て

行
わ

れ
た

こ
と

で
、
診

療
体

制
の

充
実

に
つ

な
げ

た
。
さ

ら
に

、
講

座
の

総
合

医
を

中
心

に
、
地

域
に

出
向

い
て

、
講

話
と

対
話

を
行

う
、
「
医

療
カ

フ
ェ

」
を

開
催

し
た

。
ま

た
、
寄

附
講

座
協

定
書

の
延

長
に

向
け

て
、
関

係
機

関
と

調
整

を
行

っ
た

。

引
き

続
き

、
講

座
の

医
師

等
と

連
携

し
医

療
カ

フ
ェ

な
ど

市
独

自
の

魅
力

的
な

取
組

の
実

施
や

寄
附

講
座

協
定

書
の

延
長

に
か

か
る

覚
書

の
締

結
を

行
う
。

地
域

医
療

課
地

域
医

療
Ｇ

亀
山

市
保

険
調

剤
薬

局
整

備
事

業
平

成
２
９
年

１
０
月

開
設

後
は

随
時

、
地

域
連

携
の

た
め

の
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

薬
局

運
営

の
継

続
支

援
を

必
要

に
応

じ
て

行
う
。

病
院

総
務

課
医

事
G

外
来

患
者

等
の

院
外

処
方

化
に

よ
る

ジ
ェ

ネ
リ
ッ

ク
（
後

発
医

薬
品

）
の

利
用

促
進

一
般

名
処

方
を

行
う
こ

と
で

、
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
の

利
用

率
向

上
に

努
め

た
。
そ

の
結

果
、
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
の

利
用

率
が

向
上

し
た

。
（
8
8
.0

％
・
変

更
後

薬
価

額
差

　
3
5
,8

0
1
,9

4
4
円

）

引
き

続
き

、
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
の

利
用

率
が

更
に

上
が

る
よ

う
に

、
周

知
活

動
等

の
取

組
み

を
行

う
。

○
医

療
セ

ン
タ

ー
は

、
県

の
地

域
医

療
構

想
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
新

公
立

病
院

改
革

プ
ラ

ン
（
平

成
2
8

年
度

）
を

推
進

し
、
経

営
の

健
全

化
に

取
り
組

み
ま

す
。

病
院

総
務

課
病

院
総

務
G

亀
山

市
立

医
療

セ
ン

タ
ー

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
（
新

公
立

病
院

改
革

プ
ラ

ン
含

む
）
の

推
進

重
点

的
項

目
の

う
ち

、
経

常
収

支
比

率
の

改
善

等
数

値
目

標
に

達
し

て
い

な
い

項
目

が
あ

っ
た

。
引

き
続

き
、
重

点
的

項
目

の
実

現
に

取
り
組

み
、
早

期
に

実
現

で
き

る
よ

う
、
経

営
の

健
全

化
を

目
指

す
。

○
「
み

え
子

ど
も

医
療

ダ
イ

ヤ
ル

（
＃

8
0
0
0
）
」
な

ど
広

域
的

な
相

談
窓

口
の

周
知

を
行

う
と

と
も

に
、
7
5

歳
以

上
の

高
齢

者
や

国
民

健
康

保
険

加
入

者
を

対
象

と
し

た
電

話
健

康
相

談
の

利
用

を
促

し
ま

す
。

電
話

健
康

相
談

の
利

用
促

進
に

向
け

た
Ｐ
Ｒ

（
広

報
等

）

○
消

防
本

部
と

医
療

セ
ン

タ
ー

の
連

携
強

化
に

む
け

た
検

討
を

進
め

る
と

と
も

に
、
三

重
県

が
認

定
す

る
指

導
救

命
士

の
養

成
等

、
救

急
隊

員
の

知
識

・
技

術
の

向
上

に
取

り
組

み
ま

す
。

○
医

療
セ

ン
タ

ー
の

処
方

箋
を

院
外

処
方

に
移

行
し

て
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
（
後

発
医

薬
品

）
の

利
用

を
促

進
し

ま
す

。
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4
-
食

育
の

推
進

0
1
:栄

養
、
食

生
活

の
改

善
取

組
内

容
担

当
課

名
グ

ル
ー

プ
名

取
組

に
対

応
す

る
事

業
R
１

実
績

・
成

果
R
２

以
降

の
方

向
性

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

母
子

健
康

手
帳

交
付

時
、
幼

児
健

診
、
育

児
相

談
時

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
配

布

母
子

手
帳

交
付

時
、
幼

児
健

診
、
育

児
相

談
時

に
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

配
付

し
、
啓

発
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
母

子
手

帳
交

付
時

、
幼

児
健

診
、
育

児
相

談
時

に
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

し
て

い
く
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

健
康

教
室

に
お

い
て

食
事

バ
ラ

ン
ス

ガ
イ

ド
を

活
用

し
、
栄

養
の

大
切

さ
に

つ
い

て
の

啓
発

出
張

出
前

講
座

に
て

食
事

バ
ラ

ン
ス

ガ
イ

ド
を

活
用

し
、
栄

養
の

大
切

さ
に

つ
い

て
の

啓
発

を
行

っ
た

。
（
出

張
出

前
講

座
（
レ

イ
ン

ボ
ー

の
会

）
：
２
８
名

）

あ
い

あ
い

運
動

教
室

等
の

機
会

を
活

用
し

、
啓

発
を

行
っ

て
い

く
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

健
康

づ
く
り
の

て
び

き
に

食
事

バ
ラ

ン
ス

ガ
イ

ド
を

掲
載

し
、
健

康
的

な
食

生
活

に
つ

な
げ

る
情

報
提

供

健
康

づ
く
り
の

て
び

き
に

食
事

バ
ラ

ン
ス

ガ
イ

ド
を

掲
載

し
、
健

康
的

な
食

生
活

に
つ

な
が

る
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
健

康
的

な
食

生
活

に
つ

な
が

る
情

報
提

供
を

行
う
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

離
乳

食
教

室
で

、
離

乳
食

の
基

本
講

話
や

、
生

後
5
～

8
か

月
児

ま
で

の
離

乳
食

の
作

り
方

と
試

食
の

実
施

離
乳

食
の

基
本

に
関

す
る

講
話

と
と

も
に

、
生

後
5
～

8
か

月
児

ま
で

の
離

乳
食

の
作

り
方

の
デ

モ
ン

ス
ト
レ

ー
シ

ョ
ン

と
試

食
を

行
っ

た
。
（
離

乳
食

教
室

：
年

6
回

（
延

べ
6
4
人

）
）

引
き

続
き

、
離

乳
食

教
室

を
実

施
し

て
い

く
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

食
生

活
改

善
推

進
協

議
会

に
よ

る
市

民
・
地

区
伝

達
講

習
会

の
実

施
⇒

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

献
立

で
、
健

康
づ

く
り
の

た
め

の
料

理
講

習
会

、
地

域
の

料
理

講
習

会
を

実
施

。

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

献
立

を
入

れ
て

、
健

康
づ

く
り
の

た
め

の
料

理
講

習
会

4
回

・
地

域
の

料
理

講
習

会
5
4
回

を
開

催
し

た
。

引
き

続
き

、
市

民
・
地

区
伝

達
講

習
会

を
実

施
し

て
い

く
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

幼
児

健
診

で
「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を

配
布

幼
児

健
診

に
て

、
「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
の

啓
発

を
印

字
し

た
封

筒
を

配
付

し
た

。
（
幼

児
健

診
：
年

2
4
回

（
延

べ
8
7
7
人

）
）

引
き

続
き

、
幼

児
健

診
に

て
啓

発
を

行
っ

て
い

く
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

健
康

教
育

の
実

施
⇒

規
則

正
し

い
食

生
活

が
も

た
ら

す
効

果
を

伝
え

、
生

活
習

慣
病

予
防

に
関

す
る

健
康

教
育

の
開

催

幼
児

健
診

に
て

、
「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
の

封
筒

を
配

付
し

た
。
（
幼

児
健

診
：
年

2
4
回

（
延

べ
8
7
7
人

）
）

引
き

続
き

、
幼

児
健

診
に

て
健

康
教

育
を

実
施

し
て

い
く
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

育
児

相
談

の
中

で
、
生

活
リ
ズ

ム
の

相
談

を
個

別
で

受
け

、
必

要
な

情
報

提
供

育
児

相
談

の
中

で
、
生

活
リ
ズ

ム
に

つ
い

て
の

相
談

を
受

け
た

り
、
話

の
中

で
生

活
リ
ズ

ム
に

つ
い

て
必

要
な

情
報

提
供

を
行

っ
た

。
（
育

児
相

談
：
年

1
0
回

（
延

べ
4
6
6
件

）
）

引
き

続
き

、
育

児
相

談
の

中
で

、
必

要
な

情
報

提
供

を
し

て
い

く
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

出
前

教
室

や
献

血
、
キ

ラ
リ
市

民
大

学
な

ど
で

の
健

康
相

談
の

実
施

出
前

教
室

の
ぽ

っ
ぽ

ク
ラ

ブ
で

、
「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
等

の
生

活
リ
ズ

ム
の

大
切

さ
に

つ
い

て
啓

発
及

び
相

談
を

行
っ

た
。
（
年

２
回

）

引
き

続
き

、
出

前
教

室
等

を
通

じ
て

、
啓

発
及

び
相

談
を

行
っ

て
い

く
。

子
ど

も
未

来
課

子
ど

も
総

務
Ｇ

食
育

だ
よ

り
（
1
3
園

、
月

1
回

）
に

よ
る

啓
発

（
栄

養
バ

ラ
ン

ス
、
朝

食
の

重
要

性
、
食

育
に

関
す

る
情

報
提

供
）

食
育

だ
よ

り
（
1
3
園

、
月

1
回

）
に

よ
り
、
朝

食
の

重
要

性
、
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

献
立

の
作

成
方

法
や

咀
嚼

の
大

切
さ

、
そ

の
他

食
育

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

い
、
規

則
正

し
い

食
生

活
の

実
践

の
た

め
の

啓
発

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

、
情

報
提

供
等

に
よ

る
啓

発
活

動
を

行
う
。

○
母

子
保

健
、
保

育
所

、
幼

稚
園

、
小

中
学

校
な

ど
で

の
「
早

寝
・

早
起

き
・
朝

ご
は

ん
」
等

の
取

組
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、
食

事
バ

ラ
ン

ス
ガ

イ
ド
等

の
活

用
や

亀
山

市
食

生
活

改
善

推
進

協
議

会
に

よ
る

料
理

講
習

会
等

の
実

施
な

ど
に

よ
り
、
成

人
へ

の
食

育
を

進
め

ま
す

。
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子
ど

も
未

来
課

子
育

て
サ

ポ
ー

ト
G

子
育

て
講

座
の

実
施

（
子

ど
も

と
そ

の
保

護
者

）
⇒

子
育

て
講

座
の

中
で

、
「
生

活
リ
ズ

ム
、
運

動
あ

そ
び

、
栄

養
相

談
、
育

児
相

談
」
な

ど
に

よ
る

生
活

リ
ズ

ム
の

向
上

子
育

て
講

座
（
年

５
6
回

程
度

）
実

施
し

た
。
栄

養
相

談
（
年

1
0
回

）
を

行
い

、
食

の
大

切
さ

等
を

伝
え

た
。

引
き

続
き

子
育

て
講

座
を

開
催

し
、
運

動
、
食

事
、
睡

眠
等

の
大

切
さ

を
継

続
し

て
伝

え
る

。

教
育

総
務

課
施

設
・
保

健
給

食
G

食
育

だ
よ

り
、
給

食
・
食

育
だ

よ
り
、
保

健
だ

よ
り
、
保

護
者

参
観

、
懇

談
会

な
ど

の
場

を
活

用
し

た
食

育
の

啓
発

。
ま

た
、
生

涯
学

習
室

と
連

携
し

、
給

食
・

食
育

だ
よ

り
に

よ
る

啓
発

の
実

施

給
食

・
食

育
だ

よ
り
を

年
3
回

発
行

し
た

。
ま

た
、
定

期
的

に
保

健
だ

よ
り
を

発
行

す
る

と
と

も
に

、
給

食
試

食
会

等
の

場
を

活
用

し
、
啓

発
を

行
っ

た
。

今
後

も
給

食
・
食

育
だ

よ
り
、
保

健
だ

よ
り
の

発
行

や
給

食
試

食
会

や
保

護
者

会
等

の
場

を
活

用
し

、
啓

発
を

継
続

し
て

い
く
。

生
涯

学
習

課
社

会
教

育
Ｇ

生
涯

中
央

公
民

館
で

、
こ

ど
も

の
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

、
食

育
ク

ッ
キ

ン
グ

と
題

し
た

講
座

の
実

施

公
民

館
講

座
に

お
い

て
「
防

災
マ

マ
カ

フ
ェ

～
災

害
か

ら
子

ど
も

を
守

る
～

」
と

題
し

、
自

然
災

害
が

起
き

た
と

き
の

食
事

の
工

夫
に

つ
い

て
の

講
座

を
実

施
し

た
。

今
後

も
、
参

加
者

の
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

講
座

を
中

央
公

民
館

講
座

で
実

施
し

て
い

く
。

生
涯

学
習

課
社

会
教

育
Ｇ

生
涯

朝
ご

は
ん

バ
ラ

ン
ス

シ
ー

ト
に

よ
る

出
前

講
座

で
の

周
知

・
啓

発
出

前
講

座
に

お
い

て
、
朝

ご
は

ん
バ

ラ
ン

ス
シ

ー
ト
の

啓
発

を
行

っ
た

。
ま

た
、
就

学
時

検
診

で
も

啓
発

を
行

っ
た

。
今

後
も

継
続

し
て

行
う
。

○
特

定
健

康
診

査
の

結
果

に
基

づ
く
特

定
保

健
指

導
に

よ
り
、
運

動
習

慣
や

食
生

活
の

改
善

に
向

け
た

指
導

を
強

化
し

、
す

で
に

糖
尿

病
を

発
症

し
て

い
る

人
に

つ
い

て
も

重
症

化
予

防
に

取
り
組

み
ま

す
。

市
民

課
長

寿
健

康
課

国
民

健
康

保
険

Ｇ
健

康
づ

く
り
Ｇ

特
定

保
健

指
導

対
象

者
に

対
す

る
運

動
習

慣
や

食
生

活
の

改
善

に
向

け
た

指
導

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

見
直

し
、
既

存
の

発
症

者
に

対
す

る
重

症
化

予
防

に
向

け
た

食
生

活
改

善
の

取
組

の
実

施

特
定

保
健

指
導

対
象

者
に

対
し

て
、
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

を
利

用
し

た
電

話
勧

奨
を

行
っ

た
。

特
定

保
健

指
導

の
利

用
を

勧
め

る
た

め
に

、
特

定
健

康
診

査
と

同
日

に
ミ
ニ

セ
ミ
ナ

ー
を

開
催

（
１
４
回

）
し

た
り
、
家

庭
訪

問
を

実
施

し
行

動
変

容
を

促
し

た
。

電
話

で
の

勧
奨

を
行

う
と

と
も

に
、
集

団
健

診
時

に
、
Ⅰ

C
T
を

活
用

し
た

初
回

面
接

を
同

時
実

施
す

る
方

法
を

取
り
入

れ
、

特
定

保
健

指
導

に
つ

な
げ

て
い

く
。

○
学

校
に

お
け

る
子

ど
も

た
ち

の
食

生
活

の
充

実
を

図
る

た
め

、
中

学
校

給
食

の
完

全
実

施
に

向
け

た
多

面
的

な
検

討
を

行
い

ま
す

。

教
育

総
務

課
施

設
・
保

健
給

食
G

情
報

収
集

や
先

進
地

視
察

等
、
中

学
校

給
食

に
つ

い
て

の
調

査
・
研

究
中

学
生

の
食

生
活

と
給

食
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を

行
い

、
中

学
校

給
食

に
お

け
る

昼
食

の
あ

り
か

た
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
や

こ
れ

ま
で

の
検

討
内

容
を

踏
ま

え
、

多
面

的
な

検
討

を
進

め
て

い
く
。

○
介

護
予

防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
（
新

し
い

総
合

事
業

）
に

よ
り
、
栄

養
指

導
、
口

腔
ケ

ア
な

ど
の

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
民

間
の

配
食

や
買

い
物

支
援

サ
ー

ビ
ス

提
供

者
と

連
携

し
、
高

齢
者

の
地

域
で

の
食

生
活

を
支

援
し

ま
す

。

長
寿

健
康

課
高

齢
者

支
援

G
介

護
予

防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
（
新

し
い

総
合

事
業

）
に

よ
る

栄
養

指
導

・
口

腔
ケ

ア
な

ど
の

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
・
民

間
の

配
食

や
買

い
物

支
援

サ
ー

ビ
ス

提
供

者
と

連
携

し
た

高
齢

者
の

地
域

で
の

食
生

活
の

支
援

訪
問

型
の

サ
ー

ビ
ス

Ｂ
及

び
Ｃ

に
つ

い
て

は
実

績
が

な
か

っ
た

。
配

食
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
は

、
令

和
２

年
3
月

末
現

在
で

登
録

者
数

は
5
7
人

で
、

年
間

延
べ

1
0
,0

9
2
食

の
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
食

事
を

提
供

し
た

。

栄
養

指
導

や
口

腔
ケ

ア
事

業
等

に
つ

い
て

は
、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
や

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
に

事
業

の
趣

旨
を

理
解

し
、

短
期

的
・
集

中
的

に
実

施
で

き
な

い
か

周
知

・
依

頼
に

努
め

る
。

配
食

に
つ

い
て

は
、

継
続

し
て

調
理

が
困

難
な

人
に

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
摂

れ
た

食
事

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、
安

否
確

認
等

の
支

援
に

努
め

る
。

環
境

課
廃

棄
物

対
策

Ｇ
廃

棄
食

品
ロ

ス
の

廃
棄

物
に

占
め

る
割

合
な

ど
の

市
Ｈ

Ｐ
へ

の
掲

載
、
廃

棄
物

の
排

出
抑

制
の

観
点

か
ら

の
食

べ
残

し
削

減
に

向
け

た
啓

発
、
主

管
室

に
お

い
て

効
果

的
な

啓
発

方
法

を
検

討

前
年

度
同

様
、
広

報
へ

の
特

集
記

事
の

掲
載

、
マ

イ
タ

ウ
ン

か
め

や
ま

や
市

F
ac

e
b
o
o
k
で

の
啓

発
、
環

境
課

イ
ベ

ン
ト
等

で
の

啓
発

グ
ッ

ズ
の

配
布

を
行

っ
た

。
ま

た
、
市

H
P
に

食
品

ロ
ス

に
関

す
る

ペ
ー

ジ
を

新
た

に
作

成
し

掲
載

し
た

り
、
小

学
生

の
環

境
セ

ン
タ

ー
施

設
見

学
時

に
お

け
る

啓
発

を
行

っ
た

り
し

た
。

前
年

度
の

活
動

に
加

え
、
飲

食
店

等
に

食
べ

残
し

の
削

減
を

協
力

い
た

だ
く
「
食

べ
き

り
協

力
店

」
や

、
環

境
セ

ン
タ

ー
に

搬
入

さ
れ

る
廃

棄
物

の
中

の
食

品
廃

棄
物

の
割

合
を

調
査

す
る

「
家

庭
系

食
品

廃
棄

物
組

成
分

析
調

査
」
を

行
い

、
デ

ー
タ

を
今

後
の

啓
発

活
動

に
活

用
す

る
。

○
母

子
保

健
、
保

育
所

、
幼

稚
園

、
小

中
学

校
な

ど
で

の
「
早

寝
・

早
起

き
・
朝

ご
は

ん
」
等

の
取

組
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、
食

事
バ

ラ
ン

ス
ガ

イ
ド
等

の
活

用
や

亀
山

市
食

生
活

改
善

推
進

協
議

会
に

よ
る

料
理

講
習

会
等

の
実

施
な

ど
に

よ
り
、
成

人
へ

の
食

育
を

進
め

ま
す

。

○
家

庭
や

飲
食

店
な

ど
に

対
す

る
食

品
ロ

ス
削

減
（
生

ご
み

の
再

資
源

化
等

）
に

つ
な

が
る

効
果

的
な

意
識

啓
発

や
情

報
提

供
を

検
討

し
実

施
す

る
と

と
も

に
、
学

校
等

に
お

い
て

環
境

意
識

を
育

む
た

め
の

学
習

に
取

り
組

み
ま

す
。
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教
育

総
務

課
施

設
・
保

健
給

食
Ｇ

給
食

時
間

に
お

け
る

食
べ

残
し

を
減

ら
す

た
め

の
指

導
（
残

飯
ゼ

ロ
運

動
）

⇒
給

食
・
食

育
だ

よ
り
に

お
い

て
、
食

に
対

す
る

感
謝

の
気

持
ち

や
残

さ
ず

食
べ

る
こ

と
の

大
切

さ
の

啓
発

。
残

食
が

多
い

学
校

で
は

、
残

食
を

出
さ

な
い

取
組

を
給

食
委

員
会

等
の

活
動

実
施

給
食

だ
よ

り
等

に
お

い
て

食
に

対
す

る
感

謝
の

気
持

ち
や

残
さ

ず
に

食
べ

る
こ

と
の

大
切

さ
に

つ
い

て
啓

発
を

行
っ

た
。
ま

た
、

食
品

ロ
ス

を
テ

ー
マ

に
し

た
食

育
の

授
業

や
た

よ
り
を

配
付

し
た

。

今
後

も
、
児

童
生

徒
に

対
し

、
残

食
を

減
ら

す
指

導
や

給
食

だ
よ

り
等

に
お

け
る

取
組

を
定

期
的

に
実

施
し

て
い

く
。
ま

た
、

食
品

ロ
ス

に
関

す
る

食
育

た
よ

り
を

配
付

し
、
保

護
者

へ
の

啓
発

を
行

う
。

0
2
：
次

世
代

に
伝

え
る

食
文

化
取

組
内

容
担

当
課

名
グ

ル
ー

プ
名

取
組

に
対

応
す

る
事

業
R
１

実
績

・
成

果
R
２

以
降

の
方

向
性

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

市
民

・
地

区
伝

達
講

習
会

の
実

施
⇒

健
康

づ
く
り
の

た
め

の
料

理
講

習
会

と
地

域
の

料
理

教
室

の
開

催

地
域

の
食

材
や

行
事

食
を

取
り
入

れ
た

献
立

を
入

れ
て

、
健

康
づ

く
り
の

た
め

の
料

理
講

習
会

4
回

・
地

域
の

料
理

講
習

会
5
4
回

開
催

し
た

。

引
き

続
き

、
市

民
・
地

区
伝

達
講

習
会

を
実

施
し

て
い

く
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

食
文

化
を

伝
え

る
亀

山
市

食
生

活
改

善
推

進
協

議
会

に
補

助
金

を
交

付
亀

山
市

食
生

活
改

善
推

進
協

議
会

に
補

助
金

を
交

付
し

た
。

引
き

続
き

、
補

助
金

を
交

付
し

て
い

く
。

産
業

振
興

課
農

業
Ｇ

市
民

農
園

の
維

持
管

理
・
利

用
促

進
（
5
4
区

画
：
川

合
町

）
草

刈
を

２
回

行
っ

た
。
市

広
報

、
Ｈ

Ｐ
に

て
利

用
者

を
募

集
し

た
。

引
き

続
き

、
草

刈
を

行
う
。
市

広
報

、
Ｈ

Ｐ
に

て
利

用
者

を
募

集
す

る
。

産
業

振
興

課
農

業
Ｇ

亀
の

市
で

の
旬

の
地

場
産

品
を

つ
か

っ
た

簡
単

レ
シ

ピ
の

配
布

年
１
０
回

行
い

、
地

場
産

品
の

Ｐ
Ｒ

を
行

っ
た

。
引

き
続

き
レ

シ
ピ

の
配

布
を

す
る

。

産
業

振
興

課
農

業
Ｇ

亀
山

青
空

お
茶

ま
つ

り
で

、
茶

摘
み

体
験

、
手

も
み

実
演

、
電

子
レ

ン
ジ

で
の

お
茶

づ
く
り
体

験
な

ど
の

実
施

亀
山

青
空

お
茶

ま
つ

り
に

て
茶

摘
み

体
験

や
手

も
み

実
演

、
電

子
レ

ン
ジ

で
の

お
茶

づ
く
り
体

験
等

を
実

施
し

た
。

亀
山

青
空

お
茶

ま
つ

り
を

開
催

し
、
茶

摘
み

体
験

、
電

子
レ

ン
ジ

で
の

お
茶

づ
く
り
体

験
等

を
実

施
す

る
。

産
業

振
興

課
農

業
Ｇ

中
山

間
地

域
活

性
化

事
業

（
加

太
北

在
家

地
区

_小
山

新
田

の
里

芋
な

ど
）

加
太

北
在

家
地

区
小

山
新

田
で

じ
ゃ

が
い

も
の

収
穫

体
験

収
穫

祭
を

実
施

し
た

。
引

き
続

き
事

業
を

継
続

す
る

。

学
校

教
育

課
教

育
研

究
Ｇ

小
学

校
で

は
、
Ｆ
Ｂ

Ｃ
花

壇
の

花
の

栽
培

、
生

活
科

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
で

の
野

菜
や

米
作

り
。
中

学
校

で
は

、
家

庭
科

や
委

員
会

活
動

で
の

花
や

野
菜

の
栽

培

市
内

全
て

の
小

学
校

で
、
Ｆ
Ｂ

Ｃ
花

壇
の

花
の

栽
培

、
生

活
科

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
で

の
野

菜
や

米
作

り
。
中

学
校

で
は

、
家

庭
科

や
委

員
会

活
動

で
の

花
や

野
菜

の
栽

培
を

行
っ

た
。

小
学

校
で

は
、
Ｆ
Ｂ

Ｃ
花

壇
の

花
の

栽
培

、
生

活
科

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
で

の
野

菜
や

米
作

り
を

、
中

学
校

で
は

、
家

庭
科

や
委

員
会

活
動

で
の

花
や

野
菜

の
栽

培
を

行
っ

て
い

く
。

教
育

総
務

課
施

設
・
保

健
給

食
G

食
育

だ
よ

り
で

の
啓

発
（
地

産
地

消
マ

ッ
プ

や
地

産
地

消
カ

レ
ン

ダ
ー

を
活

用
し

、
食

育
の

授
業

に
お

い
て

市
内

産
食

材
の

学
習

の
実

施
。
ま

た
、
旬

の
食

材
の

時
期

に
あ

わ
せ

、
給

食
・
食

育
だ

よ
り
に

よ
る

家
庭

へ
の

啓
発

。
）

児
童

生
徒

に
対

し
、
食

育
の

授
業

に
お

け
る

「
亀

山
市

地
産

地
消

マ
ッ

プ
」
等

の
活

用
や

、
体

験
学

習
を

通
じ

て
、
市

内
産

の
食

材
に

つ
い

て
学

習
す

る
機

会
を

設
け

た
。
ま

た
、
旬

の
食

材
が

多
く
取

れ
る

時
期

に
給

食
だ

よ
り
を

発
行

し
、
家

庭
へ

の
啓

発
や

働
き

か
け

を
行

っ
た

。

食
育

の
授

業
や

体
験

活
動

、
給

食
だ

よ
り
等

を
活

用
し

、
市

内
産

食
材

に
関

す
る

学
習

や
保

護
者

へ
の

啓
発

を
継

続
し

て
い

く
。

子
ど

も
未

来
課

子
ど

も
総

務
Ｇ

食
育

だ
よ

り
で

旬
の

食
材

に
つ

い
て

の
啓

発
食

育
だ

よ
り
に

て
旬

の
食

材
の

紹
介

を
行

い
、
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
情

報
提

供
等

に
よ

る
啓

発
活

動
が

必
要

で
あ

る
。

○
家

庭
や

飲
食

店
な

ど
に

対
す

る
食

品
ロ

ス
削

減
（
生

ご
み

の
再

資
源

化
等

）
に

つ
な

が
る

効
果

的
な

意
識

啓
発

や
情

報
提

供
を

検
討

し
実

施
す

る
と

と
も

に
、
学

校
等

に
お

い
て

環
境

意
識

を
育

む
た

め
の

学
習

に
取

り
組

み
ま

す
。

○
市

民
等

が
地

域
の

食
材

や
郷

土
料

理
、
行

事
食

な
ど

に
触

れ
る

機
会

を
提

供
す

る
た

め
、
食

育
を

推
進

す
る

地
域

の
組

織
を

育
成

す
る

と
と

も
に

、
関

係
団

体
を

支
援

し
ま

す
。

○
学

校
等

で
の

活
動

は
も

ち
ろ

ん
、
若

者
を

中
心

に
幅

広
い

世
代

へ
の

農
業

等
の

体
験

を
支

援
し

、
市

民
の

関
心

を
高

め
る

こ
と

で
食

文
化

の
伝

承
に

つ
な

げ
ま

す
。
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産
業

振
興

課
農

業
Ｇ

（
亀

山
市

農
業

経
営

基
盤

の
強

化
の

促
進

に
関

す
る

基
本

構
想

に
基

づ
く
取

組
）

学
校

給
食

の
献

立
を

基
に

し
た

農
家

へ
の

作
付

け
の

指
導

⇒
学

校
給

食
に

旬
の

食
材

を
提

供
す

る
た

め
、
学

校
給

食
の

献
立

を
基

に
し

た
農

産
物

の
作

付
け

の
協

議
。

亀
の

市
に

対
し

、
か

め
や

ま
っ

子
給

食
で

使
用

す
る

農
作

物
の

作
付

指
導

を
年

１
１
回

行
っ

た
。

ま
た

、
協

議
を

年
２
回

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
指

導
、
協

議
等

を
行

う
。

産
業

振
興

課
農

業
Ｇ

地
元

産
を

購
入

で
き

る
場

所
や

地
産

地
消

の
活

動
に

つ
い

て
、
市

Ｈ
Ｐ
で

掲
載

亀
山

紅
茶

べ
に

ほ
ま

れ
の

購
入

で
き

る
場

所
を

市
Ｈ

Ｐ
に

て
紹

介
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
市

Ｈ
Ｐ
に

て
紹

介
す

る
。

教
育

総
務

課
施

設
・
保

健
給

食
G

か
め

や
ま

っ
子

給
食

（
学

校
給

食
）
へ

の
地

場
産

品
の

提
供

生
産

者
や

納
入

業
者

と
連

携
し

、
市

内
産

県
内

産
の

食
材

を
多

く
取

り
入

れ
た

「
か

め
や

ま
っ

子
給

食
」
を

年
２
０
回

提
供

し
た

。

生
産

者
や

納
入

業
者

と
の

連
携

を
図

り
、
市

内
産

県
内

産
の

食
材

を
多

く
取

り
入

れ
た

「
か

め
や

ま
っ

子
給

食
」
の

実
施

を
今

後
も

継
続

し
て

い
く
。

教
育

総
務

課
施

設
・
保

健
給

食
G

中
学

校
の

デ
リ
バ

リ
ー

給
食

に
、
県

内
産

の
食

材
を

使
用

す
る

「
地

物
が

一
番

み
え

の
日

」
の

実
施

県
内

産
の

食
材

を
多

く
取

り
入

れ
た

「
地

物
が

一
番

み
え

の
日

」
を

年
１
１
回

実
施

し
た

。
県

内
産

の
食

材
の

活
用

に
つ

い
て

委
託

業
者

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
、
「
地

物
が

一
番

み
え

の
日

」
の

実
施

を
継

続
し

て
い

く
。

子
ど

も
未

来
課

子
ど

も
総

務
Ｇ

可
能

な
範

囲
で

の
地

場
産

品
の

提
供

（
毎

回
）

⇒
食

材
納

入
業

者
の

協
力

に
よ

り
、
可

能
な

限
り
地

元
に

近
い

産
物

を
使

用
し

、
市

Ｈ
Ｐ
で

産
地

の
公

表

可
能

な
限

り
地

元
に

近
い

産
物

を
使

用
す

る
た

め
に

、
給

食
食

材
納

入
業

者
に

協
力

を
依

頼
し

た
。
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
て

食
材

の
産

地
の

公
表

を
行

っ
た

。

継
続

し
て

地
産

地
消

を
推

進
す

る
た

め
に

旬
の

食
材

を
使

用
で

き
る

よ
う
な

献
立

作
成

に
努

め
る

。

地
域

観
光

課
観

光
交

流
Ｇ

納
涼

大
会

、
関

宿
街

道
ま

つ
り
（
桜

ま
つ

り
：
観

光
協

会
主

催
）
で

の
地

場
産

品
の

販
売

（
市

主
催

2
事

業
）
、
モ

デ
ル

ツ
ア

ー
で

の
地

元
産

品
Ｐ
Ｒ

各
種

イ
ベ

ン
に

お
い

て
観

光
協

会
に

よ
る

委
託

販
売

を
実

施
。
【
大

和
市

、
藤

ま
つ

り
ほ

か
】

桜
ま

つ
り
：
未

開
催

モ
デ

ル
ツ

ア
ー

：
旅

行
業

法
に

抵
触

す
る

た
め

中
止

。

観
光

協
会

に
よ

る
継

続
し

た
地

元
産

品
の

販
売

と
各

種
イ

ベ
ン

ト
に

お
け

る
Ｐ
Ｒ

を
実

施
す

る
。

地
域

観
光

課
観

光
交

流
Ｇ

観
光

協
会

主
催

（
市

協
力

）
で

、
道

の
駅

で
の

朝
市

の
開

催
（
毎

週
日

曜
日

）
や

三
重

テ
ラ

ス
等

に
お

け
る

亀
山

茶
の

Ｐ
Ｒ

道
の

駅
で

の
販

売
、
各

種
観

光
Ｐ
Ｒ

イ
ベ

ン
ト
に

お
い

て
亀

山
茶

を
含

む
地

元
産

品
の

販
売

と
Ｐ
Ｒ

を
各

種
団

体
と

連
携

し
実

施
し

た
。
【
大

和
市

、
泉

佐
野

市
、
藤

ま
つ

り
ほ

か
】

道
の

駅
等

に
お

い
て

地
場

産
品

の
販

売
。

各
種

イ
ベ

ン
ト
で

も
販

売
及

び
Ｐ
Ｒ

活
動

を
実

施
す

る
。

○
関

係
団

体
に

よ
る

取
組

や
活

動
状

況
に

つ
い

て
、
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
広

報
媒

体
な

ど
を

通
し

て
、

広
く
情

報
発

信
を

行
い

ま
す

。

産
業

振
興

課
農

業
Ｇ

（
亀

山
市

農
業

経
営

基
盤

の
強

化
の

促
進

に
関

す
る

基
本

構
想

に
基

づ
く
取

組
）

市
Ｈ

Ｐ
に

て
「
農

漁
業

を
盛

り
上

げ
て

い
た

だ
い

て
い

る
方

々
の

紹
介

」
と

し
て

、
団

体
等

を
紹

介
し

た
。

引
き

続
き

、
市

Ｈ
Ｐ
に

て
紹

介
し

て
い

く
。

○
学

校
給

食
、
福

祉
施

設
、
外

食
・
中

食
な

ど
で

の
地

場
産

品
の

利
用

を
促

進
し

、
直

売
所

、
量

販
店

、
観

光
な

ど
に

お
い

て
の

販
路

拡
大

や
更

な
る

普
及

の
た

め
の

交
流

活
動

、
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

等
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
情

報
提

供
や

広
報

活
動

等
を

行
い

ま
す

。
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0
3
：
共

食
の

推
進

取
組

内
容

担
当

課
名

グ
ル

ー
プ

名
取

組
に

対
応

す
る

事
業

R
１

実
績

・
成

果
R
２

以
降

の
方

向
性

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

フ
ァ

ミ
リ
ー

エ
コ

ク
ッ

キ
ン

グ
（
小

学
生

と
そ

の
保

護
者

）
フ

ァ
ミ
リ
ー

ク
ッ

キ
ン

グ
に

お
い

て
、
小

学
生

と
そ

の
保

護
者

を
対

象
に

食
を

通
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
の

重
要

性
に

つ
い

て
の

講
話

を
行

っ
た

。
（
延

べ
2
7
人

）

引
き

続
き

、
フ

ァ
ミ
リ
ー

ク
ッ

キ
ン

グ
を

実
施

し
、
啓

発
し

て
い

く
。

長
寿

健
康

課
健

康
づ

く
り
G

食
育

月
間

に
お

け
る

広
報

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
る

普
及

啓
発

の
充

実
(※

ひ
と

り
親

家
庭

、
共

働
き

家
庭

等
、
多

様
な

暮
ら

し
に

対
応

し
た

情
報

提
供

)

産
業

建
設

課
に

て
、
食

育
月

間
に

合
わ

せ
、
広

報
へ

記
事

掲
載

し
た

。
産

業
建

設
課

に
て

対
応

し
て

い
く
。

子
ど

も
未

来
課

子
ど

も
総

務
Ｇ

食
育

だ
よ

り
で

の
共

食
の

普
及

啓
発

（
年

1
2
回

）
食

育
だ

よ
り
に

て
共

食
の

大
切

さ
や

楽
し

さ
に

つ
い

て
情

報
提

供
を

行
い

、
豊

か
な

食
体

験
を

推
奨

し
た

。
引

き
続

き
、
情

報
提

供
等

に
よ

る
啓

発
活

動
を

行
う
。

教
育

総
務

課
施

設
・
保

健
給

食
G

給
食

・
食

育
だ

よ
り
（
小

中
学

校
年

3
回

）
、
給

食
だ

よ
り
（
小

学
校

年
5
回

）
で

の
共

食
の

普
及

啓
発

給
食

・
食

育
だ

よ
り
を

年
３
回

、
給

食
だ

よ
り
を

年
５
回

発
行

し
、
家

庭
に

お
け

る
食

育
の

推
進

に
つ

い
て

啓
発

を
図

っ
た

。
給

食
・
食

育
だ

よ
り
等

を
定

期
的

に
発

行
し

、
家

庭
に

お
け

る
食

育
の

推
進

に
つ

い
て

、
の

啓
発

を
継

続
し

て
い

く
。

学
校

教
育

課
学

事
教

職
員

Ｇ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
等

の
組

織
を

活
用

し
た

啓
発

地
域

行
事

や
学

校
行

事
を

通
じ

て
、
保

護
者

や
地

域
の

様
々

な
世

代
に

対
し

、
食

へ
の

興
味

関
心

を
高

め
、
「
食

の
楽

し
さ

」
や

「
共

食
」
の

大
切

さ
を

啓
発

し
た

。

今
後

も
引

き
続

き
、
学

校
運

営
協

議
会

等
を

活
用

し
、
地

域
行

事
や

学
校

行
事

を
通

じ
、
子

ど
も

や
保

護
者

、
地

域
方

々
の

食
へ

の
興

味
関

心
を

高
め

る
と

と
も

に
、
「
食

の
楽

し
さ

」
や

「
共

食
」
の

大
切

さ
を

啓
発

し
て

い
く
。

教
育

総
務

課
施

設
・
保

健
給

食
G

給
食

・
食

育
だ

よ
り
、
食

育
だ

よ
り
、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
で

の
啓

発
給

食
・
食

育
だ

よ
り
を

年
３
回

発
行

し
、
家

庭
に

お
け

る
共

食
の

大
切

さ
に

つ
い

て
啓

発
を

図
っ

た
。

給
食

・
食

育
だ

よ
り
を

定
期

的
に

発
行

し
、
家

庭
に

お
け

る
共

食
の

大
切

さ
に

つ
い

て
、
啓

発
を

継
続

し
て

い
く
。

学
校

教
育

課
教

育
支

援
Ｇ

生
産

者
を

ゲ
ス

ト
テ

ィ
チ

ャ
ー

と
し

て
招

い
た

授
業

（
1
1
校

）
⇒

生
活

科
、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

、
社

会
科

な
ど

で
、

サ
ツ

マ
イ

モ
、
ジ

ャ
ガ

イ
モ

、
そ

ば
、
米

な
ど

の
栽

培
活

動
の

実
施

生
活

科
、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
で

の
野

菜
や

米
作

り
を

通
し

て
、
子

ど
も

た
ち

は
新

た
な

発
見

を
し

、
地

域
へ

の
関

心
が

高
ま

り
、
学

校
と

地
域

と
の

つ
な

が
り
が

深
ま

っ
た

。

生
活

科
、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
で

生
産

者
を

ゲ
ス

ト
テ

ィ
チ

ャ
ー

と
し

て
招

き
、
子

ど
も

た
ち

が
主

体
と

な
っ

た
創

意
工

夫
あ

る
生

産
体

験
活

動
を

展
開

し
て

い
く
。

子
ど

も
未

来
課

子
ど

も
総

務
Ｇ

食
育

だ
よ

り
で

の
啓

発
食

育
だ

よ
り
に

て
共

食
の

楽
し

さ
に

つ
い

て
情

報
提

供
を

行
う

な
ど

、
食

へ
の

関
心

を
高

め
る

啓
発

を
行

っ
た

。
引

き
続

き
、
情

報
提

供
等

に
よ

る
啓

発
活

動
を

行
う
。

○
保

育
所

、
幼

稚
園

、
小

中
学

校
の

保
護

者
へ

の
た

よ
り
（
通

信
）
や

総
合

的
な

学
習

の
時

間
、
敬

老
会

や
地

域
の

生
産

者
と

の
交

流
機

会
な

ど
を

通
じ

て
、
子

ど
も

や
若

い
世

代
に

対
す

る
家

庭
や

地
域

で
の

「
共

食
」
の

大
切

さ
を

啓
発

し
ま

す
。

○
食

育
月

間
（
6
月

）
、
食

育
の

日
（
毎

月
1
9
日

）
、
料

理
教

室
な

ど
の

食
に

関
す

る
情

報
提

供
の

機
会

を
活

用
し

、
多

様
な

暮
ら

し
に

対
応

し
た

家
庭

や
地

域
で

の
「
共

食
」
の

普
及

啓
発

を
行

い
ま

す
。
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（ ）

■計画の基本情報

H 30 ～ R 2

亀山市高齢者福祉計画に関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

本計画は、老人福祉法第20条の８に定められている市町村老人福祉計画であり、介護
保険法第117条に定められている介護保険事業計画との一体性及び市の総合計画、
地域福祉計画その他の法定計画等との調和の保持を図りながら、市における高齢者の
総合的・基本的計画として策定している。

健康福祉部 長寿健康課

目的・概要

計画期間 年度

地域ケアシステムを深化・推進するため、介護予防・日常生活支援事業を適切に実施
し、在宅医療・介護連携体制や認知症総合支援体制など高齢者の多様な生活を適切
に支えることを目的とする。

計画の骨格
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■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名

介護老人福祉施設
 　＊目標値：増床の場合は、４施設（230人）

地域密着型サービス
　①定期巡回・随時対応型訪問看護

地域密着型サービス
　②看護小規模多機能型居宅介護

施設
（人）

箇所

5施設
（230）

2

2

４施設
（200）

0

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

地域包括支援センターの機能強化、拡大のため、常勤の第１層の生活コーディ
ネーター（専門職）を配置し、地域資源の調査に努め、第２層の生活コーディネー
ターと連携した相談、支援体制を構築した。多職種連携情報共有システムの活用
や多職種連連携会議を通し、多職種の連携を強化した。介護予防教室や認知症
予防教室については、参加人数は増加し、開催場所や教室の内容を変更すること
で、より広い地域に通いの場を設けることができた。認知症施策については、認知症
サポーター養成講座、ステップアップ講座を実施するとともに、県の「認知症サポー
ター等活動促進事業」のモデル市として、地域で認知症の人とその家族を支援する
スペシャルサポーターの育成に取り組んだ。また、認知症ケアパスを含めた「認知症
あんしんブック」を作成した。建設中のユニット型特別養護老人ホーム安全の里が、
令和２年4月、運用を開始した。

本計画により、地域包括支援センターの体制強化、研修会や情報共有システムの
活用を通した多職種連携の推進など、地域包括ケアシステムの整備に努めることが
できた。介護予防教室やサロン活動等、地域の通いの場は年々団体数や参加人数
は増え、地域生活での介護予防活動が定着している。また、認知症施策は、認知
症サポーター養成講座やアルツハイマー月間を利用した講演会、市民や医療・介
護関係者の情報ツールとして作成した「認知症あんしんブック」などにより、認知症の
普及啓発に努めた結果、認知症に対する市民の関心は高まりつつある。

医療と介護の連携強化や地域包括支援センターの機能強化と拡大、介護予防の
充実と推進、高齢者の自立生活を支えるための生活支援の充実、老人クラブ活動
などの生きがいづくり、認知症初期支援体制の整備を含めた認知症施策の推進
等、第２次亀山市総合計画、前期基本計画、２．健康で生きがいを持てる暮らしの
充実（３）高齢者の地域生活支援の充実に掲げた施策の推進に寄与した。

地域における自助、互助の仕組みづくりの支援を構築する必要がある。また、地域
ごとの生活習慣や健康状況を分析したうえで、地域の特徴に応じた介護予防の提
供を検討するとともに、地域課題を明らかにし、施策に結びつけていく必要がある。

反省点や課題を踏まえ、次期亀山市高齢者福祉計画の策定に取り組む。

4施設
（230）

0

00施設
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高
齢

者
福

祉
計

画
の

推
進

状
況

に
つ

い
て

１
　

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

の
た

め
の

基
盤

の
整

備
・

充
実

（
１

）
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

体
制

強
化

取
組

み
3
0

元
2

担
当

G
R
1
年

度
の

実
績

・
成

果
次

年
度

以
降

の
方

向
性

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
深

化
・

推
進

に
向

け
て

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

機
能

を
強

化
・

拡
大

す
る

た
め

、
民

生
委

員
・

児
童

委
員

、
介

護
支

援
専

門
員

、
社

会
福

祉
協

議
会

等
と

連
携

を
強

化
し

て
、

支
援

が
必

要
な

高
齢

者
に

対
応

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
⇒

⇒
⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
常

勤
の

第
１

層
の

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
専

門
職

）
を

配
置

し
、

地
域

資
源

の
調

査
、

自
主

的
な

活
動

の
醸

成
に

努
め

た
。

◆
第

２
層

の
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

し
て

、
在

介
３

名
を

配
置

（
 支

援
件

数
3
9
3

件
）

。
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
1
チ

ー
ム

（
支

援
対

象
者

1
2
件

）
が

、
対

応
し

た
。

◇
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

推
進

に
努

め
る

と
と

も
に

、
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
や

民
生

委
員

・
児

童
委

員
、

福
祉

委
員

等
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

多
様

な
相

談
や

課
題

に
対

応
し

て
い

く
。

社
会

福
祉

士
、

介
護

支
援

専
門

員
等

必
要

な
人

材
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
「

地
域

共
生

社
会

の
実

現
」

を
め

ざ
し

て
、

社
会

福
祉

協
議

会
が

進
め

る
「

福
祉

な
ん

で
も

相
談

窓
口

（
総

合
相

談
窓

口
）

」
な

ど
と

の
事

業
連

携
を

進
め

ま
す

。
⇒

⇒
⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

生
活

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
社

会
福

祉
士

・
精

神
保

健
福

祉
士

）
及

び
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
員

（
介

護
福

祉
士

）
を

配
置

し
、

専
門

職
を

確
保

で
き

た
。

◆
個

別
事

例
に

つ
い

て
、

社
会

福
祉

協
議

会
や

庁
内

関
係

部
署

と
連

携
し

、
対

応
し

た
。

◇
総

合
相

談
窓

口
機

能
の

強
化

を
目

指
し

、
更

な
る

検
討

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

や
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
等

の
状

況
を

市
民

や
関

係
機

関
に

理
解

し
て

い
た

だ
く

た
め

、
広

報
紙

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

で
各

種
広

報
活

動
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

地
域

医
療

・
地

域
連

携
G

◆
市

広
報

や
社

協
だ

よ
り

で
事

業
の

紹
介

や
サ

ー
ビ

ス
を

周
知

。
◆

在
宅

医
療

講
演

会
（

講
師

や
啓

発
ブ

ー
ス

で
の

出
展

）
や

出
前

講
座

を
開

催
し

市
民

に
啓

発
。

多
職

種
に

お
い

て
も

多
職

種
連

携
会

議
等

を
通

じ
て

啓
発

を
行

っ
た

。

◇
引

き
続

き
、

講
演

会
や

出
前

講
座

等
の

イ
ベ

ン
ト

を
活

用
し

、
市

民
へ

の
啓

発
・

周
知

を
行

っ
て

い
く

。
ま

た
、

Ｉ
Ｔ

な
ど

も
活

用
し

、
各

関
係

者
へ

の
啓

発
も

行
い

、
広

報
活

動
を

す
す

め
て

い
く

。

広
域

連
合

と
連

携
し

な
が

ら
、

研
修

会
や

事
例

検
討

会
を

定
期

的
に

開
催

し
、

同
職

種
、

多
職

種
の

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
連

絡
会

、
事

例
検

討
会

で
困

難
事

例
の

ケ
ー

ス
検

討
を

行
い

、
介

護
支

援
専

門
員

の
知

識
や

多
角

的
な

視
点

を
得

ら
れ

る
機

会
を

設
け

ま
す

。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

地
域

医
療

・
地

域
連

携
G

◆
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
が

主
催

で
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

、
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
の

連
絡

会
を

開
催

し
、

個
別

レ
ベ

ル
の

協
議

を
行

っ
た

。
◆

多
職

種
の

連
携

強
化

を
目

的
に

、
多

職
種

で
の

研
修

を
年

4
回

開
催

し
、

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

に
努

め
た

。

◇
引

き
続

き
、

多
職

種
連

携
会

議
を

開
催

し
、

連
携

を
強

化
し

て
い

く
。

（
２

）
地

域
ケ

ア
会

議
の

充
実

取
組

み
3
0

元
2

担
当

G
Ｒ

１
年

度
の

実
績

・
成

果
次

年
度

以
降

の
方

向
性

生
活

支
援

等
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

に
関

す
る

協
議

体
の

活
用

や
、

「
我

が
事

・
丸

ご
と

」
の

視
点

か
ら

、
社

会
福

祉
協

議
会

な
ど

と
の

地
域

福
祉

に
お

け
る

地
域

ケ
ア

会
議

と
の

連
携

・
統

合
を

検
討

し
ま

す
。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
地

域
ケ

ア
会

議
(個

別
レ

ベ
ル

)を
開

催
し

、
圏

域
内

の
問

題
を

共
有

し
た

。

◇
こ

れ
ま

で
の

会
議

の
ケ

ー
ス

か
ら

地
域

課
題

を
分

析
し

、
地

域
ケ

ア
推

進
会

議
を

開
催

す
る

。
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在
宅

医
療

介
護

連
携

推
進

協
議

会
な

ど
各

種
連

携
・

連
絡

会
議

を
開

催
し

、
同

職
種

、
多

職
種

の
連

携
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
個

別
ケ

ー
ス

の
検

討
を

通
じ

て
解

決
す

べ
き

地
域

課
題

を
明

ら
か

に
し

ま
す

。
⇒

⇒
⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
・

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

・
社

会
福

祉
協

議
会

連
絡

会
（

1
2
回

）
、

在
宅

医
療

連
携

推
進

協
議

会
（

7
回

）
等

を
開

催
し

、
個

別
ケ

ー
ス

を
検

討
し

た
。

◇
引

き
続

き
地

域
問

題
の

解
決

を
図

る
と

と
も

に
、

各
会

議
で

明
ら

か
に

な
っ

た
課

題
を

整
理

す
る

。

地
域

課
題

の
解

決
に

向
け

必
要

な
施

策
・

事
業

の
立

案
・

実
施

に
つ

な
げ

る
た

め
、

介
護

保
険

事
業

へ
の

反
映

方
法

に
つ

い
て

、
広

域
連

合
、

鈴
鹿

市
と

協
議

し
な

が
ら

、
調

整
し

て
い

き
ま

す
。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
連

絡
会

議
（

6
回

開
催

鈴
鹿

４
・

亀
山

１
包

括
、

鈴
鹿

亀
山

地
区

広
域

連
合

及
び

鈴
鹿

市
亀

山
市

関
係

部
局

）
に

参
加

し
、

各
々

の
地

域
課

題
を

共
有

し
た

。

◇
地

域
課

題
解

決
に

必
要

な
施

策
を

次
期

介
護

保
険

事
業

計
画

に
反

映
で

き
る

よ
う

、
分

析
を

進
め

る
。

（
３

）
地

域
資

源
の

活
用

と
開

発
取

組
み

3
0

元
2

担
当

G
Ｒ

１
年

度
の

実
績

・
成

果
次

年
度

以
降

の
方

向
性

民
間

事
業

者
、

地
域

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

、
老

人
ク

ラ
ブ

、
ふ

れ
あ

い
・

い
き

い
き

サ
ロ

ン
な

ど
の

住
民

組
織

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
等

に
よ

っ
て

提
供

さ
れ

る
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
に

よ
っ

て
要

支
援

者
等

を
支

え
ら

れ
る

よ
う

、
協

議
体

へ
の

参
加

を
徐

々
に

増
や

す
と

と
も

に
、

そ
れ

ら
の

事
業

主
体

に
よ

る
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

体
制

の
整

備
を

進
め

ま
す

。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
住

民
主

体
の

事
業

を
支

援
で

き
る

よ
う

、
他

市
の

事
例

や
視

察
等

を
考

慮
し

な
が

ら
仕

組
み

を
検

討
し

た
。

◇
住

民
主

体
の

事
業

の
支

援
を

構
築

す
る

。
◇

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
協

議
体

の
設

置
、

運
営

が
で

き
る

よ
う

、
と

も
に

検
討

し
て

い
く

。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ポ
イ

ン
ト

制
度

の
構

築
を

支
援

す
る

な
ど

し
て

高
齢

者
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

へ
の

参
加

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
社

会
福

祉
協

議
会

に
配

置
さ

れ
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
で

の
包

括
的

な
支

援
体

制
の

構
築

を
図

り
ま

す
。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
第

１
層

、
第

２
層

の
生

活
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

と
連

携
し

て
地

域
の

相
談

や
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
地

域
資

源
の

把
握

に
努

め
た

。

◇
社

会
福

祉
協

議
会

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
事

業
の

支
援

、
連

携
を

行
う

。
◇

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

と
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

連
携

を
強

化
し

、
早

期
支

援
に

努
め

る
。
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２
　

福
祉

と
医

療
の

連
携

強
化

在
宅

医
療

の
推

進
（

ホ
ー

ム
ケ

ア
ネ

ッ
ト

の
利

用
促

進
、

医
療

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

な
ど

）
取

組
み

3
0

元
2

担
当

G
Ｒ

１
年

度
の

実
績

・
成

果
次

年
度

以
降

の
方

向
性

エ
ン

デ
ィ

ン
グ

ノ
ー

ト
の

作
成

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、

リ
ビ

ン
グ

・
ウ

ィ
ル

（
終

末
期

の
医

療
・

ケ
ア

に
つ

い
て

の
意

思
表

明
書

）
及

び
そ

の
解

説
書

等
を

併
せ

て
活

用
し

、
市

民
へ

の
普

及
啓

発
活

動
を

進
め

ま
す

。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

地
域

医
療

・
地

域
連

携
G

◆
リ

ビ
ン

グ
・

ウ
ィ

ル
（

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

一
体

）
を

講
演

会
や

イ
ベ

ン
ト

の
場

で
普

及
啓

発
、

希
望

者
に

配
布

し
た

。
ま

た
、

改
め

て
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
や

ブ
ラ

ン
チ

に
対

し
て

解
説

書
や

活
用

に
つ

い
て

も
説

明
を

行
い

、
普

及
啓

発
に

努
め

た
。

◆
エ

ン
デ

ィ
ン

グ
ノ

ー
ト

に
つ

い
て

は
作

成
に

つ
い

て
は

担
当

者
間

で
の

協
議

に
留

ま
っ

て
い

る
。

◇
引

き
続

き
、

リ
ビ

ン
グ

ウ
イ

ル
の

普
及

啓
発

活
動

を
進

め
、

エ
ン

デ
ィ

ン
グ

ノ
ー

ト
に

つ
い

て
も

協
議

を
進

め
て

い
く

。
（

介
護

予
防

手
帳

等
と

の
効

果
的

な
活

用
）

在
宅

医
療

連
携

推
進

協
議

会
を

継
続

し
て

開
催

す
る

と
と

も
に

、
市

民
及

び
関

係
多

職
種

へ
の

亀
山

市
在

宅
医

療
連

携
シ

ス
テ

ム
「

か
め

や
ま

ホ
ー

ム
ケ

ア
ネ

ッ
ト

」
の

普
及

啓
発

を
行

い
、

利
用

拡
大

を
進

め
ま

す
。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

地
域

医
療

・
地

域
連

携
G

◆
亀

山
市

在
宅

医
療

介
護

連
携

シ
ス

テ
ム

「
か

め
や

ま
ホ

ー
ム

ケ
ア

ネ
ッ

ト
」

を
運

用
、

登
録

者
に

つ
い

て
は

前
年

度
よ

り
減

少
し

た
。

Ｒ
１

新
規

登
録

者
　

7
名

◆
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
を

運
用

し
、

多
職

種
の

医
療

・
介

護
の

連
携

強
化

を
す

す
め

た
。

◆
講

演
会

や
出

前
講

座
を

活
用

し
、

在
宅

医
療

の
普

及
啓

発
を

行
っ

た
。

◇
引

き
続

き
、

市
民

対
象

の
講

演
会

等
を

行
い

、
ま

た
地

域
で

の
啓

発
の

機
会

を
増

や
す

な
ど

の
普

及
啓

発
を

す
す

め
て

い
く

。
ま

た
、

ホ
ー

ム
ケ

ア
ネ

ッ
ト

の
周

知
に

つ
い

て
も

、
関

係
者

に
再

度
周

知
を

図
り

、
利

用
促

進
に

努
め

る
。

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

や
医

師
会

の
主

治
医

、
副

主
治

医
、

在
宅

医
療

支
援

診
療

所
や

市
立

医
療

セ
ン

タ
ー

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
に

よ
り

、
2
4
時

間
3
6
5
日

の
在

宅
医

療
・

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

近
隣

市
町

及
び

関
係

医
療

機
関

と
の

連
携

を
図

り
ま

す
。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

地
域

医
療

・
地

域
連

携
G

◆
亀

山
市

在
宅

医
療

介
護

連
携

シ
ス

テ
ム

「
か

め
や

ま
ホ

ー
ム

ケ
ア

ネ
ッ

ト
」

を
運

用
。

近
隣

市
の

主
治

医
に

お
い

て
も

ホ
ー

ム
ケ

ア
ネ

ッ
ト

で
の

連
携

を
図

っ
た

。

◇
多

職
種

連
携

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

、
多

職
種

で
の

情
報

共
有

を
強

化
し

、
多

職
種

連
携

を
す

す
め

て
い

く
。
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３
　

高
齢

者
の

尊
厳

と
権

利
を

守
る

支
援

（
１

）
認

知
症

高
齢

者
へ

の
支

援
の

充
実

取
組

み
3
0

元
2

担
当

G
Ｒ

１
年

度
の

実
績

・
成

果
次

年
度

以
降

の
方

向
性

認
知

症
に

対
す

る
地

域
で

の
理

解
を

促
す

た
め

、
キ

ッ
ズ

サ
ポ

ー
タ

ー
の

養
成

を
拡

充
す

る
と

と
も

に
、

認
知

症
キ

ャ
ラ

バ
ン

・
メ

イ
ト

（
講

師
役

）
の

活
動

や
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
に

よ
る

認
知

症
理

解
の

た
め

の
地

域
で

の
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
で

は
幅

広
く

市
民

が
参

加
で

き
る

よ
う

に
公

開
講

座
を

開
催

し
た

。
ま

た
、

県
の

「
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
等

活
動

促
進

事
業

」
の

モ
デ

ル
市

と
し

て
、

県
と

認
知

症
の

人
と

家
族

の
会

の
共

催
で

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
講

座
も

開
催

し
、

地
域

で
認

知
症

カ
フ

ェ
等

の
様

々
な

サ
ポ

ー
ト

を
行

う
ス

ペ
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
タ

ー
の

育
成

も
行

っ
た

。
（

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
1
4

回
開

催
、

受
講

者
4
3
3
人

、
延

べ
3
,2

1
4
人

、
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

講
座

受
講

者
4
5
人

)

◇
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
講

座
に

つ
い

て
は

、
幅

広
い

市
民

が
参

加
で

き
る

よ
う

引
き

続
き

、
公

開
講

座
の

実
施

、
企

業
等

へ
の

啓
発

を
行

う
。

ま
た

、
認

知
症

キ
ャ

ラ
バ

ン
メ

イ
ト

研
修

や
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

講
座

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

ス
ペ

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

タ
ー

が
活

動
で

き
る

よ
う

検
討

す
る

。

認
知

症
ケ

ア
パ

ス
の

内
容

の
充

実
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

認
知

症
理

解
と

認
知

症
予

防
、

認
知

症
高

齢
者

の
支

援
の

た
め

の
取

り
組

み
へ

の
活

用
を

促
進

し
ま

す
。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
サ

ポ
ー

ト
医

や
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

協
議

し
な

が
ら

、
市

民
が

よ
り

分
か

り
や

す
く

、
認

知
症

を
理

解
し

、
適

切
な

支
援

が
受

け
れ

る
よ

う
に

ケ
ア

パ
ス

を
含

ん
だ

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

「
認

知
症

あ
ん

し
ん

ブ
ッ

ク
」

を
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
し

た
。

「
認

知
症

あ
ん

し
ん

ブ
ッ

ク
」

は
専

門
職

が
相

談
窓

口
や

支
援

等
で

有
効

活
用

し
た

り
、

講
演

会
の

場
で

市
民

に
配

布
し

た
り

す
る

な
ど

認
知

症
の

理
解

の
普

及
啓

発
、

認
知

症
予

防
等

に
努

め
た

。

◇
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
や

サ
ロ

ン
等

に
も

「
認

知
症

あ
ん

し
ん

ブ
ッ

ク
」

の
啓

発
を

行
い

、
よ

り
一

層
の

地
域

住
民

へ
の

認
知

症
の

理
解

の
普

及
啓

発
、

認
知

症
予

防
等

に
取

り
組

む
。

新
し

い
総

合
事

業
の

サ
ー

ビ
ス

の
中

で
、

認
知

症
予

防
の

通
い

の
場

を
増

強
す

る
と

と
も

に
、

認
知

症
カ

フ
ェ

の
利

用
を

促
進

し
な

が
ら

、
地

域
で

の
設

置
や

類
似

す
る

地
域

活
動

と
認

知
症

地
域

支
援

推
進

員
と

の
連

携
の

場
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
認

知
症

予
防

教
室

で
は

コ
グ

ニ
サ

イ
ズ

の
新

し
い

メ
ニ

ュ
ー

を
取

入
れ

た
。

4
か

月
間

に
わ

た
り

実
施

す
る

こ
と

で
参

加
者

は
脳

の
活

性
化

、
教

室
時

だ
け

で
な

く
家

庭
で

の
取

り
組

み
に

つ
な

が
っ

た
。

認
知

症
カ

フ
ェ

は
今

年
度

2
か

所
増

加
し

、
4
か

所
で

開
催

し
た

。
認

知
症

地
域

支
援

推
進

が
地

域
で

の
カ

フ
ェ

の
相

談
員

と
連

携
を

取
り

、
認

知
症

の
人

や
家

族
が

安
心

し
て

来
れ

る
場

づ
く

り
に

努
め

た
。

◇
引

き
続

き
、

認
知

症
に

特
化

し
た

介
護

予
防

教
室

を
開

催
す

る
。

ま
た

、
出

張
認

知
症

カ
フ

ェ
を

開
催

す
る

な
ど

、
地

域
に

お
い

て
も

開
催

で
き

る
よ

う
努

め
る

。

認
知

症
地

域
支

援
推

進
員

に
よ

る
、

認
知

症
高

齢
者

へ
の

訪
問

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
及

び
家

族
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
、

か
か

り
つ

け
医

、
専

門
医

、
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

な
ど

の
連

携
に

よ
り

、
認

知
症

高
齢

者
を

適
切

に
医

療
や

介
護

サ
ー

ビ
ス

に
つ

な
げ

て
い

き
ま

す
。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
介

護
予

防
教

室
や

認
知

症
カ

フ
ェ

、
窓

口
対

応
等

で
必

要
に

応
じ

、
認

知
症

地
域

支
援

推
進

員
が

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
関

係
者

間
で

ケ
ー

ス
の

相
談

や
情

報
提

供
が

円
滑

に
行

え
る

よ
う

に
、

連
絡

票
を

作
成

し
、

ス
ム

ー
ズ

な
ケ

ー
ス

の
連

携
に

取
り

組
ん

だ
。

◇
認

知
症

地
域

支
援

推
進

員
を

1
名

増
員

し
、

活
動

の
幅

を
広

げ
て

い
く

。
ま

た
、

引
き

続
き

、
認

知
症

関
係

会
議

を
開

催
し

、
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

医
や

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

と
の

連
携

に
取

り
組

ん
で

い
く

。
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高
齢

者
の

見
守

り
に

関
す

る
協

定
等

に
よ

り
地

域
の

協
力

機
関

の
拡

充
を

図
り

な
が

ら
、

民
間

事
業

者
が

提
供

す
る

徘
徊

探
索

サ
ー

ビ
ス

等
を

利
用

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

徘
徊

者
の

早
期

発
見

に
努

め
ま

す
。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
高

齢
者

見
守

り
シ

ー
ル

交
付

事
業

に
つ

い
て

は
継

続
し

て
市

民
や

ケ
ア

マ
ネ

等
へ

周
知

し
た

結
果

、
申

請
者

は
１

0
名

で
あ

っ
た

。
◆

高
齢

者
の

見
守

り
に

関
す

る
協

定
を

締
結

し
て

い
る

協
力

機
関

に
対

し
て

、
認

知
症

に
関

す
る

イ
ベ

ン
ト

や
認

知
症

カ
フ

ェ
の

案
内

を
配

付
し

、
連

携
で

き
る

体
制

を
継

続
し

て
整

え
た

。

◇
引

き
続

き
、

徘
徊

者
の

早
期

発
見

に
結

び
つ

く
よ

う
、

事
業

の
啓

発
を

行
う

。
◇

引
き

続
き

、
高

齢
者

の
見

守
り

に
関

す
る

協
定

を
締

結
し

て
い

る
協

力
機

関
と

の
連

携
を

図
る

。

（
２

）
高

齢
者

の
権

利
擁

護
推

進
（

虐
待

対
応

、
成

年
後

見
制

度
の

利
用

促
進

）
取

組
み

3
0

元
2

担
当

G
Ｒ

１
年

度
の

実
績

・
成

果
次

年
度

以
降

の
方

向
性

亀
山

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

、
民

生
委

員
・

児
童

委
員

等
関

係
者

の
虐

待
防

止
に

関
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

強
化

し
、

地
域

ぐ
る

み
で

未
然

防
止

、
早

期
発

見
・

介
入

が
で

き
る

体
制

を
整

備
し

て
い

き
ま

す
。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
虐

待
防

止
代

表
者

会
議

を
開

催
し

、
市

内
で

発
生

す
る

虐
待

案
件

を
事

例
に

情
報

共
有

し
、

専
門

家
・

関
係

機
関

・
市

民
代

表
と

連
携

強
化

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

◇
高

齢
者

の
総

合
相

談
窓

口
で

あ
る

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
虐

待
に

関
す

る
相

談
窓

口
と

な
り

、
市

民
の

相
談

、
早

期
対

応
に

努
め

る
。

◇
未

然
防

止
の

た
め

、
相

談
窓

口
の

周
知

、
啓

発
を

行
う

。

虐
待

が
発

生
し

た
際

は
、

高
齢

者
・

障
が

い
者

虐
待

防
止

・
早

期
発

見
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
従

い
、

亀
山

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
窓

口
と

な
っ

て
、

関
係

機
関

と
共

に
保

護
・

支
援

に
あ

た
り

ま
す

。
⇒

⇒
⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
従

い
、

適
切

に
対

応
し

た
。

(疑
い

事
例

6
件

、
虐

待
事

例
1
件

、
継

続
事

例
4

件
)

◇
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
や

関
係

機
関

と
連

携
し

、
適

切
な

対
応

に
努

め
る

。

家
族

介
護

者
へ

虐
待

に
関

す
る

啓
発

を
行

い
、

早
め

の
相

談
を

呼
び

か
け

る
と

と
も

に
、

介
護

者
の

つ
ど

い
等

を
開

催
す

る
際

は
、

場
所

・
時

間
設

定
等

を
工

夫
す

る
な

ど
参

加
者

に
配

慮
し

て
い

き
ま

す
。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
健

康
電

話
相

談
で

の
2
4
時

間
相

談
対

応
◆

認
知

症
カ

フ
ェ

（
4
箇

所
4
4
回

、
延

べ
4
5
4

人
）

、
介

護
者

の
つ

ど
い

（
4
回

）
を

開
催

◇
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

及
び

民
生

委
員

と
連

携
し

、
複

数
の

見
守

り
に

よ
り

虐
待

の
早

期
発

見
に

努
め

る
。

◇
介

護
者

の
日

頃
の

悩
み

や
不

安
を

情
報

交
換

で
き

る
「

介
護

者
の

つ
ど

い
」

を
実

施
し

、
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
に

つ
な

が
る

取
組

を
継

続
す

る
。

社
会

福
祉

協
議

会
（

日
常

生
活

自
立

支
援

セ
ン

タ
ー

）
、

鈴
鹿

亀
山

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

な
ど

の
関

連
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

成
年

後
見

制
度

の
利

用
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
権

利
擁

護
支

援
に

係
る

中
核

機
関

の
整

備
、

地
域

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
や

法
人

後
見

、
市

民
後

見
の

し
く

み
づ

く
り

を
進

め
て

い
き

ま
す

。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

権
利

擁
護

事
業

の
成

年
後

見
制

度
利

用
促

進
等

を
社

会
福

祉
協

議
会

に
委

託
◆

鈴
鹿

亀
山

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

が
虐

待
防

止
代

表
者

会
議

に
て

消
費

者
安

全
確

保
地

域
協

議
会

の
説

明
を

し
、

情
報

共
有

を
図

っ
た

。

◇
法

人
後

見
、

市
民

後
見

に
つ

い
て

社
会

福
祉

協
議

会
及

び
地

域
福

祉
課

と
検

討

三
重

県
行

政
書

士
会

等
の

専
門

職
か

ら
、

成
年

後
見

制
度

の
市

長
申

立
に

係
る

親
族

調
査

等
の

業
務

に
関

し
て

、
支

援
が

受
け

ら
れ

る
よ

う
な

体
制

整
備

を
検

討
し

ま
す

。
⇒

⇒
⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
市

長
申

立
案

件
は

な
か

っ
た

が
、

成
年

後
見

制
度

利
用

助
成

は
4
件

の
申

請
が

あ
っ

た
。

◇
成

年
後

見
制

度
の

利
用

促
進

に
向

け
た

啓
発

に
努

め
、

社
会

福
祉

協
議

会
を

連
携

し
体

制
を

強
化

す
る

。
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４
　

介
護

予
防

・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
１

）
住

み
慣

れ
た

地
域

で
生

活
し

て
い

く
た

め
の

介
護

予
防

の
推

進
取

組
み

3
0

元
2

担
当

G
Ｒ

１
年

度
の

実
績

・
成

果
次

年
度

以
降

の
方

向
性

身
近

な
運

動
習

慣
や

ス
ポ

ー
ツ

な
ど

の
機

会
を

通
じ

て
、

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

誰
も

が
気

軽
に

参
加

で
き

、
地

域
で

の
活

動
の

輪
を

広
げ

な
が

ら
手

軽
に

健
康

づ
く

り
が

行
え

、
か

つ
介

護
予

防
に

も
つ

な
が

る
よ

う
な

取
り

組
み

を
検

討
し

進
め

て
い

き
ま

す
。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
介

護
予

防
教

室
（

の
べ

3
1
1
回

、
9
,4

5
5

人
）

、
出

張
介

護
予

防
教

室
（

の
べ

9
5
回

2
,0

3
3
人

）
◆

養
成

講
座

終
了

団
体

６
団

体
の

う
ち

、
3
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

の
健

康
づ

く
り

応
援

隊
を

支
援

◆
老

人
ク

ラ
ブ

健
康

教
室

（
1
5
ク

ラ
ブ

、
延

べ
2
9
回

）
、

サ
ロ

ン
活

動
（

9
7
団

体
、

延
べ

1
,9

5
0

回
）

◇
こ

れ
ま

で
の

地
域

に
お

け
る

通
い

の
場

や
利

用
者

の
参

加
状

況
を

分
析

し
た

結
果

を
も

と
に

、
空

白
地

域
の

介
護

予
防

教
室

の
内

容
充

実
を

図
っ

て
い

く
。

◇
亀

山
Ｑ

Ｏ
Ｌ

事
業

を
活

用
し

た
介

護
予

防
の

利
用

促
進

を
図

る
。

新
し

い
総

合
事

業
の

内
容

は
、

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

等
が

発
掘

、
創

出
し

た
地

域
の

事
業

者
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

な
ど

が
提

供
す

る
新

た
な

サ
ー

ビ
ス

の
事

業
化

を
進

め
な

が
ら

、
広

域
連

合
、

鈴
鹿

市
、

亀
山

市
の

３
者

で
継

続
的

に
協

議
し

て
見

直
し

、
サ

ー
ビ

ス
の

拡
充

に
つ

な
げ

ま
す

。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

配
置

し
た

生
活

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
と

も
に

、
地

域
住

民
が

互
い

に
支

え
合

う
生

活
支

援
活

動
な

ど
の

支
援

で
き

る
よ

う
検

討
し

た
。

◇
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

連
携

し
、

サ
ー

ビ
ス

の
事

業
化

を
よ

り
一

層
進

め
る

。

（
２

）
多

様
な

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
促

進
（

見
守

り
、

配
食

な
ど

）
取

組
み

3
0

元
2

担
当

G
Ｒ

１
年

度
の

実
績

・
成

果
次

年
度

以
降

の
方

向
性

民
間

事
業

者
等

に
よ

る
見

守
り

活
動

の
拡

大
を

支
援

し
て

い
く

ほ
か

、
自

治
会

、
地

域
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
、

福
祉

委
員

会
、

サ
ロ

ン
等

の
自

主
的

な
訪

問
活

動
を

社
会

福
祉

協
議

会
等

と
共

に
支

援
し

て
い

き
ま

す
。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
民

生
委

員
・

児
童

委
員

の
高

齢
者

世
帯

の
実

体
把

握
に

努
め

た
。

◆
サ

ロ
ン

団
体

（
９

７
団

体
）

の
支

援
に

努
め

た
。

◇
民

生
委

員
・

児
童

委
員

と
連

携
す

る
と

と
も

に
、

民
間

事
業

者
等

の
活

動
支

援
に

努
め

る
。

◇
サ

ロ
ン

活
動

の
充

実
の

た
め

、
助

成
事

業
を

継
続

す
る

。

高
齢

者
の

自
立

生
活

を
支

え
る

た
め

、
介

護
用

品
支

給
事

業
等

の
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
、

地
域

支
援

事
業

の
中

で
、

従
来

の
事

業
を

見
直

し
つ

つ
継

続
し

て
実

施
し

ま
す

。
⇒

⇒
⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
介

護
用

品
を

登
録

者
5
5
8
人

に
支

給
し

、
本

人
及

び
家

族
の

負
担

を
軽

減
し

た
。

◆
配

食
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

者
（

5
7
人

）
に

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

食
事

を
提

供
し

、
安

否
確

認
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

◇
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

や
家

族
と

連
絡

を
密

に
取

り
、

適
切

に
支

給
を

す
る

。

孤
立

死
防

止
の

た
め

の
緊

急
時

の
連

絡
や

御
用

聞
き

サ
ー

ビ
ス

等
に

つ
い

て
、

民
間

事
業

者
が

提
供

す
る

Ｉ
Ｃ

Ｔ
に

よ
る

包
括

的
に

高
齢

者
を

支
援

す
る

シ
ス

テ
ム

の
活

用
を

進
め

ま
す

。
⇒

⇒
⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
緊

急
通

報
シ

ス
テ

ム
は

、
登

録
者

本
人

や
そ

の
家

族
に

安
心

で
き

る
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

活
用

で
き

た
。

◆
亀

山
Q
O
L
支

援
モ

デ
ル

事
業

を
活

用
し

な
が

ら
、

介
護

予
防

の
啓

発
や

相
談

業
務

に
努

め
た

。

◇
継

続
し

て
、

高
齢

者
を

見
守

る
緊

急
通

報
シ

ス
テ

ム
を

啓
発

す
る

。
◇

地
域

で
亀

山
Ｑ

Ｏ
Ｌ

支
援

モ
デ

ル
事

業
の

普
及

啓
発

活
動

を
展

開
し

、
更

な
る

利
用

者
の

増
加

に
努

め
る

。
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高
齢

者
の

社
会

参
加

の
支

援
と

し
て

実
施

し
て

い
る

タ
ク

シ
ー

料
金

の
助

成
に

つ
い

て
は

、
免

許
返

納
に

対
応

し
、

介
護

予
防

の
た

め
の

通
い

や
買

い
物

等
生

活
支

援
に

必
要

な
日

常
の

交
通

手
段

と
し

て
利

用
で

き
る

乗
合

タ
ク

シ
ー

制
度

の
運

用
状

況
を

検
証

し
な

が
ら

移
行

し
て

い
き

ま
す

。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
乗

合
タ

ク
シ

ー
制

度
の

利
用

者
登

録
及

び
利

用
勧

奨
を

図
り

な
が

ら
、

タ
ク

シ
ー

券
の

交
付

を
行

っ
た

。
ま

た
、

ご
本

人
や

ご
家

族
及

び
そ

の
支

援
者

か
ら

心
身

等
の

状
況

を
お

聞
き

し
、

乗
合

タ
ク

シ
ー

に
乗

車
で

き
な

い
方

に
は

タ
ク

シ
ー

券
の

み
交

付
し

た
。

◇
心

身
等

の
事

情
に

よ
り

乗
合

タ
ク

シ
ー

に
乗

車
で

き
な

い
人

の
み

タ
ク

シ
ー

券
を

交
付

し
、

必
要

な
外

出
支

援
を

提
供

す
る

。
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５
　

高
齢

者
の

住
ま

い
と

暮
ら

し
の

環
境

整
備

（
１

）
高

齢
者

に
配

慮
し

た
住

ま
い

の
整

備
取

組
み

3
0

元
2

担
当

G
Ｒ

１
年

度
の

実
績

・
成

果
次

年
度

以
降

の
方

向
性

介
護

保
険

給
付

に
よ

る
在

宅
介

護
の

た
め

の
住

宅
改

修
に

加
え

て
、

親
族

等
か

ら
援

助
が

受
け

ら
れ

な
い

ひ
と

り
暮

ら
し

高
齢

者
等

の
住

宅
改

修
を

支
援

で
き

る
よ

う
、

建
設

労
働

組
合

等
と

協
働

し
て

高
齢

者
の

居
住

環
境

の
改

善
に

努
め

ま
す

。

⇒
⇒

⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
三

重
県

建
設

労
働

組
合

亀
山

支
部

と
協

働
し

て
住

宅
改

修
を

４
件

（
5
8
,9

3
3
円

）
実

施
し

、
在

宅
の

ひ
と

り
暮

ら
し

高
齢

者
の

居
住

環
境

の
改

善
を

図
っ

た
。

◇
親

族
等

か
ら

援
助

が
受

け
ら

れ
な

い
ひ

と
り

暮
ら

し
高

齢
者

の
支

援
と

し
て

、
事

業
を

継
続

す
る

。

市
内

に
存

す
る

木
造

住
宅

で
耐

震
改

修
が

必
要

な
家

屋
を

補
強

す
る

た
め

の
支

援
を

行
う

と
同

時
に

、
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

を
含

め
た

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
工

事
を

支
援

し
ま

す
。

⇒
⇒

⇒

住
ま

い
推

進
Ｇ

◆
亀

山
市

木
造

住
宅

耐
震

補
強

等
事

業
補

助
金

交
付

要
綱

に
基

づ
く

木
造

住
宅

耐
震

改
修

実
施

（
５

件
）

◆
高

齢
者

世
帯

を
対

象
に

、
家

具
等

転
倒

防
止

器
具

の
取

り
付

け
を

実
施

（
６

件
）

◇
継

続
（

亀
山

市
耐

震
改

修
促

進
計

画
に

基
づ

き
、

木
造

住
宅

の
耐

震
化

を
推

進
）

市
営

住
宅

へ
の

優
先

入
居

と
と

も
に

、
住

宅
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
等

国
や

民
間

の
団

体
等

の
し

く
み

や
空

家
バ

ン
ク

を
活

用
し

、
住

ま
い

の
供

給
や

民
間

賃
貸

住
宅

へ
の

入
居

を
支

援
し

ま
す

。
⇒

⇒
⇒

住
ま

い
推

進
G

◆
市

営
住

宅
へ

の
優

先
入

居
6
名

◇
亀

山
市

住
生

活
基

本
計

画
に

基
づ

き
、

事
業

継
続

と
空

家
情

報
バ

ン
ク

制
度

の
活

用
の

促
進

消
防

本
部

、
警

察
署

等
の

関
係

機
関

と
協

働
で

防
火

指
導

や
防

犯
活

動
、

交
通

安
全

啓
発

等
を

行
う

ほ
か

、
火

災
警

報
器

等
防

火
の

た
め

の
日

常
生

活
用

具
を

給
付

し
、

ひ
と

り
暮

ら
し

高
齢

者
の

住
ま

い
方

を
支

援
し

ま
す

。
⇒

⇒
⇒

消
防

本
部

予
防

G 高
齢

者
支

援
G

◆
ひ

と
り

暮
ら

し
高

齢
者

見
守

り
訪

問
R
2
年

1
月

実
施

対
象

地
区

　
安

坂
山

町
、

能
褒

野
町

、
田

村
町

、
川

崎
町

対
象

世
帯

　
3
0
戸

　
実

施
世

帯
　

2
0
戸

住
警

器
未

設
置

　
2
戸

◇
現

行
の

亀
山

市
高

齢
者

福
祉

計
画

の
期

間
中

は
消

防
本

部
が

事
業

を
継

続
す

る
。

◇
前

年
同

様
に

関
係

機
関

と
の

調
整

や
事

業
効

率
に

課
題

が
あ

り
、

次
回

計
画

策
定

時
に

向
け

て
見

直
し

が
必

要
で

、
消

防
本

部
内

で
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

引
き

続
き

交
通

バ
リ

ア
フ

リ
ー

構
想

に
基

づ
く

取
り

組
み

を
進

め
て

い
く

ほ
か

、
「

お
も

い
や

り
駐

車
場

」
の

適
正

利
用

等
優

し
さ

と
思

い
や

り
の

あ
る

行
動

を
促

し
て

い
き

ま
す

。
⇒

⇒
⇒

障
が

い
者

支
援

G
福

祉
総

務
G

◆
お

も
い

や
り

駐
車

場
制

度
、

ヘ
ル

プ
マ

ー
ク

に
つ

い
て

広
報

で
周

知
し

た
。

お
も

い
や

り
駐

車
場

利
用

証
の

発
行

：
6
1
6
件

ヘ
ル

プ
マ

ー
ク

の
配

布
：

7
7
件

ヘ
ル

プ
カ

ー
ド

の
配

布
：

1
9
件

◇
「

お
も

い
や

り
駐

車
場

」
「

ヘ
ル

プ
マ

ー
ク

」
に

つ
い

て
の

周
知

に
努

め
、

優
し

さ
と

思
い

や
り

の
あ

る
行

動
を

促
し

て
い

く
。

高
齢

者
等

災
害

弱
者

に
対

し
て

の
避

難
訓

練
、

災
害

時
の

安
否

確
認

な
ど

に
お

い
て

、
自

治
会

等
地

域
の

支
援

組
織

や
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
の

活
動

に
よ

り
、

地
域

で
の

自
主

的
な

支
援

体
制

が
構

築
さ

れ
る

よ
う

、
働

き
か

け
て

い
き

ま
す

。
⇒

⇒
⇒

高
齢

者
支

援
G

障
が

い
者

支
援

G 防
災

安
全

G
福

祉
総

務
G

◆
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
に

つ
い

て
適

正
な

名
簿

の
管

理
を

す
る

た
め

に
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
管

理
シ

ス
テ

ム
を

整
備

し
た

。
◆

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

を
利

用
し

た
安

否
確

認
や

車
イ

ス
等

を
利

用
し

た
避

難
訓

練
等

、
高

齢
者

等
災

害
弱

者
と

い
わ

れ
る

方
を

想
定

し
た

訓
練

を
実

施
す

る
よ

う
周

知
し

た
。

◇
適

正
な

名
簿

の
更

新
・

管
理

を
行

う
と

と
も

に
、

そ
の

利
活

用
に

向
け

た
検

討
を

進
め

る
。

◇
地

域
が

実
施

す
る

防
災

訓
練

に
つ

い
て

、
高

齢
者

等
災

害
弱

者
の

方
が

参
加

で
き

る
よ

う
に

、
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
を

利
用

し
た

安
否

確
認

や
車

イ
ス

等
を

利
用

し
た

避
難

訓
練

等
、

高
齢

者
等

災
害

弱
者

と
い

わ
れ

る
方

を
想

定
し

た
訓

練
を

引
き

続
き

行
っ

て
い

く
。

- 68 -



グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
等

障
が

い
者

施
設

を
含

め
て

福
祉

避
難

所
協

定
を

締
結

し
て

い
く

と
と

も
に

、
協

定
を

締
結

し
た

施
設

の
職

員
及

び
関

係
者

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
福

祉
避

難
所

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

を
整

備
し

ま
す

。
⇒

⇒
⇒

高
齢

者
支

援
G

障
が

い
者

支
援

G 防
災

安
全

G

◆
福

祉
避

難
所

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

に
向

け
た

知
識

習
得

を
目

的
に

、
三

重
県

主
催

の
「

福
祉

避
難

所
の

設
置

・
運

営
に

関
す

る
実

務
研

修
」

に
担

当
職

員
が

参
加

し
た

。

◇
高

齢
者

支
援

Ｇ
、

障
が

い
者

支
援

Ｇ
、

防
災

安
全

Ｇ
が

連
携

し
、

福
祉

避
難

所
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
の

整
備

を
進

め
る

。

（
２

）
高

齢
者

の
安

心
な

住
ま

い
の

確
保

取
組

み
3
0

元
2

担
当

G
Ｒ

１
年

度
の

実
績

・
成

果
次

年
度

以
降

の
方

向
性

「
養

護
老

人
ホ

ー
ム

清
和

の
里

」
に

つ
い

て
は

、
三

重
県

と
事

業
者

で
建

替
え

整
備

が
進

め
ら

れ
る

た
め

、
必

要
に

応
じ

て
事

務
調

整
を

行
い

ま
す

。
⇒

⇒
⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
平

成
3
1
年

4
月

竣
工

、
令

和
元

年
5
月

供
用

開
始

◇
事

業
計

画
な

し

有
料

老
人

ホ
ー

ム
、

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
な

ど
の

運
営

や
サ

ー
ビ

ス
及

び
関

連
す

る
計

画
と

の
整

合
が

担
保

さ
れ

る
よ

う
、

広
域

連
合

や
県

等
と

連
携

し
な

が
ら

、
事

業
者

に
働

き
か

け
て

い
き

ま
す

。
⇒

⇒
⇒

高
齢

者
支

援
G

◆
市

へ
の

計
画

提
示

事
業

者
な

し
◇

計
画

提
示

が
あ

っ
た

場
合

、
県

・
広

域
連

合
と

協
議

し
つ

つ
、

計
画

の
ス

ム
ー

ズ
な

進
捗

に
協

力
す

る
。
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６
　

高
齢

者
（

老
人

）
福

祉
事

業
の

供
給

体
制

の
確

保
（

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
強

化
）

高
齢

者
（

老
人

）
福

祉
事

業
の

目
標

と
方

策
取

組
み

3
0

元
2

担
当

G
Ｒ

１
年

度
の

実
績

・
成

果
次

年
度

以
降

の
方

向
性

次
の

施
設

に
つ

い
て

、
広

域
連

合
と

調
整

し
、

整
備

を
図

り
ま

す
。

高
齢

者
支

援
G

介
護

老
人

福
祉

施
設

（
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

）
４

施
設

（
２

０
０

人
）

⇒
　

５
施

設
（

２
３

０
人

）
　

　
＊

増
床

の
場

合
は

、
４

施
設

（
２

３
０

人
）

⇒
⇒

⇒

◆
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

安
全

の
里

が
3
0
床

増
床

。
◇

令
和

２
年

4
月

供
用

開
始

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
　

居
宅

サ
ー

ビ
ス

　
①

定
期

巡
回

・
随

時
対

応
型

訪
問

介
護

看
護

　
　

　
０

箇
所

　
⇒

　
２

箇
所

⇒
⇒

⇒

◆
広

域
連

合
で

公
募

す
る

も
応

募
な

し
※

第
７

期
介

護
保

険
事

業
計

画
に

よ
る

　
②

看
護

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
　

　
０

施
設

(０
人

)　
⇒

　
２

施
設

(5
8
人

)
⇒

⇒
⇒

◆
広

域
連

合
で

公
募

す
る

も
応

募
な

し
※

第
７

期
介

護
保

険
事

業
計

画
に

よ
る

注
）

広
域

連
合

…
鈴

鹿
亀

山
地

区
広

域
連

合
　

　
広

域
７

期
…

第
７

期
介

護
保

険
事

業
計

画
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（ ）

■計画の基本情報

H 30 ～ R 8

第2次亀山市障がい者福祉計画に関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

本計画は、障害者基本法第11条第3項に基づく「市障害者計画」と、児童福祉法第33
条の20第1項に基づく「市障害児福祉計画」を包含した障害者総合支援法第88条第1
項に基づく「市障害福祉計画」とを一体的に策定するとともに、あわせて、第2次亀山市
総合計画に即しつつ、特定の課題に対応するものである。

健康福祉部 地域福祉課

目的・概要

計画期間 年度

計画の基本理念である「生涯にわたり自分らしく活動ができ、共感と共生ができるまち」
をめざし、障がい者福祉にかかる「地域で安心して暮らせるまちづくり、多様性を尊重し、
つながり合う環境づくり、自立した生活のできる体制づくり」を基本目標に掲げている。

計画の骨格
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■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等
主な実績として、市主催のあいあい祭りやヒューマンフェスタin亀山、県主催の芸術
文化祭に、障がい者支援団体等が参加することで市民との交流や相互理解に繋
がった。障害者差別解消のための協議の体制整備に向けて、地域自立支援協議
会にその役割を付加し、差別解消の推進に向けてあらたに取り組むこととした。ま
た、医療的ケアが必要な児を支援するため、三重県小児トータルケアセンターや三
重病院が事務局である近隣５市（津・鈴鹿・名張・伊賀・亀山）による「にじいろネット
研究会」を亀山市で開催し、保健・医療・福祉・教育に携わる多職種の関係者が集
まり、市の医的ケア児への関りを紹介するとともに「高度な医療的ケア児を地域でサ
ポートしていくためには何が必要か」をテーマに、課題の検討や情報共有を行った。
福祉サービスでは、新たに訪問入浴サービスを開始した。

ボランティア活動の推進に向け活動団体の現状や課題を把握し、ひきこもりの実態
把握に向けた検討や差別解消に向けた協議体制整備の協議等、地域で安心して
暮らせるまちづくりを進めた。子どもの発達に応じた療育事業、専門機関と連携した
巡回相談や、多機関との連携による医療的ケア児の支援の充実に向けて進めた。
精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムについては、鈴鹿亀山圏域で協議
の場の設置に向けた検討を行い、鈴鹿厚生病院のアウトリーチ事業の活用や訪問
入浴サービス事業の開始等、多様性を尊重しつながり合う環境づくりを進めた。一
般就労に向けた継続的な支援や、障がい者就労施設から市の物品等の調達を行
い就労施設の仕事の確保に繋げるとともに、市内企業に、精神・発達障害者しごと
サポーター養成講座の情報提供を行い自立した生活のできる体制づくりを進めた。

障がいのある人の自立生活に向け、障害者総合相談支援センターあいと連携し、
職場実習や就労移行支援事業の活用などにより就労に向けた支援に繋げた。ま
た、訪問入浴サービスを開始し、住み慣れた地域で自立した生活ができるよう福祉
サービスの充実を図った。さらに、各種媒体を活用した市民意識の高揚や、コミュニ
ケーション支援事業の活用などにより、だれもが暮らしやすい社会に向けた取組を進
めた。

障がい者が安心して地域で暮らせるよう、地域における支援者の理解を深める啓発
活動が必要である。また、障がい者を取り巻く相談は、個人だけでなく世帯全体の支
援が必要なケースが顕在化しており、総合的・専門的な支援体制の構築に向け、
基幹相談支援センター機能の強化や地域生活支援拠点等の整備が必要である。

地域における支援者の障がい者に対する理解を深める取組や、基幹相談支援セン
ターの必要な機能を補完できるよう、地域活動支援事業を活用した相談支援体制
の見直しなどにより、障がい者の地域における生活を支援する拠点づくりにつなげて
いく。

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名

※別紙参照
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第５期 障がい福祉計画・第 1期障がい児福祉計画【進捗管理】 

 

１ 第 5期亀山市障がい福祉計画の概要 

第 5期亀山市障がい福祉計画は、障害者総合支援法第 88 条に基づき策定するもの

で、障がい福祉サービス等の確保に関する計画となり、国の基本指針に即して、計画期

間（平成 30 年～令和 2年度）における成果目標を設定し、その成果目標を達成するた

めの活動指標（個別サービスの見込量等）を定めたものです。 

 

２ 計画期間における目標値 

(1)福祉施設の入所者の地域生活への移行 

国の指針では、平成 28 年度末時点における施設入所者数の９％以上を令和２年度末

までに地域生活へ移行することとし、また、令和２年度末の施設入所者数を平成 28 年

度末時点の施設入所者数から２％以上削減することを基本目標としています。 

項  目 数 値 進  捗 

28 年度末時点の入所者数（A）   ３１人  

目標年度入所者数（B）   ３０人  

【目標値】 

削減見込（A－B） 

  １人減 

（３%） 
平

成

30

年

度 

０ 
令

和

元

年

度 

   

   ０ 

 

令

和 

２

年

度 

 

【目標値】 

地域生活移行者数（施設入所から

地域生活へ移行した人の数） 

  ３人 

（９%） 
1    ０  

【令和元年度 成果・課題】 

●平成 30年度に 1人がグループホームに移行されたが、令和元年度においては地域移行した者

はいなかった。今後も地域移行ができそうな人に対して、地域移行支援事業を活用するなど、入所施

設等の関係機関と連携を図りながら取り組んでいく。 

 

(2)精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築 

国の指針では、令和 2年度末までに市町村ごと、あるいは複数の市町村共同で、保

健・医療・福祉関係者による協議の場を設置することを成果目標としています。 

項  目 数 値 進  捗 

【目標値】 

2 年度末の保健・医療・福祉関係

者による協議の場の設置 

 １か所 
鈴鹿・亀山圏域 

平

成

30

年

度 

０ 

令

和

元

年

度 

  ０ 

令

和 

２

年

度 

 

【令和元年度 成果・課題】 

●鈴鹿・亀山圏域において、精神障がいに関わる保健・医療・福祉関係者が参加するワーキング（11

回開催）を設置し、当該ワーキングを協議の場に位置付けるよう、検討を進めた。 
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(3)地域生活支援拠点等の整備 

国の指針では、令和２年度末までに、障がい者の地域での生活を支援する拠点等を少

なくとも一つ整備することを成果目標としています。 

項  目 数 値 進  捗 

【目標値】 

２年度末の地域生活支援拠点の

整備数・場所 

 １か所 
鈴鹿・亀山圏域 

平

成

30

年

度 

０か所 

令

和

元

年

度 

０か所 

令

和 

２

年

度 

 

【令和元年度 成果・課題】 

●面的整備型の地域生活支援拠点の整備に向け、鈴鹿・亀山圏域の各部会において、相談体制や

緊急時の対応方法などについて、事業所等との意見交換を行い、検討を進めた。 

 

(4)福祉施設から一般就労への移行等 

①福祉施設から一般就労への移行者数 

国の指針では、令和２年度中に就労移行支援事業等を通じた一般就労への移行者数を

平成 28 年度実績の 1.5 倍以上とすることを基本目標としています。 

項  目 数 値 進 捗 

28 年度の 

年間一般就労移行者数 
  ４人  

【目標値】 

２年度の年間一般就労移行者数 

  ６人 

（1.5 倍） 

平
成
30
年
度 

７人 

令

和

元

年

度 

５人 

令

和 

２

年

度 

 

【令和元年度 成果・課題】 

●就労継続支援Ａ型事業所から 2人、就労移行支援事業から 3人が一般就労につながった。市で

は、職場実習事業を継続して行うこととしており、障害者就業・生活支援センターや福祉施設などと情

報共有や連携を図りながら、一般就労に移行できるよう継続的な支援を行う。 

 

②就労移行支援事業の利用者数 

国の指針では、令和２年度末における就労移行支援事業の利用者数を平成 28 年度末

実績から２割以上増加することを成果目標としています。 

項  目 数 値 進  捗 

28 年度末の 

就労移行支援事業の利用者数 
  １４人  

【目標値】 

２年度末の 

就労移行支援事業の利用者数 

  １７人 

（121%） 

平
成
30
年
度 

３１人 

令
和
元
年
度 

２６人 

令
和
２
年
度 

 

【令和元年度 成果・課題】 

●特別支援学校在学生のアセスメント（就労面の評価）の利用など、当該事業は継続的に利用ニー

ズがある。アセスメントを参考とした本人の適正に応じた就労や、当該事業利用者の意向に沿った就

労につなげつつ、利用者の確保に努めていく。 
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③就労移行支援事業所の就労移行率 

国の指針では、就労移行率が３割以上である就労移行支援事業所を、令和２年度末ま

でに全体の５割以上とすることを成果目標としていますが、市内では事業所が１か所で

あり、令和２年度末までに就労移行率が３割以上となるよう支援を行います。 

項  目 数 値 説  明 

【目標値】 

２年度における就労移行率が３

割以上の就労移行支援事業所を

全体の５割以上とする。 

 1 か所 ２年度における就労移行支援事業所の数 

 １か所 
２年度における就労移行率が３割以上の就労
移行支援事業所の数 

 １００% 
２年度における就労移行率が３割以上の就労
移行支援事業所の割合 

【令和元年度 成果・課題】 

●平成 30年度に市内の事業所が１か所になり、鈴鹿・亀山圏域において、令和元年度では６事業

所となった。就労移行支援事業の利用者は安定して多い傾向にあるものの、就労につながるケース

は少ないため、事業所の参入を図りつつ、事業所と連携した就労につながる支援が必要である。 

 

④就労定着支援事業による職場定着率 

国の指針では、就労定着支援事業による支援を開始した時点から１年後の職場定着率

を８割以上とすることを成果目標としています。 

項  目 数 値 説  明 

【目標値】 

元年度における就労定着支援事

業による支援開始１年後の職場

定着率を７割以上とする。 

  ２人 
平成 30 年度中に新規で就労定着支援事業を利
用した者の数（A） 

  １人 
A のうち令和元年度末までに事業を利用して

12 か月以上に渡り一般就労していると見込ま
れる者の数（B） 

 ５０％ 
元年度における就労定着支援事業による支援開
始１年後の職場定着率（B/A） 

【令和元年度 状況】 

●平成 30年度の就労定着支援事業の利用者は 2人であり、令和元年度末において 1名は職場に

定着している。1名は休職中したため就労定着支援事業は休止し、就労継続支援 B型を利用して職

場復帰を目指している。今後も、本事業の利用を継続しつつ、職場定着率の向上を図っていく。 

 

項  目 数 値 説  明 

【目標値】 

２年度における就労定着支援事

業による支援開始１年後の職場

定着率を８割以上とする。 

  ４人 
令和元年度中に新規で就労定着支援事業を利用
した者の数（A´） 

  ３人 
A´のうち令和２年度末までに事業を利用して

12 か月以上に渡り一般就労していると見込ま
れる者の数（B´） 

 ７５％ 
２年度における就労定着支援事業による支援開
始１年後の職場定着率（B´/A´） 
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３ 障がい福祉サービスの目標とその確保のための方策 

(1)訪問系サービス 

①居宅介護（ホームヘルプ） 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（時間／月） 627 706 785 750 800 850 

利用者数（人／月） 57 61 65 50 53 55 

実績値 
給付時間（時間／月） 637 763 698 738 788  

利用者数（人／月） 49 51 52 58 60  

 

②重度訪問介護 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（時間／月） 260 260 260 250 500 750 

利用者数（人／月） 1 1 1 1 2 3 

実績値 
給付時間（時間／月） 28 3 223 328 350  

利用者数（人／月） 0.2 0.1 1 1 1  

 

③同行援護 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（時間／月） 40 60 84 50 55 60 

利用者数（人／月） 4 5 6 5 6 7 

実績値 
給付時間（時間／月） 43 50 55 58 80  

利用者数（人／月） 4 4 3 3 5  

 

④行動援護 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（時間／月） 20 40 60 10 20 30 

利用者数（人／月） 1 2 3 1 2 3 

実績値 
給付時間（時間／月） 0.2 0.3 0.3 0.3 0.2  

利用者数（人／月） 0.3 0.3 0.3 0.3 0.2  

 

⑤重度障害者等包括支援 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（時間／月） 0 0 260 0 0 250 

利用者数（人／月） 0 0 1 0 0 1 

実績値 
給付時間（時間／月） 0 0 0 0 0  

利用者数（人／月） 0 0 0 0 0  
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◆サービスを確保するための方策 

ホームヘルパーの人材不足により、サービスを必要とする人が必要な量のサービスを

受けられない現状を改善し、福祉施設入所者や精神科病院へ入院している障がい者が地

域生活へ移行するためにも、訪問系サービスの提供体制を整える必要があります。 

事業所の新規参入を働きかけ、夜間や早朝にも対応できる事業所の確保やホームヘル

パー等の人材確保に努めます。また、障がい特性に配慮した対応ができるよう、県が実

施する研修等の情報提供を行い、支援者のスキルアップにつなげます。 

 

【令和元年度 成果・課題】 

【居宅介護】 

●給付時間・利用者数は年々増加傾向にある。自宅での介護ニーズの高まりもあり、令和元

年度は利用者数が目標に達成し、給付時間も目標に限りなく近づいた。今後も利用者数の

増加にあわせ、給付時間も伸びると思われる。 

【重度訪問介護】 

●平成 29年 2月から継続的に利用があり、令和元年度の実績値において、利用者数、給

付時間ともに目標を達成した。今後も必要とされる人に対しサービスの利用案内や支給決

定・支給量になるよう努める。 

【同行援護】 

●給付時間は年々増加傾向にあり、令和元年度実績において、利用者数は目標を達しなか

ったが、給付時間は目標を達成した。今後も視覚障がい者の社会参加や地域生活を支援で

きるよう、計画相談事業所等と連携を図り、利用者の増加に取り組んでいく。 

【行動援護】 

●市内には事業者がなく、鈴鹿・亀山圏域においても、２箇所しかないのが現状である。本市

の利用者は少ないものの、市内で対応できるよう、事業所の参入を促していく。 

【重度障害者等包括支援】 

●県内には対応できる事業所がないのが現状である。現状本市において、利用希望はない

ものの利用ニーズの把握に努める。 
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(2)日中活動系サービス 

①生活介護 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（人日／月） 1,834 2,067 2,328 1,800 1,900 2,000 

利用者数（人／月） 96 106 117 95 100 105 

実績値 
給付時間（人日／月） 1,622 1,649 1,752 1,869 1,902  

利用者数（人／月） 88 89 92 98 100  

 

②自立訓練 

【機能訓練】 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（人日／月） 46 46 46 60 70 90 

利用者数（人／月） 2 2 2 3 3 4 

実績値 
給付時間（人日／月） 5 9 39 20 9  

利用者数（人／月） 0.8 0.9 2 1 0.9  

【生活訓練（宿泊型自立訓練含む）】 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（人日／月） 69 69 69 70 90 110 

利用者数（人／月） 3 3 3 3 4 5 

実績値 
給付時間（人日／月） 39 19 39 27 6  

利用者数（人／月） 2 1 2 1 0.3  

 

③就労移行支援 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（人日／月） 138 138 138 250 270 290 
利用者数（人／月） 6 6 6 15 16 17 

実績値 
給付時間（人日／月） 144 197 254 168 158  

利用者数（人／月） 9 13 15 10 9  

 

④就労継続支援 

 【Ａ型：雇用型】 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（人日／月） 394 430 465 670 700 730 

利用者数（人／月） 22 24 26 32 33 34 

実績値 
給付時間（人日／月） 591 671 632 693 641  

利用者数（人／月） 32 34 32 35 32  
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【Ｂ型：非雇用型】 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（人日／月） 1,372 1,504 1,654 1,600 1,700 1,800 

利用者数（人／月） 73 80 88 85 90 95 

実績値 
給付時間（人日／月） 1,280 1,430 1,437 1,523 1,656  

利用者数（人／月） 69 77 81 89 94  

 

⑤就労定着支援【新規】 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 利用者数（人／月）    4 5 6 

実績値 利用者数（人／月）    0.5 3  

 

⑥療養介護                           （単位：人/月） 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 利用者数 8 8 8 11 11 12 

実績値 利用者数 10 10 11 10 10  

 

⑦短期入所（ショートステイ） 

【福祉型】 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（人日／月） 78 86 94 190 225 260 

利用者数（人／月） 10 11 12 19 22 25 

実績値 
給付時間（人日／月） 128 134 179 215 249  

利用者数（人／月） 12 12 19 25 29  

 

【医療型】 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（人日／月） 39 60 87 5 5 10 

利用者数（人／月） 5 6 7 1 1 2 

実績値 
給付時間（人日／月） 6 2 5 6 7  

利用者数（人／月） 1.4 0.6 1 1 2  
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◆サービスを確保するための方策 

 日中活動系のサービスについては、「生活介護」「就労継続支援Ｂ型」の利用が多く

なっています。福祉施設から一般就労への移行を進めるため、就労継続支援事業所に継

続して通所できている利用者に対しては、計画相談支援事業所等とも連携しながら、一

般就労につながるように取り組んでいきます。 

また、「短期入所（福祉型）」についても、利用者が多く、需要の高さがうかがえま

す。市内には定員５名の施設が１カ所しかないため、緊急時にも受け入れが可能となる

よう事業者へ参入を促すととともに、鈴鹿・亀山圏域で広域的に空床の有効活用を図る

ためのシステムづくりの検討を行います。 

 

【令和元年度 成果・課題】 

【生活介護】 

●給付時間・利用者数ともに年々増加しており、令和元年度においては実績を達成すること

ができた。今後も利用者の増加が見込まれるため、それにあわせ給付時間も増加していくと

思われる。 

【自立訓練（機能訓練・生活訓練）】 

●機能・生活訓練ともに目標には達していないものの、利用者のサービス利用が定着してい

る。今後も利用を希望される方へのサービスの利用案内や支給決定・支給量になるよう努め

る。 

【就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）、就労移行支援、就労定着支援】 

●就労継続支援（A型）からは、令和元年度に 2名一般就労に繋がっている。令和元年度

の給付時間、利用人数は平成 30年度と比較し減少しているものの一般就労への訓練を行

う就労継続サービスとしてなくてはならないものとして定着している。 

就労継続支援（Ｂ型）は、平成 27年度から年々増加しており、令和元年度は給付時間・

利用者数ともに目標を達成した。 

就労移行支援は利用者数、給付時間ともに目標値には達していないものの、令和元年度

に３名が一般就労に繋がるなど成果をあげている。 

就労定着支援は、令和元年度は目標に達していないものの、実利用者数は５人に増加し

ている。今後も、就労意識の高まりなどにより利用者の増加が見込まれるため、給付時間も

増加していくと思われる。 

【療養介護】 

●平成 27年度から継続的な利用者がおり、引き続き利用が見込まれる。今後もサービスの

利用が見込まれる方に案内を行い、サービス利用の必要な方の支援につながるよう努める。 

【短期入所（福祉・医療型）】 

●福祉型は、利用者数の増加に伴って、給付時間も年々増加しており、令和元年度におい

て目標を達成した。今後も、福祉型の利用は、介護者の高齢化を背景に負担軽減を目的と

して、増加していくことが予想され、ニーズに対応できるよう、事業との調整を図っていく。 

医療型は、サービスの利用者・給付時間ともに増加し、今後も継続的な利用が見込まれ

る。 
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(3)居住系サービス 

①自立生活援助      【新規】              （単位：人／月） 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 利用者数    0 0 1 

実績値 利用者数    0 0  

 

②共同生活援助（グループホーム）                （単位：人/月） 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 利用者数 25 29 33 30 32 34 

実績値 利用者数 29 29 27 27 31  

 

③施設入所支援                         （単位：人/月） 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 利用者数 27 26 25 30 29 28 

実績値 利用者数 32 30 30 29 29  

 

◆サービスを確保するための方策 

 令和元年度末において、共同生活援助利用者 31 人のうち、市内の５つのグループホ

ームで 10 人が生活しています。福祉施設入所者や精神科病院へ入院している障がい者

の地域移行を推進していくため、障がい者が安心して自立した生活がおくれるように、

県や圏域の市と連携しながら居住場所を確保していきます。 

また、施設入所支援は、地域移行できそうな人に積極的に働きかけ、関係機関と連携

しながら、地域移行していけるよう取り組んでいきます。 

 

【令和元年度 成果・課題】 

【共同生活援助・施設入所支援】 

●市内のグループホームは平成 24年に１箇所が立ち上がり、令和元年度末では５箇所に

増加している。市内のグループホームの他、近隣の鈴鹿市、津市等のグループホームでの利

用もみられる。今後もグループホーム利用者のニーズに応えられるよう、居住確保に努めて

いく。 

 また、施設入所支援は平成 30年度に 1人がグループホームに移行したが、令和元年度

に移行した者はいなかった。今後も事業所等、関係機関と連携し、地域移行につながるよう

継続的な働きかけを行う。 
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(4)相談支援 

①計画相談支援                         （単位：人/月） 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 利用者数 22 23 24 50 60 70 

実績値 利用者数 43 40 50 49 50  

 

②地域移行支援 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（人日／月） 31 62 93    

利用者数（人／月） 1 2 3 1 2 3 

実績値 
給付時間（人日／月） 0 0 0    

利用者数（人／月） 0 0 0 1 0.3  

 

③地域定着支援                         （単位：人/月） 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 利用者数 1 2 3 1 2 3 

実績値 利用者数 1 0 0 0 0  

 

◆サービスを確保するための方策 

 計画相談支援の需要に応えるため、特定相談支援事業所の新規参入の働きかけや、相

談支援専門員のスキルアップのため、県が実施する研修等の情報提供を行うなど、相談

支援体制の充実を図ります。 

 地域移行支援、地域定着支援の周知に努め、障がい者が地域で安心して自立した生活

をおくるため、重層的な相談支援体制を構築し、切れ目のない支援をめざします。 

 

【令和元年度成果・課題】 

【計画相談・地域移行・地域定着支援】 

●計画相談は、計画相談利用のニーズに対応できるよう、事業所に適宜依頼するなど、月

当たり 50 人の利用があり、目標値 60 には達していないものの増加傾向にある。今後も障が

い者本人が希望されるサービスが提供できるよう、事業所につないでいく。 

 地域移行・地域定着支援は、市内に事業所がないのが現状であるものの、令和元年度は

地域移行支援の利用実績があった。今後、事業所の参入を促しつつ、地域移行支援の利用

者が、地域定着支援へとつながるよう努める。 
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４ 地域生活支援事業の目標とその確保のための方策 

≪必須事業≫ 

(1)相談支援事業 

【年間実績及び見込量】 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

障害者 

相談支援事業 

箇所数 

（か所） 
1 1 1 1 1 1 

基幹相談支援 

センター 
設置の有無 有 有 有 有 有 有 

実

績

値 

障害者相談支

援事業 

箇所数 

（か所） 
   1 １  

機関相談支援

センター 
設置の有無    有 有  

 

【見込量の確保の方策】 

障害者総合相談支援センター「あい」による「障害者相談支援」は、平成 27 年度

2,208 件、平成 28 年度 2,539 件の相談実績がありました。件数と合わせて、相談内容

も複雑化した困難なケースが多くなってきています。基幹相談支援センターの機能を強

化し、各相談機関との連携や関係機関とのネットワークの構築など、相談支援体制の充

実に努めます。 

【令和元年度 成果・課題】 

●障害者相談支援（鈴鹿市・亀山市委託）は、平成 27年度に 2,208 件であったものが、令

和元年度は 2,583 件と年々増加傾向にあり、その内容も、相談者個人のみの問題ではなく、

世帯単位や個人が複合的な課題を抱えるケースが出てきている。今後、基幹相談支援機

能の見直しを含めた検討を進めるとともに、社協等の関係機関との連携の強化に向け、協議

の場づくりを進めていく。 

 

(2)成年後見制度利用支援事業 

【年間実績及び見込量】 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

成年後見制度 

利用支援事業 

実利用者数 

（人） 
1 3 1 2 2 2 

実

績

値 

成年後見制度

利用支援事業 

実利用者数 

（人） 
   0 

 

0 

 

 

 

【見込量の確保の方策】 

平成 28 年度に身寄りのない知的障がい者等の成年後見の市長申し立てを２件行いま

した。また、成年後見の審判の請求をした家族の方に、審判の請求に要する費用の助成
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を１件行いました。今後、成年後見制度を必要とされる方が増えてくると思われるため、

制度の積極的な情報提供を行い、利用促進に取り組んでいきます。 

【令和元年度  成果・課題】 

●令和元年度は成年後見制度利用支援事業の実績がなかったものの、総合相談支援セン

ターあいでは権利擁護に関する相談を 2件受けている。 

また、成年後見制度利用促進計画における中核機関の設置に向け、津地方裁判所が主

催し、管轄である市（津市、鈴鹿市、亀山市）が参加した連絡会において裁判所との連携を

含めた情報共有を行った。 

 

(3)意思疎通支援事業 

【年間実績及び見込量】 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

手話通訳者 

派遣事業 

実利用件数 

（件） 
2 1 4 5 10 15 

要約筆記者 

派遣事業 

実利用件数 

（件） 
1 2 2 5 10 15 

手話通訳者 

設置事業 
実設置者数 

（人） 
0 1 1 1 1 1 

実

績

値 

手話通訳者 

派遣事業 実利用件数 

（件） 

   1 11  

要約筆記者 

派遣事業 
   1 0  

手話通訳者 

設置事業 
実設置者数 

（人） 
   1 1  

 

【見込量の確保の方策】 

手話通訳者や要約筆記者の派遣を一般社団法人三重県聴覚障害者協会に委託し、意思

疎通の支援を行うとともに、手話通訳や要約筆記を必要とする方の利用を促進するため、

他市町村からの転入時や障害者手帳交付時のサービスの案内のほか、市のホームページ

において制度の積極的な周知を行います。 

手話通訳設置事業については、平成 28 年度から１名の手話通訳者を週１回あいあい

の窓口に配置しています。今後も、市の窓口で手続き等を行う際にコミュニケーション

が円滑にできるように、設置日を増やす等、充実に努めます。 

【令和元年度 成果・課題】 

●令和元年度の手話通訳者派遣事業は 11件、要約筆記者派遣事業は 1件であった。今

後も窓口における制度利用の周知を行いつつ、利用回数の増加に取り組んでいく。 

窓口に配置した手話通訳（1人）には、令和元年度は延べ 18件（実利用者 5人）の利用が

あった。手話通訳者を配置した曜日が、市民に定着してきており、今後も継続して配置してい

く。 
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(4)日常生活用具給付等事業 

【年間実績及び見込量】                       

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

介護・訓練支援用具 

給付等 

件数（件） 

13 1 2 5 7 9 

自立生活支援用具 10 3 2 7 9 11 

在宅療養等支援用具 12 13 4 12 14 16 

情報・意思疎通支援

用具 
5 5 8 7 9 11 

排泄管理支援用具 871 858 918 860 870 880 

居宅生活動作補助用

具（住宅改修費） 
6 1 2 3 4 5 

実

績

値 

介護・訓練支援用

具 

給付等 

件数（件） 

   4 5  

自立生活支援用具    3 6  

在宅療養等支援用

具 
   15 15  

情報・意思疎通支

援用具 
   8 10  

排泄管理支援用具    977 

 

1,076 

 

 

居宅生活動作補助

用具（住宅改修費） 
   4 1  

 

【見込量の確保の方策】 

障がい者手帳の所持者が増加してきており、今後も給付対象者は増加すると推察され

ます。各用具についての情報収集に努め、利用者や関係者に対して十分な説明をするこ

とにより、サービス内容の理解を図り、適切な給付に努めます。 

【令和元年度 成果・課題】 

●目標値 913 件（全体）に対し、令和元年度は介護・訓練支援用具や自立生活支援用具

が若干目標に達しなかったものの、それ以外項目においては、全て目標に達しており、全体と

して 1,113 件と前年度実績（全体 1,011 件）と比べても大幅に増加した。 

今後も排泄管理支援用具を中心として継続的な利用が見込まれており、支援が必要な人に

必要な用具が給付できるよう、支援に努めていく。 
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(5)移動支援事業 

【年間実績及び見込量】 

区分 

第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 
29 年度

(見込) 
30 年度 元年度 ２年度 

移動支援事業 

実利用者数 

（人） 
16 18 18 22 24 25 

延べ利用時間数

（時間） 
558 769 944 850 930 970 

実

績

値 

移動支援 

事業 

実利用者数 

（人） 
   21 26  

延べ利用時間数

（時間） 
   1,426 1,981  

 

【見込量の確保の方策】 

障がいのある人等の多様な活動や社会参加、自己実現を支える重要なサービスとして、

必要な人にサービスが十分提供されるよう、実施事業者の確保に努めます。 

【令和元年度 成果・課題】 

●屋外における移動が困難な利用者は年々増加しており、利用者数、利用時間ともに目標

を達成した。利用ニーズは高いため、今後も利用時間の増加が見込まれる。 

≪任意事業≫ 

(1)訪問入浴サービス【新規事業】 

【年間実績及び見込量】 

区分 

第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 
29 年度

(見込) 
30 年度 元年度 ２年度 

訪問入浴サービス 
実利用者数 

（人） 
   0 5 7 

実

績

値 

訪問入浴 

サービス 

実利用者数 

（人） 
   事業化 3  

【見込量の確保の方策】 

平成 31 年 4 月から、在宅の身体障がい者のうち在宅で入浴することが困難な方を対

象として自宅に訪問入浴車が訪問して看護師または准看護師 1名及び介護職員 2名が入

浴の介助を行う事業を開始しました。 

【令和元年度 成果・課題】 

●平成 31年 4月からのサービス提供開始に伴い対象者への個別通知を行った。令和元

年度中に障がい児 2名、障がい者１名の利用があった。今後もサービスを必要としている方

に提供を行っていきたい 
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(2)生活訓練等 

【年間実績及び見込量】 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

生活訓練等 
実利用者数 

（人） 
8 9 10 11 12 13 

実

績

値 

生活訓練等 
実利用者数 

（人） 
   10 11  

 

【見込量の確保の方策】 

視覚障がい者を対象に、視覚障害生活訓練員による生活訓練を行うことにより、視覚

障がい者の社会参加の促進を図ります。 

【令和元年度 成果・課題】 

●利用者は、平成 27 年度 8人から令和元年度に 11人に増加している。利用者は毎年継

続して利用されており、既存の利用者は継続しつつ、今後も利用者は増加していく傾向にあ

る。 

 

(3)日中一時支援 

【年間実績及び見込量】 

区 分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

日中一時 

支援事業 

実利用者数 

（人） 
59 75 92 90 95 100 

延べ利用時間数

（時間） 
2,930 3,724 4,652 4,600 4,900 5,200 

実

績

値 

日中一時 

支援事業 

実利用者数 

（人） 
   107 138  

延べ利用時間数

（時間） 
   5,856 5,946  

 

【見込量の確保の方策】 

日中一時支援は、ニーズが高く今後も利用の増加が見込まれることから、サービスが

十分に提供されるよう、障がいのある人や障がいのある子どもの日中活動の場を確保し、

ニーズに対応できるよう事業の促進を図ります。 

【令和元年度 成果・課題】 

●実利用者は、平成 27年度に 59人であったものが、年々増加しており、令和元年度は

138 人と 2.3 倍に増え、これにあわせ利用時間数も大幅に増加している。ともに目標を達成

しており、利用ニーズが高いことから、今後も増加していくと思われる。 
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５ 第 1期亀山市障がい児福祉計画の概要 

第 1期亀山市障がい児福祉計画は、児童福祉法第 33 条の 20 に基づき策定するもの

で、障がい児通所支援等の確保に関する計画となり、国の基本指針に即して、計画期間

（平成 30 年～令和２年度）における成果目標を設定し、その成果目標を達成するため

の活動指標（個別サービスの見込量等）を定めています。 

 

６ 計画期間における目標値 

障がい児支援の提供体制の整備等 

国の指針では、令和２年度末までに市町村において児童発達支援センターを１ヶ所以

上設置することや、保育所等訪問支援を利用できる体制を構築することを成果目標とし

ています。また、令和２年度末までに、主に重症心身障害児を支援する児童発達支援事

業所及び放課後等デイサービス事業所を各市町村に１ヶ所以上確保することや、平成

30 年度末までに医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場を設けることを成果目

標としています。 

 

項  目 数 値 説  明 

【目標値】 

２年度末の児童発達支援センタ

ーの設置 

 １か所 
児童発達支援センターの新たな建設を視野に

入れ、センター機能としてのソフト面の充実

を図ります。 
【目標値】  

２年度末の保育所訪問等支援を

利用できる体制の構築 

 １か所 

【目標値】 

２年度末の主に重症心身障害児

を支援する児童発達支援事業所

及び放課後等デイサービス事業

所の確保 

  １か所 

 

児童発達支援事業所数 

 

 ２か所   放課後等デイサービス事業所数 

【目標値】 

30 年度末の医療的ケア児支援の

ための関係機関の協議の場の設

置 

 １か所 
  広圏域 

近隣市も含めた広圏域で保健、医療、障がい

福祉、保育、教育等の関係機関が連携を図る

ための協議の場の設置をめざします。 

 

【令和元年度 成果・課題】 

●児童発達支援センターの必要な機能等を検討するため、市の情報共有等の協議ができる

場を設け、検討を進めた。今後も、必要な機能を検討し、関係部署との協議を進めていく。 

 重度心身障害児を支援する放課後等デイサ－ビス事業所は市内に 1か所となり、計画目

標値の実現に向け、新規参入を促していく。また、医療的ケアが必要な児を支援するため、

三重大学小児トータルケアセンターや三重病院が事務局となり、近隣５市（津・鈴鹿・亀山・

伊賀・名張）が研究会を立ち上げ、医療的ケアに係る課題の検討・情報共有などができる広

圏域の協議の場を設置した。今後は、広域圏にて困難事例ケースの問題解決を図るため三

重大学小児トータルケアセンターが中心となり、スーパーバイズチームを立ち上げる予定であ

り、チーム編成に向けた研修には当市職員も参加予定である。 
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７ 障がい児福祉サービスの目標とその確保のための方策 

障がい児支援 

 障がい児福祉サービスは、発達支援の提供や放課後等の障がい児の居場所づくりなど

を行うものです。平成 30 年４月からは、重度の障がい等の状態にある障がい児であって、

障害児通所支援を利用するために外出することが著しく困難な障がい児に発達支援が提

供できるよう、障がい児の居宅を訪問して発達支援を行う居宅訪問型児童発達支援が新

たに創設されました。 

①児童発達支援 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（人日／月） 10 15 20 83 100 120 

利用者数（人／月） 2 3 4 10 12 14 

実績値 
給付時間（人日／月） 21 50 81 157 196  

利用者数（人／月） 4 6 11 19 23  

 

②医療型児童発達支援 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（人日／月） 0 0 0 0 0 10 

利用者数（人／月） 0 0 0 0 0 1 

実績値 
給付時間（人日／月） 0 0 0 0 0  

利用者数（人／月） 0 0 0 0 0  

 

③放課後等デイサービス 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（人日／月） 184 240 312 690 760 830 

利用者数（人／月） 23 30 39 55 60 65 

実績値 
給付時間（人日／月） 444 503 630 584 1,150  

利用者数（人／月） 34 39 50 61 74  

 

【令和元年度 成果・課題】 

【児童発達支援】 

●市内では、利用者のニーズが高く、平成 27年度から年々増加し、令和元年度も、目標値

に対し、ともに給付時間、利用者数ともに達成している。今後も、児童発達支援のニーズは高

いことから、増加していくと思われる。 

【放課後等デイサービス】 

●利用者は、平成 27年度に 34人であったものが令和元年度は 74人となり、給付時間に

ついても平成 27年度には 444 時間であったものが 1,150 時間となり、利用は大幅に超えて

いる。小学校への入学等に際し新規の利用登録が多くなっている。今後も継続的な利用に

伴い、給付時間は増加していくと思われるため適切に対応できるよう、事業所と連携を図って

いく。 
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④保育所等訪問支援 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（人日／月） 0 0 0 0 0 5 

利用者数（人／月） 0 0 0 0 0 1 

実績値 
給付時間（人日／月） 0 0 0 0 0  

利用者数（人／月） 0 0 0 0 0  

 

⑤居宅訪問型児童発達支援【新規】 

区分 

第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 
29 年度

(見込) 
30 年度 元年度 ２年度 

目標値 
給付時間（人日／月）    0 0 10 

利用者数（人／月）    0 0   1 

実績値 
給付時間（人日／月）    0 0  

利用者数（人／月）    0 0  

 

⑥障害児相談支援 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 利用者数（人／月） 4 6 8 15 17 20 

実績値 利用者数（人／月） 8 8 12 14 18  

 

⑦医療的ケア児に対する関連分野の支援を調整するコーディネーター配置人数【新規】 

区分 
第 4期計画・実績値 第 5期計画・見込値 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

目標値 利用者数（人／月）    0 0 1 

実績値 利用者数（人／月）    0 0  

 

◆サービスを確保するための方策 

 「児童発達支援」、「放課後等デイサービス」ともに需要が高く、利用者が大幅に増

えてきています。「児童発達支援」については平成 29 年度に市内に初めて事業所が開

設されました。今後更なる需要に応えるため、事業所の新規参入を促すとともに、児童

発達支援センターの設置をめざします。 

【令和元年度 成果・課題】 

【障害児相談支援】 

●計画相談を利用される児は、児に係るサービスの増加にあわせ年々増加しており、今後も

その傾向は続くと思われる。児の相談支援を希望される利用者が支援を受けられるよう、事

業所と連携を図りながら対応していく。また、保育所等訪問支援（鈴鹿市 2か所）や居宅訪

問型児童発達支援（鈴鹿市１か所）の事業所は市内にはなく、利用者のニーズを把握しつ

つ、事業所の参入を促していく。 
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８ 鈴鹿・亀山障がい保健福祉圏域プラン 

                                    （か所） 

施策項目 
現状値 

（Ｈ28） 

目標値 

(Ｈ２) 
平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

居宅介護 34 36 34 32  

重度訪問介護 23 25 24 24  

同行援護 9 9 6 6  

行動援護 3 3 2 2  

重度障害者等包括支援 0 0 0 0  

生活介護 14 16 15 17  

療養介護 1 1 1 1  

短期入所 9 10 9 10  

共同生活援助 15 18 16 24  

自立訓練（機能訓練） 0 0 0 0  

自立訓練（生活訓練） 2 2 2 2  

就労移行支援 5 8 6 6  

就労継続支援（Ａ型） 12 14 12 12  

就労継続支援（Ｂ型） 30 ２ 35 35  

就労定着支援 ― 5 1 1  

総合相談支援 １ １ 1 1  

地域相談支援（地域移

行支援、地域定着支

援） 

3 5 3 2  

計画相談支援 15 17 16 15  

児童発達支援 10 12 13 13  

放課後等デイサービス 20 23 30 30  

保育所等訪問支援 1 2 2 2  
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（ ）

■計画の基本情報

H 29 ～ R 3

亀山市生涯学習計画に関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

本計画は、教育基本法第１７条第２項の規定に基づく、地方公共団体の定める教育・
振興のための施策に関する基本計画として位置付けている。また、第２次亀山市総合
計画前期基本計画との関連は、基本施策「学びによる生きがいの創出」と深く関わり、
地域へ生かせる学びの展開などを補完するものである。

教育委員会事務局 生涯学習課

目的・概要

計画期間 年度

学びの成果を地域に還元する「学びの循環」が、新たな産業や仕事の創出、子育て、
地域の安心安全、高齢者の見守り等の地域の課題解決に結び付いて、その結果として
の地域創生に向けて、一人ひとりが地域で活躍できることをめざすものである。

計画の骨格

基
本
理
念

豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
の
中
で
深
ま
る
学
び
と
交
流

基
本
目
標

「
学
び
」
の
成
果
が
生
か
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
亀
山
市

基 本 施 策め ざ す 姿

１まちの魅力を

知り、まちの魅

力を磨く

「学び」

２子育てを楽し

み、子育てを支

える

「学び」

３地域に根差し

た人材を育む

「学び」

４地域を愛し、

亀山を誇れる

「学び」

５自らを高め、

ともに高めあ

う

「学び」

１ まちの魅力を共有する「学び」の推進

２ まちの魅力を磨く「学び」の推進

３ まちの魅力を共有する情報ツールの構築

１ 発達段階に応じた地域・家庭の学びの展開

２ 地域で支える子育ての学びの展開

３ 子育てに関連した学びの情報の一元化

４ 「『亀山っ子』市民宣言」の具現化

１ 市民大学キラリの再構築

２ 学びの成果を生かした人材づくり

３ 地域ブランドの創出に参画する人材育成

４ 高等教育機関との連携

１ 多様な地域活動を伸ばす「学び」

２ 自然・歴史文化を伝える「学び」

３ 「健康都市」の実現に向けた「学び」

４ 「地域の学び」の担い手支援制度の構築

１ 「教育のまち」亀山の創生

２ 市民読書環境の整備

３ 「学び」により自らを高めるしくみづくり

４ 「個」が生かされる地域社会づくり
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■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名

地域における歴史文化の学びの機会への参加者総
数

年度ごとの家庭教育出前講座受講人数

中央公民館出前教室における地域の魅力や課題を
テーマとした講座等の開催地数

市民大学における自然との共生を軸とした持続的発
展のための講座数

人

人

4,700

1,270

22

2

3,461

941

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

・新しい学びの場である「かめやま人キャンパス」を実施し、まちのくらし人、まちの歴
史人、まちの起業人、森と水の守り人の4種類の講座を開催した。
・社会教育委員会において、家庭教育支援のため、子育て家庭への応援メッセー
ジ「かめやまお茶の間10選（実践）」を策定した。
・家庭での学びの推進のため、家庭教育出前講座を市内幼稚園・保育園で実施し
た。
・中央公民館の出前講座において、地域課題や地域資源を生かした文化講座など
を開催し、地域との連携を意識した講座を開催した。

・かめやま人キャンパスを実施する中で、市域における新たな人材の掘り起こしがで
き、将来的に地域で活動する人材育成につながった。
・広報、ケーブルテレビ、PTA連合会主催の教育を語る会において、「かめやまお茶
の間10選（実践）」を多くの市民、子育て家庭に周知を図ることができた。
・市内幼稚園・保育園において、出前講座を開催し，家庭の教育及び親の学びの
取組が進んだ。
・地区コミュニティを拠点として、中央公民館の出前講座を開催し、身近な場所での
学びの機会を提供することができた。

・かめやま人キャンパス、中央公民館の出前講座、市内幼稚園・保育園での家庭
教育講座など、市民の身近な場所での学習機会を多数提供することができ、だれも
が学べる環境づくりが推進された。

・かめやま人キャンパス受講者の修了後の実践活動を見据えたカリキュラム編成が
課題であり、そのためには、行政各部局や市内で活動している団体との調整が必要
である。

・社会教育に関する有識者で組織される各種会議や市民の意見聴取を行いなが
ら、かめやま人キャンパス、中央公民館講座の実施や「かめやまお茶の間10選（実
践」の取組を進め、「学び」の成果が生かされ、一人ひとりが輝くまちづくりを推進して
いく。

3

1,445

657

22

6

0
市民大学や公民館による地域課題解決のために講
座を契機に結成された地域活動団体数

12

未実施

地区

講座

団体 未実施
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（ ）

■計画の基本情報

H 23 ～ R 3

亀山市文化振興ビジョンに関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

　本ビジョンは、文化芸術基本法に基づき、地域の特性に応じた文化芸術に関する施策
の推進を図るため、文化施策の方向性を体系化して示した文化施策分野にかかる計画
として位置付けている。また、第２次亀山市総合計画前期基本計画との関連は、基本
施策「文化芸術の振興と文化交流の促進」と深く関わるものである。

生活文化部 文化スポーツ課

目的・概要

計画期間 年度

　すべての人が文化によって心豊かな生活を営むことができ、幸福を実感することがで
きるまちづくりが求められている。本ビジョンは、これまで培われてきた伝統の文化を継
承・発展させ、さらに磨きをかけることにより、それらの輝きが個性を持ちながらも、調和
し、高め合い、魅力ある文化を創造していくよう取組を進めるものである。

計画の骨格

文化振興

によりめざ

すまちの姿

文化振興の

基本方針

 だ
れ
も
が
輝
く
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ 

文化による

創造と交流

のまち

個性を生か

した魅力あ

ふれるまち

次世代を

育み継承

するまち

文化振興のための施策

（１）文化芸術の振興と

市民文化活動の活性化

（２）文化交流の促進と

知の拠点の整備充実

（３）歴史文化遺産の保存と

活用

（４）伝統芸能の継承と活用

（５）文化的な景観の保全

（６）次世代を担う人づくり

（７）生活文化の充実

（８）データベース化と情報

発信

（９）文化と産業経済の融合

文化の

みえる化

プロジェクト

「かめやま

文化年」

プロジェク

ト

「歴史的

風致のま

ちづくり」

プロジェク

ト

「未来に

羽ばたく

人づくり」

プロジェク

ト

～
「
伝
統
の
文
化
」
と
「
創
造
の
文
化
」
の
調
和
・
発
展
～

い
せ
の
く
に
亀
山
・
文
化
創
造
都
市
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■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名

なし

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

　かめやま文化年プロジェクトの企画立案、市民団体主体及び市関係部署との連携事業等
の調整などを実施し、文化年プロジェクトの集大成となる文化年2020実施計画を策定した。
また、文化年プレ事業として、市内中学校等にて「亀山市文化大使による寄席」を開催する
など、世代間・地域間の交流の促進と文化への興味を深めるとともに「かめやま文化年
2020」への参画をPRした。
　市民俳句会、市民川柳大会、また公募による５部門の市美術展を開催した。市美術展で
は、中村晋也先生の作品のほか、伊賀市、甲賀市との交流作品の展示も行った。
　文化会館の施設整備については、長寿命化と利便性の向上を図るため、大ホールの電動
昇降装置巻上機取替工事を実施した。

　かめやま文化年2020実施計画は、今まで培った文化にさらに工夫を加え、様々な人や団
体が自己表現による満足感を感じれるよう検討し、策定することができた。
　文化年プレ事業等の実施により、様々な人や団体が文化に触れ、文化交流できる機会とな
るよう、亀山の文化を市民だけでなく、市外・県外へも情報発信し、気運を高めることができ
た。また、市民が日ごろの活動の成果を発表できる機会や、優れた芸術作品を鑑賞できる機
会を設けることで、活動意欲が高まり、創作活動につながった。
　文化会館については、施設の利用状況等も考慮しながら、計画的に施設整備を進めること
ができ、施設の長寿命化と文化拠点としての利便性向上につなげた。

　市、文化会館、文化関係団体等が協力して市民文化活動の成果を発表できる機
会を設けることで、文化の振興を図り、様々な人が文化に触れ、地域間や世代間の
交流ができる機会を増やした。
　文化会館との連携によるアウトリーチ活動や参加・育成型の文化芸術事業により、
将来、文化芸術を支える人材の育成・確保につなげた。また、文化拠点として文化
会館を計画的に整備し、市民の施設利用を促進している。

　文化会館や文化関係団体と連携を図り、文化に触れる機会を充実させ、今後文化芸術活
動を担う人材の育成が必要である。文化団体や市民のつながりを深め、より多くの市民が参
画し活躍できる場を提供していく必要がある。周知方法等を工夫し、積極的にＰＲする必要が
ある。

　市の文化政策を推進していくため、条例の策定を目指す。
　市民が文化活動に関わる機会を広く創出していくため、今後、実行委員会形式の「文化
年」プロジェクトは見直し、地域間・世代間の文化交流を活かす機会の確保や市民団体主体
の文化活動への支援を強化していく。
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（
１
）
文
化
芸
術
の
振
興
と
市
民
文
化
活
動
の
活
性
化

施
策
項
目
施
策
の
内
容
担
当
G
関
連
部
署
・

関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

文
化
芸
術
に
関
す
る

広
報
啓
発
活
動
の
充

実
文
化
共
生
G

引
き
続
き
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
文
化
に
関

す
る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
内
容
や
、

国
・
県
か
ら
の
情
報
を
広
く
周
知
す
る
。

文
化
に
関
す
る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
後
援
を

行
い
、
開
催
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
し
た
。
ま
た
、
国
や
県
か
ら
の
助
成
制
度

に
つ
い
て
も
、
関
係
団
体
に
周
知
し
た
。

文
化
に
関
す
る
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
の
後
援
件

数
：
2
1
件

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
有
効
に
活
用
し
、

文
化
に
関
す
る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報

発
信
を
積
極
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

令
和
2
年
度
は
３
年
に
１
度
の
文
化
年
の
年

で
あ
る
た
め
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
文
化
に

関
す
る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
内
容
や
、

国
・
県
か
ら
の
情
報
を
広
く
周
知
す
る
。

文
化
芸
術
に
関
す
る

講
演
会
な
ど
の
開
催
文
化
共
生
G

今
後
も
文
化
関
係
団
体
と
連
携
し
、
文
化
芸

術
の
振
興
に
つ
な
が
る
講
演
会
等
を
開
催
す

る
。

亀
山
市
美
術
展
の
開
催
期
間
中
に
、
子
供
か

ら
大
人
ま
で
広
い
層
に
文
化
芸
術
に
触
れ
て

い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、
小
学
生
か
ら
参
加

で
き
る
日
本
画
（
水
墨
・
四
季
画
）
の
体
験

講
座
を
開
催
し
た
。

特
別
講
座
：
「
日
本
画
（
水
墨
画
）
の
体
験

講
座
」
参
加
者
数
：
２
１
名

市
民
が
興
味
を
引
き
、
参
加
し
た
く
な
る
よ

う
な
文
化
芸
術
の
振
興
に
つ
な
が
る
講
演
会

を
企
画
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
も
引
き
継
き
、
文
化
関
係
団
体
と
連
携

し
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
つ
な
が
る
講
演
会

等
を
開
催
し
て
い
く
。

文
化
芸
術
に
関
す
る

講
座
、
教
室
の
充
実
社
会
教
育
G
亀
山
市
立
中
央

公
民
館

生
涯
学
習
計
画
に
基
づ
き
今
後
も
、
地
域
の

歴
史
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座
を
継
続
的
に
実

施
し
て
い
く
。

サ
ン
デ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
や
教
養
講
座
、
各
地

域
で
の
出
前
文
化
講
座
な
ど
で
、
文
化
芸
術

や
地
域
の
歴
史
に
関
す
る
講
座
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
か
ら
開
講
し
た
「
か
め

や
ま
人
キ
ャ
ン
パ
ス
」
で
は
、
「
ま
ち
の
歴

史
人
養
成
講
座
」
を
実
施
し
た
。

中
央
公
民
館
と
か
め
や
ま
人
キ
ャ
ン
パ
ス
の

役
割
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
文
化
芸
術
や
地

域
の
歴
史
に
関
す
る
講
座
を
継
続
的
に
実
施

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
中
央
公
民
館
講
座
に
お
け
る
芸
術
文
化
講

座
】
　
楽
し
い
風
景
ス
ケ
ッ
チ
、
初
め
て
の
オ
カ

リ
ナ
、
音
楽
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
、
ゴ
ス
ペ

ル
、
水
引
～
伝
統
と
ア
ー
ト
～
、
新
し
い
切

り
絵
～
彫
紙
ア
ー
ト
～
、
伊
勢
根
付
づ
く

り
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
ア
ー
ト
、
押
し
花

ア
ー
ト
、
俳
句
入
門
　
等

【
中
央
公
民
館
講
座
に
お
け
る
地
域
の
歴
史

に
関
す
る
講
座
】

　
サ
ン
デ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
～
か
め
や
ま
～

【
か
め
や
ま
人
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
地
域

の
歴
史
に
関
す
る
講
座
】

　
ま
ち
の
歴
史
人
養
成
講
座

参
加
体
験
型
の
文
化

芸
術
事
業
の
推
進
文
化
共
生
G
（
公
財
）
亀
山

市
地
域
社
会
振

興
会

文
化
会
館
の
自
主
文
化
事
業
と
し
て
、
参

加
・
育
成
型
の
文
化
芸
術
事
業
、
ま
た
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
を
継
続
す
る
よ
う
支
援
す
る
。

亀
山
市
文
化
会
館
の
自
主
事
業
と
し
て
、
市

民
や
市
内
の
文
化
芸
術
団
体
が
参
加
で
き
る

参
加
・
育
成
型
の
事
業
や
、
小
・
中
学
校
等

へ
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
が
実
施
さ
れ
た
。

参
加
・
育
成
型
の
自
主
文
化
事
業
開
催
数
：

9
事
業

将
来
の
文
化
を
担
う
人
材
の
育
成
の
た
め
、

引
き
続
き
、
市
民
参
加
・
育
成
型
の
事
業
や

小
中
学
校
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
。

文
化
会
館
の
自
主
文
化
事
業
と
し
て
、
参

加
・
育
成
型
の
文
化
芸
術
事
業
、
ま
た
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
を
継
続
す
る
よ
う
支
援
す
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
層

に
配
慮
し
た
、
多
様

な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
化

芸
術
事
業
の
推
進

文
化
共
生
G
（
公
財
）
亀
山

市
地
域
社
会
振

興
会

文
化
会
館
の
自
主
文
化
事
業
と
し
て
、
多
様

な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
化
芸
術
事
業
を
実
施
す
る

よ
う
指
示
・
支
援
す
る
。
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
、
演
歌
、
子
ど
も
向
け
催
し
物
、
コ
ン

サ
ー
ト
、
映
画
な
ど
）

亀
山
市
文
化
会
館
の
自
主
文
化
事
業
と
し

て
、
音
楽
や
子
供
向
け
の
催
し
、
コ
ン
サ
ー

ト
等
が
実
施
さ
れ
た
。

自
主
文
化
事
業
開
催
数
：
1
6
事
業

引
き
続
き
、
幅
広
い
客
層
が
文
化
芸
術
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
多
様
な
ジ
ャ
ン

ル
の
事
業
を
開
催
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

文
化
会
館
の
自
主
文
化
事
業
と
し
て
、
多
様

な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
化
芸
術
事
業
を
実
施
す
る

よ
う
指
示
・
支
援
す
る
。
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
、
演
歌
、
子
ど
も
向
け
催
し
物
、
コ
ン

サ
ー
ト
、
映
画
な
ど
）

文
化
芸
術
公
演
な
ど

に
お
け
る
手
話
、
字

幕
な
ど
の
整
備
促
進
文
化
共
生
G

（
公
財
）
亀
山

市
地
域
社
会
振

興
会

今
後
も
文
化
会
館
の
自
主
文
化
事
業
の
内
容

に
応
じ
、
手
話
や
字
幕
な
ど
の
実
施
を
指
示

す
る
。

文
化
会
館
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
9
の
舞
台
発
表
に

お
い
て
、
発
表
団
体
や
演
目
等
の
字
幕
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
投
影
し
た
。

文
化
会
館
の
自
主
事
業
に
お
い
て
、
手
話
や

字
幕
の
整
備
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
も
文
化
会
館
の
自
主
文
化
事
業
の
内
容

に
応
じ
、
手
話
や
字
幕
な
ど
の
実
施
を
指
示

す
る
。

学
校
や
福
祉
施
設
な

ど
に
お
け
る
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
活
動
の
推
進
文
化
共
生
G

（
公
財
）
亀
山

市
地
域
社
会
振

興
会

文
化
会
館
の
自
主
文
化
事
業
と
し
て
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
活
動
を
継
続
す
る
よ
う
指
示
・
支

援
す
る
。
（
学
校
に
お
け
る
発
声
、
合
唱
指

導
な
ど
）

亀
山
市
文
化
会
館
の
自
主
文
化
事
業
と
し

て
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
が
実
施
さ
れ
た
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
実
施
数
：
4
事
業

優
れ
た
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
、

引
き
続
き
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
様
々
な

場
所
で
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

文
化
会
館
の
自
主
文
化
事
業
と
し
て
、
小
中

学
校
に
お
け
る
発
声
、
合
唱
指
導
な
ど
の
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
継
続
す
る
よ
う
指
示
・

支
援
す
る
。

①
文
化
芸
術

の
振
興

②
優
れ
た
文

化
芸
術
に
触

れ
る
機
会
の

提
供
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県
や
周
辺
市
町
の
文

化
施
設
な
ど
と
の
連

携
に
よ
る
文
化
芸
術

鑑
賞
機
会
の
提
供

文
化
共
生
G

（
公
財
）
亀
山

市
地
域
社
会
振

興
会

文
化
会
館
と
県
や
周
辺
市
町
の
文
化
施
設
な

ど
と
連
携
し
て
、
自
主
文
化
事
業
の
内
容
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
文
化
芸
術

を
鑑
賞
で
き
る
機
会
の
提
供
に
努
め
る
。

亀
山
市
美
術
展
の
特
別
展
に
お
い
て
、
伊
賀

市
、
甲
賀
市
、
亀
山
市
の
「
い
こ
か
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
亀

山
市
美
術
展
に
お
い
て
、
甲
賀
市
・
伊
賀
市

の
入
賞
作
品
の
展
示
を
行
い
交
流
を
図
っ

た
。

今
後
も
周
辺
市
町
や
文
化
施
設
と
連
携
し

て
、
優
れ
た
文
化
芸
術
を
鑑
賞
で
き
る
機
会

を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。

文
化
会
館
と
県
や
周
辺
市
町
の
文
化
施
設
な

ど
と
連
携
し
て
、
自
主
文
化
事
業
の
内
容
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
文
化
芸
術

を
鑑
賞
で
き
る
機
会
の
提
供
に
努
め
る
。

文
化
共
生
G
亀
山
市
芸
術
文

化
協
会

各
団
体
の
祭
典
の
支
援
及
び
市
民
文
化
祭
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
を
継
続
し
て
行
う
。

市
民
文
化
祭
は
休
止
し
て
お
り
、
文
化
会
館

が
実
施
す
る
文
化
会
館
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
9
、

芸
術
文
化
協
会
が
実
施
す
る
芸
文
祭
を
支
援

し
た
。

文
化
会
館
、
芸
術
文
化
協
会
等
の
団
体
の
意

向
を
踏
ま
え
、
市
民
文
化
祭
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

各
団
体
の
祭
典
へ
の
支
援
の
継
続
及
び
市
民

文
化
祭
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
検
討
を
行

う
。

社
会
教
育
G
亀
山
市
立
中
央

公
民
館

今
後
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
を
利
用

し
て
成
果
発
表
を
実
施
し
て
い
く
。

学
び
の
成
果
発
表
の
場
と
し
て
、
公
民
館
講

座
成
果
展
示
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
新
た
な

取
組
と
し
て
、
次
年
度
に
実
施
予
定
の
講
座

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。

学
び
の
成
果
還
元
が
地
域
文
化
の
向
上
に
つ

な
が
る
と
い
う
視
点
か
ら
継
続
的
な
実
施
が

必
要
で
あ
る
。

公
民
館
講
座
の
受
講
者
の
作
品
を
展
示
す
る

「
公
民
館
講
座
成
果
展
示
会
」
を
実
施
す

る
。

亀
山
市
美
術
展
な
ど

の
充
実

文
化
共
生
G

今
後
も
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
で
き
る

機
会
と
し
て
、
市
美
術
展
を
開
催
す
る
。
ま

た
、
審
査
、
展
示
等
に
つ
い
て
段
階
的
に
改

善
に
取
り
組
む
。

亀
山
市
美
術
展
を
開
催
し
、
展
示
期
間
を
長

く
設
け
る
こ
と
で
、
多
く
の
市
民
に
芸
術
に

触
れ
あ
う
機
会
を
提
供
で
き
た
。

引
き
続
き
、
審
査
、
展
示
に
つ
い
て
段
階
的

に
改
善
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

今
後
も
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
で
き
る

機
会
と
し
て
、
市
美
術
展
を
開
催
し
て
い

く
。
ま
た
、
審
査
、
展
示
等
に
つ
い
て
は
段

階
的
に
改
善
に
取
り
組
む
。

亀
山
市
芸
術
文
化
協

会
と
の
連
携
強
化
と

活
動
へ
の
支
援
文
化
共
生
G

亀
山
市
芸
術
文
化
協
会
と
連
携
し
て
、
市
民

の
文
化
活
動
の
成
果
発
表
の
場
を
盛
り
上
げ

て
い
く
。

亀
山
市
芸
術
文
化
協
会
と
連
携
し
て
、
文
化

会
館
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
9
や
市
展
を
開
催
し

た
。
ま
た
、
補
助
金
に
よ
る
財
政
支
援
を
行

い
、
芸
術
文
化
協
会
主
催
の
芸
文
祭
を
支
援

し
た
。

補
助
金
額
：
6
0
0
,0
0
0
円

市
の
文
化
振
興
を
図
る
た
め
、
芸
術
文
化
協

会
と
の
連
携
を
よ
り
強
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

亀
山
市
芸
術
文
化
協
会
と
連
携
し
て
、
市
民

の
文
化
活
動
の
成
果
発
表
の
場
を
盛
り
上
げ

て
い
く
。

市
民
の
自
主
企
画
に

よ
る
展
覧
会
や
音
楽

会
、
文
学
な
ど
の
発

表
活
動
へ
の
支
援

文
化
共
生
G

か
め
や
ま
文
化
年
2
0
2
0
の
検
討
を
行
う
中

で
、
市
民
が
主
催
の
事
業
に
関
し
て
支
援
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

「
か
め
や
ま
文
化
年
2
0
2
0
」
に
向
け
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
を
開
催
し
、
か
め

や
ま
文
化
年
実
行
委
員
会
が
主
体
の
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、
民
間
団
体
な
ど
が

主
体
の
「
シ
チ
ズ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、
市
関

係
部
署
が
実
施
す
る
「
市
関
係
事
業
」
の
各

事
業
を
決
定
し
た
。

か
め
や
ま
文
化
年
の
集
大
成
と
な
る
「
か
め

や
ま
文
化
年
2
0
2
0
」
に
向
け
て
、
文
化
団

体
や
市
民
が
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
と
と
も

に
、
多
く
の
市
民
が
活
躍
で
き
る
場
を
提
供

す
る
必
要
が
あ
る
。

か
め
や
ま
文
化
年
2
0
2
0
の
中
で
、
市
民
団

体
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
事
業
「
シ
チ

ズ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
支
援
す
る
。

継
続
し
て
特
色
あ
る

文
化
活
動
を
行
な
っ

て
い
る
団
体
へ
の
支

援

文
化
共
生
G

（
公
財
）
亀
山

市
地
域
社
会
振

興
会

文
化
会
館
と
連
携
し
て
、
市
内
で
特
色
あ
る

文
化
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
の
活
性
化

や
新
規
で
意
義
の
あ
る
活
動
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
団
体
の
発
展
を
目
指
し
、
活
動
支

援
を
行
う
。

市
民
団
体
ア
ー
ト
亀
山
と
協
働
事
業
を
通
じ

て
、
「
亀
山
ﾄ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾅ
ｰ
ﾚ
2
0
2
0
プ
レ
事
業
」

を
支
援
し
た
。

継
続
し
て
特
色
あ
る
文
化
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
の
ほ
か
、
新
規
で
活
動
を
行
お
う
と

し
て
い
る
団
体
に
も
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ

る
。

文
化
会
館
と
亀
山
市
芸
術
文
化
協
会
と
連
携

し
、
市
内
で
特
色
あ
る
文
化
活
動
を
行
な
っ

て
い
る
団
体
や
新
規
で
意
義
の
あ
る
活
動
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
団
体
の
発
展
の
た

め
、
継
続
し
て
活
動
支
援
を
行
う
。

文
化
芸
術
事
業
の
企

画
運
営
や
市
民
の
文

化
芸
術
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
、
文
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
と
活
用

文
化
共
生
G
（
公
財
）
亀
山

市
地
域
社
会
振

興
会

文
化
会
館
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
る
団

体
に
声
を
掛
け
、
催
し
物
受
付
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
者
を
増
や
し
、
そ
の
活
用
を

図
る
。

文
化
会
館
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
文
化
団

体
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
確
保
し
、
受
付
や

客
席
案
内
で
活
用
し
た
。

引
き
続
き
、
文
化
団
体
に
声
を
掛
け
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
登
録
者
の
増
加
を
目
指
す
。

文
化
会
館
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
る
団

体
に
声
を
掛
け
、
催
し
物
受
付
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
者
を
増
や
し
、
そ
の
育
成
と

活
動
支
援
を
行
う
。

市
民
文
化
祭
や
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
な
ど
へ
の
参
加
の

促
進

③
文
化
芸
術

活
動
の
成
果

を
発
表
す
る

機
会
の
提
供

④
文
化
団

体
、
文
化
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
育
成

と
活
動
支
援
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文
化
芸
術
活
動
に
功

績
の
あ
っ
た
人
材
を

顕
彰
す
る
制
度
の
創

設

文
化
共
生
G

文
化
振
興
条
例
の
制
定
の
た
め
の
準
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
顕
彰
制
度
の
創
設
に
向
け

て
、
引
き
続
き
検
討
を
行
う
。

検
討
委
員
会
等
で
の
検
討
を
行
い
、
令
和
３

年
度
に
制
定
予
定
の
文
化
振
興
条
例
に
併
せ

て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

文
化
振
興
条
例
の
制
定
に
併
せ
て
、
具
体
的

な
対
象
者
の
選
定
方
法
や
、
顕
彰
の
基
準
に

つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

文
化
振
興
条
例
の
制
定
の
た
め
の
準
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
顕
彰
制
度
の
創
設
に
向
け

て
、
引
き
続
き
検
討
を
行
う
。

文
化
芸
術
活
動
を
支

え
る
人
材
の
育
成
文
化
共
生
G

（
公
財
）
亀
山

市
地
域
社
会
振

興
会

今
後
も
文
化
芸
術
を
支
え
る
人
材
育
成
を
進

め
る
た
め
、
文
化
会
館
の
自
主
文
化
事
業
と

し
て
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
や
市
民
参
加
型

事
業
を
実
施
す
る
よ
う
支
援
す
る
。

文
化
会
館
の
自
主
文
化
事
業
と
し
て
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
活
動
を
行
い
、
市
内
の
小
学
校
や

中
学
校
へ
プ
ロ
の
奏
者
や
市
内
の
劇
団
な
ど

を
派
遣
し
、
児
童
生
徒
に
本
格
的
な
音
楽
や

講
演
に
触
れ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。

文
化
芸
術
を
支
え
る
人
材
の
育
成
の
た
め
、

引
き
続
き
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
や
市
民
参

加
型
事
業
を
行
い
、
将
来
文
化
を
担
う
人
材

の
確
保
や
そ
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
も
文
化
芸
術
を
支
え
る
人
材
育
成
を
進

め
る
た
め
、
文
化
会
館
の
自
主
文
化
事
業
と

し
て
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
や
市
民
参
加
型

事
業
を
実
施
す
る
よ
う
継
続
支
援
し
て
い

く
。

芸
術
家
に
市
内
に
滞

在
し
て
も
ら
い
、
創

作
活
動
の
場
を
提
供

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
の
検
討

文
化
共
生
G

他
市
の
事
例
を
情
報
収
集
し
な
が
ら
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
実
施
の

支
援
を
検
討
す
る
。

周
辺
自
治
体
の
実
施
状
況
等
を
情
報
収
集
し

実
施
の
可
能
性
の
検
討
し
た
。
（
伊
賀
市
風

と
土
の
ふ
れ
あ
い
芸
術
祭
 i
n
 伊
賀
 実
行
委

員
会
で
毎
年
実
施
・
鳥
羽
市
商
工
会
議
所

2
0
1
7
で
実
施
）

当
市
の
文
化
芸
術
活
動
の
さ
ら
な
る
発
展
及

び
市
内
に
滞
在
し
創
作
活
動
が
で
き
る
よ
う

な
場
を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

他
市
の
事
例
を
情
報
収
集
す
る
と
と
も
に

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
を
実

践
し
て
い
る
亀
山
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
2
0

実
行
委
員
会
へ
の
支
援
を
行
う
。

生
涯
学
習
人
材
バ
ン

ク
の
普
及
と
活
用
社
会
教
育
G
亀
山
市
立
中
央

公
民
館

今
後
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
を
利
用

し
て
成
果
発
表
を
実
施
し
て
い
く
。

学
び
の
成
果
発
表
の
場
と
し
て
、
公
民
館
講

座
成
果
展
示
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
新
た
な

取
組
と
し
て
、
次
年
度
に
実
施
予
定
の
講
座

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。

学
び
の
成
果
還
元
が
地
域
文
化
の
向
上
に
つ

な
が
る
と
い
う
視
点
か
ら
継
続
的
な
実
施
が

必
要
で
あ
る
。

公
民
館
講
座
の
受
講
者
の
作
品
を
展
示
す
る

「
公
民
館
講
座
成
果
展
示
会
」
を
実
施
す

る
。

ス
ポ
ー
ツ
文
化
に
関

す
る
情
報
提
供
の
充

実

ス
ポ
ー
ツ
推

進
G

ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
を
市
民
に
認
識
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
教
室
、
ス

ポ
ー
ツ
関
係
団
体
の
紹
介
な
ど
、
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
情
報
を
提
供
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
教
室
の
開
催
に
つ
い
て
、

市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
提
供
を

行
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
を
市
民
に
認
識
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
情
報
提
供
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
を
市
民
に
認
識
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
教
室
、
ス

ポ
ー
ツ
関
係
団
体
の
紹
介
な
ど
、
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
情
報
を
提
供
す
る
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
ス
ポ
ー
ツ
推

進
G

だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
、
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
活

性
化
す
る
よ
う
助
言
を
行
う
。

事
業
の
広
報
支
援
や
会
員
募
集
等
を
行
っ

た
。

地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
引
き
続
き
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
対
す
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
、
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
活

性
化
す
る
よ
う
助
言
を
行
う
。

ス
ポ
ー
ツ
事
業
と
文

化
事
業
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
検
討

ス
ポ
ー
ツ
推

進
G

ス
ポ
ー
ツ
事
業
と
文
化
事
業
が
融
合
で
き
る

機
会
を
検
討
す
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
お
い
て
関
の

山
車
会
館
で
地
元
文
化
を
披
露
す
る
応
援
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
出
来
る
よ
う
、
関
係
団
体
等

と
協
議
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
が
融
合
可
能
な
事
業
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
事
業
と
文
化
事
業
が
融
合
で
き
る

機
会
を
検
討
す
る
。

⑥
ス
ポ
ー
ツ

文
化
の
振
興

⑤
文
化
芸
術

を
担
う
人
材

の
育
成
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（
２
）
文
化
交
流
の
促
進
と
知
の
拠
点
の
整
備
充
実

施
策
項
目
施
策
の
内
容
担
当
G
関
連
部
署
・

関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

文
化
共
生
G
亀
山
市
芸
術
文

化
協
会

か
め
や
ま
文
化
年
2
0
2
0
の
中
で
、
文
化
を

通
じ
た
世
代
間
交
流
の
検
討
を
進
め
る
。

か
め
や
ま
文
化
年
2
0
2
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
委
員
会
を
２
回
実
行
委
員
会
を
３
回
開
催

し
て
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
関
わ
れ
る
事
業

の
検
討
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
芸
術
文
化
協

会
で
は
芸
文
祭
に
お
い
て
親
子
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
世
代
間
の
交
流
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

地
域
や
学
校
を
巻
き
込
ん
だ
文
化
交
流
の
促

進
が
必
要
で
あ
る
。

伝
統
芸
能
を
通
じ
て
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

が
楽
し
み
な
が
ら
世
代
間
交
流
で
き
る
「
か

め
や
ま
薪
能
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
か

め
や
ま
文
化
年
2
0
2
0
の
事
業
の
中
で
も
世

代
間
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

く
。

教
育
支
援
G
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

各
学
校
に
お
い
て
学
校
行
事
や
地
域
交
流
等

の
機
会
を
利
用
し
、
地
域
人
材
を
活
用
し
た

地
域
の
伝
統
芸
能
や
技
術
等
を
学
び
な
が

ら
、
地
域
の
人
と
の
交
流
を
図
る
。

地
域
人
材
を
活
用
し
た
地
域
の
伝
統
芸
能

か
ん
こ
踊
り
や
技
術
（
紙
す
き
や
書
道
等
）

を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
地
域
の
人
と
の
交

流
を
し
た
。

引
き
続
き
、
世
代
間
交
流
の
場
の
一
つ
と
し

て
、
学
校
行
事
や
地
域
交
流
の
場
を
活
用
す

る
必
要
が
あ
る
。

各
学
校
に
お
い
て
学
校
行
事
や
地
域
交
流
等

の
機
会
を
利
用
し
、
地
域
人
材
を
活
用
し
た

地
域
の
伝
統
芸
能
や
技
術
等
を
学
び
な
が

ら
、
地
域
の
人
と
の
交
流
を
図
る
。

文
化
共
生
G
（
公
財
）
亀
山

市
地
域
社
会
振

興
会

文
化
会
館
と
協
力
し
て
世
代
間
交
流
を
深
め

る
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

か
め
や
ま
文
化
年
2
0
2
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
委
員
会
を
２
回
実
行
委
員
会
を
３
回
開
催

し
て
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
関
わ
れ
る
事
業

の
検
討
を
実
施
し
た
。
文
化
会
館
の
自
主
文

化
事
業
で
、
子
供
向
け
の
体
験
型
事
業
な
ど

を
行
い
、
世
代
間
交
流
を
深
め
る
事
業
が
実

施
さ
れ
た
。

引
き
続
き
文
化
会
館
に
お
い
て
世
代
間
交
流

を
深
め
る
事
業
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

文
化
会
館
と
協
力
し
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
参
加
で
き
て
世
代
間
交
流
が
図
れ
る
事
業

を
継
続
し
て
展
開
し
て
い
く
。

社
会
教
育
G
亀
山
市
立
中
央

公
民
館

生
涯
学
習
計
画
に
基
づ
き
、
今
後
と
も
、
世

代
間
交
流
が
で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
い

く
。

市
民
会
議
等
に
お
い
て
地
域
や
外
部
団
体
の

参
画
に
よ
り
「
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
を
実
施

し
、
世
代
間
で
の
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。

今
後
も
継
続
し
て
実
施
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
お
い
て
、
世
代
間
の
交

流
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
験
を
実
施
す

る
。

文
化
共
生
G

伊
賀
市
、
甲
賀
市
、
亀
山
市
の
「
い
こ
か
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
美
術

展
の
相
互
展
示
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
情

報
交
換
を
積
極
的
に
行
う
。

亀
山
市
美
術
展
に
お
い
て
、
「
い
こ
か
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
美
術
展
の
相
互
展

示
を
実
施
す
る
と
と
も
に
情
報
交
換
を
実
施

し
た
。
伊
賀
市
展
・
甲
賀
市
展
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と

な
っ
た
。

今
後
も
継
続
し
て
実
施
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

伊
賀
市
、
甲
賀
市
、
亀
山
市
の
「
い
こ
か
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
美
術

展
の
相
互
展
示
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
情

報
交
換
を
積
極
的
に
行
う
。

政
策
調
整
G

次
年
度
の
亀
山
市
で
の
交
流
事
業
の
開
催
に

向
け
、
羽
曳
野
市
・
御
所
市
と
の
三
市
で
調

整
し
、
事
業
を
検
討
す
る
。

令
和
2
年
度
日
本
武
尊
・
白
鳥
伝
説
三
市
交

流
事
業
の
開
催
に
向
け
、
羽
曳
野
市
・
御
所

市
と
調
整
し
、
事
業
内
容
の
検
討
を
行
っ

た
。

交
流
事
業
の
開
催
に
向
け
、
三
市
の
担
当
者

会
議
を
開
催
し
、
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
決

定
し
て
い
く
ほ
か
、
事
業
に
つ
い
て
市
民
に

広
く
周
知
し
、
事
業
開
催
が
円
滑
に
進
む
よ

う
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

令
和
2
年
度
日
本
武
尊
・
白
鳥
伝
説
三
市
交

流
事
業
を
開
催
し
、
市
民
同
士
の
交
流
促
進

を
図
る
。

【
開
催
日
】
令
和
2
年
1
1
月
1
5
日
（
日
）

※
予
定
【
場
所
】
亀
山
市
内

【
内
容
】
日
本
武
尊
御
墓
（
能
褒
野
御
墓
）

見
学
、
日
本
武
尊
に
関
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
鑑
賞
等

文
化
団
体
同
士
の
交

流
機
会
の
充
実
文
化
共
生
G
亀
山
市
芸
術
文

化
協
会

知
の
拠
点
と
な
る
文
化
会
館
や
、
文
化
団
体

交
流
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
亀
山
市

芸
術
文
化
協
会
の
取
組
み
を
支
援
す
る
。

各
団
体
に
対
し
て
支
援
を
実
施
し
、
文
化
団

体
同
士
の
交
流
の
機
会
を
提
供
し
た
。

文
化
団
体
交
流
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い

る
、
亀
山
市
芸
術
文
化
協
会
が
、
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
に
よ
り
登
録
団
体
が
減
少
傾
向

に
あ
る
。

知
の
拠
点
と
な
る
文
化
会
館
や
、
文
化
団
体

交
流
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
亀
山
市

芸
術
文
化
協
会
の
芸
文
祭
な
ど
の
取
組
み
を

支
援
し
て
い
く
。

地
域
の
伝
統
行
事
や

学
校
行
事
な
ど
を
活

用
し
た
、
文
化
を
通

じ
た
世
代
間
交
流
の

促
進

文
化
施
設
や
公
民
館

等
に
お
け
る
世
代
間

交
流
を
進
め
る
事
業

の
推
進

周
辺
市
町
及
び
関
連

市
町
と
の
連
携
に
よ

る
、
市
民
レ
ベ
ル
の

文
化
交
流
機
会
の
充

実

①
世
代
間
交

流
の
促
進

②
地
域
間
交

流
の
促
進
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外
国
人
住
民
が
日
本

語
を
習
得
で
き
る
機

会
の
確
保
と
、
や
さ

し
い
日
本
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
普
及

市
民
協
働
G
は
じ
め
の
い
っ

ぽ

今
後
も
外
国
人
住
民
が
日
本
語
を
習
得
で
き

る
よ
う
日
本
語
教
室
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
日
本
語
教
室
の
受
入
れ
体
制
の
充
実
を

図
る
た
め
に
、
日
本
語
を
教
え
る
ス
タ
ッ
フ

の
増
員
確
保
に
向
け
、
講
座
を
開
催
す
る
。

ま
た
、
多
言
語
へ
の
対
応
策
の
一
つ
と
し
て

や
さ
し
い
日
本
語
の
普
及
に
努
め
る
。

今
年
度
も
亀
山
日
本
語
教
室
を
開
催
し
、
外

国
人
住
民
が
日
本
語
を
習
得
す
る
機
会
を
設

け
た
。
毎
年
開
催
し
て
い
る
日
本
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
に
つ
い
て
は
、
J
IC
A
の

元
青
年
海
外
協
力
隊
隊
員
を
講
師
に
迎
え
、

現
地
で
の
生
活
や
日
本
語
学
習
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
、
新
規
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
増
員
に
繋
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま

た
、
多
言
語
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
引
き
続

き
や
さ
し
い
日
本
語
の
普
及
に
努
め
る
と
と

も
に
、
1
2
言
語
に
対
応
し
た
外
国
人
生
活

相
談
窓
口
を
開
設
し
た
こ
と
で
、
多
様
化
す

る
外
国
人
の
様
々
な
生
活
相
談
へ
の
対
応
体

制
を
整
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

亀
山
市
の
外
国
人
人
口
は
増
加
し
、
多
国
籍

化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
引
き
続
き
亀
山
日

本
語
教
室
を
開
催
し
、
日
本
語
学
習
機
会
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
語
を
教
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
の
解
消
と

能
力
向
上
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
の
内
容
充
実
を
図
る
。

や
さ
し
い
日
本
語
の
普
及
や
多
言
語
対
応
体

制
が
整
い
、
多
く
の
外
国
人
に
対
し
て
対
応

で
き
る
体
制
は
整
い
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
ら

を
さ
ら
に
利
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
在

住
外
国
人
へ
の
周
知
・
啓
発
が
必
要
で
あ

る
。

今
後
も
外
国
人
住
民
が
日
本
語
を
習
得
で
き

る
よ
う
日
本
語
教
室
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
増

員
と
能
力
向
上
の
た
め
の
講
座
を
開
催
す

る
。
ま
た
、
多
言
語
へ
の
対
応
策
と
し
て
、

や
さ
し
い
日
本
語
と
外
国
人
生
活
相
談
窓
口

の
普
及
に
努
め
る
。

市
民
協
働
G

新
た
な
試
み
と
し
て
、
三
重
県
の
国
際
交
流

員
(C
IR
)の
出
前
講
座
を
活
用
し
、
日
常
業

務
で
利
用
で
き
る
や
さ
し
い
日
本
語
に
つ
い

て
の
職
員
研
修
を
実
施
す
る
。

三
重
県
の
国
際
交
流
員
(C
IR
)の
出
前
講
座

を
開
催
し
、
課
長
級
職
員
に
対
し
て
日
常
業

務
や
災
害
時
の
避
難
所
で
の
想
定
問
答
を
、

や
さ
し
い
日
本
語
で
対
応
す
る
手
法
を
学
ん

だ
。

市
内
の
外
国
人
人
口
は
増
加
し
て
お
り
、
日

常
窓
口
や
非
常
時
等
で
外
国
人
と
接
す
る
機

会
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
さ
し
い
日

本
語
の
普
及
が
求
め
ら
れ
る
。

外
国
人
生
活
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
、
多
く

の
言
語
に
対
応
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

や
さ
し
い
日
本
語
の
普
及
は
必
要
で
あ
り
、

職
員
研
修
等
に
よ
り
職
員
に
周
知
す
る
機
会

を
設
け
て
い
く
。

図
書
館

か
め
や
ま
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
図
書
紹
介
を
継
続

実
施
す
る
。
ま
た
、
外
国
語
書
籍
も
意
識
し

て
購
入
す
る
。

年
３
回
、
か
め
や
ま
ニ
ュ
ー
ス
に
図
書
の
紹

介
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
作
成
し
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
配
布
を
行
っ

た
。

外
国
語
書
籍
の
ニ
ー
ズ
把
握
や
書
籍
の
流
通

情
報
の
収
集
に
努
め
る
。

か
め
や
ま
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
図
書
紹
介
を
継
続

実
施
す
る
。
ま
た
、
外
国
語
書
籍
も
意
識
し

て
購
入
す
る
。

文
化
施
設
の
計
画
的

な
整
備
と
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ン
セ
プ
ト
に
応

じ
た
機
能
の
充
実

文
化
共
生
G

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
舞
台
電
動
巻
上
機
・
ワ

イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
取
替
工
事
を
実
施
す
る
。
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
舞
台
電
動
巻
上
機
・
ワ

イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
取
替
工
事
を
実
施
し
た
。

引
き
続
き
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
施
設

の
安
全
と
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
順
次
、

施
設
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
冷
却
塔
改
修
工
事
を
実

施
す
る
。

文
化
施
設
に
お
け
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

推
進

文
化
共
生
G

亀
山
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

文
化
会
館
・
亀
山
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
。

現
時
点
で
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
関
す
る

具
体
的
な
取
組
み
は
実
施
し
て
い
な
い
。

亀
山
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

亀
山
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

文
化
会
館
・
亀
山
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
。

文
化
施
設
の
事
業
運

営
へ
の
市
民
参
画
の

促
進

文
化
共
生
G
（
公
財
）
亀
山

市
地
域
社
会
振

興
会

文
化
会
館
が
設
置
す
る
運
営
委
員
会
へ
の
市

民
参
加
を
促
進
す
る
。

文
化
団
体
の
代
表
者
や
芸
術
文
化
協
会
の
役

員
な
ど
市
民
活
動
団
体
の
構
成
員
の
参
画
を

得
て
、
文
化
会
館
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、

事
業
運
営
に
対
す
る
意
見
を
得
る
こ
と
が
出

来
た
。

引
き
続
き
、
運
営
委
員
会
へ
の
市
民
参
加
を

促
進
し
、
事
業
運
営
等
に
対
す
る
意
見
を
求

め
る
必
要
が
あ
る
。

文
化
会
館
が
設
置
す
る
運
営
委
員
会
へ
の
市

民
参
加
を
促
進
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
公
共

施
設
の
有
効
活
用
に

よ
る
、
文
化
芸
術
の

場
の
拡
大

文
化
共
生
G

文
化
会
館
を
活
動
の
場
と
し
て
有
効
活
用
で

き
る
よ
う
、
施
設
管
理
者
と
連
携
し
な
が
ら

市
民
や
文
化
団
体
に
P
R
す
る
。

施
設
管
理
者
と
連
携
し
、
文
化
会
館
に
設
置

し
た
展
示
用
ピ
ク
チ
ャ
ー
レ
ー
ル
を
、
文
化

団
体
の
作
品
展
示
場
所
と
し
て
提
供
し
た
。

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
み
で
は
な
く
、
文
化
会
館

を
活
動
の
場
と
し
て
有
効
活
用
で
き
る
よ

う
、
市
民
や
文
化
団
体
に
引
き
続
き
周
知
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

文
化
会
館
を
活
動
の
場
と
し
て
有
効
活
用
で

き
る
よ
う
、
施
設
管
理
者
と
連
携
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
市
民
や
文
化
団
体
に
P
R
す

る
。

学
校
施
設
の
開
放
や

空
き
家
な
ど
の
活
用

の
検
討

文
化
共
生
G

身
近
な
文
化
芸
術
活
動
の
場
と
し
て
、
空
き

家
な
ど
の
活
用
を
検
討
す
る
。

市
民
団
体
と
の
協
働
事
業
「
亀
山
ﾄ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾅ
ｰ
ﾚ

2
0
2
0
プ
レ
事
業
」
に
お
い
て
空
き
家
を
活

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

引
き
続
き
、
空
き
家
等
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

身
近
な
文
化
芸
術
活
動
の
場
と
し
て
、
空
き

家
な
ど
の
活
用
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
す

る
。

公
共
施
設
に
お
け
る

ア
ー
ト
リ
ー
ス
ス

ペ
ー
ス
の
提
供
文
化
共
生
G

公
共
施
設
に
お
け
る
ア
ー
ト
リ
ー
ス
活
動
が

実
施
で
き
る
よ
う
、
継
続
し
て
周
知
を
図

る
。

文
化
会
館
の
市
民
ロ
ビ
ー
や
市
民
協
働
セ
ン

タ
ー
み
ら
い
な
ど
に
お
い
て
、
市
民
団
体
に

よ
り
ア
ー
ト
リ
ー
ス
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用

さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
ア
ー
ト
リ
ー
ス
活
動
が
実
施
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
を
公
共
施
設
に
お
い
て
確
保

す
る
と
と
も
に
周
知
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

公
共
施
設
に
お
け
る
ア
ー
ト
リ
ー
ス
活
動
が

実
施
で
き
る
よ
う
、
継
続
し
て
周
知
を
図

る
。

③
国
際
交
流

の
促
進

④
知
の
拠
点

の
整
備
充
実

⑤
身
近
な
文

化
芸
術
活
動

の
場
の
提
供

外
国
人
住
民
に
対
す

る
情
報
提
供
の
充
実

と
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
積
極
的
な
参
加
の

促
進
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文
化
施
設
間
に
お
け

る
情
報
の
共
有
化
と

事
業
連
携
の
促
進
文
化
共
生
G

（
公
財
）
亀
山

市
地
域
社
会
振

興
会

市
内
の
文
化
施
設
が
よ
り
多
く
の
市
民
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
相
互
の
施
設
間
の

連
携
を
促
進
す
る
。

各
施
設
の
資
料
の
配
架
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等

依
頼
な
ど
を
行
っ
た
。

よ
り
多
く
の
市
民
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
施
設
間
の
連
携
を
深
め
る
必
要
が
あ

る
。

市
内
の
文
化
施
設
が
よ
り
多
く
の
市
民
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
相
互
の
施
設
間
の

情
報
共
有
及
び
連
携
を
促
進
す
る
。

県
や
近
隣
市
町
の
文

化
施
設
と
の
広
域
連

携
や
機
能
分
担
の
促

進

文
化
共
生
G
（
公
財
）
亀
山

市
地
域
社
会
振

興
会

文
化
会
館
と
県
や
周
辺
市
町
の
文
化
施
設
な

ど
が
連
携
し
て
、
自
主
文
化
事
業
の
内
容
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
施
設
間
で
の
情
報

交
換
を
進
め
る
。

文
化
会
館
職
員
が
県
や
周
辺
市
町
の
文
化
施

設
等
が
参
加
す
る
会
議
等
に
出
席
し
、
自
主

文
化
事
業
に
関
す
る
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ

た
。

引
き
続
き
、
県
や
周
辺
市
町
と
連
携
し
て
、

様
々
な
助
成
事
業
に
応
募
し
、
自
主
文
化
事

業
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

文
化
会
館
と
県
や
周
辺
市
町
の
文
化
施
設
な

ど
が
連
携
し
て
、
自
主
文
化
事
業
の
内
容
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
広
域
的
な
情
報
交

換
を
進
め
る
。

⑥
知
の
拠
点

の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く

り
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（
３
）
歴
史
文
化
遺
産
の
保
存
と
活
用

施
策
項
目
施
策
の
内
容
担
当
G
関
連
部
署
・

関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

文
化
財
な
ど
の
保

存
・
継
承
に
携
わ
る

専
門
職
員
の
育
成

ま
ち
な
み
文

化
財
G
歴
史
博
物
館
引
き
続
き
文
化
庁
へ
職
員
１
名
を
研
修
派

遣
。
各
種
研
修
会
へ
の
参
加
を
継
続
す
る
。
文
化
庁
へ
職
員
１
名
を
研
修
派
遣
し
、
各
種

研
修
会
へ
参
加
さ
せ
た
。

引
き
続
き
文
化
庁
へ
職
員
を
研
修
派
遣
。
各

種
研
究
会
へ
の
参
加
を
継
続
す
る
。
派
遣
し

た
職
員
を
関
係
部
署
に
配
置
し
、
研
修
成
果

を
現
場
へ
還
元
す
る
。

引
き
続
き
文
化
庁
へ
職
員
１
名
を
研
修
派

遣
。
各
種
研
修
会
へ
の
参
加
を
継
続
す
る
。

文
化
財
な
ど
の
保
存

状
況
の
定
期
的
な
点

検
の
実
施
と
、
必
要

に
応
じ
て
修
復
を
行

な
う
な
ど
保
存
の
推

進

ま
ち
な
み
文

化
財
G

適
宜
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
所
有
者
等
の
相
談
に
応
じ
る
。

警
報
発
令
後
に
、
職
員
に
よ
る
文
化
財
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。

所
有
者
等
の
求
め
に
応
じ
、
修
復
工
事
等
に

対
す
る
支
援
を
行
っ
た
。

文
化
財
所
有
者
等
へ
の
支
援
を
拡
充
す
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
分
類
に
応
じ
た
職

員
の
専
門
的
知
識
の
習
得
が
必
要
で
あ
る
。

適
宜
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
所
有
者
等
の
相
談
に
応
じ
る
。

歴
史
文
化
遺
産
保
全

活
用
推
進
員
（
ヘ
リ

テ
ー
ジ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
の
育
成

ま
ち
な
み
文

化
財
G

N
P
O
法
人
亀
山

文
化
資
産
研
究

会

研
修
会
へ
講
師
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
協

働
し
て
事
業
を
行
う
。

求
め
に
応
じ
て
研
修
会
等
へ
市
職
員
を
派
遣

し
た
。
関
宿
伝
建
地
区
内
で
協
働
し
て
修
理

現
場
公
開
事
業
を
行
っ
た
。

活
動
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
活

動
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
研
修
会
へ
講
師
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
協

働
し
て
事
業
を
行
う
。

東
海
道
関
宿
の
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
お
け
る
適

切
な
保
存
修
理
・
修

景
の
推
進

ま
ち
な
み
文

化
財
G

N
P
O
法
人
亀
山

文
化
資
産
研
究

会

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
安
定
し
た
財

源
の
確
保
に
努
め
る
。

伝
統
的
建
造
物
保
存
修
理
修
景
事
業
を
実
施

し
た
。

計
画
的
な
事
業
の
推
進
、
継
続
が
必
要
。
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
安
定
し
た
財

源
の
確
保
に
努
め
る
。

ま
ち
な
み
文

化
財
G
都
市
計
画
G
整
備
し
た
旧
佐
野
家
住
宅
の
公
開
活
用
に
つ

い
て
、
地
元
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等
と
活
用

内
容
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

整
備
し
た
旧
佐
野
家
住
宅
の
公
開
活
用
を
行

い
、
地
元
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
活
用
内
容

等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

整
備
し
た
歴
史
的
建
造
物
を
つ
な
ぐ
街
道
の

整
備
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
関
係
部
署
と

の
協
議
を
行
う
。

引
き
続
き
整
備
し
た
旧
佐
野
家
住
宅
の
公
開

活
用
に
つ
い
て
、
地
元
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

等
と
活
用
内
容
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

農
業
G
坂
本
営
農
組
合

第
4
期
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
計

画
的
に
事
業
を
執
行
す
る
と
と
も
に
第
５
期

に
向
け
、
集
落
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
企
業
な
ど
と
も
保
全
活
動
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
進
め
て
い
く
。

第
4
期
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
計

画
的
に
事
業
を
執
行
す
る
と
と
も
に
第
５
期

に
向
け
、
説
明
会
を
開
催
し
、
集
落
へ
の
支

援
を
行
っ
た
。

５
期
に
向
け
、
集
落
へ
の
支
援
を
行
い
、
保

全
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

５
期
の
集
落
協
定
を
締
結
す
る
た
め
、
集
落

へ
の
支
援
を
行
い
、
保
全
活
動
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
進
め
て
い
く
。

ま
ち
な
み
文

化
財
G

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
海
道

関
宿
関
宿
案
内
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会

亀
山
宿
語
り
部

の
会

亀
山
宿
語
り
部
の
会
の
自
立
に
向
け
て
支
援

を
行
う
。

一
般
市
民
向
け
の
亀
山
宿
語
り
部
の
会
学
習

会
を
実
施
し
た
。

会
員
の
増
な
ど
、
担
い
手
の
積
極
的
な
育
成

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

引
き
続
き
亀
山
宿
語
り
部
の
会
の
自
立
に
向

け
て
支
援
を
行
う
。

農
業
G

三
重
県

自
治
会

三
重
大
学
な
ど

②
歴
史
的
な

ま
ち
な
み
の

保
存

ま
ち
な
み
保
存
に
つ

な
が
る
活
動
及
び
ま

ち
な
み
内
の
歴
史
的

施
設
を
利
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
支
援

亀
山
宿
、
坂
下
宿
、

坂
本
棚
田
な
ど
歴
史

的
な
ま
ち
な
み
、
文

化
的
な
景
観
の
保

存
・
整
備
の
推
進

①
文
化
財
な

ど
の
適
切
な

保
存
及
び
活

用
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歴
史
文
化
遺
産
の
展

示
・
公
開
、
歴
史
文

化
遺
産
情
報
の
発
信
歴
史
博
物
館

第
3
1
回
か
ら
第
3
3
回
ま
で
の
企
画
展
と
亀

博
自
由
研
究
の
ひ
ろ
ば
の
展
示
図
録
を
配
信

す
る
。

第
３
２
回
、
第
３
３
回
企
画
展
の
ウ
ェ
ブ
図

録
を
配
信
し
た

第
３
１
回
と
亀
博
自
由
研
究
の
ひ
ろ
ば
の
ウ

エ
ブ
図
録
を
令
和
２
年
度
中
に
配
信
で
き
る

よ
う
に
計
画
を
立
て
る

第
3
4
回
か
ら
第
3
5
回
ま
で
の
企
画
展
と
亀

博
自
由
研
究
の
ひ
ろ
ば
の
展
示
図
録
を
配
信

す
る
。

歴
史
文
化
遺
産
を
活

用
し
た
郷
土
学
習
の

充
実

歴
史
博
物
館
教
育
支
援
G
歴
史
博
物
館
　
IN
　
井
田
川
小
学
校
を
1
1

月
1
5
日
に
開
催
す
る
。

全
校
児
童
、
保
護
者
、
地
域
合
わ
せ
て

9
9
3
人
が
観
覧
し
た

小
学
校
に
よ
っ
て
は
、
地
域
と
一
緒
に
開
催

す
る
行
事
の
と
き
の
開
催
日
を
計
画
し
て
い

る
が
、
歴
史
博
物
館
と
の
館
行
事
と
重
な
る

と
き
が
あ
り
、
調
整
に
時
間
が
か
か
る
た

め
、
相
当
早
い
時
期
か
ら
校
長
会
へ
の
相
談

や
、
次
回
開
催
会
場
の
検
討
を
す
る
必
要
が

で
て
き
た
。

５
月
１
５
日
に
歴
史
博
物
館
　
IN
　
昼
生
小

学
校
を
開
催
す
る

語
り
部
、
保
存
会
、

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

な
ど
地
域
住
民
が
主

体
と
な
っ
て
地
域
の

歴
史
文
化
遺
産
を
保

存
、
活
用
す
る
取
り

組
み
の
促
進
と
活
動

へ
の
支
援

ま
ち
な
み
文

化
財
G

自
治
会

地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

市
民
活
動
の
継
続
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
地
区
で
の
活
動
を
促
す
。

市
内
各
地
で
の
歴
史
文
化
遺
産
を
核
と
し
た

諸
活
動
を
支
援
し
た
。

市
民
活
動
の
継
続
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
地
区
で
の
活
動
を
促
す
。

市
民
活
動
の
継
続
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
地
区
で
の
活
動
を
促
す
。

デ
ジ
タ
ル
市
史
を
活

用
し
、
地
域
と
連
携

し
た
歴
史
博
物
館

（
屋
根
の
な
い
博
物

館
）
の
創
出

歴
史
博
物
館
教
育
支
援
G
行
政
出
前
ト
ー
ク
の
テ
ー
マ
と
内
容
を
見
直

し
を
行
う
。

「
あ
な
た
の
ま
ち
の
歴
史
散
歩
」
を
テ
ー
マ

に
５
箇
所
実
施
し
た

同
じ
地
域
で
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
、
過

去
と
同
じ
内
容
に
な
ら
な
い
よ
う
に
資
料
調

査
等
を
進
め
る

テ
ー
マ
を
変
え
て
一
年
目
の
た
め
令
和
２
年

度
も
引
き
続
き
同
じ
テ
ー
マ
で
地
域
の
歴
史

を
伝
え
る

歴
史
文
化
遺
産
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り

観
光
の
推
進

観
光
交
流
G

関
宿
･
周
辺
地
域

に
ぎ
わ
い
づ
く

り
推
進
連
絡
会

議

補
助
金
活
用
の
広
報
活
動
や
補
助
対
象
の
拡

大
検
討
を
行
う
。

関
宿
に
て
観
光
に
携
わ
る
各
種
活
動
団
体
へ

の
広
報
活
動
を
実
施
。

事
業
経
費
に
係
る
補
助
対
象
拡
大
は
現
段
階

で
は
困
難
。
実
績
：
２
件

そ
も
そ
も
の
各
種
団
体
活
動
資
金
不
足
に
よ

り
、
事
業
実
施
が
行
え
な
い
状
況
。

引
き
続
き
、
観
光
関
連
団
体
へ
の
広
報
活
動

を
展
開
す
る
。

歴
史
文
化
遺
産
を
活

用
し
た
文
化
イ
ベ
ン

ト
の
開
催

ま
ち
な
み
文

化
財
G

関
宿
ス
ケ
ッ
チ

コ
ン
ク
ー
ル
実

行
委
員
会

関
宿
町
並
み
町

屋
茶
会
実
行
委

員
会

「
文
化
財
建
造
物
公
開
活
用
事
業
」
を
進
め

る
。

関
宿
伝
建
地
区
内
に
あ
る
旧
落
合
家
住
宅
に

お
い
て
、
関
宿
ま
ち
な
み
保
存
会
や
関
宿
案

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
と
連
携
し
、
公
開
活

用
事
業
を
進
め
た
。

市
民
団
体
等
と
の
連
携
を
深
め
、
文
化
財
建

造
物
の
公
開
を
よ
り
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
「
文
化
財
建
造
物
公
開
活
用
事
業
」
を
進
め

る
。

⑤
歴
史
文
化

遺
産
か
ら
文

化
を
発
信
す

る③
歴
史
文
化

遺
産
へ
の
理

解
を
深
め
る

た
め
の
事
業

の
推
進

④
市
民
ぐ
る

み
に
よ
る
歴

史
文
化
遺
産

を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り

の
推
進
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（
４
）
伝
統
芸
能
の
継
承
と
活
用

施
策
項
目
施
策
の
内
容
担
当
G
関
連
部
署
・

関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

郷
土
芸
能
や
伝
統
行

事
が
有
す
る
文
化
的

価
値
に
つ
い
て
、
理

解
、
普
及
を
図
る
た

め
の
情
報
提
供
の
充

実

ま
ち
な
み
文

化
財
G
広
報
秘
書
G
広
報
・
広
報
番
組
等
を
活
用
し
て
、
伝
統
行

事
等
の
広
報
を
行
う
。

広
報
・
広
報
番
組
等
を
活
用
し
て
、
伝
統
行

事
等
の
広
報
を
行
っ
た
。

伝
統
行
事
等
の
確
実
な
継
承
・
実
施
に
向
け

た
支
援
を
行
う
。

広
報
・
広
報
番
組
等
を
活
用
し
て
、
伝
統
行

事
等
の
広
報
を
行
う
。

ま
ち
な
み
文

化
財
G

歴
史
博
物
館
ま
ち
な
み
文
化

財
G

個
人
所
蔵
者
、
執
筆
者
へ
改
編
に
つ
い
て
了

承
を
と
る

他
の
資
料
保
存
機
関
や
自
治
体
に
よ
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
の
状
況
を
リ

サ
ー
チ
す
る
。

国
の
史
料
保
存
機
関
を
中
心
に
、
ウ
エ
ブ
上

の
史
料
画
像
の
閲
覧
だ
け
で
な
く
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
を
可
能
と
し
、
利
用
に
つ
い
て
も
、

原
本
所
蔵
と
原
史
料
請
求
番
号
、
史
料
名
の

明
治
に
よ
り
、
展
示
パ
ネ
ル
や
そ
の
他
の
利

用
に
つ
い
て
も
認
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

ウ
エ
ブ
か
ら
の
史
料
画
像
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
を
含
め
、
改
編

の
設
計
図
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る

館
蔵
史
料
に
つ
い
て
令
和
３
年
度
に
改
編
業

務
の
委
託
が
で
き
る
よ
う
に
、
９
月
ま
で
に

設
計
図
と
仕
様
書
を
作
成
す
る

文
化
共
生
G

郷
土
芸
能
や
伝
統
行
事
に
携
わ
る
団
体
に
対

し
、
国
や
民
間
団
体
等
の
各
種
助
成
金
制
度

を
周
知
し
、
活
動
を
支
援
す
る
。

文
化
庁
の
実
施
し
て
い
る
伝
統
文
化
親
子
教

室
事
業
を
活
用
し
、
伝
統
芸
能
の
保
存
団
体

等
が
助
成
金
を
獲
得
し
て
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

引
き
続
き
、
様
々
な
制
度
を
活
用
し
な
が

ら
、
継
続
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
を
支
援

す
る
必
要
が
あ
る
。

郷
土
芸
能
や
伝
統
行
事
に
携
わ
る
団
体
に
対

し
、
国
や
民
間
団
体
等
の
各
種
助
成
金
制
度

を
周
知
し
、
活
動
を
支
援
す
る
。

ま
ち
な
み
文

化
財
G
関
宿
「
関
の
山

車
」
保
存
会

関
宿
「
関
の
山
車
」
保
存
会
に
よ
る
地
元
の

子
供
を
対
象
と
し
た
お
囃
子
練
習
体
験
等
の

支
援
を
行
う
。

関
宿
「
関
の
山
車
」
保
存
会
に
よ
る
地
元
の

幼
児
や
小
学
生
を
対
象
と
し
た
小
山
車
曳
き

や
お
囃
子
太
鼓
の
練
習
体
験
会
を
実
施
し

た
。

整
備
し
た
関
の
山
車
会
館
を
活
用
し
、
地
元

の
子
供
を
対
象
と
し
た
お
囃
子
練
習
体
験
会

等
の
定
期
的
な
実
施
に
向
け
た
支
援
を
行

う
。

関
宿
「
関
の
山
車
」
保
存
会
に
よ
る
地
元
の

子
供
を
対
象
と
し
た
お
囃
子
練
習
体
験
等
の

支
援
を
行
う
。

文
化
共
生
G

様
々
な
機
会
を
捉
え
て
、
市
民
が
伝
統
文

化
・
伝
統
行
事
を
体
験
で
き
る
機
会
創
出
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

市
が
補
助
支
援
し
て
い
る
芸
術
文
化
協
会
の

芸
文
祭
に
お
い
て
、
灯
お
ど
り
な
ど
伝
統
行

事
を
体
験
で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
。

今
後
も
、
市
民
が
伝
統
文
化
・
伝
統
行
事
に

触
れ
る
機
会
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

令
和
２
年
度
は
、
市
制
1
5
周
年
記
念
事
業

と
し
て
か
め
や
ま
薪
能
を
開
催
し
、
市
民
が

伝
統
文
化
・
伝
統
行
事
を
体
験
で
き
る
機
会

を
創
出
す
る
。

ま
ち
な
み
文

化
財
G
関
宿
「
関
の
山

車
」
保
存
会

関
宿
「
関
の
山
車
」
保
存
会
に
よ
る
地
元
の

子
供
を
対
象
と
し
た
お
囃
子
練
習
体
験
等
の

支
援
を
行
う
。

関
宿
「
関
の
山
車
」
保
存
会
に
よ
る
地
元
の

幼
児
や
小
学
生
を
対
象
と
し
た
小
山
車
曳
き

や
お
囃
子
太
鼓
の
練
習
体
験
会
を
実
施
し

た
。

整
備
し
た
関
の
山
車
会
館
を
活
用
し
、
地
元

の
子
供
を
対
象
と
し
た
お
囃
子
練
習
体
験
会

等
の
定
期
的
な
実
施
に
向
け
た
支
援
を
行

う
。

関
宿
「
関
の
山
車
」
保
存
会
に
よ
る
地
元
の

子
供
を
対
象
と
し
た
お
囃
子
練
習
体
験
等
の

支
援
を
行
う
。

社
会
教
育
G
亀
山
市
立
中
央

公
民
館

生
涯
学
習
計
画
に
基
づ
き
、
今
後
も
広
い
視

野
で
伝
統
文
化
に
接
す
る
機
会
提
供
を
進
め

る
。

出
前
文
化
教
室
や
出
前
教
室
な
ど
で
伝
統
文

化
に
関
す
る
講
座
を
実
施
し
た
。

伝
統
文
化
を
地
域
の
魅
力
と
し
て
共
有
す
る

意
識
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
。

【
中
央
公
民
館
講
座
】

　
俳
句
入
門
・
百
人
一
首
入
門
・
伊
勢
根
付

づ
く
り
・
水
引
～
伝
統
と
ア
ー
ト
～
・
和
太

鼓
叩
い
て
健
康
づ
く
り
（
葛
葉
太
鼓
）

【
か
め
や
ま
人
キ
ャ
ン
パ
ス
】

　
ま
ち
の
歴
史
人
養
成
講
座

①
伝
統
芸
能

の
保
存
、
継

承

映
像
や
音
声
な
ど
に

よ
る
郷
土
芸
能
や
伝

統
行
事
の
記
録
化

活
動
が
消
滅
、
衰
退

し
て
い
る
郷
土
芸
能

や
伝
統
行
事
の
発
掘

と
復
興
の
た
め
の
取

り
組
み
の
促
進

郷
土
芸
能
や
伝
統
行

事
に
つ
い
て
の
文
化

芸
術
講
座
や
実
演
会

の
開
催
な
ど
、
市
民

が
伝
統
文
化
触
れ
、

親
し
む
機
会
の
充
実
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文
化
共
生
G

様
々
な
機
会
を
捉
え
て
、
市
民
が
伝
統
文

化
・
伝
統
行
事
を
体
験
で
き
る
機
会
創
出
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

市
が
補
助
支
援
し
て
い
る
芸
術
文
化
協
会
の

芸
文
祭
に
お
い
て
、
灯
お
ど
り
な
ど
伝
統
行

事
を
体
験
で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
。

今
後
も
、
市
民
が
伝
統
文
化
・
伝
統
行
事
を

学
ぶ
機
会
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

令
和
２
年
度
は
、
市
制
1
5
周
年
記
念
事
業

と
し
て
か
め
や
ま
薪
能
を
開
催
し
、
市
民
が

伝
統
文
化
・
伝
統
行
事
を
体
験
で
き
る
機
会

を
創
出
す
る
。

ま
ち
な
み
文

化
財
G
関
宿
「
関
の
山

車
」
保
存
会

関
宿
「
関
の
山
車
」
保
存
会
に
よ
る
地
元
の

子
供
を
対
象
と
し
た
お
囃
子
練
習
体
験
等
の

支
援
を
行
う
。

関
宿
「
関
の
山
車
」
保
存
会
に
よ
る
地
元
の

幼
児
や
小
学
生
を
対
象
と
し
た
小
山
車
曳
き

や
お
囃
子
太
鼓
の
練
習
体
験
会
を
実
施
し

た
。

整
備
し
た
関
の
山
車
会
館
を
活
用
し
、
地
元

の
子
供
を
対
象
と
し
た
お
囃
子
練
習
体
験
会

等
の
定
期
的
な
実
施
に
向
け
た
支
援
を
行

う
。

関
宿
「
関
の
山
車
」
保
存
会
に
よ
る
地
元
の

子
供
を
対
象
と
し
た
お
囃
子
練
習
体
験
等
の

支
援
を
行
う
。

社
会
教
育
G
亀
山
市
立
中
央

公
民
館

生
涯
学
習
に
基
づ
き
、
今
後
も
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
講
座

が
後
継
者
育
成
に
つ
な
が
る
よ
う
に
継
続
実

施
し
て
い
く
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
お
い
て
、
地
域
の
学

習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
に
よ
り
灯
お
ど
り

の
体
験
教
室
を
行
っ
た
。
ま
た
、
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
伊
勢
型
紙
の
体
験
を
小
学

生
・
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
実
施
し

た
。

様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て
、
地
域
の
伝
統
芸

能
を
地
域
の
指
導
者
か
ら
子
ど
も
や
若
者
に

伝
え
る
機
会
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

【
放
課
後
子
ど
も
教
室
】

　
灯
お
ど
り
教
室
・
か
ん
こ
踊
り

【
公
民
館
講
座
】

　
和
太
鼓
叩
い
て
健
康
づ
く
り
（
葛
葉
太

鼓
）

ま
ち
な
み
文

化
財
G
関
宿
「
関
の
山

車
」
保
存
会

関
宿
「
関
の
山
車
」
保
存
会
に
よ
る
地
元
の

子
供
を
対
象
と
し
た
お
囃
子
練
習
体
験
等
の

支
援
を
行
う
。

関
宿
「
関
の
山
車
」
保
存
会
に
よ
る
地
元
の

幼
児
や
小
学
生
を
対
象
と
し
た
小
山
車
曳
き

や
お
囃
子
太
鼓
の
練
習
体
験
会
を
実
施
し

た
。

整
備
し
た
関
の
山
車
会
館
を
活
用
し
、
地
元

の
子
供
を
対
象
と
し
た
お
囃
子
練
習
体
験
会

等
の
定
期
的
な
実
施
に
向
け
た
支
援
を
行

う
。

関
宿
「
関
の
山
車
」
保
存
会
に
よ
る
地
元
の

子
供
を
対
象
と
し
た
お
囃
子
練
習
体
験
等
の

支
援
を
行
う
。

社
会
教
育
G

生
涯
学
習
計
画
に
基
づ
き
、
人
材
バ
ン
ク
な

ど
、
学
び
手
か
ら
学
び
の
提
供
者
へ
の
転
換

を
図
る
場
と
し
て
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
活

用
も
促
し
て
い
く
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
お
い
て
地
域
の
学
習

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
に
よ
り
和
太
鼓
、
茶

道
、
生
け
花
な
ど
の
体
験
教
室
を
行
っ
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
意
見
交
換
会
な
ど
の
場

を
通
じ
て
、
地
域
か
ら
次
世
代
へ
の
文
化
伝

達
方
法
の
共
有
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
参
加
児
童
か
ら
の
要
望
を
汲
み
取
っ

た
事
業
も
開
催
で
き
る
よ
う
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

【
放
課
後
子
ど
も
教
室
】

　
和
太
鼓
・
茶
道
・
生
け
花
教
室
・
着
付
け

教
室
　
等

③
伝
統
芸
能

の
公
開

市
民
文
化
祭
の
ほ

か
、
国
民
文
化
祭
、

県
民
文
化
祭
な
ど
の

機
会
を
と
ら
え
て
、

亀
山
市
の
伝
統
芸
能

を
披
露
す
る
公
演
の

実
施

文
化
共
生
G

様
々
な
機
会
を
捉
え
て
、
市
民
が
伝
統
文

化
・
伝
統
行
事
を
体
験
で
き
る
機
会
創
出
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

市
が
補
助
支
援
し
て
い
る
芸
術
文
化
協
会
の

芸
文
祭
に
お
い
て
、
灯
お
ど
り
な
ど
伝
統
行

事
を
披
露
し
て
い
た
だ
い
た
。

今
後
も
、
市
民
が
伝
統
文
化
・
伝
統
行
事
に

触
れ
る
機
会
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

伝
統
芸
能
を
通
じ
て
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

が
楽
し
み
な
が
ら
世
代
間
交
流
で
き
る
「
か

め
や
ま
薪
能
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
か

め
や
ま
文
化
年
2
0
2
0
の
事
業
の
中
で
も
、

市
民
が
伝
統
文
化
・
伝
統
行
事
を
体
験
で
き

る
機
会
の
創
出
を
図
る
。

②
伝
統
芸
能

の
後
継
者
の

育
成
子
ど
も
や
若
者
が
地

域
の
伝
統
文
化
を
学

ぶ
機
会
の
充
実

地
域
の
高
齢
者
が
子

ど
も
や
若
者
に
伝
統

文
化
を
伝
え
る
仕
組

み
づ
く
り
の
推
進
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（
５
）
文
化
的
な
景
観
の
保
全

施
策
項
目
施
策
の
内
容
担
当
G
関
連
部
署
・

関
連
団
体
令
和
元
年
度
の
計
画
（
具
体
的
な
取
り
組
み

内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画
（
具
体
的
な
取

り
組
み
内
容
）

亀
山
市
景
観
条
例
及

び
景
観
計
画
の
効
果

的
な
運
用
に
よ
る
魅

力
あ
る
景
観
の
保
全

と
形
成

都
市
計
画
G

届
出
の
事
前
相
談
の
中
で
、
景
観
へ
の
配
慮

事
項
等
の
確
認
等
を
行
い
、
ス
ム
ー
ズ
な
手

続
き
を
進
め
る
。

景
観
法
の
届
出
に
際
し
、
2
9
件
の
事
前
相

談
を
行
っ
た
。

今
後
も
、
届
出
の
事
前
相
談
の
中
で
、
景
観

へ
の
配
慮
事
項
の
確
認
等
を
行
い
、
計
画
途

中
で
の
手
戻
り
を
生
じ
さ
せ
な
い
ス
ム
ー
ズ

な
手
続
き
を
進
め
、
亀
山
市
景
観
条
例
及
び

景
観
計
画
の
効
果
的
な
運
用
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

届
出
の
事
前
相
談
の
中
で
、
景
観
へ
の
配
慮

事
項
等
の
確
認
等
を
行
い
、
ス
ム
ー
ズ
な
手

続
き
を
進
め
る
。

景
観
形
成
推
進
地
区

及
び
景
観
重
点
地
区

の
指
定
と
保
全
、
整

備
の
推
進

都
市
計
画
G

亀
山
城
下
町
景
観
形
成
推
進
地
区
に
お
け
る

町
屋
等
の
歴
史
的
建
造
物
の
調
査
を
行
い
、

現
状
の
把
握
を
行
う
。

亀
山
城
下
町
景
観
形
成
推
進
地
区
に
お
け
る

町
屋
等
の
景
観
重
要
建
造
物
（
候
補
）
の
現

況
調
査
を
行
っ
た
。

景
観
形
成
推
進
地
区
に
お
け
る
町
屋
等
の
景

観
重
要
建
造
物
（
候
補
）
の
取
り
壊
し
や
建

替
え
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
現
存
す
る
景
観

重
要
建
造
物
（
候
補
）
の
保
存
の
た
め
、
景

観
重
要
建
造
物
の
指
定
等
や
重
点
地
区
の
指

定
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

亀
山
城
下
町
景
観
形
成
推
進
地
区
に
お
け
る

町
屋
等
の
歴
史
的
建
造
物
の
調
査
結
果
を
分

析
し
、
景
観
重
要
建
造
物
等
の
指
定
や
重
点

地
区
の
指
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

都
市
計
画
G

景
観
届
出
の
際
に
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
行

為
地
の
近
隣
に
主
要
な
視
対
象
・
視
点
場
リ

ス
ト
に
挙
が
っ
て
い
る
も
の
が
な
い
か
確
認

を
行
い
、
ま
た
、
あ
る
場
合
は
眺
望
保
全
に

配
慮
す
る
よ
う
指
導
を
行
う
。

景
観
届
出
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
行
為
地
の

近
隣
に
主
要
な
視
対
象
・
視
点
場
リ
ス
ト
に

挙
が
っ
て
い
る
も
の
が
な
い
か
確
認
を
行
っ

た
。

主
要
な
視
対
象
に
つ
い
て
、
眺
望
景
観
と
し

て
発
掘
、
保
全
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

景
観
届
出
の
際
に
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
行

為
地
の
近
隣
に
主
要
な
視
対
象
・
視
点
場
リ

ス
ト
に
挙
が
っ
て
い
る
も
の
が
な
い
か
確
認

を
行
い
、
ま
た
、
あ
る
場
合
は
眺
望
保
全
に

配
慮
す
る
よ
う
指
導
を
行
う
。

農
業
G

農
業
経
営
の
安
定
化
を
支
援
し
つ
つ
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
等
を
通
じ
情
報
発
信
す
る
こ
と

で
農
村
景
観
の
向
上
や
耕
作
放
棄
地
の
発
生

防
止
に
理
解
を
得
て
、
持
続
的
な
運
営
を
支

援
す
る
。

農
地
を
保
全
し
、
持
続
的
な
田
園
景
観
の
維

持
を
図
っ
た
。
市
内
で
1
,2
6
4
ａ
の
取
組

が
あ
っ
た
。
 フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
活
用

や
、
新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
、
市
内
外
に
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

農
家
や
営
農
組
合
の
担
い
手
が
高
齢
化
し
て

い
る
こ
と
で
、
取
組
者
の
確
保
が
難
し
い
。

ま
た
、
市
の
補
助
金
だ
け
で
は
必
要
経
費
を

賄
う
程
度
で
し
か
な
い
た
め
、
取
組
面
積
の

拡
大
に
つ
な
が
り
に
く
い
。

農
業
経
営
の
安
定
化
を
支
援
し
つ
つ
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
等
を
通
じ
情
報
発
信
す
る
こ
と

で
農
村
景
観
の
向
上
や
耕
作
放
棄
地
の
発
生

防
止
に
理
解
を
得
て
、
持
続
的
な
運
営
を
支

援
す
る
。

景
観
計
画
の
周
知
の

た
め
の
啓
発
や
情
報

提
供
の
充
実

都
市
計
画
G

地
域
や
関
係
機
関
に
対
し
て
、
景
観
に
関
す

る
定
期
的
な
Ｐ
Ｒ
や
回
覧
、
ま
た
、
良
好
な

景
観
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
の
情
報
発
信

を
進
め
る
。

景
観
の
日
に
合
わ
せ
て
、
広
報
へ
景
観
計
画

に
つ
い
て
の
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係

機
関
（
三
重
県
四
日
市
建
設
事
務
所
等
）
に

亀
山
市
景
観
計
画
の
届
出
制
度
に
関
す
る
資

料
を
置
き
P
R
に
努
め
た
。

景
観
計
画
及
び
届
出
制
度
の
更
な
る
周
知
が

必
要
で
あ
る
。

地
域
や
関
係
機
関
に
対
し
て
、
景
観
に
関
す

る
定
期
的
な
Ｐ
Ｒ
や
回
覧
、
ま
た
、
良
好
な

景
観
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
の
情
報
発
信

を
進
め
る
。

環
境
創
造
G

５
月
に
春
の
イ
ベ
ン
ト
、
８
月
に
ザ
リ
ガ
ニ

つ
り
大
会
、
１
２
月
に
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

づ
く
り
体
験
を
実
施
し
、
自
然
の
大
切
さ
を

学
ぶ
機
会
を
設
け
る
。

亀
山
里
山
公
園
「
み
ち
く
さ
」
管
理
運
営
協

議
会
主
体
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
里
山
塾

に
お
い
て
、
環
境
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
。

春
の
イ
ベ
ン
ト
や
ザ
リ
ガ
ニ
つ
り
大
会
、
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
体
験
な
ど
を
実
施

す
る
事
で
、
自
然
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
を

提
供
し
た
。
（
Ｒ
１
年
度
約
６
５
０
名
参

加
）

市
民
団
体
と
行
政
で
構
成
す
る
亀
山
里
山
公

園
み
ち
く
さ
管
理
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
里
山
塾
（
年
５
回
）

を
実
施
。

ま
た
、
本
協
議
会
に
お
い
て
、
運
営
方
法
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
（
Ｒ
１
年
度
８
回

開
催
）

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に
、
環
境
に
関
す
る
目
新

し
い
情
報
や
里
山
の
機
能
・
重
要
性
を
わ
か

り
や
す
く
発
信
で
き
る
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
内

容
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
数
が
減
少
し
て

る
こ
と
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
見
直
し
も

含
め
、
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

５
月
に
春
の
イ
ベ
ン
ト
、
８
月
に
ザ
リ
ガ
ニ

つ
り
大
会
、
１
２
月
に
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

づ
く
り
体
験
を
実
施
し
、
自
然
の
大
切
さ
を

学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
亀
山
里

山
公
園
「
み
ち
く
さ
」
管
理
運
営
協
議
会
主

体
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
里
山
塾
に
お
い

て
、
環
境
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
予
定

だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に
よ

り
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
で
き
な
い
場
合
も

出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
活
用
等
、
開
催
方
法
・
内
容
等
を

検
討
す
る
。

①
景
観
の
保

全
、
整
備
の

推
進

里
山
公
園
や
森
林
公

園
な
ど
を
環
境
学
習

の
場
と
し
て
活
用

亀
山
市
の
景
観
の
大

き
な
特
徴
と
な
っ
て

い
る
自
然
景
観
、
歴

史
・
文
化
景
観
の
う

ち
、
主
要
な
視
対
象

に
つ
い
て
、
眺
望
景

観
と
し
て
発
掘
、
保

全
の
推
進
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森
林
林
業
G

「
鈴
鹿
川
等
源
流
の
森
林
づ
く
り
協
議
会
」

を
中
心
に
、
亀
山
森
林
公
園
に
お
い
て
、
引

き
続
き
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
市
民
に
森
林
や

木
材
に
触
れ
合
う
機
会
を
提
供
す
る
。
ま

た
、
自
然
公
園
の
更
な
る
有
効
活
用
の
た
め

に
、
地
元
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
市
民
団
体

が
主
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
働
き

か
け
る
。

亀
山
森
林
公
園
に
お
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
た
市
民
に
森
林
や
木
材
に
触
れ
合
う
機
会

を
提
供
し
た
。
ま
た
、
自
然
公
園
の
更
な
る

有
効
活
用
の
た
め
に
、
地
元
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
や
市
民
団
体
が
主
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
。

　
〇
鈴
鹿
川
等
源
流
の
森
林
づ
く
り
協
議
会

主
催
イ
ベ
ン
ト

　
　
1
回
（
8
月
1
1
日
）
：
２
０
０
名
参
加

　
〇
市
主
催
イ
ベ
ン
ト
（
も
り
の
木
こ
り
講

座
）
　
　
１
回
（
1
0
月
5
日
）
　
４
名
受
講

　
〇
グ
ル
ー
プ
活
動
回
数
：
４
回
　
延
べ
２

５
名
参
加

鈴
鹿
川
等
源
流
の
森
林
づ
く
り
協
議
会
主
催

の
イ
ベ
ン
ト
を
森
林
公
園
で
実
施
し
た
こ
と

に
よ
り
、
市
主
催
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
の

き
っ
か
け
を
創
出
で
き
た
が
、
今
後
も
地
元

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
市
民
団
体
が
主
体
と

な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
促
進
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

「
鈴
鹿
川
等
源
流
の
森
林
づ
く
り
協
議
会
」

を
中
心
に
、
亀
山
森
林
公
園
に
お
い
て
、
引

き
続
き
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
市
民
に
森
林
や

木
材
に
触
れ
合
う
機
会
を
提
供
す
る
。
ま

た
、
自
然
公
園
の
更
な
る
有
効
活
用
の
た
め

に
、
地
元
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
市
民
団
体

が
主
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
働
き

か
け
る
。

協
賛
企
業
や
地
元
住

民
の
協
働
に
よ
る
、

森
林
づ
く
り
の
た
め

の
実
践
活
動
の
促
進

森
林
林
業
G

商
工
業
・
地
域

交
通
G

鈴
鹿
川
等
源
流

の
森
林
づ
く
り

協
議
会

今
後
、
協
議
会
役
員
会
に
お
い
て
、
構
想
実

現
の
た
め
の
協
議
を
進
め
、
協
働
で
き
る
環

境
を
整
え
る
。

令
和
元
年
6
月
に
鈴
鹿
川
等
源
流
の
森
林
づ

く
り
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
5
年
間
の

構
想
及
び
元
年
度
事
業
計
画
を
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
会
員
企
業
や

市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

【
主
催
イ
ベ
ン
ト
】

　
〇
8
月
1
1
日
（
日
）
サ
マ
ー
フ
ォ
レ
ス

ト
in
や
ま
び
こ

　
　
参
加
者
：
2
0
0
名
　
　
協
　
力
：
1

社
・
３
団
体

　
〇
1
0
月
2
7
日
（
日
）
鈴
鹿
峠
の
歴
史
と

自
然
を
感
じ
て
み
よ
う

　
　
参
加
者
：
5
5
名
　
　
　
協
　
力
：
１

団
体
　
〇
1
2
月
1
4
日
（
土
）
親
子
で
野
登
地
区

の
魅
力
を
感
じ
て
み
よ
う

　
　
参
加
者
：
1
8
組
5
0
名
　
協
　
力
：
1

団
体
：

【
応
援
イ
ベ
ン
ト
】

　
〇
9
月
8
日
（
日
）
坂
本
棚
田
稲
刈
り
体

験
ス
タ
ッ
フ
応
援

　
　
主
催
：
近
鉄
百
貨
店
四
日
市
店
・
㈱
良

品
計
画

　
　
応
援
人
数
：
事
務
局
5
名
　
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
：
3
0
名

　
〇
1
1
月
9
日
（
土
）
勤
労
者
フ
ァ
ミ

リ
ー
フ
ェ
ス
タ
　
ブ
ー
ス
出
展

　
　
主
催
：
勤
労
者
地
域
づ
く
り
等
参
画
支

援
事
業
実
行
委
員
会

　
　
応
援
人
数
：
事
務
局
3
名
　
ブ
ー
ス
来

場
者
：
1
5
0
名

よ
り
多
く
の
会
員
・
市
民
に
源
流
域
が
育
む

地
域
資
源
を
感
じ
、
次
世
代
へ
継
承
し
て
い

く
意
識
を
醸
成
で
き
る
よ
う
な
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
及
び
情
報
発
信
が
必
要
と
な
る
。

令
和
2
年
度
総
会
に
て
承
認
い
た
だ
い
た
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
事
務
局
と
し
て
、
よ
り

多
く
の
方
の
参
加
、
よ
り
多
く
の
方
へ
の
情

報
発
信
を
目
指
し
て
事
業
展
開
を
行
っ
て
い

く
。

②
地
域
に
お

け
る
環
境
意

識
を
高
め
る

取
り
組
み
の

推
進
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学
校
に
お
け
る
環
境

学
習
の
充
実

教
育
支
援
G
環
境
創
造
G

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
を
意
識
し
、
生

活
科
・
総
合
的
な
学
習
や
社
会
科
等
で
の
学

習
に
加
え
、
各
学
校
・
地
域
に
て
、
地
域
と

協
働
し
た
活
動
（
清
掃
活
動
、
花
の
栽
培
な

ど
）
や
、
保
護
者
と
の
環
境
に
関
す
る
学

習
・
活
動
に
取
り
組
む
。

生
活
科
・
総
合
的
な
学
習
や
社
会
科
等
で
の

学
習
に
加
え
、
各
学
校
・
地
域
に
て
、
地
域

と
協
働
し
た
活
動
（
清
掃
活
動
、
花
の
栽
培

な
ど
）
や
、
保
護
者
と
の
環
境
に
関
す
る
学

習
・
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

学
校
環
境
デ
ー
を
中
心
に
年
間
を
通
じ
て
、

地
域
や
保
護
者
と
協
働
し
た
活
動
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
環
境
学
習
の
充
実
を
図
る
。

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
を
意
識
し
、
生

活
科
・
総
合
的
な
学
習
や
社
会
科
等
で
の
学

習
に
加
え
、
各
学
校
・
地
域
に
て
、
地
域
と

協
働
し
た
活
動
（
清
掃
活
動
、
花
の
栽
培
な

ど
）
や
、
保
護
者
と
の
環
境
に
関
す
る
学

習
・
活
動
に
取
り
組
む
。

か
め
や
ま
環
境
市
民

大
学
を
継
承
し
た

「
か
め
や
ま
市
民
大

学
・
キ
ラ
リ
」
の
開

校

環
境
創
造
G
総
合
環
境
研
究

セ
ン
タ
ー

平
成
３
１
年
度
に
お
い
て
も
亀
山
市
総
合
環

境
研
究
セ
ン
タ
ー
と
協
働
し
、
環
境
講
演
会

を
開
催
し
、
環
境
教
育
を
推
進
す
る
。

亀
山
市
総
合
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
１
５
年
の

軌
跡
の
振
り
返
り
、
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
基

調
講
演
及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

主
な
内
容
と
す
る
環
境
講
演
会
を
令
和
２
年

２
月
２
３
日
（
日
）
に
開
催
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
を
令
和
元
年
度
で
廃
止
し
た
こ

と
か
ら
、
今
後
の
環
境
等
に
つ
い
て
学
べ
る

機
会
の
場
の
提
供
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

同
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
た
こ
と
か
ら
、
企
業

と
の
連
携
に
よ
る
環
境
出
前
講
座
の
継
続
等

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

既
存
の
組
織
を
活
用

し
た
、
市
民
、
事
業

者
、
行
政
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
地
球

温
暖
化
対
策
の
推
進

環
境
創
造
G

引
き
続
き
、
三
重
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
及
び
推
進
員
と
協
力
し
、
温

暖
化
防
止
を
推
進
さ
せ
る
啓
発
、
周
知
を
行

う
。
環
境
活
動
ポ
イ
ン
ト
制
度
（
A
K
P
）
を
活

用
し
て
温
暖
化
防
止
行
動
を
啓
発
し
て
い

く
。

三
重
県
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
推
進
員
と
と

も
に
、
春
の
里
山
公
園
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て

地
球
温
暖
化
防
止
の
ク
イ
ズ
大
会
を
実
施
し

啓
発
に
努
め
た
。

ク
イ
ズ
等
参
加
者
：
1
4
5
人

ま
た
、
環
境
活
動
ポ
イ
ン
ト
制
度

（
A
K
P
）
の
実
施
に
よ
り
市
民
の
省
エ

ネ
・
創
エ
ネ
行
動
を
促
進
さ
せ
、
市
民
の
地

球
温
暖
化
防
止
に
対
す
る
意
識
向
上
に
努
め

た
。
Ａ
Ｋ
Ｐ
参
加
世
帯
：
3
1
7
世
帯

地
球
温
暖
化
防
止
は
、
成
果
が
見
え
づ
ら

く
、
市
民
が
実
感
し
に
く
い
こ
と
か
ら
、
各

主
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
根
気
よ
く
温
暖
化

防
止
を
推
進
さ
せ
る
啓
発
等
を
継
続
す
る
必

要
が
あ
る
。

引
き
続
き
、
三
重
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
及
び
推
進
員
と
協
力
し
、
温

暖
化
防
止
を
推
進
さ
せ
る
啓
発
、
周
知
を
行

う
。

情
報
発
信
を
は
じ
め

と
す
る
、
環
境
保
全

の
意
識
を
高
め
る
取

り
組
み
の
推
進

環
境
創
造
G
亀
山
市
地
区
衛

生
組
織
連
合
会

市
民
団
体
と
連
携
し
、
引
き
続
き
実
施
し
て

い
く
（
平
成
3
1
年
度
も
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

実
施
予
定
）

亀
山
市
地
区
衛
生
組
織
連
合
会
と
連
携
し

て
、
市
内
一
斉
清
掃
を
令
和
元
年
１
１
月
１

０
日
に
実
施
し
、
環
境
美
化
に
取
り
組
ん

だ
。
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
っ

た
が
、
地
衛
連
た
よ
り
の
発
行
や
環
境
パ
ト

ロ
ー
ル
等
の
実
施
に
よ
り
、
環
境
美
化
等
に

関
す
る
情
報
発
信
を
行
っ
た
。

環
境
保
全
や
環
境
美
化
へ
の
意
識
高
揚
を
図

る
た
め
、
今
後
も
継
続
的
・
効
果
的
な
啓
発

方
法
の
検
討
を
行
い
事
業
を
実
施
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

市
民
団
体
と
連
携
し
、
引
き
続
き
環
境
美
化

等
に
関
す
る
情
報
発
信
等
を
実
施
し
て
い

く
。

③
地
球
環
境

に
配
慮
し
た

文
化
活
動
の

推
進
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（
６
）
次
世
代
を
担
う
人
づ
く
り

施
策
項
目
施
策
の
内
容
担
当
G
関
連
部
署
・

関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

子
ど
も
た
ち
が
本
物

の
文
化
芸
術
に
直
に

触
れ
る
こ
と
の
で
き

る
機
会
の
提
供

教
育
支
援
G
（
公
財
）
亀
山

市
地
域
社
会
振

興
会

成
長
期
に
あ
る
児
童
生
徒
に
優
れ
た
音
楽
、

地
域
と
関
わ
り
の
あ
る
音
楽
、
伝
統
文
化
を

鑑
賞
さ
せ
る
機
会
を
持
つ
た
め
、
関
係
部
局

と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
生
徒
の
実
態
に

合
っ
た
演
奏
者
の
選
定
等
を
行
っ
て
い
く
。

小
中
音
楽
会
の
招
待
演
奏
で
は
、
「
ム
ジ
カ

セ
ラ
ミ
カ
音
楽
集
団
」
を
招
き
、
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
で
作
っ
た
楽
器
で
の
演
奏
を
鑑
賞
し

た
。

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
を
踏
ま
え
つ
つ
、
地

域
で
文
化
・
芸
術
的
な
活
動
、
芸
能
活
動
等

を
行
っ
て
い
る
方
々
を
活
か
し
た
取
組
を
す

す
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

成
長
期
に
あ
る
児
童
生
徒
に
優
れ
た
音
楽
、

地
域
と
関
わ
り
の
あ
る
音
楽
、
伝
統
文
化
を

鑑
賞
さ
せ
る
機
会
を
持
つ
た
め
、
関
係
部
局

と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
児
童
生
徒
の
実
態

に
合
っ
た
演
奏
者
の
選
定
等
を
行
っ
て
い

く
。

学
校
と
文
化
会
館
な

ど
と
の
連
携
に
よ
る

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動

の
拡
充

教
育
支
援
G
（
公
財
）
亀
山

市
地
域
社
会
振

興
会

文
化
会
館
と
の
連
携
に
よ
り
、
小
中
学
校
に

音
楽
の
外
部
講
師
を
派
遣
し
、
児
童
生
徒
の

歌
唱
力
、
表
現
力
の
向
上
を
図
る
よ
う
に
す

る
。

文
化
会
館
と
の
連
携
に
よ
り
、
市
内
小
中
学

校
に
、
音
楽
の
外
部
講
師
を
派
遣
し
、
歌
唱

指
導
を
実
施
し
た
。

外
部
講
師
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
歌
唱
に

対
す
る
児
童
生
徒
の
意
識
も
高
ま
っ
て
い

る
。
児
童
生
徒
の
歌
唱
力
、
表
現
力
を
高
め

る
た
め
に
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

文
化
会
館
と
の
連
携
に
よ
り
、
小
中
学
校
に

音
楽
の
外
部
講
師
を
派
遣
し
、
児
童
生
徒
の

歌
唱
力
、
表
現
力
の
向
上
を
図
る
よ
う
に
す

る
。

地
域
で
活
動
す
る
芸

術
家
や
周
辺
の
大

学
、
高
等
学
校
な
ど

の
協
力
に
よ
る
、
優

れ
た
文
化
芸
術
を
鑑

賞
す
る
機
会
の
充
実

教
育
支
援
G
社
会
教
育
G

地
域
の
方
々
の
協
力
の
も
と
、
校
内
展
示
な

ど
に
取
り
組
む
と
共
に
、
児
童
が
直
接
鑑
賞

で
き
る
機
会
の
設
定
に
さ
ら
に
努
め
て
い

く
。

地
域
の
方
々
に
伝
統
芸
能
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
り
、
地
域
の
方
が
作
ら
れ
た
作
品
を
鑑

賞
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
を
意
識
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
の
ね
ら
い
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

地
域
の
方
々
の
協
力
の
も
と
、
児
童
が
直
接

鑑
賞
で
き
る
機
会
の
設
定
に
さ
ら
に
努
め
て

い
く
。

学
校
に
お
け
る
音
楽

や
書
写
、
図
画
工

作
、
美
術
な
ど
の
学

習
の
充
実

教
育
支
援
G
社
会
教
育
G

学
力
向
上
推
進
計
画
に
基
づ
き
教
職
員
の
指

導
力
向
上
を
図
る
た
め
、
教
職
員
の
実
態
や

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
研
修
講
座
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
校
内
研
修
の
充
実
の
た
め
、
外
部

講
師
を
各
校
に
派
遣
し
た
り
、
県
の
研
修
講

座
の
参
加
を
す
す
め
る
。

教
職
員
の
指
導
力
向
上
、
児
童
生
徒
理
解
の

た
め
等
の
研
修
講
座
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

合
唱
指
導
等
の
た
め
の
外
部
講
師
を
派
遣
し

た
。

各
教
科
に
お
け
る
資
質
能
力
を
図
る
た
め
、

授
業
改
善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
教
職
員

の
実
態
や
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
研
修
講
座
の
実

施
、
外
部
講
師
を
各
校
に
派
遣
す
る
必
要
が

あ
る
。

教
職
員
の
指
導
力
向
上
を
図
る
た
め
、
授
業

改
善
に
取
り
組
み
、
校
内
研
修
の
充
実
を
図

る
。
ま
た
、
外
部
講
師
を
各
校
に
派
遣
し
た

り
、
県
の
研
修
講
座
の
参
加
を
す
す
め
た
り

す
る
。

子
ど
も
た
ち
が
日
頃

の
創
作
活
動
の
成
果

を
発
表
し
、
鑑
賞
し

合
う
機
会
の
提
供

教
育
支
援
G

（
公
財
）
亀
山

市
地
域
社
会
振

興
会
自
治
会

「
亀
山
市
小
中
学
校
音
楽
会
」
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
演
奏
家
を
招
い
て
音
楽
を
鑑
賞

す
る
場
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
「
亀
山
市
児

童
生
徒
図
工
・
美
術
展
」
「
亀
山
市
児
童
生

徒
書
写
展
」
を
実
施
す
る
。

日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
表
し
、
鑑
賞
し
合

う
場
と
し
て
「
亀
山
市
小
中
学
校
音
楽
会
」

を
実
施
し
た
。
ま
た
、
「
亀
山
市
児
童
生
徒

図
工
・
美
術
展
」
「
亀
山
市
児
童
生
徒
書
写

展
」
を
実
施
し
、
小
中
学
校
の
全
児
童
生
徒

が
参
加
し
た
。

今
後
も
継
続
し
て
「
亀
山
市
小
中
学
校
音
楽

会
」
「
亀
山
市
児
童
生
徒
図
工
・
美
術
展
」

「
亀
山
市
児
童
生
徒
書
写
展
」
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
芸
術
鑑
賞
の
場
と
し
て
設
定
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

「
亀
山
市
小
中
学
校
音
楽
会
」
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
演
奏
家
を
招
い
て
音
楽
を
鑑
賞

す
る
場
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
「
亀
山
市
児

童
生
徒
図
工
・
美
術
展
」
「
亀
山
市
児
童
生

徒
書
写
展
」
を
実
施
す
る
。

教
育
支
援
G
歴
史
博
物
館

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
を
意
識
し
な
が

ら
、
歴
史
博
物
館
と
の
連
携
を
強
め
、
歴
史

博
物
館
の
持
つ
資
源
や
地
域
学
習
支
援
事
業

を
活
用
し
た
学
習
を
進
め
て
い
く
。

社
会
見
学
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
に
児

童
・
生
徒
が
歴
史
博
物
館
を
訪
問
し
た
り
、

学
芸
員
が
学
校
を
訪
れ
た
り
し
な
が
ら
、
亀

山
市
の
歴
史
や
文
化
を
学
習
し
た
。
ま
た
、

各
学
校
に
お
い
て
、
社
会
科
な
ど
各
教
科
の

授
業
等
で
、
歴
史
博
物
館
の
資
料
を
活
用

し
、
子
ど
も
の
学
習
意
欲
や
理
解
度
の
向
上

を
図
る
取
組
を
行
っ
た
。

今
後
も
歴
史
博
物
館
と
の
連
携
を
強
め
、
歴

史
博
物
館
の
持
つ
資
源
を
よ
り
活
か
し
た
学

習
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
歴
史
博
物
館
の

学
芸
員
や
指
導
員
の
方
に
来
校
し
て
い
た
だ

く
機
会
を
も
つ
必
要
が
あ
る
。

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
を
意
識
し
な
が

ら
、
歴
史
博
物
館
と
の
連
携
を
強
め
、
歴
史

博
物
館
の
持
つ
資
源
や
地
域
学
習
支
援
事
業

を
活
用
し
た
学
習
を
進
め
る
。

図
書
館

蔵
書
計
画
を
作
成
す
る
う
え
で
、
地
域
資
料

や
行
政
資
料
の
収
集
に
つ
い
て
も
検
討
を
す

る
。

蔵
書
計
画
を
策
定
し
、
地
域
資
料
や
行
政
資

料
の
収
集
・
保
存
に
つ
い
て
規
定
し
た
。
郷
土
資
料
や
行
政
資
料
を
継
続
し
て
計
画
的

に
収
集
・
保
存
を
行
う
。

庁
内
各
部
署
が
発
行
す
る
諸
計
画
な
ど
を
調

査
し
、
収
集
・
保
存
を
行
う
。

①
学
校
に
お

け
る
文
化
芸

術
鑑
賞
機
会

の
充
実

②
創
作
・
鑑

賞
活
動
の
充

実

学
校
と
歴
史
博
物

館
、
図
書
館
な
ど
と

の
連
携
に
よ
る
郷
土

学
習
の
充
実
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郷
土
の
自
然
や
歴

史
、
産
業
、
伝
統
文

化
な
ど
に
つ
い
て
、

生
き
た
学
習
が
で
き

る
よ
う
に
、
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
や
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
用
促
進

教
育
支
援
G
社
会
教
育
G

今
後
も
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
教
科
学

習
等
で
、
地
域
の
豊
か
な
人
材
の
活
用
を
図

る
。
ま
た
、
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
方
と
、

取
り
組
み
の
ね
ら
い
の
共
通
認
識
を
持
つ
必

要
が
あ
る
。

総
合
的
な
学
習
、
教
科
学
習
等
で
、
地
域
の

方
々
を
招
聘
し
、
米
や
野
菜
作
り
、
花
の
栽

培
、
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
な
ど
の
活
動
を

行
っ
た
。
ま
た
、
か
ん
こ
踊
り
等
の
伝
統
文

化
の
体
験
活
動
も
実
施
し
た
。

学
校
行
事
や
教
科
学
習
の
目
的
に
合
っ
た
ゲ

ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

の
確
保
と
、
内
容
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
ね
ら
い
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
教
科
学
習
等
を
通

し
て
、
地
域
の
豊
か
な
人
材
の
活
用
を
図

る
。
そ
の
際
、
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
方

と
、
取
組
の
ね
ら
い
の
共
通
理
解
を
図
り
な

が
ら
進
め
る
。

展
示
や
ス
ク
ー
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
よ

る
学
校
教
育
支
援
教
育
支
援
G
社
会
教
育
G
可
能
な
限
り
で
、
地
域
の
方
々
の
作
品
を
展

示
し
、
児
童
が
鑑
賞
で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
く
。

学
校
を
会
場
と
し
て
開
催
す
る
文
化
祭
に
お

い
て
、
ま
た
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
、
地
域
の
方
々
の
作
品
を
展
示
し
、
児
童

が
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
、
可
能
な
限
り
で
、
地
域
の
方
々
の

作
品
を
展
示
し
、
児
童
が
鑑
賞
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

可
能
な
限
り
で
、
地
域
の
方
々
の
作
品
を
展

示
し
、
児
童
が
鑑
賞
で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
く
。

地
域
の
伝
統
工
芸
品

や
特
産
物
な
ど
に
身

近
に
触
れ
、
実
際
に

つ
く
る
体
験
が
で
き

る
機
会
の
提
供

教
育
支
援
G

社
会
教
育
G

ま
ち
な
み
文
化

財
G
農
業
G

郷
土
の
文
化
や
産
業
に
関
す
る
施
設
に
つ
い

て
、
教
員
も
興
味
を
持
つ
と
と
も
に
、
事
前

指
導
を
行
う
。
ま
た
、
地
域
の
方
と
連
携
を

深
め
、
学
習
内
容
に
応
じ
て
様
々
な
方
に
協

力
を
依
頼
で
き
る
よ
う
な
関
係
づ
く
り
を
さ

ら
に
進
め
る
。

社
会
見
学
で
各
種
施
設
を
訪
問
し
、
亀
山
市

の
歴
史
・
文
化
・
産
業
に
つ
い
て
目
で
見
て

体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
学
習
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
招

き
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
お
話
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
生
き
方
や
思
い
に
つ
い
て
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。

年
間
計
画
に
取
組
の
目
的
を
位
置
づ
け
、
郷

土
の
文
化
や
産
業
に
関
す
る
施
設
に
つ
い

て
、
教
員
も
学
び
を
深
め
知
識
を
得
て
い
く

こ
と
や
、
学
習
内
容
に
合
致
す
る
よ
う
な
ゲ

ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
探
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

郷
土
の
文
化
や
産
業
に
関
す
る
施
設
に
つ
い

て
、
教
員
も
興
味
を
持
つ
と
と
も
に
、
事
前

指
導
を
行
う
。
ま
た
、
地
域
の
方
と
連
携
を

深
め
、
学
習
内
容
に
応
じ
て
様
々
な
方
に
協

力
を
依
頼
で
き
る
よ
う
な
関
係
づ
く
り
を
さ

ら
に
進
め
る
。

家
庭
教
育
講
座
や
広

報
啓
発
活
動
な
ど
の

充
実

教
育
支
援
G
社
会
教
育
G

図
書
館

幼
稚
園
・
小
学
校
で
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
読
書

リ
レ
ー
」
を
継
続
実
施
し
、
家
庭
で
の
読
書

習
慣
の
定
着
を
図
る
。
対
象
と
な
る
本
の
追

加
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
新
た

に
推
薦
図
書
を
紹
介
す
る
「
読
書
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
の
取
り
組
み
を
行
う
。

幼
稚
園
・
小
学
校
で
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
読
書
リ

レ
ー
」
に
取
り
組
み
、
6
0
1
家
族
が
参
加

し
た
。
リ
レ
ー
バ
ッ
グ
を
希
望
す
る
学
校
に

新
規
給
付
を
行
っ
た
。
幼
稚
園
、
保
育
園
、

認
定
こ
ど
も
園
、
小
学
校
に
お
い
て
「
読
書

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
取
組
を
始
め
た
。
ま
た
、

図
書
だ
よ
り
等
を
発
行
し
、
家
庭
へ
の
情
報

発
信
を
行
っ
た
。

今
後
も
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
読
書
リ
レ
ー
」
を
継

続
実
施
し
、
家
庭
で
の
読
書
習
慣
の
定
着
を

高
め
る
。
ま
た
、
「
読
書
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の

取
組
を
す
す
め
る
。

幼
稚
園
・
小
学
校
で
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
読
書

リ
レ
ー
」
を
継
続
実
施
し
、
家
庭
で
の
読
書

習
慣
の
定
着
を
図
る
。
ま
た
、
推
薦
図
書
を

紹
介
す
る
「
読
書
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
継
続
実

施
し
、
読
書
の
幅
を
広
げ
、
読
書
に
親
し
む

よ
う
に
取
組
を
進
め
る
。

教
育
支
援
G
社
会
教
育
G

図
書
館

フ
ァ
ミ
リ
ー
読
書
リ
レ
ー
を
継
続
し
て
実
施

す
る
。
各
校
の
取
組
に
つ
い
て
の
情
報
共
有

を
行
い
、
シ
ス
テ
ム
利
用
に
つ
い
て
の
研
修

会
の
実
施
す
る
。

学
校
図
書
館
支
援
事
業
に
お
い
て
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
読
書
リ
レ
ー
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
各

校
に
お
い
て
、
朝
の
読
書
タ
イ
ム
や
、
読
み

聞
か
せ
活
動
な
ど
、
日
常
的
な
読
書
指
導
に

取
り
組
ん
だ
。
図
書
館
情
報
協
議
会
や
学
校

司
書
等
研
修
会
に
お
い
て
各
校
の
取
組
の
交

流
を
行
っ
た
。
新
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
つ
い

て
も
研
修
会
を
も
っ
た
。

図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
効
果
的
な

読
書
指
導
の
あ
り
方
や
小
さ
い
頃
か
ら
読
書

に
親
し
ま
せ
る
た
め
の
取
組
を
継
続
し
て
行

う
必
要
が
あ
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
読
書
リ
レ
ー
や
読
書
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。
子
ど
も
の
読
書

習
慣
確
立
の
た
め
に
各
校
の
取
組
に
つ
い
て

情
報
共
有
を
行
っ
た
り
、
シ
ス
テ
ム
利
用
に

つ
い
て
の
研
修
会
を
実
施
し
た
り
す
る
。

図
書
館
市
民
活
動
団
体
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
本
を
通
し
て
親
子
で
触
れ
合
え
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
親
子
で
楽
し
め
る
図
書
館
ま
つ
り
を

開
催
し
た
。

図
書
館
ま
つ
り
の
実
施
時
間
や
内
容
を
充
実

し
て
い
き
た
い
が
、
会
場
と
し
て
使
用
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
お
り
、
限
界
が
あ

る
。

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
本
を
通
し
て
親
子
で
触
れ
合
え
る
イ

ベ
ン
ト
を
継
続
し
て
開
催
す
る
。

③
郷
土
学
習

の
充
実

④
家
庭
教
育

に
お
け
る
文

化
芸
術
の
振

興

子
ど
も
の
読
書
習
慣

の
定
着
と
親
子
の
触

れ
合
い
を
深
め
る
活

動
の
推
進
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（
７
）
生
活
文
化
の
充
実

施
策
項
目
施
策
の
内
容
担
当
G
関
連
部
署
・

関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

文
化
共
生
G
商
工
業
・
地
域

交
通
G

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
週
間
に
集
中

し
て
、
社
会
教
育
施
設
等
の
無
料
開
放
や
講

演
会
等
を
行
い
、
市
民
や
事
業
所
へ
啓
発
を

行
う
。

1
1
月
9
日
か
ら
1
1
月
2
4
日
ま
で
を
亀
山

市
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
週
間
と
し

て
位
置
付
け
、
社
会
教
育
施
設
等
の
無
料
開

放
や
、
親
子
で
楽
し
め
る
料
理
教
室
を
開
催

す
る
な
ど
、
家
族
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
機
会

を
増
や
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
地
域
活
動
や
、
家
族
と
の
ふ

れ
あ
い
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
そ
れ
ぞ

れ
の
価
値
観
に
応
じ
た
生
活
が
お
く
れ
る
よ

う
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推

進
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
週
間
に
集
中

し
て
、
社
会
教
育
施
設
等
の
無
料
開
放
や
講

演
会
等
を
行
い
、
市
民
や
事
業
所
へ
啓
発
を

行
う
。
ま
た
、
顕
著
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
事
業
者
等
を
広
く
紹
介
し
て
い
く
。

図
書
館
市
民
活
動
団
体

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
定
着
さ
せ
る
。

ま
た
、
除
籍
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
資
料
を
公
共

施
設
な
ど
へ
提
供
す
る
よ
う
情
報
発
信
を
す

る
。

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
を
得
な

が
ら
定
期
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
や
ク
リ
ス
マ
ス
時
期
に
特
別
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
資

料
の
公
共
施
設
等
へ
の
提
供
を
行
っ
た
。

今
後
も
継
続
し
て
実
施
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
親
子
や
地
域
の
絆
を
深
め
る
機
会
を

継
続
し
て
提
供
し
て
い
く
。

学
校
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
な
ど
を
活

用
し
、
子
ど
も
た
ち

が
生
活
文
化
に
触

れ
、
親
し
め
る
機
会

の
充
実

教
育
支
援
G

生
活
科
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
社
会
科

な
ど
で
の
学
習
時
に
、
体
験
活
動
を
重
視

し
、
生
活
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
計
画
的
に

設
定
す
る
。

生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
社
会
科

等
の
学
習
時
に
、
家
族
や
地
域
の
方
に
聞
き

取
り
を
行
う
な
ど
の
調
べ
学
習
を
し
た
。
ま

た
、
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
設
定
し
た
。

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
を
意
識
し
、
今

後
も
、
各
校
で
の
取
組
を
継
続
す
る
た
め
、

子
ど
も
の
実
態
や
課
題
、
活
動
の
ね
ら
い
な

ど
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
。

生
活
科
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
社
会
科

な
ど
で
の
学
習
時
に
、
体
験
活
動
を
重
視

し
、
生
活
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
計
画
的
に

設
定
す
る
。

民
話
や
言
い
伝
え
、

わ
ら
べ
う
た
、
方
言

な
ど
に
つ
い
て
、
冊

子
や
音
声
な
ど
に
よ

る
記
録
化
の
推
進

歴
史
博
物
館

開
催
前
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
当
日

の
補
助
分
担
を
明
確
に
す
る
。

ま
ち
な
み
文
化
財
G
主
体
で
行
う
心
形
刀
流

関
連
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
補
助
を
行
っ
た
。

ま
ち
な
み
文
化
財
G
主
体
で
行
う
心
形
刀
流

関
連
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
補
助
を
行
う
た
め

に
、
引
き
続
き
連
携
を
は
か
る
。

開
催
前
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
当
日

の
補
助
分
担
を
明
確
に
す
る
。

文
化
共
生
G

か
め
や
ま
文
化
年
2
0
2
0
の
事
業
検
討
に
お

い
て
、
地
域
で
培
わ
れ
て
き
た
文
化
な
ど
を

取
り
上
げ
る
等
引
き
続
き
検
討
す
る
。

か
め
や
ま
文
化
年
2
0
2
0
の
事
業
に
お
い

て
、
地
域
の
文
化
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

機
会
を
設
け
る
よ
う
検
討
し
た
。

地
域
で
培
わ
れ
て
き
た
文
化
な
ど
を
取
り
上

げ
る
機
会
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

か
め
や
ま
文
化
年
2
0
2
0
の
事
業
に
お
い

て
、
ま
ち
の
伝
説
や
風
習
な
ど
暮
ら
し
の
中

で
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
文
化
を
紹
介
す

る
。

歴
史
博
物
館
教
育
支
援
G

1
1
月
1
5
日
に
井
田
川
小
学
校
を
会
場
に
移

動
展
示
を
開
催
す
る
た
め
の
出
品
資
料
の
選

定
を
行
う
。
亀
山
高
校
の
日
本
史
授
業
と
の

連
携
を
は
か
る
た
め
に
担
当
教
員
と
打
合
せ

を
進
め
る
。

歴
史
博
物
館
　
IN
　
井
田
川
小
学
校
で
は
、

全
校
児
童
、
保
護
者
、
地
域
あ
わ
せ
て
９
９

３
人
が
展
示
を
利
用
し
た

亀
山
高
校
で
は
選
択
科
目
の
日
本
史
授
業
を

２
時
間
行
っ
た

小
学
校
に
よ
っ
て
は
、
地
域
と
一
緒
に
開
催

す
る
文
化
祭
の
と
き
の
開
催
日
を
計
画
し
て

い
る
が
、
歴
史
博
物
館
と
の
館
行
事
と
重
な

る
と
き
が
あ
り
、
調
整
に
時
間
が
か
か
る
た

め
、
相
当
早
い
時
期
か
ら
校
長
会
へ
の
相
談

や
、
次
回
開
催
会
場
の
検
討
を
す
る
必
要
が

で
て
き
た
。

５
月
１
５
日
に
昼
生
小
学
校
で
開
催
を
計
画

し
て
い
る

地
元
の
安
心
・
安
全

な
食
材
を
じ
っ
く
り

味
わ
う
「
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
」
運
動
の
推

進

健
康
づ
く
り
G
亀
山
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議

会

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
と
連
携
し
、
市
内

で
採
れ
た
食
材
を
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
地
元
の
安
心
・
安
全
な
食

材
の
利
用
へ
と
つ
な
げ
る
。

ま
た
、
幼
児
期
に
お
け
る
食
生
活
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
を
継
続
的
に
行
う
。

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
協
力
の
も
と
、
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
料
理
講
習
会
（
5
回
、
8
7
人
）

と
地
域
で
の
料
理
講
習
会
（
5
4
回
、
5
3
２
人
）

を
開
催
し
た
。
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
料
理
講
習

会
で
は
、
ま
た
、
市
内
で
採
れ
た
食
材
を
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
、
安
心
・
安
全
な
食
生
活
の
推
進

に
つ
な
げ
た
。

ま
た
、
幼
児
健
康
診
査
時
に
食
生
活
に
つ
い
て
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
（
２
４
回
、
8
7
7
人
）

し
、
幼
児
期
に
お
け
る
食
生
活
の
重
要
性
を
周
知

し
た
。

引
き
続
き
、
地
域
で
の
料
理
講
習
会
が
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

ま
た
、
幼
児
期
か
ら
の
食
生
活
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
継
続
的
に
周
知
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
の
活
動
に
つ
い
て
広
く
周
知

し
て
い
く
。

ま
た
、
幼
児
期
に
お
け
る
食
生
活
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
を
継
続
的
に
行
う
。

健
康
づ
く
り
G

亀
山
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議

会

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
と
連
携
し
、
市
内

で
採
れ
た
食
材
を
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
地
元
の
安
心
・
安
全
な
食

材
の
利
用
へ
と
つ
な
げ
る
。

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
会
員
に
よ
る
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
料
理
講
習
会
（
5
回
、

8
7
人
）
や
地
域
で
の
料
理
講
習
会
（
5
4

回
、
5
3
2
人
）
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
市

内
で
採
れ
た
食
材
を
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
安

心
・
安
全
な
食
生
活
の
推
進
に
つ
な
げ
た
。

引
き
続
き
、
地
域
で
の
料
理
講
習
会
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
の
活
動
に
つ
い
て
広
く
周
知

し
て
い
く
。

①
暮
ら
し
に

根
づ
い
た
文

化
の
推
進

生
活
の
知
恵
や
昔
の

遊
び
、
ま
ち
の
伝
説

や
風
習
な
ど
暮
ら
し

の
中
で
受
け
継
が
れ

て
き
た
文
化
の
紹
介

と
支
援

郷
土
料
理
や
行
事

食
、
食
習
慣
を
食
文

化
と
し
て
伝
達
す
る

取
り
組
み
の
充
実

家
族
の
時
間
づ
く
り

な
ど
を
活
用
し
、
親

子
の
絆
、
地
域
の
絆

を
深
め
る
機
会
の
充

実
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社
会
教
育
G

施
設
・
保
健

給
食
G

産
業
振
興
課
農
業
G
と
の
連
携
や
委
託
業
者

と
の
協
議
を
継
続
し
、
「
か
め
や
ま
っ
子
給

食
」
を
年
2
0
回
、
「
地
物
が
一
番
み
え
の

日
」
を
年
１
2
回
実
施
す
る
。

自
校
方
式
及
び
セ
ン
タ
ー
方
式
の
給
食
に
お

い
て
、
市
内
産
・
県
内
産
の
食
材
を
使
用
し

た
「
か
め
や
ま
っ
子
給
食
」
を
年
２
０
回
実

施
し
た
。
ま
た
、
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
の
給
食

に
お
い
て
は
、
県
内
産
の
食
材
を
使
用
し
た

「
地
物
が
一
番
み
え
の
日
」
を
年
１
２
回
実

施
し
た
。

今
後
も
定
期
的
に
市
内
産
・
県
内
産
食
材
を

給
食
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

産
業
振
興
課
農
業
G
と
連
携
し
、
生
産
者
や

納
入
業
者
と
の
調
整
や
委
託
業
者
と
の
協
議

を
継
続
し
、
実
施
回
数
の
増
加
を
検
討
し
て

い
く
。

産
業
振
興
課
農
業
G
と
の
連
携
や
生
産
者
と

の
協
議
を
継
続
し
、
「
か
め
や
ま
っ
子
給

食
」
の
実
施
回
数
の
増
加
を
検
討
す
る
。
ま

た
、
「
地
物
が
一
番
み
え
の
日
」
を
年
１
2

回
実
施
す
る
。

子
ど
も
総
務
G

地
産
地
消
や
旬
の
食
材
を
重
視
し
た
給
食
を

提
供
す
る
。
お
誕
生
日
会
や
節
分
、
節
句
な

ど
に
合
せ
、
行
事
食
を
提
供
す
る
。
各
家
庭

へ
食
育
だ
よ
り
を
発
行
し
、
継
続
し
て
食
へ

の
意
識
啓
発
を
図
る
。

地
産
地
消
や
旬
の
食
材
を
重
視
し
た
給
食
を

提
供
し
た
り
、
お
誕
生
日
会
や
節
分
、
節
句

な
ど
に
合
せ
、
行
事
食
を
提
供
す
る
よ
う
努

め
た
。
各
家
庭
へ
食
育
だ
よ
り
を
発
行
し
、

継
続
し
て
食
へ
の
意
識
啓
発
を
図
っ
た
。

地
産
地
消
の
重
要
性
や
行
事
食
等
の
食
文
化

に
つ
い
て
家
庭
に
情
報
提
供
す
る
な
ど
、
継

続
的
な
意
識
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

旬
の
食
材
を
用
い
た
献
立
作
成
を
心
が
け
、

可
能
な
限
り
地
産
地
消
や
行
事
食
の
提
供
を

推
進
す
る
。
地
産
地
消
の
重
要
性
や
行
事
食

に
つ
い
て
の
内
容
を
食
育
だ
よ
り
に
掲
載

し
、
情
報
提
供
を
図
る
。

健
康
づ
く
り
G

亀
山
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議

会

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
と
連
携
し
、
市
内

で
採
れ
た
食
材
を
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
地
元
の
安
心
・
安
全
な
食

材
の
利
用
へ
と
つ
な
げ
る
。

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
会
員
に
よ
る
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
料
理
講
習
会
（
5
回
、

8
7
人
）
や
地
域
で
の
料
理
講
習
会
（
5
4

回
、
5
3
2
人
）
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
市

内
で
採
れ
た
食
材
を
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
安

心
・
安
全
な
食
生
活
の
推
進
に
つ
な
げ
た
。

引
き
続
き
、
地
域
で
の
料
理
講
習
会
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
の
活
動
に
つ
い
て
広
く
周
知

し
て
い
く
。

地
域
ま
ち
づ

く
り
G
亀
山
市
自
治
会

連
合
会

亀
山
市
自
治
会
連
合
会
は
、
平
成
３
１
年
度

に
お
い
て
も
「
食
の
祭
典
」
の
開
催
を
計
画

し
、
市
内
外
の
企
業
か
ら
の
参
加
も
予
定
し

て
い
る
。
引
き
続
き
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
各
自
治
会
や
各
種
団
体
の
主
体
的

な
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

各
種
団
体
の
協
賛
、
協
力
を
得
て
、
自
治
会

連
合
会
主
催
に
よ
る
「
食
の
祭
典
・
市
民
の

集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
市
と
し
て
自
治
会
連

合
会
補
助
金
の
交
付
と
事
務
局
支
援
を
行
っ

た
。
市
民
に
定
着
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、

市
内
外
よ
り
訪
れ
た
来
場
者
や
住
民
相
互
の

交
流
が
図
ら
れ
た
。

「
食
の
祭
典
・
市
民
の
集
い
」
の
事
業
経
費

は
、
市
が
交
付
す
る
自
治
会
連
合
会
補
助
金

に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
開
催
規
模
や
内
容

は
補
助
金
額
に
左
右
さ
れ
る
が
、
自
治
会
連

合
会
が
事
業
を
実
施
す
る
限
り
支
援
し
て
い

く
。

食
文
化
の
伝
承
及
び
創
造
に
関
す
る
市
民
の

主
体
的
な
活
動
で
あ
る
、
自
治
会
連
合
会
が

主
催
す
る
「
食
の
祭
典
・
市
民
の
集
い
」
な

ど
を
支
援
す
る
。

高
齢
者
支
援
G
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

引
き
続
き
講
師
を
派
遣
し
て
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
新
た
な
参
加
者
が
増
え
る
よ
う
普

及
啓
発
に
努
め
る
。

平
成
2
8
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た
養
成
講

座
を
終
了
し
た
３
団
体
へ
継
続
し
て
支
援
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
活
動
の
継
続
に

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

新
た
な
参
加
者
や
団
体
が
増
え
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
啓
発
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
市
全
域
で
実
施
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
を
検
討
す
る
。

健
康
づ
く
り
G
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

住
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
で
の
健
康
づ
く

り
活
動
の
輪
が
広
が
る
よ
う
、
地
域
の
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
し

て
い
く
。

健
康
づ
く
り
応
援
隊
養
成
講
座
を
修
了
し
た

地
区
に
お
け
る
フ
ォ
ロ
ー
教
室
を
行
っ
た
。

（
昼
生
地
区
１
回
、
神
辺
地
区
２
回
、
野
登

地
区
１
回
）

健
康
づ
く
り
応
援
隊
養
成
講
座
終
了
後
の
地

域
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
は
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

住
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
で
の
健
康
づ
く

り
活
動
の
輪
が
広
が
る
よ
う
、
地
域
の
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
し

て
い
く
。

ま
ち
な
み
文

化
財
G

亀
山
市
観
光
協

会 自
治
会

地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

歴
史
探
索
等
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
職
員
を
講

師
と
し
て
派
遣
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
の
充
実
を
図
る
。

金
王
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
開
催
に
あ
た
り
、

地
元
案
内
人
の
打
合
せ
会
に
職
員
を
派
遣
す

る
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
支
援
を
行
っ

た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
市
内
各

地
に
広
げ
る
。

歴
史
探
索
等
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
職
員
を
講

師
と
し
て
派
遣
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
の
充
実
を
図
る
。

健
康
づ
く
り
G

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
、
健

康
づ
く
り
応
援
隊
養
成
講
座
を
修
了
し
た
地

区
に
お
け
る
フ
ォ
ロ
ー
教
室
等
で
周
知
を

行
っ
て
い
く
。

フ
ォ
ロ
ー
教
室
で
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
方
法

に
つ
い
て
周
知
し
、
健
康
増
進
普
及
月
間
の

9
月
か
ら
開
始
し
た
運
動
教
室
で
は
、
２
回

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
テ
ー
マ
に
講
座
を
行
っ

た
。

講
座
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
継
続
し
た

活
動
に
つ
な
が
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
啓
発

が
必
要
で
あ
る
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
、
運

動
教
室
等
で
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

②
食
文
化
の

継
承
、
創
造

③
健
康
文
化

の
推
進

保
育
所
や
学
校
に
お

い
て
、
旬
の
食
材
や

行
事
食
な
ど
を
取
り

入
れ
た
「
か
め
や

ま
っ
子
」
給
食
の
実

施 歴
史
探
索
な
ど
を
取

り
入
れ
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
普
及

食
文
化
の
伝
承
及
び

創
造
に
関
す
る
市
民

の
主
体
的
な
活
動
の

支
援

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

な
ど
で
の
健
康
づ
く

り
活
動
の
促
進
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健
康
増
進
や
体
力
づ

く
り
の
た
め
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や

教
室
な
ど
の
機
会
の

充
実

ス
ポ
ー
ツ
推

進
G

「
S
O
M
P
O
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
in
亀

山
」
を
開
催
し
、
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
連
携
機
構

に
所
属
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
指

導
の
下
、
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
体
験
し
な

が
ら
、
基
本
的
な
技
術
の
習
得
や
技
術
力
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
機
会
を
提
供
し
、
次
世
代
の

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
支
援
す

る
。

当
日
、
幼
児
を
含
む
親
子
や
小
学
生
２
２
２

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
参
加
者
が
「
体
験
し

た
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を
持
っ
た
」
と
答
え
る

等
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
、
自
ら
の
豊
か

な
経
験
と
卓
越
し
た
技
術
を
も
と
に
、
講
話

や
指
導
等
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体

的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
態
度
や
習
慣
を
身

に
付
け
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

引
き
続
き
、
健
康
文
化
の
推
進
の
た
め
、
各

種
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
事
業
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

市
内
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
、
運
動
施
設

指
定
管
理
者
の
取
組
み
を
支
援
し
、
誰
も
が

気
軽
に
取
り
組
め
て
、
継
続
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
や
運
動
の
機
会
の
提
供
す
る
。
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（
８
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
情
報
発
信

施
策
項
目
施
策
の
内
容
担
当
G
関
連
部
署
・

関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

文
化
情
報
の
発
信
に

地
域
住
民
の
意
見
が

反
映
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
推
進

情
報
統
計
G

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
未
開
設
の
団
体
に
対
し
、

様
々
な
支
援
の
周
知
を
行
う
な
ど
、
開
設
を

促
し
て
い
く
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
未
開
設
の
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
に
対
し
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
制
度
の
周
知
を
行
う
な
ど
個
別

に
働
き
か
け
、
開
設
を
促
し
た
。

全
地
区
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
立
ち
上
げ
に
は

至
っ
て
い
な
い
た
め
、
既
存
の
支
援
制
度
を

活
用
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
支
援
す
る
必
要

が
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
未
開
設
の
団
体
に
対
し
、

様
々
な
支
援
の
周
知
を
行
う
な
ど
、
開
設
を

促
し
て
い
く
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な

ど
を
活
用
し
た
文
化

情
報
の
発
信

広
報
秘
書
G
文
化
共
生
G

市
民
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
市
民
活
動
団
体
の
協

力
な
ど
に
よ
り
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
番
組

づ
く
り
を
行
う
。
市
外
へ
の
情
報
発
信
や
新

た
な
交
流
促
進
の
た
め
、
伊
賀
市
、
甲
賀
市

と
の
番
組
交
換
を
行
う
。

小
学
生
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
初
め
て
起
用
し
、

市
民
に
親
し
ま
れ
る
番
組
づ
く
り
を
行
う
ほ

か
、
亀
山
高
校
の
参
画
を
得
て
、
歴
史
博
物

館
企
画
展
に
関
す
る
番
組
制
作
を
行
っ
た
。

ま
た
、
日
本
書
紀
編
さ
ん
1
3
0
0
年
の
節
目

を
記
念
し
、
本
市
の
魅
力
で
あ
る
「
日
本
武

尊
・
弟
橘
媛
」
関
連
の
特
集
番
組
を
制
作
し

た
。
さ
ら
に
、
い
こ
か
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
交
流
人
口
の
増
加
を
目
的
に
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
告
知
番
組
を
各
市
で
年
4
回
実

施
し
た
。

市
民
に
親
し
ま
れ
る
番
組
づ
く
り
を
継
続
し

て
行
う
と
と
も
に
、
本
市
の
魅
力
を
伝
え
る

動
画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
て

発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
交
流

人
口
の
拡
大
を
狙
い
、
継
続
し
て
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

番
組
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
市
民
活
動
団
体
の
協

力
な
ど
に
よ
り
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
番
組

づ
く
り
を
行
う
。
市
内
外
に
対
し
て
訴
求
力

の
あ
る
動
画
を
市
H
P
等
で
情
報
発
信
す

る
。
市
外
へ
の
情
報
発
信
や
新
た
な
交
流
促

進
の
た
め
、
伊
賀
市
、
甲
賀
市
と
の
番
組
交

換
を
行
う
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
通
じ
た
各
文
化

施
設
に
お
け
る
イ
ベ

ン
ト
案
内
や
利
用
案

内
な
ど
の
情
報
発
信

の
充
実

広
報
秘
書
G
文
化
共
生
G

広
報
に
掲
載
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
案
内
で
き
る
よ
う
、
広
報
紙
の

発
行
時
に
確
認
す
る
。
ま
た
、
研
修
を
開
催

し
、
引
き
続
き
積
極
的
な
情
報
発
信
を
促

す
。

広
報
で
案
内
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
開

催
月
の
前
月
末
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ベ

ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
た
。
ま
た
、
広

報
研
修
（
３
月
２
日
開
催
）
に
お
い
て
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
魅
力
的
な
情
報
発
信

方
法
や
報
道
機
関
へ
の
情
報
提
供
を
紹
介
し

た
。

情
報
発
信
の
充
実
に
向
け
、
そ
の
必
要
性
や

効
果
的
な
手
法
等
を
職
員
が
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
。

文
化
施
設
の
所
管
部
署
に
お
け
る
、
積
極
的

な
情
報
発
信
を
促
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
研

修
を
開
催
し
、
情
報
発
信
方
法
を
具
体
的
に

学
ぶ
機
会
を
設
け
る
。

高
齢
者
、
障
が
い
者

な
ど
に
分
か
り
や
す

い
文
化
情
報
の
提
供
広
報
秘
書
G
文
化
共
生
G

引
き
続
き
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応

が
不
十
分
な
箇
所
が
確
認
さ
れ
次
第
、
修
正

を
行
う
。
ま
た
、
研
修
を
開
催
し
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
に
分
か
り
や
す
い
情
報
の

提
供
を
促
す
。

ペ
ー
ジ
の
更
新
時
等
に
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
へ
の
対
応
が
必
要
な
箇
所
が
確
認
さ
れ

た
際
は
、
随
時
修
正
や
説
明
を
行
っ
た
。
ま

た
、
広
報
研
修
（
3
月
2
日
開
催
）
に
お
い

て
、
視
覚
障
が
い
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
す
る
様
子
を
紹
介
す
る
動
画
も
用
い
、

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
を
図
っ
た
。

表
や
画
像
の
説
明
挿
入
、
文
章
の
長
さ
や
掲

載
デ
ー
タ
の
量
な
ど
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
に
配
慮
が
必
要
な
箇
所
が
ま
だ
散
見
さ

れ
る
。
ま
た
、
階
層
が
深
く
、
情
報
が
探
し

づ
ら
い
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

引
き
続
き
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応

が
不
十
分
な
箇
所
が
確
認
さ
れ
次
第
、
修
正

を
行
う
ほ
か
、
研
修
を
開
催
し
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
に
分
か
り
や
す
い
情
報
の
提

供
を
促
す
。
ま
た
、
令
和
３
年
4
月
予
定
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
、
カ

テ
ゴ
リ
ー
や
階
層
の
見
直
し
を
行
い
、
よ
り

情
報
を
探
し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

①
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
利
用
し

た
文
化
情
報

の
発
信

②
文
化
活
動

情
報
の
共
有

体
制
の
構
築
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地
域
の
文
化
資
産
を

電
子
デ
ー
タ
化
し
た

先
駆
的
な
デ
ジ
タ
ル

市
史
の
積
極
的
な
活

用

歴
史
博
物
館

故
尾
崎
隆
氏
遺
品
調
査
は
1
2
回
の
調
査
を

確
実
に
行
う
。

そ
の
他
の
家
分
け
史
資
料
調
査
は
調
査
員
と

連
携
し
て
、
3
0
回
の
調
査
を
確
実
に
行

う
。

家
分
け
史
資
料
調
査
は
３
０
回
の
調
査
が
終

わ
っ
た
、
故
尾
崎
隆
氏
遺
品
調
査
は
１
回
で

あ
っ
た

調
査
の
終
わ
っ
た
家
分
け
史
資
料
に
つ
い

て
、
史
料
群
概
要
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
目
録
と
史
料
群
概
要
を
所
蔵
者
へ
渡
し
。
今

後
の
保
存
管
理
に
つ
い
て
の
検
討
を
す
る

地
域
に
伝
わ
る
文
化

財
や
伝
統
芸
能
な
ど

の
情
報
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
や
、
画
像

で
の
保
存
、
無
形
文

化
資
産
の
映
像
に
よ

る
保
存
な
ど
電
子

デ
ー
タ
化
の
推
進

ま
ち
な
み
文

化
財
G

地
域
に
伝
わ
る
文
化
財
や
伝
統
芸
能
な
ど

で
、
か
つ
て
地
元
で
記
録
さ
れ
残
さ
れ
て
い

る
映
像
記
録
の
発
掘
を
行
う
。

作
成
し
た
記
録
映
像
を
歴
史
博
物
館
で
上
映

す
る
な
ど
普
及
啓
発
に
努
め
た
。

過
去
に
作
成
し
た
記
録
映
像
の
普
及
・
周
知

と
、
後
継
者
育
成
の
た
め
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
る
。

地
域
に
伝
わ
る
文
化
財
や
伝
統
芸
能
な
ど

で
、
か
つ
て
地
元
で
記
録
さ
れ
残
さ
れ
て
い

る
映
像
記
録
の
発
掘
を
行
う
。

地
域
の
文
化
活
動
の

紹
介
や
文
化
人
、
文

化
資
源
な
ど
、
地
域

の
身
近
な
情
報
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と

活
用
促
進

文
化
共
生
G

引
き
続
き
、
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
文
化
活

動
に
つ
い
て
情
報
収
集
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
活
動
内
容
や
実
績
に
つ
い
て
、
活
用
す
る

方
法
を
検
討
す
る
。

地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
文
化
活
動
に
つ
い
て

情
報
収
集
を
行
い
、
か
め
や
ま
文
化
年

2
0
2
0
で
の
事
業
展
開
へ
と
繋
げ
た
。

地
域
の
文
化
に
関
す
る
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
や
発
信
方
法
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

引
き
続
き
、
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
文
化
活

動
に
つ
い
て
情
報
収
集
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
活
動
内
容
や
実
績
に
つ
い
て
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
等
を
活
用
し
、
情
報
発
信
し
て
い

く
。

③
地
域
の
文

化
資
産
の

デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
と
活
用
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（
９
）
文
化
と
産
業
経
済
の
融
合

施
策
項
目
施
策
の
内
容
担
当
G
関
連
部
署
・

関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

商
工
業
・
地

域
交
通
G

亀
山
商
工
会
議

所 農
業
G

引
き
続
き
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
（
出
展
等
）
を
捉
え
て
情
報
発

信
を
図
る
。
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
パ
ー
ク
の
春
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
市
交
流
自
治
体
を
招
い
て
２

年
連
続
２
回
目
の
特
産
品
フ
ェ
ア

（
4
/
2
7
）
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

引
き
続
き
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
（
出
展
等
）
を
捉
え
て
情
報
発

信
を
図
る
。
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
パ
ー
ク
の
春
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
市
交
流
自
治
体
を
招
い
て
２

年
連
続
２
回
目
の
特
産
品
フ
ェ
ア

（
4
/
2
7
）
を
実
施
し
た
。

継
続
し
て
関
係
団
体
と
連
携
し
た
効
果
的
か

つ
積
極
的
な
情
報
発
信
が
必
要
で
あ
る
。

引
き
続
き
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
（
出
展
等
）
を
捉
え
て
情
報
発

信
を
図
る
。

農
業
G

亀
山
市
茶
業
組

合 亀
山
青
空
お
茶

ま
つ
り
実
行
委

員
会

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
亀
山
茶
カ
フ
ェ
の
開
催

を
通
じ
て
、
広
く
亀
山
茶
の
消
費
拡
大
に
結

び
付
く
Ｐ
Ｒ
を
継
続
す
る
。

茶
業
組
合
主
催
の
亀
山
茶
カ
フ
ェ
や
お
茶
の

入
れ
方
教
室
な
ど
の
開
催
を
支
援
し
、
広
く

亀
山
茶
の
P
R
を
行
い
、
お
茶
に
関
心
を

も
っ
て
も
ら
う
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。
ま

た
、
亀
山
大
市
に
茶
業
組
合
で
出
店
し
、
幅

広
い
世
代
に
亀
山
茶
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会

と
な
っ
た
。

亀
山
茶
の
消
費
拡
大
に
結
び
付
く
た
め
の
効

果
的
な
P
R
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
市
内

だ
け
で
な
く
、
市
外
・
県
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
も

力
を
入
れ
る
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
亀
山
茶
カ
フ
ェ
の
開
催

を
通
じ
て
、
広
く
亀
山
茶
の
消
費
拡
大
に
結

び
付
く
Ｐ
Ｒ
を
継
続
す
る
。

「
環
境
に
や
さ
し
い

も
の
づ
く
り
」
な

ど
、
亀
山
市
に
根
づ

い
た
先
端
技
術
産
業

の
育
成

商
工
業
・
地

域
交
通
G
亀
山
商
工
会
議

所

市
や
支
援
機
関
が
行
う
支
援
事
業
や
助
成
制

度
に
つ
い
て
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
、
関
係

機
関
と
も
連
携
し
、
効
果
的
な
情
報
発
信
を

行
う
。

市
内
中
小
企
業
を
対
象
と
し
た
専
門
家
に
よ

る
経
営
支
援
事
業
や
設
備
投
資
に
か
か
る
資

金
繰
り
支
援
制
度
な
ど
に
よ
り
、
企
業
の
事

業
活
動
を
支
援
し
た
。

ま
た
、
平
成
3
0
年
に
策
定
し
た
導
入
促
進

計
画
に
基
づ
き
、
中
小
企
業
が
生
産
性
向
上

を
目
的
に
策
定
し
た
先
端
設
備
等
導
入
計
画

の
認
定
を
行
っ
た
。

電
話
問
合
せ
等
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
対
応
だ

け
で
な
く
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
充

実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

市
だ
け
で
な
く
県
や
支
援
機
関
が
行
う
支
援

事
業
や
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
様
々
な
機
会

を
捉
え
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
効
果
的

な
情
報
発
信
を
行
う
。

地
域
の
特
産
を
ブ
ラ

ン
ド
に
し
た
産
業
の

育
成
支
援

商
工
業
・
地

域
交
通
G

亀
山
商
工
会
議

所 農
業
G

引
き
続
き
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
取
組

み
を
支
援
す
る
。

関
係
団
体
（
亀
山
商
工
会
議
所
・
亀
山
市
観

光
協
会
）
と
連
携
を
図
り
、
取
組
み
を
支
援

し
た
。

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
た
め
に
関
係
団
体

と
更
な
る
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

引
き
続
き
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
取
組

み
を
支
援
す
る
。

地
域
産
材
の
利
用
や

森
林
関
係
団
体
な
ど

と
の
連
携
に
よ
る

「
木
造
文
化
」
の
保

存
、
普
及

森
林
林
業
G
住
ま
い
推
進
G

「
市
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
方
針
」
に
基

づ
き
、
公
共
施
設
の
木
造
化
・
木
質
化
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
関
連
部
署
と
連
携

し
て
推
進
す
る
。

ま
た
、
森
林
・
木
材
関
係
団
体
と
連
携
し
、

木
の
良
さ
や
木
材
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

市
民
に
森
林
と
木
材
と
触
れ
合
う
機
会
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
市
広
報
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
よ
る
啓
発
や
広
く
市
民

に
普
及
す
る
よ
う
な
新
た
な
啓
発
活
動
を
さ

ら
に
検
討
す
る
。

「
市
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
方
針
」
に
基

づ
き
、
公
共
施
設
の
木
造
化
・
木
質
化
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
設
計
段
階
で
関
連
部
署
と
地

元
産
材
の
使
用
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
〇
県
産
材
利
用
公
共
建
築
物
新
築
件
数
：

２
件

木
の
良
さ
や
木
材
の
利
用
を
市
民
や
特
に
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
、
森
林
・
木
材
関

係
団
体
と
連
携
し
森
林
と
木
材
と
触
れ
合
う

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
市
内
幼

稚
園
・
保
育
園
計
２
園
に
お
い
て
木
育
教
室

を
開
催
し
た
。

　
〇
開
催
回
数
：
２
回

材
木
置
場
や
製
材
工
場
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー

を
実
施
し
、
木
材
流
通
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
っ
た
。
見
学
後
、
木
工
教
室
を
実
施
し
、

参
加
者
に
木
材
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
い

た
。
　
参
加
者
：
８
組
　
１
６
名

市
民
に
木
の
良
さ
や
木
材
の
利
用
を
伝
え
る

た
め
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
み
の
普
及
で
は
一

部
の
者
に
限
ら
れ
る
た
め
、
広
く
市
民
に
普

及
す
る
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

「
市
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
方
針
」
に
基

づ
き
、
公
共
施
設
の
木
造
化
・
木
質
化
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
関
連
部
署
と
連
携

し
て
推
進
す
る
。

ま
た
、
森
林
・
木
材
関
係
団
体
と
連
携
し
、

木
の
良
さ
や
木
材
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

市
民
に
森
林
と
木
材
と
触
れ
合
う
機
会
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
市
広
報
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
よ
る
啓
発
や
広
く
市
民

に
普
及
す
る
よ
う
な
新
た
な
啓
発
活
動
を
さ

ら
に
検
討
す
る
。

鈴
鹿
川
等
源
流
の
森
林
づ
く
り
協
議
会
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
・
事

業
者
へ
の
啓
発
活
動
を
検
討
す
る
。

①
文
化
関
連

産
業
の
育
成

「
ろ
う
そ
く
」
「
亀

山
茶
」
な
ど
の
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
向
上

と
情
報
発
信
の
充
実
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職
人
の
技
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
き
た
伝

統
工
芸
、
食
文
化
な

ど
の
保
存
、
育
成

ま
ち
な
み
文

化
財
G

N
P
O
法
人
亀
山

文
化
資
産
研
究

会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
亀
山
文
化
資
産
研
究
会
」
の

活
動
を
支
援
す
る
。

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
修
理
修
景
事
業
等
を

継
続
し
て
実
施
す
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
亀
山
文
化
資
産
研
究
会
」
の

会
議
に
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、
活
動
支
援

を
行
っ
た
。

関
宿
に
お
け
る
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
修
理

修
景
事
業
を
通
し
て
、
建
築
士
・
技
能
者
の

養
成
を
行
っ
た
。

活
動
支
援
を
継
続
的
に
行
う
と
と
も
に
、
活

動
の
場
で
あ
る
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
修
理

修
景
事
業
等
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
亀
山
文
化
資
産
研
究
会
」
の

活
動
を
支
援
す
る
。

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
修
理
修
景
事
業
等
を

継
続
し
て
実
施
す
る
。

「
企
業
メ
セ
ナ
」
な

ど
民
間
の
支
援
活
動

の
促
進

商
工
業
・
地

域
交
通
G
文
化
共
生
G
引
き
続
き
研
究
を
行
う
。

研
究
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
情
報
収
集
に

努
め
た
。

民
間
の
支
援
活
動
を
ど
の
よ
う
に
促
進
し
て

い
く
の
か
収
集
し
た
情
報
を
基
に
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

民
間
の
支
援
活
動
の
促
進
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
に
、
引
き
続
き
研
究
を
行
う
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G
文
化
共
生
G

若
者
・
女
性
の
創
業
を
積
極
的
に
支
援
す
る

た
め
、
昨
年
度
創
設
し
た
空
き
店
舗
等
活
用

支
援
事
業
補
助
金
制
度
を
拡
充
し
、
空
き
店

舗
等
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
に
ぎ
わ
い

の
創
出
を
支
援
す
る
。

東
町
商
店
街
振
興
組
合
と
連
携
し
、
東
海
道

の
お
ひ
な
さ
ま
等
に
よ
る
、
空
き
店
舗
等
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
を
支
援
し

た
。
ま
た
、
若
者
・
女
性
の
創
業
を
積
極
的
に
支

援
す
る
た
め
、
昨
年
度
創
設
し
た
空
き
店
舗

等
活
用
支
援
事
業
補
助
金
制
度
を
拡
充
し
、

２
事
業
者
に
対
し
支
援
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

関
係
団
体
と
継
続
し
て
連
携
し
、
空
き
店
舗

等
を
活
用
し
た
事
業
に
関
す
る
支
援
体
制
を

確
立
し
、
事
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
支
援

す
る
必
要
が
あ
る
。

若
者
・
女
性
の
創
業
を
積
極
的
に
支
援
す
る

た
め
、
昨
年
度
拡
充
し
た
空
き
店
舗
等
活
用

支
援
事
業
補
助
金
制
度
に
よ
り
、
空
き
店
舗

等
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
に
ぎ
わ
い
の

創
出
を
支
援
す
る
。

文
化
共
生
G
商
工
業
・
地
域

交
通
G

文
化
年
2
0
2
0
に
向
け
て
、
空
き
店
舗
活
用

に
向
け
て
検
討
す
る
。

か
め
や
ま
文
化
年
2
0
2
0
に
向
け
て
、
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
プ
レ
事
業
と
し
て
、
空
き
店
舗

等
を
活
用
し
た
展
覧
会
を
開
催
し
た
。

今
後
も
継
続
し
て
空
き
店
舗
の
活
用
す
る
事

業
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
。

文
化
年
2
0
2
0
に
お
い
て
、
空
き
店
舗
等
を

活
用
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
亀
山
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
2
0
実
行
委
員
会
を
支
援

す
る
。

ま
ち
づ
く
り
観
光
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推

進
観
光
交
流
G

亀
山
市
観
光
協

会 亀
山
商
工
会
議

所

市
内
随
一
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
関
宿
の

モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
観
光
協
会
と
連
携
し
設

定
。
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
閲
覧
数
で

あ
る
三
重
県
観
光
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
た
特
設
サ
イ
ト
を
作
成
し
、
掲
載
し

た
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
も
、
順
次
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
幅
広
い
モ
デ
ル
コ
ー
ス

の
設
定
が
必
要
。

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
整
理
を
行
う
。

J
R
亀
山
駅
を
中
心

と
し
た
「
鉄
道
の
ま

ち
亀
山
」
の
発
信

と
、
そ
れ
ら
の
歴
史

や
資
産
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

亀
山
駅
前
整

備
G

亀
山
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
協
議

会

亀
山
駅
周
辺
整
備
事
業
と
し
て
、
組
合
等
に

対
し
て
補
助
金
の
交
付
し
た
。
ま
た
、
駅
前

広
場
、
都
市
計
画
道
路
等
の
整
備
に
向
け
、

詳
細
設
計
に
取
り
組
む
と
と
も
に
負
担
金
の

交
付
を
行
っ
た
。

亀
山
駅
周
辺
の
一
体
的
な
整
備
に
向
け
、
周

辺
の
道
路
整
備
に
向
け
た
補
償
算
定
等
の
実

施
や
仮
設
駐
輪
場
の
整
備
を
進
め
た
。

令
和
元
年
度
に
組
合
が
実
施
し
た
設
計
を
基

に
、
工
事
が
進
む
よ
う
、
組
合
と
連
携
す
る

必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
亀
山
駅
周
辺
の
１
～
４
ブ
ロ
ッ
ク
の

一
体
的
な
整
備
に
向
け
、
2
ブ
ロ
ッ
ク
以
外

の
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
具
体
的
な
整
備
計
画

の
整
理
が
必
要
で
あ
る
。

亀
山
駅
周
辺
整
備
事
業
と
し
て
、
組
合
等
に

対
し
て
所
定
の
補
助
金
の
交
付
や
駅
前
広

場
、
都
市
計
画
道
路
等
の
工
事
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
事
業
の
推
進
を
図
る
。

ま
た
、
亀
山
駅
周
辺
の
一
体
的
な
整
備
に
向

け
、
周
辺
の
道
路
整
備
や
駐
輪
場
等
の
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
整
備
計
画

の
整
理
を
進
め
る
。

③
ま
ち
づ
く

り
観
光
の
推

進②
文
化
を
生

か
し
た
産
業

経
済
活
動

空
き
店
舗
等
を
活
用

し
た
展
覧
会
な
ど
の

開
催
支
援
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（ ）

■計画の基本情報

H 29 ～ R 3

第２次スポーツ推進計画に関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

本計画は、スポーツ基本法第１０条による、地方の実情に則した、スポーツ推進に
関する計画として位置付けるものである。また、第２次亀山市総合計画前期基本計
画との関連は、基本施策「スポーツの推進」と深く関わり、スポーツの振興の部分を
補完するものである。

生活文化部 文化スポーツ課

目的・概要

計画期間 年度

計画の目的は、教育や健康、福祉、建設など幅広い関連部署との連携を密にし、
亀山市らしいスポーツ文化が地域や生活の中に根付き、健康で豊かな暮らしの実
現にむけて取り組むための指針とし、もってスポーツの振興に資することである。

計画の骨格

施策の内容

誰もが参加で

きるスポーツ実

施機会の充実

●ライフステージに応じたスポーツ実施機

会の提供

●障がい者のスポーツ参加の推進

●女性のスポーツ参加の推進

●総合型地域スポーツクラブの育成・支

援

子どもを取り巻

くスポーツ環境

の充実

●学校体育活動の充実

●身近で安心安全なスポーツや

運動の場づくり

スポーツ団体

や指導者の育

成と競技力の

向上

●各種スポーツ団体の育成・支援

●指導者の育成支援と登録・活用

●スポーツ推進委員の活動の充実

●競技スポ―ツレベルの向上

●スポーツ医・科学の活用

スポーツ情報

提供の充実

●スポーツ情報内容の充実

●各種情報媒体を活用した情報発信

●大規模大会に向けた情報発信

競技スポーツ

を身近に感じら

れる機会の創

出

●市内のスポーツ大会を盛り上げる

気運の醸成

●大規模大会開催に向けた組織体制

●トップアスリートとの交流機会の創出

スポーツ施設

の整備と利用

促進

●市民ニーズに応じた運動施設の充実

●運動施設の利便性の向上、施設利用

の促進

●スポーツ大会会場に適した施設環境の

整備

●学校運動施設や公園の有効活用

市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
を
持
ち
、
生
涯
を
通
じ
て
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

スポーツ文化

の浸透

スポーツ活動

の充実

スポーツを

支える力の

促進

スポーツの拠

点整備

目指す姿 基本施

策
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■成果指標

1

2

3

4

■計画の実績等

75.6

19,900

72.0

人

％

・SOMPOボールゲームフェスタin亀山を開催することで、トップリーグ連携機構に所
属するトップアスリートによる指導を直接受けられる機会を創出した。
・国体の軟式野球競技開催に向け、中央競技団体の指摘事項に従い、西野公園
野球場の整備改修を行った。
・体育館雨漏り防止のため、亀山西小学校体育館高窓のコーキングの修繕及び亀
山東小学校体育館屋根の修繕を実施し、学校体育施設の安全な利用を促進し
た。井田川小学校と川崎小学校の屋外施設の修繕を行い、夜間の学校開放事業
の安全な施設利用を促進した。

・子どもたちに夢を与え、将来トップアスリートを目指そうという気概を育むため、トップ
アスリートの試合や練習を見る機会、トップアスリートと交流できる機会づくりに努め
た。
・今後本市において、大規模大会の開催に向け、円滑な大会運営ができるような施
設整備に努めた。
・地域におけるスポーツ活動の拠点施設となる学校体育施設の整備・充実に努め、
施設の活用を促進した。

・市民がスポーツを観戦する楽しみ、応援する喜びを感じられるよう、スポーツに関
する情報を積極的に提供するとともに、トップレベルの競技スポーツを身近に感じら
れる機会を創出し、「スポーツ文化の振興」に寄与した。
・大規模な大会等の開催に適した拠点づくりのため、施設環境の整備を進めたととも
に、市民が快適にスポーツに取り組めるよう、市民ニーズに応じた運動施設の利便
性の向上を図り、「スポーツの拠点づくり」を推進した。

・有名スポーツ選手との交流の場を創出しているスポーツ団体等を支援し、子ども
たちに夢を与え、将来トップアスリートを目指そうという気概を育む必要がある。
・令和３年度開催の国民体育大会に向けて円滑な大会運営となるよう整備につい
て、関係機関と随時協議を行う必要がある。
・老朽化が進みつつある体育館等について、長寿命化を図るため計画的な整備が
必要である。また、地域住民のスポーツなどの場となる学校体育施設について、適
宜施設整備を行ったり、学校活動に支障のない範囲で施設の活用を促進する必要
がある。

・様々な競技でトップアスリートと交流出来るよう、指定管理者や関係団体に機会の
場づくりを依頼する。
・関係機関等と連携しながら、西野公園体育館の改修整備事業を行う。
・学校体育施設を地域の方が夜間や休日に利用できるよう、必要な修繕を促進す
る。

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

成人の週１回以上のスポーツ実施率

スポーツ関連団体の構成者数

市や団体等が主催するスポーツ教室・大会の参加
者数

市内の主な運動施設の利用率

％

人

50

5,000

21,000

78.0

42.4

4,754

－

5,032

23,739

目標値現状値
実績値
（Ｒ１）単位

成果指標名
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第
２

次
亀

山
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

　
令

和
2

年
度

計
画

　
調

査
シ

ー
ト

具
体

的
方

策
施

策
項

目
施

策
の

内
容

担
当

G
令

和
元

年
度

実
績

今
後

の
課

題
令

和
２

年
度

計
画

健
康

づ
く

り
が

地
域

の
文

化
に

な
る

よ
う

、
継

続
的

な
ス

ポ
ー

ツ
実

施
機

会
の

提
供

に
努

め
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

誰
で

も
参

加
し

や
す

く
、

継
続

的
な

ス
ポ

ー
ツ

活
動

を
行

う
た

め
、

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
活

動
に

広
報

協
力

等
で

支
援

を
行

っ
た

。

現
在

、
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
が

、
誰

で
も

参
加

し
や

す
く

、
継

続
的

な
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

場
を

創
出

す
る

一
翼

を
担

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
そ

の
活

動
を

広
く

市
民

に
P

R
す

る
必

要
が

あ
る

。

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

が
行

っ
て

い
る

、
誰

で
も

参
加

し
や

す
く

継
続

的
に

ス
ポ

ー
ツ

活
動

を
行

う
こ

と
の

出
来

る
教

室
を

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

広
報

を
通

じ
て

、
市

民
に

広
く

P
R

す
る

。

誰
で

も
気

軽
に

参
加

で
き

、
交

流
の

場
の

創
出

に
つ

な
が

る
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
等

の
開

催
に

向
け

て
、

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

や
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
な

ど
と

連
携

し
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

各
種

ス
ポ

ー
ツ

関
係

団
体

な
ど

と
連

携
し

、
壮

年
向

け
に

壮
年

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

、
子

ど
も

向
け

に
ミ

ニ
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
大

会
を

開
催

し
た

。
ま

た
、

全
年

齢
を

対
象

に
ラ

グ
ビ

ー
バ

レ
ー

大
会

の
体

験
教

室
を

実
施

し
た

。
指

定
管

理
者

に
お

い
て

、
市

民
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
自

主
事

業
が

開
催

さ
れ

た
。

各
種

大
会

等
の

参
加

者
が

増
え

る
よ

う
、

大
会

情
報

の
発

信
等

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

関
係

団
体

な
ど

と
連

携
し

、
市

民
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
・

大
会

や
ス

ポ
ー

ツ
教

室
な

ど
の

開
催

に
努

め
る

と
と

も
に

、
参

加
者

が
増

え
る

よ
う

、
情

報
の

発
信

に
努

め
る

。
ま

た
指

定
管

理
者

と
協

力
し

、
市

民
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
自

主
事

業
に

取
り

組
む

よ
う

要
請

し
て

い
く

。

高
齢

者
支

援
Ｇ

し
ゃ

き
し

ゃ
き

体
操

教
室

Ｏ
Ｂ

会
へ

支
援

を
行

っ
た

。
（

２
地

区
、

4
回

延
べ

5
5

人
）

自
主

的
に

活
動

し
て

い
る

グ
ル

ー
プ

の
う

ち
、

支
援

希
望

団
体

の
体

操
教

室
を

支
援

し
た

。
（

1
回

、
延

2
5

人
）

介
護

予
防

教
室

を
7

事
業

所
へ

委
託

し
実

施
し

た
。

（
計

4
0

6
回

、
延

1
1

,4
8

8
人

）
＊

3
月

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
中

止

よ
り

多
く

の
高

齢
者

が
定

期
的

・
日

常
的

に
体

操
を

取
り

入
れ

た
介

護
予

防
教

室
に

参
加

で
き

る
よ

う
、

引
き

続
き

周
知

に
努

め
る

。

引
き

続
き

、
体

操
教

室
を

行
う

団
体

へ
支

援
す

る
と

と
も

に
、

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

等
と

連
携

し
、

継
続

し
て

運
動

で
き

る
よ

う
な

教
室

を
実

施
し

て
い

く
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

高
齢

者
で

も
無

理
な

く
安

心
し

て
実

施
で

き
る

ラ
グ

ビ
ー

バ
レ

ー
大

会
の

体
験

教
室

を
実

施
し

た
。

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

や
指

定
管

理
者

に
お

い
て

、
高

齢
者

向
け

の
ス

ポ
ー

ツ
教

室
や

イ
ベ

ン
ト

が
開

催
さ

れ
た

。

参
加

者
を

増
や

す
た

め
、

開
催

告
知

や
教

室
の

内
容

等
を

積
極

的
に

P
R

す
る

必
要

が
あ

る
。

引
き

続
き

、
高

齢
者

が
無

理
な

く
安

心
し

て
実

施
で

き
る

教
室

等
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
総

合
型

地
域

ス
ポ

―
ツ

ク
ラ

ブ
や

指
定

管
理

者
に

開
催

を
要

請
し

て
い

く
。

ま
た

、
開

催
に

あ
た

っ
て

は
、

開
催

告
知

や
教

室
内

容
の

P
R

を
重

点
的

に
行

う
。

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
の

た
め

、
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
の

取
り

組
み

に
よ

る
地

域
に

根
差

し
た

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
充

実
を

図
り

ま
す

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

誰
も

が
気

軽
に

取
り

組
め

る
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

活
動

と
し

て
、

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

が
中

心
と

な
っ

て
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
推

進
に

取
組

ん
だ

。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

の
活

動
を

広
く

市
民

に
P

R
し

、
地

域
に

根
差

し
た

ス
ポ

ー
ツ

活
動

を
活

性
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

誰
で

も
気

軽
に

取
り

組
め

る
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

推
進

の
た

め
、

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
大

会
（

ラ
グ

ビ
ー

バ
レ

ー
）

を
実

施
す

る
。

障
が

い
者

支
援

Ｇ

三
重

県
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会
を

は
じ

め
と

し
た

各
種

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

に
関

す
る

情
報

に
つ

い
て

、
あ

い
あ

い
窓

口
に

て
ポ

ス
タ

ー
掲

示
に

よ
る

参
加

者
の

募
集

を
行

っ
た

。

窓
口

で
の

掲
示

の
み

に
な

る
た

め
、

あ
い

あ
い

利
用

者
に

し
か

周
知

が
出

来
て

い
な

い
た

め
、

広
域

に
P

R
で

き
る

方
法

が
必

要
。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

に
関

す
る

情
報

に
関

し
て

新
た

に
H

P
等

を
活

用
を

す
る

。

高
齢

者
で

も
無

理
な

く
安

心
し

て
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

活
動

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
環

境
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

○
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

ス
ポ

ー
ツ

実
施

機
会

の
提

供

（
１

）
誰

も
が

参
加

で
き

る
ス

ポ
ー

ツ
実

施
機

会
の

充
実

○
障

が
い

者
の

ス
ポ

ー
ツ

参
加

の
推

進

障
が

い
者

が
、

様
々

な
大

会
や

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
で

き
る

よ
う

な
環

境
整

備
に

努
め

、
参

加
を

呼
び

か
け

ま
す

。
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障
が

い
者

支
援

Ｇ

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

開
催

に
向

け
て

、
障

が
い

の
あ

る
人

も
な

い
人

も
参

加
で

き
る

亀
山

市
採

火
式

を
関

係
団

体
と

連
携

し
な

が
ら

企
画

を
検

討
し

た
。

来
年

度
の

開
催

の
可

能
性

を
踏

ま
え

、
再

度
計

画
の

見
直

し
、

関
係

団
体

へ
の

説
明

、
予

算
編

成
を

す
る

必
要

が
あ

る
。

来
年

度
の

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
開

催
の

可
能

性
を

踏
ま

え
て

亀
山

市
採

火
式

の
計

画
を

行
う

。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

亀
山

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
が

「
県

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

障
が

い
者

事
業

部
会

」
に

参
加

い
た

だ
き

、
障

が
い

者
と

の
交

流
等

に
つ

い
て

見
識

を
深

め
て

い
た

だ
い

た
。

障
が

い
者

が
、

様
々

な
大

会
や

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
で

き
る

よ
う

な
環

境
を

整
え

る
。

今
後

も
亀

山
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

に
は

、
「

県
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
障

が
い

者
事

業
部

会
」

へ
参

加
い

た
だ

き
、

障
が

い
者

が
参

加
出

来
る

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

等
の

出
場

者
に

激
励

金
を

支
給

し
、

そ
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
ス

ポ
ー

ツ
推

進
Ｇ

激
励

金
支

給
要

綱
に

基
づ

き
、

全
国

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会
な

ど
全

国
大

会
等

に
さ

れ
た

方
に

激
励

金
を

支
給

し
支

援
を

し
た

。
（

年
間

　
８

件
）

障
が

い
の

あ
る

人
な

ど
の

ス
ポ

ー
ツ

活
動

支
援

の
た

め
、

引
き

続
き

全
国

大
会

等
へ

出
場

さ
れ

た
方

へ
激

励
金

を
支

給
し

、
支

援
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

障
が

い
の

あ
る

人
な

ど
の

ス
ポ

ー
ツ

活
動

支
援

の
た

め
、

引
き

続
き

全
国

大
会

等
へ

出
場

さ
れ

た
方

へ
激

励
金

を
支

給
し

、
支

援
に

努
め

る
。

子
育

て
中

の
女

性
な

ど
が

ス
ポ

ー
ツ

活
動

に
参

加
で

き
る

よ
う

に
、

親
子

で
参

加
で

き
る

教
室

や
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

支
援

や
託

児
サ

ー
ビ

ス
を

併
設

す
る

な
ど

、
ス

ポ
ー

ツ
環

境
の

整
備

に
努

め
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ
S

O
M

P
O

ボ
ー

ル
ゲ

ー
ム

フ
ェ

ス
タ

in
亀

山
を

開
催

し
、

親
子

ペ
ア

を
対

象
と

し
た

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

た
。

子
育

て
中

の
女

性
な

ど
が

ス
ポ

ー
ツ

活
動

に
参

加
で

き
る

よ
う

、
ス

ポ
ー

ツ
実

施
機

会
の

整
備

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

子
育

て
中

の
女

性
な

ど
が

ス
ポ

ー
ツ

活
動

に
参

加
で

き
る

よ
う

、
ス

ポ
ー

ツ
実

施
機

会
環

境
の

整
備

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

施
設

の
幼

児
室

の
存

在
を

周
知

す
る

。

女
性

が
、

様
々

な
ス

ポ
ー

ツ
活

動
や

各
種

委
員

・
ス

ポ
ー

ツ
団

体
の

運
営

へ
参

画
す

る
よ

う
呼

び
か

け
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

女
性

向
け

の
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会
を

企
画

し
、

準
備

を
進

め
た

（
コ

ロ
ナ

に
起

因
す

る
中

止
）

。
ま

た
、

指
定

管
理

者
に

お
い

て
、

女
性

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
し

た
教

室
が

実
施

さ
れ

た
。

女
性

が
、

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

運
営

や
様

々
な

ス
ポ

ー
ツ

活
動

、
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
、

ス
ポ

ー
ツ

行
政

な
ど

へ
の

参
画

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

女
性

が
、

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

運
営

や
様

々
な

ス
ポ

ー
ツ

活
動

、
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
、

ス
ポ

ー
ツ

行
政

な
ど

へ
の

参
画

を
促

進
す

る
。

ク
ラ

ブ
の

運
営

に
対

し
て

、
財

政
面

の
支

援
や

助
言

を
行

い
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

L
e
t'
s
ス

ポ
ー

ツ
わ

く
わ

く
ら

ぶ
、

E
N

J
O

Y
ス

ポ
ー

ツ
か

め
亀

ク
ラ

ブ
共

に
、

独
自

に
助

成
金

を
活

用
し

、
イ

ベ
ン

ト
事

業
を

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
活

動
P

R
の

支
援

や
助

言
を

引
き

続
き

行
っ

た
。

両
ク

ラ
ブ

と
も

、
会

員
の

増
加

を
図

る
た

め
、

活
動

内
容

の
広

報
支

援
等

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

安
定

し
た

自
主

運
営

が
行

わ
れ

る
よ

う
指

導
・

助
言

が
必

要
で

あ
る

。

引
き

続
き

、
ク

ラ
ブ

会
員

の
増

加
を

図
る

た
め

、
活

動
内

容
の

広
報

支
援

等
を

行
う

。
ま

た
、

安
定

し
た

自
主

運
営

が
行

わ
れ

る
よ

う
指

導
・

助
言

を
行

う
。

ク
ラ

ブ
の

円
滑

な
運

営
に

必
要

な
熱

意
と

知
識

･
技

術
を

有
す

る
人

材
の

育
成

・
確

保
の

た
め

に
、

研
修

会
等

の
情

報
を

提
供

し
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ
国

、
県

等
か

ら
提

供
さ

れ
た

研
修

会
な

ど
の

情
報

を
随

時
ク

ラ
ブ

に
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

国
、

県
等

か
ら

提
供

さ
れ

た
研

修
会

な
ど

の
情

報
を

、
随

時
ク

ラ
ブ

に
情

報
を

収
集

し
、

最
新

の
情

報
を

提
供

す
る

必
要

が
あ

る
。

国
、

県
等

か
ら

提
供

さ
れ

た
研

修
会

な
ど

の
情

報
を

随
時

ク
ラ

ブ
に

情
報

提
供

を
行

う
。

ク
ラ

ブ
に

対
す

る
市

民
の

理
解

を
深

め
、

認
知

度
の

向
上

を
図

る
た

め
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

ク
ラ

ブ
と

連
携

し
、

広
報

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

ど
を

通
じ

て
、

市
民

の
ク

ラ
ブ

の
認

知
度

を
向

上
さ

せ
る

よ
う

な
情

報
発

信
し

た
。

ク
ラ

ブ
の

認
知

度
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

ク
ラ

ブ
の

活
動

内
容

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

と
と

も
に

、
入

会
申

込
書

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
で

き
る

よ
う

に
す

る
な

ど
、

情
報

発
信

に
努

め
た

。

ク
ラ

ブ
と

連
携

し
、

広
報

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

ど
を

通
じ

て
、

市
民

の
ク

ラ
ブ

の
認

知
度

を
向

上
さ

せ
る

よ
う

な
情

報
発

信
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。

○
女

性
の

ス
ポ

ー
ツ

参
加

の
推

進

○
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

育
成

・
支

援

（
１

）
誰

も
が

参
加

で
き

る
ス

ポ
ー

ツ
実

施
機

会
の

充
実

○
障

が
い

者
の

ス
ポ

ー
ツ

参
加

の
推

進

障
が

い
者

が
、

様
々

な
大

会
や

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
で

き
る

よ
う

な
環

境
整

備
に

努
め

、
参

加
を

呼
び

か
け

ま
す

。
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子
ど

も
た

ち
が

、
体

育
の

授
業

等
を

通
し

て
運

動
に

親
し

み
、

運
動

の
楽

し
さ

や
喜

び
を

味
わ

い
運

動
技

能
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

体
力

調
査

等
を

活
用

し
て

子
ど

も
の

体
力

・
運

動
能

力
を

的
確

に
把

握
し

た
り

、
園

や
学

校
に

専
門

的
指

導
力

を
有

す
る

外
部

指
導

者
を

派
遣

し
た

り
し

て
、

体
育

の
授

業
や

運
動

部
活

動
等

に
お

け
る

指
導

方
法

の
工

夫
改

善
を

進
め

ま
す

。

教
育

支
援

Ｇ

体
力

向
上

に
係

る
外

部
講

師
を

市
内

小
学

校
・

公
立

幼
稚

園
・

公
立

保
育

所
の

他
に

、
私

立
保

育
所

に
も

派
遣

し
、

子
ど

も
の

体
力

向
上

と
教

師
の

指
導

力
向

上
を

図
っ

た
。

今
後

も
体

力
向

上
に

係
る

外
部

講
師

派
遣

し
、

子
ど

も
た

ち
の

体
力

・
運

動
能

力
に

合
っ

た
活

動
や

指
導

方
法

を
工

夫
し

、
さ

ら
な

る
子

ど
も

の
体

力
向

上
と

教
師

の
指

導
力

向
上

を
図

る
。

体
力

向
上

に
係

る
外

部
講

師
派

遣
の

継
続

と
充

実
を

は
か

る
。

子
ど

も
た

ち
が

、
幼

児
期

か
ら

身
体

を
動

か
す

機
会

を
多

く
も

ち
、

自
ら

進
ん

で
運

動
に

親
し

む
習

慣
を

身
に

つ
け

ら
れ

る
よ

う
、

園
・

学
校

生
活

全
体

で
「

１
学

校
（

園
）

１
運

動
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

な
ど

身
体

を
動

か
す

多
様

な
活

動
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
学

校
の

内
外

で
の

行
事

や
活

動
な

ど
を

通
し

て
、

よ
り

積
極

的
に

運
動

や
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

む
機

会
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

教
育

支
援

Ｇ

全
校

集
会

、
学

年
集

会
、

縦
割

り
集

会
や

、
業

間
等

で
の

体
育

的
行

事
を

取
り

入
れ

、
「

１
学

校
（

園
）

１
運

動
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

に
取

り
組

み
、

体
力

の
向

上
を

目
指

し
た

。

学
校

生
活

や
学

校
行

事
等

で
体

を
動

か
す

と
が

増
え

た
が

、
子

ど
も

の
能

力
や

実
態

に
応

じ
た

取
組

や
種

目
の

工
夫

も
必

要
で

あ
る

。
「

１
学

校
（

園
）

１
運

動
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

を
継

続
的

に
取

り
組

み
、

更
に

に
子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
楽

し
ん

で
運

動
に

親
し

め
る

よ
う

に
す

る
。

「
１

学
校

（
園

）
１

運
動

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
を

継
続

的
に

取
り

組
み

、
各

学
校

（
園

）
の

子
ど

も
の

能
力

や
実

態
に

応
じ

た
取

組
を

決
め

、
重

点
的

に
行

っ
て

い
く

。

子
ど

も
た

ち
の

運
動

機
会

を
確

保
し

運
動

習
慣

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
「

せ
い

か
つ

ち
ゃ

れ
ん

じ
シ

ー
ト

」
な

ど
、

家
庭

と
連

携
し

た
生

活
習

慣
確

立
へ

の
取

り
組

み
を

進
め

ま
す

。

教
育

支
援

Ｇ
「

せ
い

か
つ

ち
ゃ

れ
ん

じ
シ

ー
ト

」
を

配
布

し
、

家
庭

で
の

運
動

習
慣

向
上

の
啓

発
を

行
っ

た
。

よ
り

取
り

組
む

家
庭

が
増

え
る

よ
う

、
啓

発
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

せ
い

か
つ

ち
ゃ

れ
ん

じ
シ

ー
ト

配
布

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
運

動
習

慣
の

大
切

さ
を

家
庭

に
知

ら
せ

、
保

育
園

、
幼

稚
園

、
認

定
こ

ど
も

園
と

連
携

し
て

取
組

を
す

す
め

る
。

社
会

教
育

Ｇ

放
課

後
子

ど
も

教
室

で
は

、
ス

ポ
ー

ツ
鬼

ご
っ

こ
や

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

、
ス

ポ
ー

ツ
吹

き
矢

な
ど

の
種

目
を

、
地

域
の

指
導

者
の

指
導

の
も

と
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ス
ポ

ー
ツ

を
通

し
て

子
ど

も
が

地
域

の
方

々
と

関
わ

り
な

が
ら

楽
し

み
、

関
係

性
を

育
ん

で
い

く
と

い
う

視
点

を
大

切
に

し
て

、
継

続
的

に
展

開
す

る
必

要
が

あ
る

。

地
域

の
実

情
を

踏
ま

え
た

上
で

、
運

動
を

取
り

入
れ

た
教

室
を

放
課

後
子

ど
も

教
室

に
お

い
て

継
続

し
て

実
施

し
て

い
く

。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

で
、

子
ど

も
を

対
象

と
し

た
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

教
室

や
、

ジ
ュ

ニ
ア

教
室

が
開

催
さ

れ
た

。
（

年
間

　
６

種
　

1
5

9
回

実
施

）

引
き

続
き

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

等
に

お
い

て
子

ど
も

を
対

象
と

し
た

教
室

、
親

子
で

参
加

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
等

の
開

催
を

要
請

し
、

子
ど

も
の

健
全

育
成

と
地

域
の

方
と

の
関

わ
り

合
い

を
持

て
る

機
会

づ
く

り
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。

引
き

続
き

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

等
に

お
い

て
子

ど
も

を
対

象
と

し
た

教
室

、
親

子
で

参
加

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
等

の
開

催
を

要
請

し
、

子
ど

も
の

健
全

育
成

と
地

域
の

方
と

の
関

わ
り

合
い

を
持

て
る

機
会

づ
く

り
に

努
め

る
。

幼
少

期
か

ら
、

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

関
心

が
高

ま
る

よ
う

、
親

子
で

一
緒

に
体

を
動

か
し

た
り

、
友

達
と

外
で

遊
ん

だ
り

し
て

、
体

力
づ

く
り

や
仲

間
づ

く
り

が
で

き
る

よ
う

、
ス

ポ
ー

ツ
団

体
や

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

と
連

携
し

て
、

多
様

な
ス

ポ
ー

ツ
の

体
験

機
会

の
提

供
に

努
め

ま
す

。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
大

会
に

お
い

て
「

家
族

の
部

」
を

作
り

、
家

族
で

運
動

す
る

機
会

を
設

け
た

。
指

定
管

理
者

の
自

主
事

業
と

し
て

、
幼

少
期

の
こ

ど
も

を
対

象
と

し
た

事
業

が
開

催
さ

れ
、

ス
ポ

ー
ツ

体
験

機
会

が
提

供
さ

れ
た

。
（

年
間

9
種

　
2

6
7

回
開

催
）

幼
少

期
か

ら
、

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

関
心

が
高

ま
る

よ
う

、
多

様
な

ス
ポ

ー
ツ

の
体

験
機

会
づ

く
り

や
情

報
提

供
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。

幼
少

期
か

ら
、

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

関
心

が
高

ま
る

よ
う

、
多

様
な

ス
ポ

ー
ツ

の
体

験
機

会
づ

く
り

や
情

報
提

供
に

努
め

る
。

（
２

）
子

ど
も

を
取

り
巻

く
ス

ポ
ー

ツ
の

充
実

○
身

近
で

安
心

安
全

な
ス

ポ
ー

ツ
や

運
動

の
場

作
り

○
学

校
体

育
活

動
の

充
実

子
ど

も
た

ち
の

健
全

育
成

の
た

め
、

「
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
」

や
「

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
」

、
「

放
課

後
子

ど
も

教
室

」
な

ど
、

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

多
く

の
地

域
の

人
々

と
関

わ
り

合
い

を
持

て
る

よ
う

参
加

促
進

を
呼

び
か

け
ま

す
。
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管
理

G

各
公

園
で

「
都

市
公

園
ネ

ッ
ト

（
約

1
2

0
名

）
」

に
よ

る
公

園
の

安
全

見
守

り
活

動
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
２

月
４

日
に

都
市

公
園

運
営

協
議

会
を

開
催

し
、

安
全

面
で

の
多

く
の

意
見

を
い

た
だ

い
た

。

継
続

的
な

見
守

り
活

動
の

促
進

、
利

用
者

や
地

域
か

ら
の

安
全

面
で

の
情

報
収

集
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

都
市

公
園

ネ
ッ

ト
に

よ
る

き
め

細
か

い
安

全
見

守
り

活
動

を
継

続
実

施
し

、
安

全
面

の
向

上
に

努
め

る
と

と
も

に
、

地
域

等
か

ら
の

安
全

面
で

の
情

報
収

集
に

努
め

る
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

指
定

管
理

者
が

、
日

常
的

に
施

設
点

検
を

行
い

、
設

備
の

安
全

確
保

に
努

め
た

。
ま

た
、

観
音

山
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
の

修
繕

を
行

い
、

設
備

の
安

全
性

を
高

め
た

。

施
設

特
性

上
、

不
特

定
多

数
が

出
入

り
す

る
こ

と
か

ら
、

防
犯

情
報

収
集

を
行

い
、

常
駐

す
る

施
設

管
理

人
に

よ
る

見
守

り
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

不
審

者
等

を
発

見
し

た
際

、
子

ど
も

た
ち

に
限

ら
ず

、
利

用
者

や
施

設
管

理
人

等
の

安
全

確
保

の
た

め
、

安
全

体
制

の
強

化
を

図
る

。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

の
組

織
強

化
や

自
主

的
・

自
発

的
な

支
援

に
取

り
組

み
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ
昨

年
度

途
中

に
N

P
O

法
人

化
し

た
亀

山
市

ス
ポ

ー
ツ

協
会

を
支

援
し

、
新

体
制

の
組

織
強

化
を

図
っ

た
。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

が
、

自
主

的
・

自
発

的
に

組
織

を
運

営
出

来
る

よ
う

な
支

援
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

亀
山

市
ス

ポ
ー

ツ
協

会
へ

必
要

に
応

じ
て

、
助

言
や

支
援

を
行

い
、

組
織

力
の

強
化

を
図

る
。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

間
の

連
絡

調
整

を
図

り
、

行
政

と
の

協
働

を
推

進
し

ま
す

。
ス

ポ
ー

ツ
推

進
Ｇ

運
動

施
設

を
効

率
的

に
活

用
す

る
た

め
、

亀
山

市
ス

ポ
ー

ツ
協

会
、

運
動

施
設

指
定

管
理

者
、

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

で
協

議
の

場
を

も
ち

、
そ

れ
ぞ

れ
の

活
動

に
支

障
が

出
な

い
よ

う
事

前
に

調
整

を
行

っ
た

。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

の
活

動
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

る
よ

う
、

運
動

施
設

の
活

用
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

協
議

の
場

を
設

け
て

、
調

整
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

の
活

動
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

る
よ

う
、

運
動

施
設

の
活

用
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

協
議

の
場

を
設

け
る

な
ど

、
必

要
な

調
整

を
行

う
。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

の
広

報
活

動
や

情
報

公
開

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
推

進
す

る
よ

う
働

き
掛

け
、

必
要

に
応

じ
て

助
言

を
行

い
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

の
広

報
活

動
を

支
援

す
る

た
め

、
市

内
小

学
校

へ
の

案
内

の
送

付
や

、
広

報
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
活

用
し

て
、

支
援

を
行

っ
た

。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

と
連

携
し

、
広

報
活

動
の

支
援

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

市
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
ス

ポ
ー

ツ
団

体
の

活
動

に
つ

い
て

、
広

く
P

R
す

る
必

要
が

あ
る

。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

の
活

動
を

、
わ

か
り

や
す

く
市

民
に

P
R

で
き

る
よ

う
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
整

備
を

行
い

、
広

報
活

動
を

支
援

す
る

。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

な
ど

に
働

き
掛

け
、

講
習

会
や

研
修

会
な

ど
の

機
会

を
通

じ
て

、
指

導
者

の
育

成
を

支
援

し
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ
各

種
ス

ポ
ー

ツ
団

体
へ

、
講

習
会

や
研

修
会

な
ど

の
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

と
連

携
し

、
講

習
会

や
研

修
会

を
通

じ
た

指
導

者
の

育
成

に
つ

い
て

支
援

す
る

必
要

が
あ

る
。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

に
働

き
掛

け
、

講
習

会
や

研
修

会
な

ど
の

機
会

を
通

じ
て

、
指

導
者

育
成

に
努

め
る

。

学
校

に
お

け
る

安
全

な
体

育
指

導
及

び
運

動
部

活
動

の
推

進
の

た
め

、
専

門
的

で
効

果
的

な
練

習
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
教

職
員

な
ど

指
導

者
の

資
質

向
上

に
努

め
ま

す
。

教
育

研
究

Ｇ

亀
山

市
教

育
推

進
協

議
会

体
育

部
会

の
な

か
で

、
実

技
指

導
等

の
研

修
を

お
こ

な
っ

た
。

県
教

育
委

員
会

が
主

催
す

る
ブ

ロ
ッ

ク
別

研
修

会
に

参
加

し
、

指
導

力
の

向
上

を
は

か
っ

た
。

体
育

や
部

活
動

の
指

導
に

あ
た

る
教

員
の

一
層

の
指

導
力

向
上

を
は

か
る

必
要

が
あ

る
。

三
重

県
の

「
指

導
者

講
習

会
」

の
参

加
を

促
し

、
指

導
助

言
を

各
校

へ
の

指
導

に
生

か
す

。
亀

山
市

教
育

推
進

協
議

会
体

育
部

会
の

な
か

で
指

導
実

践
の

研
修

・
交

流
を

お
こ

な
う

。

指
導

者
の

「
人

材
バ

ン
ク

」
へ

の
登

録
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
活

用
が

図
ら

れ
る

よ
う

、
幅

広
く

制
度

の
周

知
を

図
り

ま
す

。

社
会

教
育

Ｇ

令
和

元
年

度
は

、
2

3
の

ス
ポ

ー
ツ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

関
係

の
団

体
・

個
人

の
登

録
が

あ
っ

た
が

、
利

用
は

な
か

っ
た

。

人
材

バ
ン

ク
に

つ
い

て
は

、
H

P
上

で
の

掲
載

や
各

団
体

等
へ

の
啓

発
を

行
っ

て
い

る
が

、
時

間
や

日
程

な
ど

の
制

約
等

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

利
用

し
や

す
い

環
境

整
備

が
必

要
で

あ
る

。

今
後

も
継

続
し

て
周

知
し

、
当

事
業

の
良

さ
を

よ
り

P
R

し
て

い
き

た
い

。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

と
し

て
の

資
質

の
向

上
と

技
能

の
取

得
を

図
る

た
め

、
定

期
的

な
研

修
会

な
ど

へ
の

参
加

を
推

進
し

ま
す

。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

県
・

北
勢

・
東

海
地

区
で

行
わ

れ
る

研
修

会
に

参
加

い
た

だ
き

、
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
の

資
質

向
上

と
技

能
の

習
得

に
努

め
た

。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

の
資

質
向

上
と

技
能

の
取

得
の

た
め

、
引

続
き

東
海

地
域

や
県

な
ど

の
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
連

絡
協

議
会

が
開

催
す

る
研

修
会

へ
の

参
加

を
要

請
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

の
資

質
向

上
と

技
能

の
取

得
の

た
め

、
引

続
き

東
海

地
域

や
県

な
ど

の
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
連

絡
協

議
会

が
開

催
す

る
研

修
会

へ
の

参
加

を
要

請
し

て
い

く
。

（
３

）
ス

ポ
ー

ツ
団

体
や

指
導

者
の

育
成

と
競

技
力

の
向

上
○

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

の
活

動
の

充
実○

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

の
育

成
・

支
援 ○

指
導

者
の

育
成

支
援

と
登

録
・

活
用

（
２

）
子

ど
も

を
取

り
巻

く
ス

ポ
ー

ツ
の

充
実

○
身

近
で

安
心

安
全

な
ス

ポ
ー

ツ
や

運
動

の
場

作
り

子
ど

も
た

ち
が

安
心

安
全

に
外

遊
び

や
ス

ポ
ー

ツ
活

動
を

実
施

で
き

る
よ

う
、

公
園

設
備

の
安

全
確

保
や

地
域

防
犯

力
の

向
上

な
ど

に
努

め
ま

す
。

- 132 -



ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

が
、

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

し
て

、
積

極
的

に
地

域
に

関
わ

れ
る

よ
う

な
環

境
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

地
域

に
お

け
る

軽
ス

ポ
ー

ツ
普

及
の

た
め

、
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
が

中
心

と
な

っ
て

し
主

催
大

会
の

運
営

に
取

組
ん

だ
。

ま
た

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

が
行

う
事

業
に

つ
い

て
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
が

協
力

を
行

っ
た

。

引
き

続
き

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

が
中

心
と

な
っ

て
、

地
域

に
お

け
る

ス
ポ

ー
ツ

活
動

を
推

進
で

き
る

体
制

づ
く

り
が

必
要

で
あ

る
。

引
き

続
き

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

が
中

心
と

な
っ

て
、

地
域

に
お

け
る

ス
ポ

ー
ツ

活
動

を
推

進
で

き
る

体
制

づ
く

り
に

努
め

る
。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

と
連

携
を

図
り

、
ト

ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の

育
成

や
指

導
者

の
資

質
向

上
を

支
援

し
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

S
O

M
P

O
ボ

ー
ル

ゲ
ー

ム
フ

ェ
ス

タ
in

亀
山

を
開

催
し

、
日

本
ト

ッ
プ

リ
ー

グ
機

構
に

所
属

す
る

ト
ッ

プ
ア

ス
リ

ー
ト

の
指

導
方

法
を

間
近

で
見

る
こ

と
が

出
来

る
場

を
提

供
し

た
。

ト
ッ

プ
ア

ス
リ

ー
ト

の
育

成
や

指
導

者
の

資
質

向
上

を
図

る
た

め
、

指
導

者
研

修
会

等
の

情
報

を
、

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

に
提

供
す

る
必

要
が

あ
る

。

ト
ッ

プ
ア

ス
リ

ー
ト

の
育

成
や

、
指

導
者

の
資

質
向

上
を

図
る

た
め

、
指

導
者

研
修

会
等

の
情

報
を

、
各

種
ス

ポ
ー

ツ
団

体
に

提
供

す
る

。

全
国

大
会

等
に

出
場

す
る

選
手

等
に

激
励

金
の

支
給

を
行

う
こ

と
で

、
地

元
ア

ス
リ

ー
ト

の
発

掘
、

育
成

、
支

援
に

つ
な

げ
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

激
励

金
支

給
要

綱
及

び
全

国
大

会
等

出
場

旅
費

補
助

金
交

付
要

項
に

基
づ

き
、

対
象

者
に

激
励

金
の

支
給

と
出

場
旅

費
の

補
助

を
行

っ
た

。
（

激
励

金
支

給
件

数
：

1
4

9
件

）
(旅

費
補

助
件

数
：

2
5

件
）

激
励

金
及

び
全

国
大

会
出

旅
費

に
つ

い
て

、
市

民
に

周
知

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
制

度
が

２
つ

あ
り

市
民

に
と

っ
て

手
続

き
が

わ
か

り
に

く
い

側
面

が
あ

る
た

め
、

統
合

す
る

こ
と

を
視

野
に

入
れ

、
制

度
の

あ
り

方
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

引
き

続
き

、
激

励
金

及
び

全
国

大
会

出
場

旅
費

の
制

度
に

つ
い

て
、

市
民

に
周

知
を

行
う

。
ま

た
、

制
度

の
あ

り
方

に
つ

い
て

も
検

討
を

行
う

。

○
ス

ポ
ー

ツ
医

・
科

学
の

活
用

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

や
指

導
者

が
、

ス
ポ

ー
ツ

傷
害

の
防

止
か

ら
競

技
力

の
向

上
ま

で
、

ス
ポ

ー
ツ

医
・

科
学

の
手

法
や

考
え

方
を

取
り

入
れ

て
、

ス
ポ

ー
ツ

指
導

を
行

え
る

よ
う

、
積

極
的

に
習

得
す

る
機

会
づ

く
り

を
支

援
し

ま
す

。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

に
対

し
、

ス
ポ

ー
ツ

技
術

や
ス

ポ
ー

ツ
医

・
科

学
の

知
識

に
関

す
る

講
習

会
や

研
修

会
の

情
報

提
供

を
行

っ
た

。

ス
ポ

ー
ツ

技
術

や
ス

ポ
ー

ツ
医

・
科

学
の

知
識

に
関

す
る

講
習

会
や

研
修

会
の

情
報

収
集

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

ス
ポ

ー
ツ

技
術

や
ス

ポ
ー

ツ
医

・
科

学
の

知
識

に
関

す
る

講
習

会
や

研
修

会
の

情
報

収
集

を
行

い
、

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

に
対

し
情

報
提

供
を

行
う

。

（
３

）
ス

ポ
ー

ツ
団

体
や

指
導

者
の

育
成

と
競

技
力

の
向

上
○

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

の
活

動
の

充
実 ○

競
技

ス
ポ

ー
ツ

レ
ベ

ル
の

向
上
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市
や

、
指

定
管

理
者

、
各

種
ス

ポ
ー

ツ
団

体
が

主
催

す
る

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

や
各

種
教

室
・

研
修

会
な

ど
の

情
報

を
積

極
的

に
発

信
し

ま
す

。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

亀
山

市
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

と
指

定
管

理
者

に
よ

り
開

設
さ

れ
た

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
リ

ン
ク

さ
せ

、
施

設
の

利
用

案
内

や
利

用
状

況
に

つ
い

て
の

情
報

提
供

に
努

め
た

。
ま

た
、

指
定

管
理

者
が

F
a
c
e
b

o
o
k
を

活
用

し
、

自
主

事
業

の
開

催
案

内
や

施
設

の
紹

介
等

を
行

っ
た

。

指
定

管
理

者
と

連
携

し
、

施
設

の
利

用
案

内
や

利
用

状
況

な
ど

に
つ

い
て

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

広
報

、
F
a
c
e
b

o
o
k

等
の

情
報

媒
体

を
活

用
し

、
情

報
提

供
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。

引
き

続
き

指
定

管
理

者
と

連
携

し
、

施
設

の
利

用
案

内
や

利
用

状
況

な
ど

に
つ

い
て

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

広
報

、
F
a
c
e
b

o
o
k
等

の
情

報
媒

体
を

活
用

し
、

情
報

提
供

に
努

め
る

。

健
康

づ
く

り
Ｇ

健
康

増
進

普
及

月
間

（
9

月
）

か
ら

運
動

教
室

を
定

期
的

に
開

催
し

た
。

（
運

動
教

室
 1

4
回

 延
3

0
7

人
）

よ
り

多
く

の
人

が
体

操
や

運
動

に
取

り
組

め
る

よ
う

、
引

き
続

き
運

動
教

室
を

開
催

し
周

知
を

行
う

。

自
宅

で
気

軽
に

行
え

る
運

動
を

取
り

入
れ

る
等

、
運

動
の

き
っ

か
け

づ
く

り
と

な
る

よ
う

な
運

動
教

室
を

開
催

す
る

。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

ヨ
ガ

の
Ｄ

Ｖ
Ｄ

，
ラ

ジ
オ

体
操

Ｃ
Ｄ

の
貸

出
を

行
っ

た
が

、
実

績
は

0
回

で
あ

っ
た

。
東

野
公

園
体

育
館

に
お

い
て

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

用
具

の
貸

出
を

行
っ

た
。

ヨ
ガ

の
Ｄ

Ｖ
Ｄ

，
ラ

ジ
オ

体
操

Ｃ
Ｄ

の
貸

出
に

つ
い

て
、

広
く

周
知

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
東

野
公

園
体

育
館

で
保

管
し

て
い

る
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

用
具

の
老

朽
化

が
進

ん
で

い
る

の
で

、
用

具
の

修
繕

・
更

新
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

ヨ
ガ

の
Ｄ

Ｖ
Ｄ

，
ラ

ジ
オ

体
操

の
Ｃ

Ｄ
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
貸

出
を

行
う

と
と

も
に

、
広

く
周

知
を

行
う

。
東

野
公

園
体

育
館

で
保

管
し

て
い

る
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

用
具

は
、

用
具

の
修

繕
・

更
新

を
行

い
、

貸
出

を
継

続
す

る
。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

な
ど

と
連

携
し

て
、

障
が

い
者

や
女

性
の

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
活

性
化

に
つ

な
が

る
情

報
提

供
を

推
進

し
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

等
と

連
携

し
て

、
障

が
い

者
や

女
性

の
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

啓
発

に
関

す
る

情
報

を
、

広
報

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

ど
を

通
じ

て
情

報
提

供
に

努
め

た
。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

等
と

連
携

し
て

、
広

報
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

を
通

じ
て

、
障

が
い

者
や

女
性

の
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

啓
発

に
関

す
る

情
報

を
発

信
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

等
と

連
携

し
て

、
広

報
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

を
通

じ
て

、
障

が
い

者
や

女
性

の
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

啓
発

に
関

す
る

情
報

の
発

信
に

努
め

る
。

運
動

施
設

の
利

用
方

法
や

利
用

状
況

、
施

設
の

概
要

に
つ

い
て

、
情

報
を

提
供

し
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

亀
山

市
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

と
指

定
管

理
者

に
よ

り
開

設
さ

れ
た

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
リ

ン
ク

さ
せ

、
施

設
の

利
用

案
内

や
利

用
状

況
に

つ
い

て
の

情
報

提
供

に
努

め
た

。

指
定

管
理

者
と

連
携

し
、

施
設

の
利

用
案

内
や

利
用

状
況

な
ど

に
つ

い
て

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

広
報

、
F
a
c
e
b

o
o
k

等
の

情
報

媒
体

を
活

用
し

、
情

報
提

供
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。

引
き

続
き

指
定

管
理

者
と

連
携

し
、

施
設

の
利

用
案

内
や

利
用

状
況

な
ど

に
つ

い
て

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

広
報

、
F
a
c
e
b

o
o
k
等

の
情

報
媒

体
を

活
用

し
、

情
報

提
供

に
努

め
る

。

学
校

体
育

施
設

開
放

事
業

や
激

励
金

支
給

制
度

な
ど

の
ス

ポ
ー

ツ
推

進
施

策
が

活
用

さ
れ

る
よ

う
制

度
の

周
知

を
図

り
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

広
報

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
通

じ
て

、
激

励
金

支
給

制
度

及
び

全
国

大
会

出
場

旅
費

補
助

事
業

や
学

校
開

放
事

業
な

ど
市

の
ス

ポ
ー

ツ
推

進
施

策
に

つ
い

て
の

情
報

提
供

を
行

っ
た

。

引
き

続
き

、
市

の
ス

ポ
ー

ツ
推

進
施

策
に

つ
い

て
周

知
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

引
き

続
き

、
市

の
ス

ポ
ー

ツ
推

進
施

策
に

つ
い

て
市

民
に

周
知

を
行

う
。

広
報

か
め

や
ま

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
な

ど
を

利
用

し
た

、
市

民
に

分
か

り
や

す
く

入
手

し
や

す
い

情
報

の
提

供
に

努
め

る
と

と
も

に
、

新
た

な
情

報
媒

体
の

活
用

を
検

討
し

ま
す

。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

広
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ほ
か

、
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

、
F
a
c
e
b

o
o
k
を

活
用

し
て

、
市

民
が

分
か

り
や

す
い

ス
ポ

ー
ツ

情
報

の
提

供
に

努
め

た
。

引
き

続
き

、
広

報
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

、
F
a
c
e
b

o
o
k
を

活
用

し
て

、
市

民
が

わ
か

り
や

す
い

ス
ポ

ー
ツ

情
報

の
提

供
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

新
た

な
情

報
媒

体
の

活
用

の
検

討
を

続
け

る
必

要
が

あ
る

。

広
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ほ
か

、
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

、
F
a
c
e
b

o
o
k
な

ど
を

活
用

し
て

、
市

民
が

分
か

り
や

す
い

情
報

提
供

を
行

う
。

新
た

な
情

報
媒

体
を

活
用

す
る

。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

が
発

行
す

る
機

関
誌

な
ど

を
通

じ
て

、
様

々
な

ス
ポ

ー
ツ

情
報

が
提

供
さ

れ
る

よ
う

働
き

か
け

ま
す

。
ス

ポ
ー

ツ
推

進
Ｇ

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

が
発

行
す

る
会

報
や

、
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
が

実
施

す
る

事
業

チ
ラ

シ
を

、
広

報
を

通
じ

て
全

戸
配

布
す

る
な

ど
、

市
民

に
情

報
を

発
信

し
た

。

引
き

続
き

、
各

種
ス

ポ
ー

ツ
団

体
等

と
連

携
し

て
、

広
報

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

ど
を

通
じ

て
、

ス
ポ

ー
ツ

の
意

義
や

重
要

性
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

ら
れ

る
情

報
を

発
信

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

引
き

続
き

、
各

種
ス

ポ
ー

ツ
団

体
等

と
連

携
し

て
、

広
報

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

ど
を

通
じ

て
、

ス
ポ

ー
ツ

の
意

義
や

重
要

性
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

ら
れ

る
情

報
の

発
信

に
努

め
る

。

○
ス

ポ
ー

ツ
情

報
内

容
の

充
実

○
各

種
情

報
媒

体
を

活
用

し
た

情
報

発
信

（
４

）
ス

ポ
ー

ツ
情

報
提

供
の

充
実

自
宅

で
気

軽
に

行
え

る
よ

う
な

、
健

康
管

理
や

体
力

向
上

に
効

果
的

な
運

動
な

ど
を

紹
介

し
ま

す
。
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ス
ポ

ー
ツ

観
戦

を
楽

し
め

る
よ

う
に

、
ス

ポ
ー

ツ
の

意
義

や
、

競
技

ル
ー

ル
等

の
幅

広
い

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
ス

ポ
ー

ツ
推

進
Ｇ

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

が
発

行
す

る
会

報
や

、
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
が

実
施

す
る

事
業

チ
ラ

シ
を

、
広

報
を

通
じ

て
全

戸
配

布
す

る
な

ど
、

市
民

に
情

報
を

発
信

し
た

。

引
き

続
き

、
各

種
ス

ポ
ー

ツ
団

体
等

と
連

携
し

て
、

広
報

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

ど
を

通
じ

て
、

ス
ポ

ー
ツ

の
意

義
や

重
要

性
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

ら
れ

る
情

報
を

発
信

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

引
き

続
き

、
各

種
ス

ポ
ー

ツ
団

体
等

と
連

携
し

て
、

広
報

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

ど
を

通
じ

て
、

ス
ポ

ー
ツ

の
意

義
や

重
要

性
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

ら
れ

る
情

報
の

発
信

に
努

め
る

。

主
要

な
大

会
に

参
加

す
る

市
内

の
チ

ー
ム

や
ト

ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の

活
躍

な
ど

、
多

く
の

人
に

関
心

を
持

っ
て

も
ら

え
る

情
報

の
提

供
に

努
め

ま
す

。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

市
民

が
ス

ポ
ー

ツ
に

対
す

る
関

心
を

持
て

る
よ

う
、

体
育

の
日

に
あ

わ
せ

、
広

報
1

0
/
1

号
で

茨
城

国
体

出
場

選
手

を
紹

介
し

た
。

ま
た

、
全

国
会

等
に

出
場

す
る

選
手

が
市

長
表

敬
訪

問
を

行
っ

た
際

に
は

、
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

で
の

発
信

を
行

っ
た

。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

等
と

連
携

し
て

、
広

報
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

を
通

じ
て

、
団

体
の

活
動

や
、

ト
ッ

プ
ア

ス
リ

ー
ト

に
関

す
る

情
報

を
発

信
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

団
体

等
と

連
携

し
て

、
広

報
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

を
通

じ
て

、
団

体
の

活
動

や
、

ト
ッ

プ
ア

ス
リ

ー
ト

に
関

す
る

情
報

の
発

信
に

努
め

る
。

県
や

他
市

町
と

連
携

を
図

り
、

広
域

的
な

情
報

提
供

に
努

め
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

県
営

ス
ポ

ー
ツ

施
設

や
他

市
町

の
発

行
し

て
い

る
広

報
誌

な
ど

を
、

市
内

運
動

施
設

に
配

架
し

、
ス

ポ
ー

ツ
の

場
の

充
実

に
努

め
た

。

指
定

管
理

者
等

と
連

携
し

、
県

内
運

動
施

設
と

連
携

し
て

ス
ポ

ー
ツ

の
場

の
充

実
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。

県
内

運
動

施
設

が
発

行
し

て
い

る
広

報
誌

な
ど

を
、

市
内

運
動

施
設

に
配

架
し

、
市

民
の

ス
ポ

ー
ツ

の
場

の
充

実
に

努
め

る
。

市
内

で
開

催
さ

れ
る

ス
ポ

ー
ツ

大
会

や
イ

ベ
ン

ト
の

ほ
か

、
地

元
ア

ス
リ

ー
ト

が
出

場
す

る
競

技
会

等
に

つ
い

て
積

極
的

に
Ｐ

Ｒ
し

、
ス

ポ
ー

ツ
の

楽
し

み
や

応
援

す
る

喜
び

を
感

じ
ら

れ
る

よ
う

、
広

報
媒

体
を

通
じ

て
ス

ポ
ー

ツ
観

戦
を

推
進

し
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

市
内

で
開

催
さ

れ
る

ス
ポ

ー
ツ

大
会

や
イ

ベ
ン

ト
を

広
報

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

ま
た

、
広

報
で

茨
城

国
体

出
場

選
手

の
紹

介
を

行
っ

た
り

、
全

国
大

会
等

に
出

場
す

る
選

手
が

市
長

表
敬

訪
問

を
行

っ
た

際
に

は
、

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
で

の
発

信
を

行
っ

た
り

し
た

。

関
係

団
体

等
と

連
携

し
、

大
会

や
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

、
地

元
ア

ス
リ

ー
ト

が
出

場
す

る
競

技
会

等
の

情
報

集
約

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

引
き

続
き

、
市

内
で

開
催

さ
れ

る
ス

ポ
ー

ツ
大

会
や

イ
ベ

ン
ト

を
広

報
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

情
報

提
供

を
行

う
。

ま
た

、
全

国
大

会
等

に
出

場
す

る
選

手
が

市
長

表
敬

訪
問

を
行

っ
た

際
に

は
、

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
で

の
発

信
に

努
め

る
。

市
内

で
継

続
し

て
行

わ
れ

て
い

る
江

戸
の

道
シ

テ
ィ

マ
ラ

ソ
ン

や
、

亀
山

市
民

駅
伝

大
会

等
の

ス
ポ

ー
ツ

大
会

が
継

続
し

て
開

催
さ

れ
る

よ
う

、
課

題
の

検
討

を
行

い
、

指
導

・
助

言
を

行
い

ま
す

。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

市
内

で
継

続
し

て
行

わ
れ

て
い

る
亀

山
市

民
駅

伝
大

会
等

の
ス

ポ
ー

ツ
大

会
が

継
続

し
て

開
催

さ
れ

る
よ

う
、

亀
山

市
ス

ポ
ー

ツ
協

会
等

関
係

団
体

と
課

題
の

検
討

を
行

い
、

指
導

・
助

言
を

行
っ

た
。

大
会

が
マ

ン
ネ

リ
化

す
る

こ
と

な
く

、
長

く
参

加
者

に
愛

さ
れ

る
大

会
と

す
る

よ
う

に
、

指
導

・
助

言
を

続
け

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

引
き

続
き

、
市

内
で

継
続

し
て

行
わ

れ
て

い
る

亀
山

市
民

駅
伝

大
会

等
の

ス
ポ

ー
ツ

大
会

が
継

続
し

て
開

催
さ

れ
る

よ
う

、
課

題
の

検
討

を
行

い
、

指
導

・
助

言
を

行
う

。

国
体

推
進

Ｇ

令
和

３
年

度
の

国
体

開
催

に
向

け
、

実
行

委
員

会
を

中
心

に
開

催
準

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

開
催

機
運

を
醸

成
す

る
た

め
、

市
内

で
開

催
さ

れ
る

イ
ベ

ン
ト

で
啓

発
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
関

連
団

体
の

参
画

・
協

力
を

得
な

が
ら

準
備

業
務

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

国
体

前
年

に
開

催
さ

れ
る

競
技

別
リ

ハ
ー

サ
ル

大
会

を
開

催
し

、
大

会
開

催
の

習
熟

を
高

め
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
国

体
開

催
に

向
け

た
機

運
の

醸
成

に
向

け
た

啓
発

を
行

う
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ
大

規
模

大
会

に
向

け
て

、
国

体
推

進
G

と
施

設
整

備
の

打
合

せ
を

行
い

、
連

携
を

深
め

た
。

関
係

者
と

協
議

を
進

め
な

が
ら

、
大

会
開

催
後

も
継

続
出

来
る

取
り

組
み

体
制

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

引
き

続
き

連
携

を
深

め
な

が
ら

、
大

会
開

催
後

に
も

継
続

で
き

る
取

り
組

み
を

検
討

す
る

。

大
会

運
営

が
ス

ム
ー

ズ
に

行
わ

れ
る

よ
う

、
ス

ポ
ー

ツ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

の
育

成
を

図
り

ま
す

。
ス

ポ
ー

ツ
推

進
Ｇ

市
主

催
イ

ベ
ン

ト
に

は
、

市
ス

ポ
ー

ツ
協

会
や

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

に
協

力
を

依
頼

す
る

な
ど

、
関

係
団

体
と

の
連

携
強

化
に

努
め

た
。

令
和

３
年

開
催

の
国

民
体

育
大

会
等

全
国

規
模

の
大

会
開

催
に

向
け

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
育

成
体

制
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

協
力

団
体

と
の

連
絡

調
整

を
進

め
、

大
会

を
円

滑
に

運
営

で
き

る
よ

う
努

め
る

。

○
大

規
模

大
会

に
向

け
た

情
報

発
信

（
４

）
ス

ポ
ー

ツ
情

報
提

供
の

充
実

○
市

内
の

ス
ポ

ー
ツ

大
会

を
盛

り
上

げ
る

気
運

の
醸

成

○
全

国
規

模
の

大
会

開
催

に
向

け
た

受
け

入
れ

体
制

の
整

備

（
５

）
競

技
ス

ポ
ー

ツ
を

身
近

に
感

じ
ら

れ
る

機
会

の
創

出

イ
ン

タ
ー

ハ
イ

や
、

国
体

の
開

催
に

向
け

て
、

実
行

委
員

会
及

び
準

備
委

員
会

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

大
会

開
催

後
も

継
続

で
き

る
よ

う
な

、
様

々
な

団
体

と
連

携
し

た
取

り
組

み
体

制
を

構
築

し
ま

す
。
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○
ト

ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
と

の
交

流
機

会
の

創
出

子
ど

も
た

ち
に

夢
を

与
え

、
将

来
ト

ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
を

目
指

そ
う

と
い

う
気

概
を

育
む

た
め

、
ト

ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の

試
合

や
練

習
を

見
る

機
会

、
ト

ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
と

交
流

で
き

る
機

会
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

S
O

M
P

O
ボ

ー
ル

ゲ
ー

ム
フ

ェ
ス

タ
in

亀
山

を
開

催
し

、
ト

ッ
プ

リ
ー

グ
連

携
機

構
に

所
属

す
る

ト
ッ

プ
ア

ス
リ

ー
ト

に
よ

る
指

導
を

直
接

受
け

ら
れ

る
機

会
を

創
出

し
た

。
ま

た
、

指
定

管
理

者
が

V
リ

ー
グ

を
誘

致
し

、
西

野
公

園
体

育
館

で
大

会
を

開
催

し
た

。

有
名

ス
ポ

ー
ツ

選
手

と
の

交
流

の
場

を
創

出
し

て
い

る
ス

ポ
ー

ツ
団

体
等

を
支

援
し

、
子

ど
も

た
ち

に
夢

を
与

え
、

将
来

ト
ッ

プ
ア

ス
リ

ー
ト

を
目

指
そ

う
と

い
う

気
概

を
育

む
必

要
が

あ
る

。

様
々

な
競

技
で

ト
ッ

プ
ア

ス
リ

ー
ト

と
交

流
出

来
る

よ
う

、
指

定
管

理
者

や
関

係
団

体
に

機
会

の
場

づ
く

り
を

依
頼

す
る

。

市
民

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

、
快

適
な

利
用

環
境

を
提

供
で

き
る

よ
う

、
継

続
的

な
整

備
、

修
繕

な
ど

を
行

い
、

施
設

の
安

全
確

保
を

図
り

ま
す

。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

指
定

管
理

者
と

連
携

し
、

継
続

的
な

施
設

整
備

、
修

繕
な

ど
に

取
り

組
み

、
施

設
の

安
全

確
保

に
努

め
た

。
(西

野
公

園
野

球
場

整
備

改
修

工
事

、
観

音
山

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

修
繕

、
西

野
公

園
運

動
施

設
公

共
下

水
道

接
続

工
事

な
ど

）

既
存

施
設

の
利

用
環

境
が

維
持

で
き

る
よ

う
指

定
管

理
者

と
連

携
し

、
継

続
的

に
施

設
修

繕
等

を
行

い
、

施
設

の
安

全
確

保
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。

指
定

管
理

者
と

連
携

し
、

必
要

な
施

設
の

修
繕

等
を

行
い

、
施

設
環

境
の

維
持

に
努

め
る

。

高
齢

者
な

ど
が

容
易

に
集

え
る

よ
う

、
運

動
施

設
へ

の
交

通
ア

ク
セ

ス
の

確
保

に
努

め
ま

す
。

商
工

業
・

地
域

交
通

Ｇ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

系
バ

ス
の

運
行

継
続

に
よ

り
、

バ
ス

路
線

で
の

ア
ク

セ
ス

を
維

持
す

る
と

と
も

に
、

平
成

３
０

年
１

０
月

導
入

の
乗

合
タ

ク
シ

ー
の

見
直

し
を

行
い

、
運

動
施

設
へ

の
交

通
利

便
性

の
向

上
に

努
め

た
。

地
域

生
活

バ
ス

路
線

の
再

編
に

努
め

る
と

と
も

に
、

乗
合

タ
ク

シ
ー

の
更

な
る

見
直

し
や

停
留

所
の

増
設

な
ど

に
よ

り
、

運
動

施
設

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

を
図

り
る

必
要

が
あ

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

系
バ

ス
の

継
続

運
行

及
び

乗
合

タ
ク

シ
ー

の
見

直
し

を
行

い
、

市
内

全
域

か
ら

運
動

施
設

へ
の

交
通

ア
ク

セ
ス

の
利

便
性

向
上

を
図

る
。

高
齢

者
や

障
が

い
者

に
配

慮
し

た
施

設
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
災

害
時

の
避

難
所

機
能

を
確

保
す

る
た

め
の

施
設

整
備

を
推

進
し

ま
す

。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

高
齢

者
や

障
が

い
者

に
配

慮
し

た
施

設
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
災

害
時

の
避

難
所

機
能

を
確

保
す

る
た

め
の

施
設

整
備

を
推

進
し

た
。

高
齢

者
や

障
が

い
の

あ
る

人
に

配
慮

し
た

施
設

整
備

を
計

画
的

に
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

引
き

続
き

、
高

齢
者

や
障

が
い

の
あ

る
者

に
配

慮
し

た
施

設
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
や

、
災

害
時

の
避

難
所

機
能

を
確

保
す

る
た

め
の

施
設

整
備

を
進

め
ま

す
。

公
共

施
設

予
約

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

、
利

用
者

の
利

便
性

が
向

上
す

る
よ

う
充

実
を

図
り

ま
す

。
ス

ポ
ー

ツ
推

進
Ｇ

公
共

施
設

予
約

シ
ス

テ
ム

の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
た

。

利
用

者
か

ら
の

要
望

等
を

随
時

指
定

管
理

者
と

情
報

共
有

し
、

よ
り

よ
い

運
用

方
法

に
つ

い
て

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

シ
ス

テ
ム

の
内

容
に

つ
い

て
も

検
証

が
必

要
で

あ
る

。

公
共

予
約

シ
ス

テ
ム

の
内

容
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

市
民

が
運

動
施

設
を

公
平

に
、

快
適

に
利

活
用

で
き

る
よ

う
、

指
定

管
理

者
制

度
に

よ
る

効
果

的
な

運
営

を
図

り
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

指
定

管
理

者
制

度
に

よ
り

市
民

が
公

平
に

快
適

に
利

活
用

で
き

る
よ

う
、

運
動

施
設

指
定

管
理

者
に

よ
っ

て
適

切
に

管
理

運
営

が
さ

れ
て

い
る

。

指
定

管
理

者
に

よ
る

適
正

な
管

理
運

営
に

努
め

、
利

用
者

が
快

適
に

ス
ポ

ー
ツ

に
取

り
組

め
る

よ
う

努
め

る
必

要
が

あ
る

。

指
定

管
理

者
に

よ
り

、
運

動
施

設
が

適
切

に
管

理
運

営
が

な
さ

れ
る

よ
う

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
等

を
通

し
て

検
証

を
行

い
、

市
民

が
公

平
に

快
適

に
利

活
用

で
き

る
よ

う
努

め
る

。

県
の

ス
ポ

ー
ツ

施
設

や
他

市
町

の
ス

ポ
ー

ツ
施

設
な

ど
と

連
携

を
図

り
、

ス
ポ

ー
ツ

の
場

の
充

実
に

努
め

ま
す

。
ス

ポ
ー

ツ
推

進
Ｇ

県
営

ス
ポ

ー
ツ

施
設

や
他

市
町

の
発

行
し

て
い

る
広

報
誌

な
ど

を
、

市
内

運
動

施
設

に
配

架
し

、
ス

ポ
ー

ツ
の

場
の

充
実

に
努

め
た

。

指
定

管
理

者
等

と
連

携
し

、
県

内
運

動
施

設
と

連
携

し
て

ス
ポ

ー
ツ

の
場

の
充

実
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。

県
内

運
動

施
設

が
発

行
し

て
い

る
広

報
誌

な
ど

を
、

市
内

運
動

施
設

に
配

架
し

、
市

民
の

ス
ポ

ー
ツ

の
場

の
充

実
に

努
め

る
。

各
種

ス
ポ

ー
ツ

大
会

に
適

し
た

施
設

整
備

に
努

め
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ
西

野
公

園
野

球
場

を
人

工
芝

生
化

し
た

。
ま

た
、

観
音

山
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
の

C
・

D
面

の
人

工
芝

を
全

面
張

替
し

た
。

指
定

管
理

者
や

関
係

者
等

か
ら

聞
き

取
り

を
行

い
、

優
先

順
位

を
考

え
な

が
ら

長
期

計
画

的
に

施
設

整
備

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

西
野

公
園

運
動

広
場

や
西

野
公

園
体

育
館

の
修

繕
を

行
う

。

今
後

本
市

に
お

い
て

、
大

規
模

大
会

の
開

催
が

予
定

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

円
滑

な
大

会
運

営
が

で
き

る
よ

う
な

施
設

整
備

に
努

め
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

国
体

の
軟

式
野

球
競

技
開

催
に

向
け

、
中

央
競

技
団

体
の

指
摘

事
項

に
従

い
、

西
野

公
園

野
球

場
の

整
備

改
修

を
行

っ
た

。
ま

た
、

国
体

推
進

G
と

連
携

し
、

周
辺

環
境

整
備

を
進

め
た

。

令
和

３
年

度
開

催
の

国
民

体
育

大
会

に
向

け
て

円
滑

な
大

会
運

営
と

な
る

よ
う

整
備

に
つ

い
て

、
関

係
機

関
と

随
時

協
議

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

関
係

機
関

等
と

連
携

し
な

が
ら

、
西

野
公

園
体

育
館

の
改

修
整

備
事

業
を

行
う

。

（
６

）
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

整
備

と
利

用
促

進

○
市

民
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

運
動

施
設

の
充

実

○
ス

ポ
ー

ツ
大

会
会

場
に

適
し

た
施

設
環

境
の

整
備

○
運

動
施

設
の

利
便

性
の

向
上

、
施

設
利

用
の

促
進

（
５

）
競

技
ス

ポ
ー

ツ
を

身
近

に
感

じ
ら

れ
る

機
会

の
創

出
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施
設

・
保

健
給

食
Ｇ

体
育

館
雨

漏
り

防
止

の
た

め
、

亀
山

西
小

学
校

体
育

館
高

窓
の

コ
ー

キ
ン

グ
の

修
繕

及
び

亀
山

東
小

学
校

体
育

館
屋

根
の

修
繕

を
実

施
し

、
学

校
体

育
施

設
の

安
全

な
利

用
を

促
進

し
た

。

老
朽

化
が

進
み

つ
つ

あ
る

体
育

館
等

に
つ

い
て

、
長

寿
命

化
を

図
る

た
め

計
画

的
な

整
備

が
必

要

亀
山

中
学

校
体

育
館

の
床

に
つ

い
て

、
老

朽
化

に
よ

っ
て

さ
さ

く
れ

や
が

ひ
び

割
れ

が
発

生
し

て
い

る
箇

所
が

多
数

み
ら

れ
る

た
め

、
部

分
的

に
床

材
張

替
え

の
修

繕
を

行
う

。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

Ｇ

井
田

川
小

学
校

と
川

崎
小

学
校

の
屋

外
施

設
の

修
繕

を
行

い
、

夜
間

の
学

校
開

放
事

業
の

安
全

な
施

設
利

用
を

促
進

し
た

。
（

年
間

修
繕

件
数

　
２

件
）

地
域

住
民

の
ス

ポ
ー

ツ
な

ど
の

場
と

な
る

学
校

体
育

施
設

に
つ

い
て

、
適

宜
施

設
整

備
を

行
い

、
学

校
活

動
に

支
障

の
な

い
範

囲
で

施
設

の
活

用
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

学
校

開
放

施
設

を
、

地
域

の
方

が
夜

間
や

休
日

に
利

用
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

修
繕

を
行

う
。

地
域

の
公

園
に

つ
い

て
は

、
市

民
が

ス
ポ

ー
ツ

や
運

動
を

通
じ

た
地

域
交

流
の

場
と

し
て

活
用

で
き

る
よ

う
適

切
な

維
持

管
理

に
努

め
ま

す
。

管
理

G

指
定

管
理

者
に

よ
り

毎
週

月
曜

日
に

、
遊

具
等

の
日

常
点

検
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

専
門

業
者

に
よ

る
春

秋
年

２
回

の
遊

具
定

期
点

検
を

実
施

し
不

良
箇

所
の

把
握

に
努

め
必

要
な

修
理

を
実

施
し

た
。

開
発

に
よ

り
帰

属
さ

れ
た

公
園

の
う

ち
、

中
央

広
場

(4
月

)と
川

合
町

第
十

公
園

(1
1

月
)に

関
し

て
開

設
告

示
を

行
っ

た
。

日
常

点
検

の
精

度
を

高
め

迅
速

に
修

理
す

る
必

要
が

あ
る

。

日
常

点
検

の
精

度
を

高
め

、
老

朽
箇

所
の

早
期

発
見

に
努

め
る

と
と

も
に

、
長

期
的

な
公

園
改

修
に

つ
い

て
関

係
課

等
と

協
議

調
整

を
行

う
。

（
６

）
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

整
備

と
利

用
促

進

○
学

校
運

動
施

設
や

公
園

の
有

効
活

用

地
域

に
お

け
る

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
拠

点
施

設
と

な
る

学
校

体
育

施
設

の
整

備
・

充
実

に
努

め
、

施
設

の
活

用
を

促
進

し
ま

す
。
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（ ）

■計画の基本情報

H 30 ～ R 3

亀山市学校教育ビジョンに関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

「亀山市教育大綱」の理念のもと、「亀山市総合計画」「亀山市生涯学習計画」「亀山市
子ども・子育て支援事業計画」等との整合を図り、学校教育の視点から施策の方針をま
とめている。本ビジョンは教育基本法第１７条第２項の規定に基づく地方公共団体の定
める教育振興のための施策に関する基本計画として位置づけている。

教育委員会　学校教育課

目的・概要

計画期間 年度

本ビジョンでは、めざす子どもの姿「希望に輝く　心ゆたかな　亀山の子どもたち」と、基本
理念「『ふるさと亀山』を受け継ぎ　未来を拓く　教育の創造」を実現するため、３つの「子
どもにつけたい力」を定め、５つの「基本目標」と１９の「基本方針」を設定している。

計画の骨格
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■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名

別紙参照

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

・関宿や里山公園等の見学、地域の方から学ぶ体験学習等、地域教材や地域資
源を活用した学習に取り組んだ。
・地域との連携では、新たに３校がコミュニティスクールの認定校となり、地域とともに
ある学校づくりを目指して取組をすすめた。
・授業にめあてとふり返りを位置づけ、理由や根拠を明らかにした書く指導の徹底や
亀山市学力向上推進計画【第３版】を策定した。
・豊かな心と身体をはぐくむ教育では、地域で学んだり、人と出会ったりする体験を通
して人権尊重の精神や自らの生き方について考える機会を持った。
・教育環境整備として小中学校パソコン室のPCをwindows10へ入替、小学校普通
教室及び音楽室への空調機設置を行った。

・各校において地域と連携した行事や地域人材等を活用した学習に取り組む事に
よって、子どもと地域との関わりが生まれ、地域行事に参加している子どもの割合は
小中学校ともに現状値に対し伸びが見られた。
・家庭学習リーフレットの配付、自主学習ノートの取組等により、家庭で計画的に学
習をしている子どもの割合が小中学校ともに目標値を超えた。
・図書館活用アドバイザーの助言や学校司書との連携により、各校で読書活動推進
の取組がなされ、読書をする子どもの割合が小学校では、目標値を超えた。
・自分にはよいところがあるという子どもの割合が、中学校において現状値に対し伸
びが見られた。
・教育環境整備においては、普通教室へのエアコン整備率が１００％になった。

コミュニティスクール認定校（目標値：8校）は、9校となった。令和2年度には、新た
に3校（亀山西小学校、井田川小学校、中部中学校）が認定校として加わり、12校
となる見込である。また、普通教室のエアコン整備率（目標値：小・中学校：１００％）
は、令和元年度の小学校における工事の完了で１００％となった。

小学生の授業理解度、小中学生の学校満足度が目標値に達していない。また、小
学生の自己肯定感が低く、将来の夢や目標を持っている子どもの割合が低い。子ど
もたちの規範意識についても小学生において現状値から伸びが見られない。

亀山市学力向上推進計画【第３版】の周知徹底を行い、全ての子どもが意欲的に
学ぶことができる授業づくりを目指し、子どもたちの授業理解度を高める。また、社会
に開かれた教育課程の実現に向けた子どもにつけたい力の学校・地域での共有と
協働をすすめ、豊かな心をはぐくむ教育の推進を行う。
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別紙
■成果指標

2

3

4

＜令和元年度より質問項目変更＞
地域や社会で起こっている問題や出来事に関心をもって
いる子どもの割合
＊「地域や社会をよくするために何をするかを考えること
がありますか」という質問に対して、肯定的な回答をした
児童生徒の割合。【文部科学省「全国学力・学習状況
調査」児童・生徒質問紙】

1

％

小学生：
４４．９％
中学生：
４３．３％
(令和元
年度)

小学生：
４４．９％
中学生：
４３．３％
(令和元
年度)

小学生：
４８．０％
中学生：
４５．０％

5

＜平成３０年度より質問項目変更＞
子どものテレビやゲーム、携帯電話やスマートフォン等の
使用状況*放課後に家でテレビやビデオ・ＤＶＤを見たり
ゲームをしたり、インターネットをしたりしていない児童生
徒の割合（％）【文部科学省「全国学力・学習状況調
査」　児童・生徒質問紙

＜令和元年度質問項目なし＞

％

小学生：
１６．７％
中学生：
１９．０％
(平成３０
年度)

小学生：
１６．７％
中学生：
１９．０％
(平成３０
年度)

小学生：
２０％

中学生：
２２％

コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の実施状況
＊コミュニティ・スクール（学校運営協議会）指定校の数 校 ３　校 ９校 ８　校

子どもの家庭学習の状況
＊「家で自分で計画を立てて勉強していますか」という質
問に対して肯定的な回答をした児童生徒の割合。
【文部科学省「全国学力・学習状況調査」児童・生徒質
問紙】

％

小学生：
５４．６％
中学生：
４４．３％

小学生：
６９．７％
中学生：
５３．７％

小学生：
６５％

中学生：
５０％

子どものテレビやゲーム、携帯電話やスマートフォン等の
使用状況
＊１日当たりどれくらいの時間「テレビやビデオ・ＤＶＤを見
たり、聞いたりしますか」「テレビゲームをしますか」「携帯
電話やメール、インターネットをしますか」という質問に対
して、２時間より少ないと回答した児童生徒の割合（％）
【文部科学省「全国学力・学習状況調査」　児童・生徒
質問紙

％

小学生：
６６．７％
中学生：
５８．４％

小学生：
７８．２％
中学生：
５７．７％
(平成29
年度)

小学生：
７０％

中学生：
６２％

学校における文化・芸術体験活動の実施状況
＊児童生徒が優れた文化・芸術を鑑賞、体験する活動
を、年間のべ２回以上実施した学校の割合

％
小中学校

60％
小中学校
92.8％

小中学校
75％

成果指標名 現状値
実績値
（R1）

目標値
単位

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心をもって
いる子どもの割合
＊「地域や社会で起こっている問題や出来事に関心が
ありますか」という質問に対して、肯定的な回答をした児
童生徒の割合。【文部科学省「全国学力・学習状況調
査」児童・生徒質問紙】

％

小学生：
６９．５％
中学生：
６４．９％

小学生：
５９．４％
中学生：
５２．９％
(平成30
年度)

小学生：
７５％

中学生：
７０％

- 141 -



■成果指標

成果指標名 現状値
実績値
（R1）

目標値
単位

6

7

9

8

小学校：
９０％

中学校：
１００％

授業時間以外の子どもの読書状況
＊「学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらい
の時間、読書をしますか」（教科書・参考書・漫画・雑誌
を除く）との質問に、わずかな時間であっても読書すると
回答した子どもの割合（％）
【文部科学省「全国学力・学習状況調査」児童・生徒質
問紙】

％

小学生：
６８．６％
中学生：
５４．０％

小学生：
８２．７％
中学生：
５９．４％

小学生：
８０％

中学生：
６５％

学校での授業をよく理解している子どもの割合
＊「学校の授業はよく理解できますか」等の質問に対し
て、肯定的な回答をした児童生徒の割合。　【学校評価
アンケート】

％

小学生：
８８．０％
中学生：
８３．０％
（平成２７
年度）

小学生：
８７．９％
中学生：
８７．１％

小学生：
９２％

中学生：
８５％

子どもの学習意欲の状況
＊「授業の中でわからないことがあったらどうしますか」と
いう質問に対してそのままにしておかず、誰かに尋ねたり
自分でしらべたりすると回答をした児童生徒の割合（％）
【文部科学省「全国学力・学習状況調査」児童・生徒質
問紙】

％

小学生：
９３．９％
中学生：
８９．３％

小学生：
９１．５％
中学生：
８９．２％
（平成29
年度）

小学校：
９５％

中学校：
９２％

＜平成３０年度より質問項目変更＞
子どもの学習意欲の状況
＊児童・生徒は、授業では、課題の解決に向けて、自分
で考え、自分から取り組む事が出来ていると回答をした
学校の割合（％）【文部科学省「全国学力・学習状況調
査」学校質問紙】

小学校：
８１．８％
中学校：
１００％

（平成３０
年度）

小学校：
１００％
中学校：
３３．３％

地域の行事に参加している子どもの割合
＊「今住んでいる地域の行事に参加していますか」という
質問に対して、肯定的な回答をした児童生徒の割合。
【文部科学省「全国学力・学習状況調査」児童・生徒質
問紙】

％

小学生：
７６．９％
中学生：
６８．６％

小学生：
７８．９％
中学生：
７４．４％

小学生：
８５％

中学生：
７２％
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■成果指標

成果指標名 現状値
実績値
（R1）

目標値
単位

11

12

13

14

15

10

子どもたちの規範意識の状況
＊「学校のきまり(規則)を守っていますか」という質問に
対して肯定的な回答をした児童生徒の割合（％）
【文部科学省「全国学力・学習状況調査」児童・生徒質
問紙】

％

小学生：
９１．６％
中学生：
９４．８％

小学生：
９０．５％
中学生：
９６．２％

小学生：
９３％

中学生：
９６％

子どもの日常的な運動習慣を確立する取組の実施状況
＊体育の授業以外で、児童生徒全員を対象にした運動
習慣を確立する取組（学級遊び、なわとび、マラソンな
ど）を実施している幼稚園・小学校の割合（％）

％

幼稚園：
１００％
小学校：
５４．５％

幼稚園：
１００％
小学校：
１００％

幼稚園：
１００％
小学校：
１００％

自分には良いところがあると思う子どもの割合
＊「自分には、よいところがある」という質問に対して肯定
的な回答をした児童生徒の割合（％）
【文部科学省「全国学力・学習状況調査」児童・生徒質
問紙】

％

小学生：
７４．９％
中学生：
６１．５％

小学生：
７４．２％
中学生：
７６．４％

小学生：
８０％

中学生：
７２％

将来の夢や目標を持っている子どもの割合
＊「将来の夢や目標を持っていますか」という質問に対し
て肯定的な回答をした児童生徒の割合（％）
【文部科学省「全国学力・学習状況調査」児童・生徒質
問紙】

％

小学生：
８１．９％
中学生：
６６．４％

小学生：
７９．７％
中学生：
７０．６％

小学生：
８５％

中学生：
７０％

子どもの園・学校生活への満足度の状況
＊「お子さんは園の生活や遊びを楽しいと言っています
か」「学校生活は楽しいですか」などの質問に対して肯定
的な回答をした幼児の保護者や、児童生徒の割合（％）
【学校評価アンケート】

％

幼稚園：
―

 小中学
校：

９１％
(平成２７
年度)

幼稚園：
９８％

小中学校
９１．５％

幼稚園：
９５％

小中学校
：９２％

ＩＣＴを活用した協働学習や課題発見・解決型の学習指
導を行った学校の割合
＊「コンピューター等の情報通信技術（パソコン（タブレッ
ト端末を含む）、電子黒板、実物投影機、プロジェク
ター、インターネットなどを指す）を活用して、子供同士が
教え合い学び合うなどの学習（協働学習）や課題発見・
解決型の学習指導を行いましたか」という質問に対して
「よく行った」と回答している学校の割合（％）
【文部科学省「全国学力・学習状況調査」学校質問紙】

％

小学校：
３６．４％
中学校：
６６．７％

小学校：
８１．８％
中学校：
１００％

（平成29
年度）

小学校：
５０％

中学校：
７０％

＜平成３０年度より下記の内容に質問項目変更＞
ＩＣＴを活用した協働学習や課題発見・解決型の学習指
導を行った学校の割合
＊「児童生徒に対する指導において、前年度に、児童が
コンピュータ等のＩＣＴを活用する学習活動を１クラス当た
りどの程度行いましたか」週１回以上と回答している学校
の割合（％）【文部科学省「全国学力・学習状況調査」
学校質問紙】

小学校：
６３．７％
中学校：
１００％

（平成３０
年度）

小学校：
１００％
中学校：
１００％

小学校：
８０％

中学校：
１００％
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■成果指標

成果指標名 現状値
実績値
（R1）

目標値
単位

16

17

18

19

放課後や土曜日、長期休業日等を利用した補充的な学
習サポートの実施状況
＊放課後や土曜日、長期休業日等を利用した補充的な
学習を、年間２０回以上実施した学校の割合（％）

％

小学校：
――％
中学校：
――％

小学校：
１００％
中学校：
１００％

小学校：
１００％
中学校：
１００％

学校教育へのボランティア等の活用状況
＊「ボランティア等による授業サポート（補助）を行いまし
たか」という質問に対して肯定的な回答をした学校の割
合（％）
【文部科学省「全国学力・学習状況調査」学校質問紙
調査】

＜令和元年度質問紙項目なし＞

％

小学校：
５４．６％
中学校：
３３．３％

小学校：
８２．８％
中学校：
６６．７％
（平成３０
年度）

小学校：
７０％

中学校：
７０％

小中学校におけるタブレット端末を含む教育用コンピュー
タの整備状況
＊小中学校に整備された教育用コンピュータ１台あたり
の児童生徒数（人）

％

小学校：
６．５人
中学校：
８．４人

小学校：
4.４人に1

台
中学校：
5.3人に1

台

小学校：
２人

中学校：
３人

小中学校普通教室におけるエアコンの整備状況
＊市内小中学校の普通教室の中で、空調機（エアコン）
が整備されている教室数の割合（％）

％

小学校：
３６．２％
中学校：
５０．０％

小学校：
１００％
中学校：
１００％

小学校：
１００％
中学校：
１００％
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■計画の基本情報

H 27 ～ R 1

亀山市子ども・子育て支援事業計画に関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

本計画は、子ども・子育て支援法第61条第1項に基づく、市町村子ども・子育て支
援事業計画。

健康福祉部子ども未来課

目的・概要

計画期間 年度

すべての子どもの良質な生育環境を保障し、子ども・子育て家庭を社会全体で支援
することを目的に、「質の高い学校教育・保育の総合的な提供」「保育の量的拡大・
確保」「地域の子ども・子育て支援の充実」をめざす。

計画の骨格
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■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

待機児童解消に向け、新たな認定こども園の整備に向けた地域との協議を進めると
ともに、保育の必要性に応じた適切な入所事務等に努めた。また待機児童館を有
効に活用し、緊急的な保育利用への対応を行った。また、子どもの居場所の充実の
ため、２１支援の放課後児童クラブの運営支援等を行いつつ、亀山南小学校区で
の施設整備と川崎小学校区での１箇所の新設を支援や、引き続き長期休暇子ども
の居場所事業などにより、受入環境の充実を図った。さらに、旧西谷邸(西町)での
地域小規模児童養護施設整備への支援を行い、市内での児童短期支援施設の
受入環境の向上を図った。また、「かめやまげんきっこフェスティバル」や、地域子育
て支援センターでの行事等を通じた活動や、SNSを活用した情報発信の仕組みづく
りを行った。

待機児童の解消に向けて、小規模保育事業等を活用し、保育の必要性等に応じた
適切な利用調整を行いつつ、待機児童館を有効活用しながら、急な保育の必要性
の高い児童の受入を行うことができた。
また、放課後児童の見守りについては、新たな施設整備等（亀山南小・川崎小）に
より、児童の過ごす環境の改善を図ることができた。さらに、長期休暇子どもの居場
所事業についても、事業の認知度の向上から、利用者が増加するとともに、新型コロ
ナウイルス感染症拡大に伴う臨時休校の際にも、事業を拡大実施することで、保育
所・認定こども園・放課後児童クラブとともに、保護者の就労環境を支えることができ
た。

仕事と子育てが両立に向けて、未就学児の保育所等から、小学生の放課後児童ク
ラブや長期休暇子どもの居場所事業により、保護者が安心して働ける環境整備を
図ることができた。
また、SNSを活用した仕組みづくりを行ったことで、子育て世帯のネットワークづくりに
つなげることができた。

低年齢児の受入規模の拡充に向けて、民間事業者との小規模保育事業等の開設
に向けた協議等は行ってきたものの、開設には至っておらず、新たな認定こども園の
整備を含めた施設の再編により、低年齢児を中心とした受入規模の拡大が必要な
状況となっている。

今後の待機児童解消に向けた必要な供給量の確保方策等を示した、第２期子ど
も・子育て支援事業計画に沿って、必要な施設整備を進めるための諸準備を進め
る。

別紙 子ども・子育て支援事業計画 目標事業量一覧表のとおり
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別紙　子ども・子育て支援事業計画　目標事業量一覧表

単位等 目標値（R1） 令和元年度

１号認定提供数（人） 806 504

２号認定提供数（人） 814 916

３号認定提供数（人） 499 479

設置箇所数（箇所） 3 2

設置箇所数（箇所） 6 6

利用児童数（人） 245 221

設置箇所数（箇所） 18 18

利用児童数（人） 605 618

市内設置箇所数（箇所） 1 未設置

市外設置箇所数（箇所） 10 7

利用児童数（人） 65 20

設置箇所数：（箇所） 1 1

設置箇所数（箇所） 7 5

利用児童数（人） 2,098 2470

設置箇所数（箇所） 2 3

利用児童数（人） 520 386

設置箇所数（箇所） 2 2

利用児童数（人） 293 163

利用児童延べ数（人） 5,002 2218

設置箇所数（箇所） 未設置

利用児童数（人） 未実施

利用人数（人） 690 1122

設置箇所数（箇所） 1 未実施

提供可能回数（人） 5,782 4368

提供可能数（人） 413 376

提供可能数（人） 20 36

設置箇所数（箇所） 1 未設置

利用児童数（人） 30 未実施

市内児童発達支援センター等の
設置

５年間で実施
に向け検討

子育て援助活動支援事業

利用者支援

妊婦健康診査

乳児家庭全戸訪問事業

養育支援訪問事業その他要支
援児童、要保護児童の支援に資
する事業

市内小規模児童養護施設

地域子育て支援拠点事業

一時預かり事業

１号認定

２号認定

病児・病後児保育事業

項目

教育保育事業

認定こども園

延長保育事業

放課後児童健全育成事業

子育て短期支援事業

- 147 -



- 148 -



（ ）

■計画の基本情報

H 29 ～ R 3

第３次亀山市男女共同参画基本計画に関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

　本計画は男女共同参画社会基本法第14条、女性の職業生活における活躍の推進
に関する法律第6条、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律第2
条の3にそれぞれ基づく市町村計画として位置付けている。第2次亀山市総合計画前
期基本計画との関連は基本施策「共生社会の推進」と深く関わっている。

生活文化部 文化スポーツ課

目的・概要

計画期間 年度

　地域社会の様々な分野において、男女が共に助け合い認め合いながら、対等なパー
トナーとして自らの意思で活動に参画し、共に責任を担うことのできる社会の実現が求め
られている。本計画は男女共同参画社会の実現に向け市と市民等が協働して男女共
同参画の推進に関する施策を総合的かつ計画的に取り組むものである。

計画の骨格

１ 男女の人権尊重

３ 男女共同参画の視点に

立った慣行等の見直し

２ 教育や啓発による意識

改革、理解の促進

４ 政策・方針決定過程へ

の女性の参画拡大

６ 男性中心型労働慣行等の

変革と女性の活躍推進

５ ワーク・ライフ・バランス（仕

事と生活の調和）の推進

７ 雇用等における男女共

同参画の推進

９ 生涯にわたる健康づくり

支援

８ 女性等に対するあらゆ

る暴力の根絶

10 様々な要因により困難を抱え

た女性等が安心して暮らせる環境

の整備

11 男女共同参画の視点

に立った防災体制の確立

キャッチ

フレーズ
共につくろう 男女が生き生き輝くまち かめやま

（1）人権啓発・人権教育の推進（2）人

権相談・支援体制の充実

（1）男女共同参画の視点に立った家庭教育支援（2）

学校・幼稚園・保育所における男女共同参画教育の

充実（3）地域における男女共同参画に関する啓発・

学習の推進

（1）固定的性別役割分担意識の解消に向けた広

報・啓発（2）固定的性別役割分担意識の解消に

向けた環境の整備

（1）意識醸成に向けた啓発（2）女性の

活躍推進に向けた環境整備

（1）行政分野における女性の参画拡大（2）地域、

企業、その他の分野における女性の参画拡大

（1）市民・企業等に対する啓発・取り組み（2）仕事

と家庭の両立のための環境整備（3）市役所内の

取り組み

（1）就労環境の向上等に関する啓発・取り

組み（2）子育て支援等、周辺環境の整備

（1）女性等に対する暴力の防止・根絶及び被害者の

保護等の推進（2）セクシュアル・ハラスメント、ストー

カー事案、性犯罪、売買春、人身取引等の対策の推

進

（1）生涯にわたる男女の健康の包括的な支

援（2）スポーツ分野への女性の参画

（1）ひとり親家庭等の親子が安心して暮らせる環

境づくり（2）高齢者、障がい者、外国人等が安心し

て暮らせる環境の整備

（1）災害に備えた体制の整備（2）災害

に備えた避難所運営体制の構築

基本目標 基本施策 施策の方向性

男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
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■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等
　男女共同参画について理解を深めるため、三重県男女共同参画センター「フレン
テみえ」と連携し、亀山市文化会館で三重県内男女共同参画連携映画祭を開催
し、市民活動団体と協働し、上映後にアフタートークを行った。また、市民活動団体
との連携により、男女共同参画情報誌を発行し、市内全域へ配布した。
　「亀山市ワーク・ライフ・バランス推進週間（11/9～11/24）」に市内の社会教育
施設等の無料開放や男女共同参画研修会、講演会、料理教室を実施した。
　労働団体、地域活動団体が企画するイベント等で啓発活動を行うとともに、市広
報にてワーク・ライフ・バランスに取り組む優良企業の紹介を行った。

　男女共同参画連携映画祭上映後にアフタートークを行うことで、映画をきっかけと
して、参加された方が、それぞれ自分の生き方を見つめ、男女共同参画への意識
高揚を図ることができた。
　また、「亀山市ワーク・ライフ・バランス推進週間」を設け、重点的に啓発等を行うこ
とで、仕事と仕事以外の生活の両方が充実した働き方や生き方を目指す意識啓発
につながった。男女共同参画研修会では、仕事と育児の両立について、ワーク・ライ
フ・バランス講演会では、働き方について考えるきっかけになった。

　市民の人権尊重の意識を育むため、市民活動団体や地域、学校と連携し、イベ
ントを開催する等あらゆる機会を通じて人権啓発に取り組んだ。
　男女共同参画の意識高揚を図るため、講演会の開催や様々な啓発活動や情報
提供により、すべての人が、それぞれの能力を発揮できる環境づくりの推進に努め
た。

　人権尊重の意識や男女共同参画意識の高揚を図るため、継続して、あらゆる機
会を通じて啓発活動を図っていく必要がある。
　また、働き方に対する意識については、一人ひとりの意識啓発を進めるとともに、
事業所の取組を支援する必要がある。

　人権尊重の意識醸成や性別による固定的役割分担意識の解消に向けて、引き
続き、研修会や講座等あらゆる機会と広報等様々な手段を活用し啓発していく。
　また、ワーク・ライフ・バランスを推進するため、事業所の優良な取組を表彰し、市
民や企業へ広く周知していく。

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

（別紙のとおり）

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名
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■成果指標

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

成果指標名 現状値 目標値
実績値
（R1）単位

「男女共同参画社会」という言葉の認知度 ％ 49.7 100 ―

固定的性別役割分担意識について「同感しない」と
答えた人の割合

％ 53.0 60 ―

男性のうち、子育てに関する地域活動に参加したこと
がある人の割合

％ 36.2 増加 ―

各種審議会等における女性の登用率（4月1日現在
で算出）

％ 36.1 40 32.9

「ワーク・ライフ・バランス」という言葉の認知度 ％ 26.9 35 ―

ワーク・ライフ・バランスに積極的な取り組みを行う事
業所数（累計）

社 ― 6 2

マタニティ・ハラスメント及びパタニティ・ハラスメントの
認知度

％
ﾏﾀﾊﾗ：71.5
ﾊﾟﾀﾊﾗ：23.9

ﾏﾀﾊﾗ：80
ﾊﾟﾀﾊﾗ：30 ―

市内全単位自治会長に占める女性の割合 ％ 2.6 増加 4.9

市内幼稚園・小中学校の単位PTA会長に占める女
性の割合

％ 11.1 増加 5.5

本市における女性管理職の割合
（うち一般行政職における女性管理職の割合）

％
23.2
（12.5）

増加
25.0
（12.7）

市男性職員の育児休業取得率 ％
7.3（Ｈ22年
度からの6年

間）
20 0

市職員１人当たりの年次有給休暇の年間取得日数 日 8.6 10 10.6

放課後児童健全育成事業の設置施設数 箇所 16 18 18

商工会議所加入企業のうち女性の経営者の割合 ％ 13.5 増加 13.7

認定農業者のうち家族経営協定の締結者数 件 1 増加 2

DV防止法認知度 ％ 50.8 60 ―

健康診断受診率 ％
男性：85.9
女性：73.8

男性：86.5
女性：76.0

―

女性特有のがん検診受診率 ％
子宮がん：12.3
乳がん：21.8 増加

子宮がん：12.4
乳がん：22.9

運動習慣のある者の割合 ％
男性：47.2
女性：39.2

増加 ―

子育て短期支援事業の設置個所数 箇所 未設置 1 未設置

女性消防団員数 人 17 増加 18
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基
本
目
標
　
１
　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

基
本
施
策
（
１
）
男
女
の
人
権
尊
重

施
策
項
目

施
策
の
内
容

担
当
G
関
連
部
署
・

関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

「
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
亀
山

市
を
つ
く
る
条
例
」
や
「
亀
山
市
人
権
施
策

基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
市
民
の
人
権
感
覚

が
身
に
付
く
よ
う
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス

タ
in
亀
山
」
の
開
催
な
ど
、
様
々
な
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

文
化
共
生
G

引
き
続
き
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
in
亀

山
」
を
開
催
し
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
う
機
会
を
設
け
る
。

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
in
亀
山
」
を
亀
山

東
小
学
校
で
開
催
し
、
大
阪
市
立
大
空
小
学

校
初
代
校
長
木
村
泰
子
さ
ん
の
講
演
や
中
学

生
に
よ
る
人
権
作
文
の
発
表
・
高
校
生
に
よ

る
人
権
ス
ピ
ー
チ
な
ど
、
人
権
啓
発
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
た
。

よ
り
多
く
の
市
民
に
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
し
て

も
ら
い
、
人
権
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
市
民
へ
の
周
知
方
法
、
イ
ベ
ン
ト
の

内
容
や
開
催
場
所
な
ど
検
討
を
す
る
必
要
が

あ
る
。

引
き
続
き
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
in
亀

山
」
を
開
催
し
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
う
機
会
を
設
け
る
。
令
和
2
年
度
は
川
崎

小
学
校
体
育
館
で
開
催
予
定
。

市
民
の
人
権
尊
重
の
意
識
を
育
む
た
め
、
あ

ら
ゆ
る
場
や
機
会
を
通
じ
て
人
権
啓
発
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
人
権
学
習
の
機
会
や
場

の
提
供
・
充
実
に
努
め
ま
す
。

文
化
共
生
G

広
く
市
民
が
、
人
権
に
つ
い
て
正
し
い
理
解

が
で
き
る
よ
う
に
、
学
習
会
や
研
修
会
な
ど

の
機
会
を
設
け
る
。

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
人
権
意
識
を

高
め
て
も
ら
う
た
め
、
人
権
に
関
す
る
絵

画
・
ポ
ス
タ
ー
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
。

市
民
の
人
権
尊
重
の
意
識
を
育
む
た
め
、
人

権
啓
発
の
場
や
機
会
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

広
く
市
民
が
、
人
権
に
つ
い
て
正
し
い
理
解

が
で
き
る
よ
う
に
、
学
習
会
や
研
修
会
な
ど

の
機
会
を
設
け
る
。

市
広
報
紙
や
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
公

式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
行
政
情
報
番
組
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
媒
体
を
活
用
し
て
人
権

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

広
報
秘
書
G
文
化
共
生
G

市
広
報
で
は
、
共
生
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
写

真
や
数
値
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
よ
り
理

解
で
き
る
よ
う
掲
載
す
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
含
む
）
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
案
内
以
外
の
人
権
啓
発
が
で
き
る
記
事
掲

載
を
関
連
部
署
と
検
討
す
る
。
行
政
情
報
番

組
で
は
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
の
参
画
を
得

て
、
市
民
へ
伝
わ
り
や
す
い
番
組
づ
く
り
を

行
う
。

市
広
報
で
は
、
人
権
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
5

回
、
お
知
ら
せ
ワ
イ
ド
を
２
回
掲
載
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
記

事
や
調
査
結
果
の
数
値
を
掲
載
し
た
記
事
な

ど
、
身
近
で
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
を

行
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
既
存
ペ
ー

ジ
の
更
新
や
新
規
ペ
ー
ジ
の
作
成
等
を
行
っ

た
ほ
か
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
、
職
員
が

人
権
啓
発
を
P
R
す
る
な
ど
、
情
報
発
信
方

法
を
工
夫
し
た
。
行
政
情
報
番
組
で
は
、
人

権
週
間
の
啓
発
と
併
せ
て
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
タ
の
開
催
告
知
の
番
組
を
制
作
・
放

送
し
た
。

例
年
、
同
じ
内
容
の
啓
発
や
イ
ベ
ン
ト
案
内

に
留
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
日
常
的
に
、
身
近

に
人
権
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う

情
報
発
信
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

多
く
の
方
に
情
報
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
継
続
し
て
市
民
活
動
団
体
な
ど
と

協
力
し
て
情
報
発
信
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

市
広
報
で
は
、
身
近
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題

に
関
連
し
た
人
権
啓
発
の
記
事
掲
載
を
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
案
内
以

外
の
人
権
啓
発
の
記
事
投
稿
が
で
き
る
よ

う
、
関
連
部
署
と
検
討
す
る
。
行
政
情
報
番

組
で
は
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
の
参
画
を
得

て
、
市
民
へ
伝
わ
り
や
す
い
番
組
づ
く
り
を

行
う
。

学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
な
ど
に
お
い
て

は
、
人
権
教
育
を
全
て
の
教
育
活
動
の
根
底

に
据
え
、
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
人
権
に

関
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
ま
す
。

教
育
研
究
G
教
育
支
援
G
差
別
解
消
に
係
る
三
法
に
つ
い
て
学
習
す
る

機
会
を
持
ち
、
差
別
に
対
す
る
正
し
い
認
識

を
持
つ
。

市
内
校
長
会
や
各
校
の
研
修
会
等
の
場
で
三

法
を
は
じ
め
、
人
権
教
育
の
正
し
い
知
識
と

認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域
と
学
校
が
連
携
し
た
人
権
教
育
の
体
制

を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

亀
山
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
、
各
中
学
校

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
亀
山
市
人
権
教
育
担
当

者
会
を
軸
と
し
て
地
域
と
学
校
が
連
携
し
た

人
権
教
育
の
推
進
を
進
め
る
。

家
庭
は
、
人
に
対
す
る
思
い
や
り
の
心
を
育

む
な
ど
、
人
権
尊
重
の
心
を
育
む
た
め
の
基

本
の
場
と
な
る
た
め
、
家
庭
教
育
を
支
援
し

ま
す
。

社
会
教
育
G

保
育
所
・
幼
稚

園
・
認
定
子
ど

も
園
関
係

子
育
て
家
庭
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
、
社
会
教
育
委
員
会
が
か
め
や
ま
お
茶
の

間
1
0
選
（
実
践
）
を
作
成
中
で
あ
る
。
平

成
3
1
年
度
以
降
は
、
当
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出

前
講
座
の
講
座
内
に
も
位
置
づ
け
を
行
い
、

事
業
の
推
進
を
進
め
る
。

か
め
や
ま
お
茶
の
間
1
0
選
（
実
践
）
の
作

成
を
行
い
、
今
後
の
取
組
の
計
画
と
し
て
第

一
次
か
め
や
ま
お
茶
の
間
1
0
選
（
実
践
）

推
進
活
動
計
画
の
策
定
し
た
。

第
一
次
か
め
や
ま
お
茶
の
間
1
0
選
（
実

践
）
推
進
活
動
計
画
に
基
づ
き
、
事
業
の
推

進
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

第
一
次
か
め
や
ま
お
茶
の
間
1
0
選
（
実

践
）
推
進
活
動
計
画
に
基
づ
き
、
か
め
や
ま

お
茶
の
間
1
0
選
（
実
践
）
発
表
会
（
仮

称
）
の
開
催
や
、
か
め
や
ま
お
茶
の
間
1
0

選
（
実
践
）
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
仮
称
）
の

配
布
を
進
め
る
。

企
業
等
に
お
い
て
は
、
国
際
化
が
進
む
中
、

よ
り
人
権
へ
の
理
解
や
対
応
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
職
場
に
お
け
る
人
権
教
育
が
進
む
よ

う
支
援
し
ま
す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

各
種
団
体
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、

団
体
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
啓
発
を
行
う
。

労
働
者
団
体
等
の
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
に

お
い
て
、
文
化
共
生
G
と
連
携
し
、
チ
ラ
シ

配
布
な
ど
を
行
い
、
広
く
啓
発
を
行
っ
た
。

継
続
し
て
各
種
団
体
と
連
携
し
、
様
々
な
機

会
を
と
ら
え
て
、
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。

各
種
団
体
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、

団
体
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
職
場
に
お
け

る
人
権
教
育
が
進
む
よ
う
啓
発
を
行
う
。

困
難
を
か
か
え
る
人
々
に
対
し
て
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
人
権
尊
重
の
視
点
に
立
っ
た

相
談
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

文
化
共
生
G

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
に
関
す
る
専
門

的
な
相
談
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
に
周
知
す

る
。

市
広
報
誌
で
常
設
・
特
設
相
談
日
程
に
つ
い

て
市
民
に
周
知
を
図
っ
た
。
ま
た
、
新
た
に

人
権
擁
護
委
員
を
選
任
し
、
相
談
体
制
を
整

え
た
。

人
権
尊
重
の
視
点
に
立
っ
た
相
談
や
支
援
を

行
う
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
っ
て
い

く
。

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
に
関
す
る
専
門

的
な
相
談
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
に
周
知
す

る
。

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
や
女
性
相

談
窓
口
、
三
重
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

の
相
談
窓
口
等
の
情
報
に
関
し
て
、
市
広
報

紙
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
各
種
媒
体
を

活
用
し
て
広
く
情
報
提
供
を
行
い
、
様
々
な

困
難
を
抱
え
た
女
性
等
が
相
談
で
き
る
環
境

整
備
を
図
り
ま
す
。

子
ど
も
支
援

G 文
化
共
生
G

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
や
女
性
相

談
窓
口
、
三
重
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

の
相
談
窓
口
等
の
情
報
に
関
し
て
、
市
広
報

紙
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
各
種
媒
体
を

活
用
し
て
広
く
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

相
談
機
関
や
相
談
窓
口
等
の
情
報
を
、
市
広

報
紙
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
て

広
く
周
知
し
た
。

相
談
窓
口
や
支
援
制
度
等
の
周
知
の
た
め
、

継
続
し
て
情
報
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
や
女
性
相

談
窓
口
、
三
重
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

の
相
談
窓
口
等
の
情
報
に
関
し
て
、
市
広
報

紙
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
各
種
媒
体
を

活
用
し
て
広
く
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

①
人
権
啓

発
・
人
権
教

育
の
推
進
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相
談
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
的
確
な
助
言
や

支
援
が
で
き
る
よ
う
相
談
員
等
の
資
質
の
向

上
や
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

文
化
共
生
G

人
権
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

講
座
（
無
料
）
に
、
担
当
グ
ル
ー
プ
の
職
員

が
１
人
１
講
座
以
上
受
講
す
る
よ
う
に
取
り

組
む
。

三
重
県
人
権
大
学
講
座
に
市
職
員
１
名
が
参

加
し
た
。

担
当
グ
ル
ー
プ
の
職
員
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講

座
を
受
講
し
た
。

相
談
員
等
の
資
質
の
向
上
に
必
要
な
研
修
会

や
集
会
な
ど
に
参
加
す
る
予
算
が
確
保
で
き

な
い
。

人
権
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

講
座
（
無
料
）
に
、
担
当
グ
ル
ー
プ
の
職
員

が
１
人
１
講
座
以
上
受
講
す
る
よ
う
に
取
り

組
む
。

相
談
さ
れ
た
人
権
問
題
が
早
期
に
解
決
で
き

る
よ
う
、
津
地
方
法
務
局
、
三
重
県
人
権
セ

ン
タ
ー
、
鈴
鹿
地
域
防
災
総
合
事
務
所
、
人

権
擁
護
委
員
な
ど
の
機
関
と
各
関
係
部
署
間

で
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
連
携
し
て
支
援
で

き
る
よ
う
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

文
化
共
生
G

津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
亀
山
地
区
委
員
会

の
会
長
が
代
わ
り
、
引
き
続
き
連
携
を
図
る

た
め
、
月
１
回
開
催
さ
れ
て
い
る
委
員
会
に

職
員
も
可
能
な
範
囲
で
出
席
す
る
。

津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
亀
山
地
区
委
員
会

の
出
席
や
津
地
方
法
務
局
と
の
連
携
等
、
市

民
へ
の
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
た
。

各
関
係
機
関
で
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
連

携
し
て
支
援
で
き
る
よ
う
体
制
を
強
化
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
亀
山
地
区
委
員
会

と
引
き
続
き
連
携
を
図
る
た
め
、
月
１
回
開

催
さ
れ
て
い
る
委
員
会
に
職
員
も
可
能
な
範

囲
で
出
席
す
る
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
保
護
司
、
ま
た
、

地
域
で
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
等

と
連
携
し
、
悩
み
事
や
地
域
で
の
人
権
問
題

を
早
期
に
発
見
し
解
決
を
図
り
ま
す
。

福
祉
総
務
G

引
き
続
き
、
各
種
団
体
の
活
動
に
お
い
て
、

悩
み
事
や
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
が

あ
っ
た
場
合
は
、
団
体
や
他
部
署
と
連
携
し

て
解
決
を
図
る
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
よ
る
平
時
か
ら
の

声
か
け
や
安
否
確
認
な
ど
の
活
動
と
と
も

に
、
社
協
に
C
S
W
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
悩
み
ご
と
を
抱
え
た
人
を
早
期
発
見
す

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
た
。

市
内
で
は
、
地
域
で
の
孤
立
化
な
ど
が
顕
在

化
し
て
お
り
、
悩
み
や
課
題
を
抱
え
た
人
を

早
期
に
発
見
し
、
支
援
に
つ
な
が
る
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
に
お
け
る
福
祉
課
題
を
抱
え
た
人
を
取

り
巻
く
環
境
は
多
様
化
・
複
合
化
し
つ
つ
あ

る
中
で
、
案
件
に
応
じ
て
多
く
の
部
署
が
連

携
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

②
人
権
相

談
・
支
援
体

制
の
充
実
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基
本
目
標
　
１
　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

基
本
施
策
（
２
）
教
育
や
啓
発
に
よ
る
意
識
改
革
、
理
解
の
促
進

施
策
項
目

施
策
の
内
容

担
当
G
関
連
部
署

・
関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

家
庭
に
お
け
る
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割

分
担
を
解
消
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
家
庭

教
育
を
促
進
す
る
た
め
、
保
護
者
へ
の
意
識

啓
発
を
図
り
ま
す
。

社
会
教
育
G
保
育
所
・
幼
稚

園
・
認
定
子
ど

も
園
関
係

子
育
て
家
庭
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
、
社
会
教
育
委
員
会
が
か
め
や
ま
お
茶
の

間
1
0
選
（
実
践
）
を
作
成
中
で
あ
る
。
平

成
3
1
年
度
以
降
は
、
当
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出

前
講
座
の
講
座
内
に
も
位
置
づ
け
を
行
い
、

事
業
の
推
進
を
進
め
る
。

か
め
や
ま
お
茶
の
間
1
0
選
（
実
践
）
の
作

成
を
行
い
、
今
後
の
取
組
の
計
画
と
し
て
第

一
次
か
め
や
ま
お
茶
の
間
1
0
選
（
実
践
）

推
進
活
動
計
画
を
策
定
し
た
。

第
一
次
か
め
や
ま
お
茶
の
間
1
0
選
（
実

践
）
推
進
活
動
計
画
に
基
づ
き
、
事
業
の
推

進
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

第
一
次
か
め
や
ま
お
茶
の
間
1
0
選
（
実

践
）
推
進
活
動
計
画
に
基
づ
き
、
か
め
や
ま

お
茶
の
間
1
0
選
（
実
践
）
発
表
会
（
仮

称
）
の
開
催
や
、
か
め
や
ま
お
茶
の
間
1
0

選
（
実
践
）
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
仮
称
）
の

配
布
を
進
め
る
。

子
ど
も
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
個
性
や
能
力

を
十
分
発
揮
で
き
る
人
生
を
歩
め
る
よ
う
、

保
護
者
等
が
持
つ
、
子
ど
も
の
性
別
に
よ
る

固
定
的
な
進
学
、
進
路
、
最
終
学
歴
、
将
来

就
く
職
種
等
に
関
す
る
意
識
を
変
革
す
る
よ

う
情
報
発
信
・
啓
発
し
ま
す
。

社
会
教
育
G

子
育
て
家
庭
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
、
社
会
教
育
委
員
会
が
か
め
や
ま
お
茶
の

間
1
0
選
（
実
践
）
を
作
成
中
で
あ
る
。
平

成
3
1
年
度
以
降
は
、
当
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出

前
講
座
の
講
座
内
に
も
位
置
づ
け
を
行
い
、

事
業
の
推
進
を
進
め
る
。

か
め
や
ま
お
茶
の
間
1
0
選
（
実
践
）
の
作

成
を
行
い
、
今
後
の
取
組
の
計
画
と
し
て
第

一
次
か
め
や
ま
お
茶
の
間
1
0
選
（
実
践
）

推
進
活
動
計
画
を
策
定
し
た
。

第
一
次
か
め
や
ま
お
茶
の
間
1
0
選
（
実

践
）
推
進
活
動
計
画
に
基
づ
き
、
事
業
の
推

進
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

第
一
次
か
め
や
ま
お
茶
の
間
1
0
選
（
実

践
）
推
進
活
動
計
画
に
基
づ
き
、
か
め
や
ま

お
茶
の
間
1
0
選
（
実
践
）
発
表
会
（
仮

称
）
の
開
催
や
、
か
め
や
ま
お
茶
の
間
1
0

選
（
実
践
）
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
仮
称
）
の

配
布
を
進
め
る
。

児
童
・
生
徒
が
、
お
互
い
の
個
性
や
違
い
を

認
め
合
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
個
性
や
能
力
を
理
解
し
尊
重
で
き
る
よ
う

な
教
育
を
進
め
、
性
別
に
か
か
わ
ら
な
い
多

様
な
勤
労
観
や
職
業
観
を
身
に
付
け
、
将
来

の
就
労
に
つ
な
げ
る
よ
う
、
幼
児
期
か
ら
発

達
段
階
に
応
じ
た
計
画
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
推
進
し
ま
す
。

教
育
研
究
G

引
き
続
き
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用

し
た
職
場
体
験
学
習
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
道
徳
や
人
権
学
習
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ

れ
の
存
在
を
尊
重
し
、
互
い
を
認
め
合
う
意

識
を
育
成
す
る
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
る
中
で
、
こ
れ
ま
で

の
「
男
性
の
職
業
」
「
女
性
の
職
業
」
と

い
っ
た
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
考
え
方

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
市
内
全
て

の
中
学
校
で
職
場
体
験
学
習
（
5
日
間
）
を

実
施
し
、
多
様
な
勤
労
観
や
職
業
観
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
系
統
的
な
指

導
計
画
が
必
要
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用

し
た
職
場
体
験
学
習
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
道
徳
や
人
権
学
習
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ

れ
の
存
在
を
尊
重
し
、
互
い
を
認
め
合
う
意

識
を
育
成
す
る
。

次
代
の
保
護
者
に
も
な
る
生
徒
等
に
対
し
、

性
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
、
学

習
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

教
育
研
究
G

引
き
続
き
、
人
権
教
育
・
保
健
体
育
・
社
会

科
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
な
か
で
学
習

の
機
会
を
つ
く
る
。

保
健
体
育
科
・
社
会
科
・
総
合
的
な
学
習
の

時
間
の
学
習
の
な
か
で
性
に
関
す
る
正
し
い

知
識
の
学
習
を
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ

て
行
っ
た
。

教
科
書
で
の
学
習
と
併
せ
て
、
出
会
い
を
通

し
た
学
習
の
機
会
を
設
け
る
。

引
き
続
き
、
人
権
教
育
・
保
健
体
育
・
社
会

科
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
な
か
で
学
習

の
機
会
を
つ
く
る
。

中
学
生
や
高
校
生
と
乳
幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い

体
験
な
ど
を
通
し
て
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ
と
や
家
庭
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
生

活
を
男
女
が
協
力
し
て
営
め
る
よ
う
正
し
い

知
識
の
普
及
と
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

教
育
研
究
G

引
き
続
き
、
人
権
教
育
・
家
庭
科
・
総
合
的

な
学
習
の
時
間
の
な
か
で
学
習
の
機
会
を
つ

く
る
。

家
庭
科
の
学
習
や
人
権
学
習
を
通
し
て
、
男

女
が
協
力
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
に

沿
っ
た
働
き
方
や
家
庭
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
学
習
を
進

め
た
。

教
科
書
で
の
学
習
と
併
せ
て
、
出
会
い
を
通

し
た
学
習
の
機
会
を
設
け
る
。

引
き
続
き
、
人
権
教
育
・
家
庭
科
・
総
合
的

な
学
習
の
時
間
の
な
か
で
学
習
の
機
会
を
つ

く
る
。

社
会
問
題
化
し
て
い
る
長
時
間
労
働
や
過

労
、
賃
金
不
払
い
等
の
問
題
に
関
し
て
、
必

要
な
知
識
を
身
に
付
け
る
た
め
、
働
く
人
た

ち
を
守
る
労
働
法
制
や
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル

の
解
決
策
等
に
つ
い
て
の
教
育
に
努
め
ま

す
。

教
育
研
究
G

引
き
続
き
、
人
権
教
育
・
社
会
科
・
総
合
的

な
学
習
の
時
間
の
な
か
で
学
習
の
機
会
を
つ

く
る
。

小
学
校
6
年
生
の
社
会
科
お
よ
び
中
学
校
３

年
生
の
公
民
的
分
野
の
学
習
の
中
で
、
働
く

意
味
や
労
働
者
を
支
え
る
仕
組
み
、
現
代
の

問
題
な
ど
に
つ
い
て
考
え
た
。

教
科
書
で
の
学
習
と
併
せ
て
、
出
会
い
を
通

し
た
学
習
の
機
会
を
設
け
る
。

引
き
続
き
、
人
権
教
育
・
社
会
科
・
総
合
的

な
学
習
の
時
間
の
な
か
で
学
習
の
機
会
を
つ

く
る
。

三
重
県
内
男
女
共
同
参
画
連
携
映
画
祭
の
開

催
、
男
女
共
同
参
画
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
講
演
会
等
の
開
催
、
市

広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
、
S
N
S
で
の
啓
発

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
等
、
様
々
な
機
会
や
媒

体
を
通
し
て
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ

い
て
啓
発
を
行
い
ま
す
。

文
化
共
生
G

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
週
間
を

設
け
、
重
点
的
に
啓
発
等
を
行
う
こ
と
で
、

仕
事
と
仕
事
以
外
の
生
活
の
両
方
が
充
実
し

た
働
き
方
や
生
き
方
を
目
指
す
意
識
啓
発
に

つ
な
げ
る
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
週
間

に
、
地
域
活
動
団
体
等
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン

ト
等
で
、
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
い
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
た
め
の
啓

発
を
行
っ
た
。

働
き
方
に
対
す
る
意
識
や
、
仕
事
と
仕
事
以

外
の
生
活
と
の
両
立
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の

意
識
啓
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
長
時
間
労

働
の
是
正
や
休
暇
取
得
の
奨
励
な
ど
、
事
業

所
の
取
組
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
週
間
を

設
け
、
重
点
的
に
啓
発
等
を
行
う
こ
と
で
、

仕
事
と
仕
事
以
外
の
生
活
の
両
方
が
充
実
し

た
働
き
方
や
生
き
方
を
目
指
す
意
識
啓
発
に

つ
な
げ
る
。

①
男
女
共
同

参
画
の
視
点

に
立
っ
た
家

庭
教
育
支
援

②
学
校
・
幼

稚
園
・
保
育

所
に
お
け
る

男
女
共
同
参

画
教
育
の
充

実
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「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
固
定

的
性
別
役
割
分
担
意
識
を
解
消
し
、
男
女
共

同
参
画
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
講
演
会

や
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

文
化
共
生
G

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
講
座
と
し
て
、
料

理
や
家
事
、
介
護
な
ど
女
性
の
仕
事
と
し
て

考
え
ら
れ
が
ち
な
役
割
を
、
男
性
が
体
験
で

き
る
よ
う
な
講
座
等
を
検
討
し
実
施
す
る
。

男
性
の
仕
事
と
育
児
の
両
立
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推

進
週
間
に
講
演
会
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
防
災
時

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
防
災
安
全
課
・
自
治
会
連
合

会
と
男
女
共
同
参
画
研
修
会
を
開
催
し
た
。

講
演
会
や
研
修
会
等
、
よ
り
関
心
を
持
っ
て

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
内
容
の
検
討
や

広
報
の
仕
方
な
ど
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
講
座
と
し
て
、
料

理
や
家
事
、
介
護
な
ど
女
性
の
仕
事
と
し
て

考
え
ら
れ
が
ち
な
役
割
を
、
男
性
が
体
験
で

き
る
よ
う
な
講
座
等
を
検
討
し
実
施
す
る
。

6
月
の
男
女
共
同
参
画
週
間
の
機
会
を
捉
え

て
、
国
が
毎
年
選
定
す
る
男
女
共
同
参
画
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
も
含
め
た
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
こ
と
全
般
に
つ
い
て
、
啓
発
パ

ネ
ル
の
展
示
や
の
ぼ
り
旗
の
設
置
、
市
広
報

紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
記
事
掲
載
等
に

よ
り
広
く
啓
発
し
ま
す
。

文
化
共
生
G

引
き
続
き
、
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
や
の
ぼ
り

旗
の
設
置
、
市
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
記
事
掲
載
等
に
よ
り
、
広
く
啓
発
を

行
っ
て
い
く
。

6
月
の
男
女
共
同
参
画
週
間
に
合
わ
せ
て
、

啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
や
の
ぼ
り
旗
の
設
置
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
記
事
掲
載
等
を
行
っ

た
。

啓
発
の
効
果
が
上
が
る
よ
う
、
男
女
共
同
参

画
週
間
の
機
会
を
捉
え
て
、
集
中
的
に
啓
発

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

引
き
続
き
、
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
や
の
ぼ
り

旗
の
設
置
、
市
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
記
事
掲
載
等
に
よ
り
、
広
く
啓
発
を

行
っ
て
い
く
。

日
本
女
性
会
議
や
各
種
の
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
県
内
研
修
等
に
、
市
職
員
・
教
職

員
、
市
民
等
を
派
遣
す
る
な
ど
、
研
修
の
機

会
を
設
け
ま
す
。

文
化
共
生
G
人
事
給
与
G

教
育
研
究
G

平
成
3
１
年
度
も
日
本
女
性
会
議
へ
の
参
加

が
難
し
い
た
め
、
県
内
で
開
催
さ
れ
る
研
修

等
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

防
災
時
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
防
災
安
全

課
・
自
治
会
連
合
会
と
男
女
共
同
参
画
研
修

会
を
開
催
し
た
。

男
女
共
同
参
画
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
職

員
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
人
事
給
与
G
と
も

連
携
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

令
和
２
年
度
の
日
本
女
性
会
議
、
及
び
県
内

で
開
催
さ
れ
る
研
修
等
に
積
極
的
に
参
加
す

る
。

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
市
民
活
動
団
体

と
協
働
し
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
た
啓
発
活

動
や
男
女
共
同
参
画
情
報
誌
の
発
行
等
に
よ

り
啓
発
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

文
化
共
生
G

引
き
続
き
、
三
重
県
内
男
女
共
同
参
画
連
携

映
画
祭
の
開
催
や
情
報
誌
の
発
行
等
を
行

う
。

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
市
民
活
動
団
体

に
協
力
を
お
願
い
し
、
三
重
県
内
男
女
共
同

参
画
連
携
映
画
祭
の
開
催
や
情
報
誌
の
発
行

等
を
行
っ
た
。

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
市
民
活
動
団
体

と
連
携
し
、
様
々
な
手
法
に
よ
り
啓
発
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

引
き
続
き
、
三
重
県
内
男
女
共
同
参
画
連
携

映
画
祭
の
開
催
や
情
報
誌
の
発
行
等
を
行

う
。

自
治
会
な
ど
で
の
行
政
出
前
講
座
な
ど
、
地

域
で
の
男
女
共
同
参
画
の
普
及
啓
発
に
取
り

組
み
ま
す
。

文
化
共
生
G

地
域
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
と
連
携
を

取
り
、
啓
発
活
動
を
行
う
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
週
間
に

開
催
さ
れ
た
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
、
チ
ラ

シ
の
配
布
を
行
い
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の

た
め
の
啓
発
を
行
っ
た
。

生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
男
女
共
同
参
画

が
進
む
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
連
携
し

て
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
と
連
携
を

取
り
、
啓
発
活
動
を
行
う
。

③
地
域
に
お

け
る
男
女
共

同
参
画
に
関

す
る
啓
発
・

学
習
の
推
進
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基
本
目
標
　
１
　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

基
本
施
策
（
３
）
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
慣
行
等
の
見
直
し

施
策
項
目

施
策
の
内
容

担
当
G
関
連
部
署

・
関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
て
、
市
民
の
固
定
的

性
別
役
割
分
担
意
識
の
解
消
を
推
進
し
ま

す
。

文
化
共
生
G

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
講
座
と
し
て
、
料

理
や
家
事
、
介
護
な
ど
女
性
の
仕
事
と
し
て

考
え
ら
れ
が
ち
な
役
割
を
、
男
性
が
体
験
で

き
る
よ
う
な
講
座
等
を
検
討
し
実
施
す
る
。

防
災
時
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
防
災
安
全

課
・
自
治
会
連
合
会
と
男
女
共
同
参
画
研
修

会
を
開
催
し
た
。

講
演
会
や
研
修
会
等
、
よ
り
関
心
を
持
っ
て

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
内
容
の
検
討
や

広
報
の
仕
方
な
ど
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
講
座
と
し
て
、
料

理
や
家
事
、
介
護
な
ど
女
性
の
仕
事
と
し
て

考
え
ら
れ
が
ち
な
役
割
を
、
男
性
が
体
験
で

き
る
よ
う
な
講
座
等
を
検
討
し
実
施
す
る
と

と
も
に
、
市
の
広
報
誌
の
コ
ラ
ム
等
で
啓
発

を
行
う
。

社
会
教
育
G

今
後
も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
女
性
の
参
画
を

促
進
す
る
よ
う
各
団
体
に
働
き
か
け
る
。

市
内
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、
5
.5
％
（
1

人
/
1
8
人
）
で
あ
っ
た
。

今
後
、
更
に
積
極
的
に
女
性
の
参
画
に
つ
い

て
呼
び
か
け
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
女
性
の
参
画
を
促

進
す
る
よ
う
各
団
体
に
働
き
か
け
る
。

地
域
ま
ち
づ

く
り
G

亀
山
市
自
治
会
連
合
会
を
通
じ
て
、
自
治
会

長
を
対
象
と
し
た
男
女
共
同
参
画
研
修
を
行

う
。
地
域
担
い
手
研
修
を
開
催
す
る
に
当
た

り
、
若
者
や
女
性
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
。

亀
山
市
自
治
会
連
合
会
を
通
じ
て
、
亀
山
市

男
女
共
同
参
画
・
防
災
連
携
講
座
を
行
っ

た
。
ま
た
、
地
域
担
い
手
研
修
で
は
全
参
加
者
数

1
1
4
名
の
う
ち
、
4
9
名
の
女
性
が
参
加
し

た
。

亀
山
市
自
治
会
連
合
会
の
各
種
活
動
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に

立
っ
た
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
促
し
て
い

く
。
地
域
担
い
手
研
修
で
は
若
者
や
女
性
の

参
加
者
を
促
し
て
い
く
。

引
き
続
き
、
亀
山
市
自
治
会
連
合
会
を
通
じ

て
、
自
治
会
長
を
対
象
と
し
た
男
女
共
同
参

画
研
修
を
行
う
。
地
域
担
い
手
研
修
を
開
催

す
る
に
当
た
り
、
若
者
や
女
性
の
参
加
を
呼

び
掛
け
る
。

地
域
に
根
差
し
た
組
織
・
団
体
の
活
動
の
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点

が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
各
組
織
・
団
体
に
対

す
る
啓
発
に
努
め
ま
す
。

地
域
ま
ち
づ

く
り
G

引
き
続
き
、
亀
山
市
自
治
会
連
合
会
主
催
の

「
食
の
祭
典
・
市
民
の
集
い
」
に
、
亀
山
市

婦
人
会
連
絡
協
議
会
の
協
力
を
い
た
だ
く
。

亀
山
市
自
治
会
連
合
会
主
催
の
「
食
の
祭

典
・
市
民
の
集
い
」
の
準
備
、
運
営
、
片
付

け
等
に
亀
山
市
婦
人
会
連
合
協
議
会
を
始
め

性
別
問
わ
ず
多
く
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
。

亀
山
市
自
治
会
連
合
会
等
の
各
種
活
動
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点

に
立
っ
た
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
促
し
て
い

く
。

亀
山
市
自
治
会
連
合
会
発
行
の
「
さ
わ
や
か

だ
よ
り
」
等
に
男
女
共
同
参
画
啓
発
の
記
事

を
掲
載
す
る
。

あ
ら
ゆ
る
組
織
・
団
体
・
企
業
等
に
お
い

て
、
個
人
の
能
力
に
も
十
分
留
意
し
な
が

ら
、
女
性
の
会
長
、
女
性
の
管
理
職
、
女
性

の
リ
ー
ダ
ー
等
を
積
極
的
に
起
用
し
た
り
、

慣
例
で
は
男
性
が
務
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た

役
割
な
ど
を
女
性
が
担
っ
た
り
す
る
こ
と
を

意
識
的
に
行
い
第
三
者
に
見
せ
る
こ
と
で
、

人
々
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

文
化
共
生
G

慣
例
と
し
て
男
性
が
務
め
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
る
役
職
に
、
女
性
も
男
性
と
同
じ

よ
う
に
就
い
て
も
ら
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
、
市
の
広
報
の
コ
ラ
ム
等
で
、
啓
発

を
行
う
。

先
進
的
な
取
組
を
し
て
い
る
組
織
や
団
体
等

の
情
報
収
集
等
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

性
別
に
関
係
な
く
、
個
人
の
能
力
に
応
じ
た

活
躍
が
で
き
る
よ
う
、
広
く
市
民
の
意
識
を

変
え
る
啓
発
が
必
要
が
あ
る
。

慣
例
と
し
て
男
性
が
務
め
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
る
役
職
に
、
女
性
も
男
性
と
同
じ

よ
う
に
就
い
て
も
ら
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
、
市
の
広
報
の
コ
ラ
ム
等
で
、
啓
発

を
行
う
。

市
が
作
成
・
発
行
す
る
文
書
（
チ
ラ
シ
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
冊
子
、
そ
の
他
一
般
文
書

等
）
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
情
報
発
信

に
お
い
て
、
無
意
識
の
う
ち
に
固
定
的
な
性

別
役
割
分
担
意
識
を
根
付
か
せ
た
り
助
長
し

た
り
す
る
よ
う
な
表
現
や
イ
ラ
ス
ト
等
の
掲

載
を
し
な
い
よ
う
、
全
庁
的
に
意
識
し
た
文

書
や
資
料
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

広
報
秘
書
G
文
化
共
生
G
、

法
務
G

引
き
続
き
、
表
現
や
イ
ラ
ス
ト
等
、
各
記
事

内
容
が
適
切
で
あ
る
か
確
認
す
る
。
ま
た
、

広
報
研
修
に
お
い
て
、
固
定
的
性
別
役
割
分

担
意
識
の
解
消
を
促
す
。

各
課
か
ら
の
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

行
政
情
報
番
組
に
関
す
る
決
裁
に
お
い
て
、

固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
を
助
長
す
る
表

現
や
イ
ラ
ス
ト
等
が
な
い
よ
う
意
識
し
て
内

容
を
確
認
し
た
。

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
情
報
発
信

に
お
い
て
は
、
現
状
、
固
定
的
性
別
役
割
分

担
意
識
を
助
長
す
る
よ
う
な
表
現
は
見
ら
れ

な
い
が
、
引
き
続
き
、
注
意
を
払
う
必
要
が

あ
る
。

引
き
続
き
、
表
現
や
イ
ラ
ス
ト
等
、
各
記
事

内
容
が
適
切
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
。

男
性
が
子
育
て
に
参
画
し
や
す
く
な
る
た

め
、
公
共
施
設
に
お
け
る
環
境
整
備
（
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
付
男
性
ト
イ
レ
の
整
備
等
）
に

努
め
る
と
と
も
に
、
民
間
施
設
に
も
波
及
す

る
よ
う
啓
発
に
努
め
ま
す
。

住
ま
い
推
進

G
施
設
管
理
部
署
ト
イ
レ
改
修
予
算
要
求
時
に
施
設
管
理
担
当

へ
提
案
し
、
必
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
。

西
野
公
園
便
所
（
北
）
建
替
工
事
に
お
い

て
、
男
性
用
内
に
、
子
供
用
ブ
ー
ス
と
子
供

用
小
便
器
を
設
置
し
た
。

建
物
改
修
予
算
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
か
、

十
分
な
機
能
を
有
す
る
予
算
の
確
保
が
課
題

で
あ
る
。

ト
イ
レ
改
修
予
算
要
求
時
に
施
設
管
理
担
当

へ
提
案
し
、
必
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
。

①
固
定
的
性

別
役
割
分
担

意
識
の
解
消

に
向
け
た
広

報
・
啓
発

自
治
会
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
P
T
A

等
、
地
域
に
根
差
し
た
組
織
・
団
体
へ
の
若

い
世
代
の
男
性
や
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
女

性
の
参
画
を
促
進
す
る
よ
う
広
く
啓
発
す
る

と
と
も
に
、
各
組
織
や
団
体
に
働
き
か
け
ま

す
。
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教
育
研
究
G

固
定
的
性
別
役
割
分
担
の
意
識
の
解
消
に
努

め
る
と
と
も
に
、
多
く
の
市
民
が
会
議
に
参

加
し
や
す
い
よ
う
開
催
時
間
を
設
定
し
て
い

く
。

各
種
委
員
会
等
の
開
会
時
間
を
1
9
：
0
0
に

設
定
す
る
よ
う
に
し
た
。

P
T
A
の
役
員
会
や
地
区
集
会
等
に
つ
い
て
も

土
曜
日
や
1
9
：
0
0
頃
に
開
催
で
き
る
よ
う

に
努
め
た
。

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
広
く
啓
発
し
て
い

く
。

固
定
的
性
別
役
割
分
担
の
意
識
の
解
消
に
努

め
る
と
と
も
に
、
多
く
の
市
民
が
会
議
に
参

加
し
や
す
い
よ
う
開
催
時
間
を
設
定
し
て
い

く
。

子
ど
も
総
務

G

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
つ
い
て
、
参
加
者

の
参
加
し
や
す
い
時
間
設
定
に
努
め
る
と
と

も
に
、
H
P
等
を
通
じ
た
情
報
発
信
を
行

う
。
ま
た
、
各
園
で
の
会
議
等
に
つ
い
て
も

同
様
に
、
保
護
者
の
参
加
し
や
す
い
時
間
設

定
に
努
め
る
よ
う
、
園
長
会
議
等
を
通
じ
て

周
知
を
図
る
。

平
成
３
１
年
度
に
実
施
し
た
会
議
に
つ
い
て

も
、
1
8
:3
0
～
2
0
:3
0
の
会
議
を
設
定
す

る
こ
と
で
、
現
役
世
代
が
就
業
後
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

夜
間
の
会
議
設
定
は
、
現
役
世
代
の
参
加
し

や
す
さ
は
高
ま
る
が
、
高
齢
の
委
員
は
参
加

を
し
に
く
く
な
る
側
面
が
あ
っ
た
。
現
在
は

高
齢
の
委
員
は
少
な
い
が
増
加
し
て
き
た
際

に
は
課
題
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
時
間
設
定
を
基
本
に
、
委
員
構

成
を
み
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
参
加
し
や
す

い
会
議
設
定
を
行
う
。

地
域
ま
ち
づ

く
り
G

亀
山
市
自
治
会
連
合
会
を
通
じ
て
、
自
治
会

長
を
対
象
と
し
た
男
女
共
同
参
画
研
修
の
開

催
を
促
し
、
開
催
の
支
援
を
行
う
。

亀
山
市
自
治
会
連
合
会
を
通
じ
て
、
亀
山
市

男
女
共
同
参
画
・
防
災
連
携
講
座
を
行
っ

た
。

亀
山
市
自
治
会
連
合
会
の
各
種
活
動
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に

立
っ
た
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
促
し
て
い

く
。

引
き
続
き
、
亀
山
市
自
治
会
連
合
会
を
通
じ

て
、
自
治
会
長
を
対
象
と
し
た
男
女
共
同
参

画
研
修
を
行
う
。

②
固
定
的
性

別
役
割
分
担

意
識
の
解
消

に
向
け
た
環

境
の
整
備

学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
の
保
護
者
会

（
P
T
A
等
）
や
自
治
会
等
の
会
議
、
あ
る
い

は
市
民
活
動
団
体
や
各
種
審
議
会
・
委
員
会

等
の
会
議
に
つ
い
て
、
平
日
の
昼
間
だ
け
で

な
く
、
夜
間
、
休
日
等
に
開
催
す
る
な
ど
、

多
様
な
市
民
が
参
加
し
や
す
い
運
営
と
な
る

よ
う
広
く
周
知
啓
発
を
図
り
ま
す
。
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基
本
目
標
　
２
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍

基
本
施
策
（
４
）
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
拡
大

施
策
項
目

施
策
の
内
容

担
当
G
関
連
部
署

・
関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

亀
山
市
の
各
種
審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
の

登
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
各
種
審
議
会

委
員
等
を
選
出
す
る
様
々
な
選
出
母
体
の
役

員
等
の
構
成
に
つ
い
て
も
、
男
女
の
比
率
が

同
程
度
と
な
る
よ
う
、
選
出
母
体
を
所
管
す

る
部
署
等
か
ら
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

文
化
共
生
G

審
議
会
委
員
等
を
構
成
す
る
選
出
母
体
の
男

女
比
率
に
つ
い
て
、
で
き
る
範
囲
で
所
管
部

署
か
ら
働
き
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
依
頼
し

て
い
く
。

亀
山
市
の
各
種
審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
の

登
用
率
の
調
査
を
行
い
、
市
の
各
担
当
部
署

に
女
性
登
用
の
意
識
付
け
を
行
っ
た
。

各
種
審
議
会
委
員
等
を
選
出
す
る
様
々
な
選

出
母
体
に
は
、
男
性
の
割
合
が
高
い
団
体
や

職
種
も
あ
る
が
、
所
管
す
る
部
署
等
か
ら
の

積
極
的
な
働
き
か
け
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

審
議
会
委
員
等
を
構
成
す
る
選
出
母
体
の
男

女
比
率
に
つ
い
て
、
で
き
る
範
囲
で
所
管
部

署
か
ら
働
き
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
依
頼
し

て
い
く
。

女
性
の
登
用
が
進
ま
な
い
分
野
に
つ
い
て

は
、
委
員
の
公
募
制
の
導
入
や
、
選
出
規
定

の
見
直
し
、
充
て
職
等
の
慣
例
に
と
ら
わ
れ

な
い
選
出
な
ど
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
検
討

し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
登
用
が
進
ま
な
い
根

本
の
要
因
や
背
景
を
調
査
研
究
し
、
そ
れ
ら

を
解
消
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

文
化
共
生
G

女
性
登
用
率
の
調
査
時
に
、
登
用
率
が
２

０
％
以
下
の
審
議
会
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の

理
由
と
今
後
の
改
善
方
策
を
検
討
す
る
よ
う

所
管
部
署
に
依
頼
す
る
。

平
成
3
1
年
度
調
査
か
ら
、
登
用
率
が
２

０
％
以
下
の
審
議
会
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の

理
由
と
今
後
の
改
善
方
策
の
記
入
を
行
い
、

女
性
登
用
率
の
偏
り
を
減
ら
す
た
め
の
意
識

づ
け
に
つ
な
げ
た
。

各
種
審
議
会
委
員
等
を
選
出
す
る
様
々
な
選

出
母
体
に
は
、
男
性
の
割
合
が
高
い
団
体
も

あ
り
、
女
性
登
用
率
の
向
上
に
つ
な
が
ら
な

い
審
議
会
等
が
あ
る
。

女
性
登
用
率
の
調
査
時
に
、
登
用
率
が
２

０
％
以
下
の
審
議
会
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の

理
由
と
今
後
の
改
善
方
策
を
検
討
す
る
よ
う

所
管
部
署
に
依
頼
す
る
。

各
種
審
議
会
等
へ
の
女
性
の
参
画
拡
大
の
一

方
で
、
女
性
の
比
率
が
偏
っ
て
高
い
よ
う
な

審
議
会
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
選
出
母
体
も

含
め
て
男
女
の
割
合
が
同
程
度
と
な
る
よ
う

働
き
か
け
ま
す
。

文
化
共
生
G

女
性
登
用
率
の
調
査
時
に
、
女
性
の
比
率
が

偏
っ
て
高
い
よ
う
な
審
議
会
等
に
つ
い
て
も

確
認
す
る
。

平
成
3
1
年
度
調
査
か
ら
、
登
用
率
が
２

０
％
以
下
の
審
議
会
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の

理
由
と
今
後
の
改
善
方
策
の
記
入
を
行
い
、

女
性
登
用
率
の
偏
り
を
減
ら
す
た
め
の
意
識

づ
け
に
つ
な
げ
た
。

女
性
の
比
率
が
偏
っ
て
高
い
よ
う
な
審
議
会

等
に
つ
い
て
も
、
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

女
性
登
用
率
の
調
査
時
に
、
女
性
の
比
率
が

偏
っ
て
高
い
よ
う
な
審
議
会
等
に
つ
い
て
も

確
認
す
る
。

亀
山
市
の
各
種
審
議
会
等
を
所
管
す
る
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
に
お
い
て
、
女
性
の
参
画
の
重

要
性
を
認
識
で
き
る
よ
う
、
職
員
に
対
す
る

意
識
啓
発
や
研
修
等
を
行
い
ま
す
。

人
事
給
与
G

新
規
採
用
職
員
の
庁
内
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
男
女
共
同
参
画
を
組
み
入
れ
、
女
性
参

画
の
重
要
性
に
つ
い
て
意
識
付
け
を
行
う
。

新
規
採
用
職
員
の
庁
内
研
修
に
お
い
て
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
し
た
。

各
種
審
議
会
等
へ
の
女
性
の
参
画
の
重
要
性

を
認
識
で
き
る
よ
う
、
職
員
に
対
す
る
意
識

啓
発
や
研
修
等
を
継
続
し
て
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
。

新
規
採
用
職
員
の
庁
内
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
お
い
て
継
続
し
て
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
研
修
を
実
施
し
、
女
性
参
画
の
重
要
性

に
つ
い
て
意
識
付
け
を
行
う
。

亀
山
市
特
定
事
業
主
行
動
計
画
に
基
づ
く
市

役
所
の
女
性
職
員
の
積
極
的
な
登
用
、
職
域

拡
大
を
図
り
ま
す
。

人
事
給
与
G

引
き
続
き
、
管
理
職
や
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

の
職
に
つ
い
て
女
性
職
員
を
積
極
的
に
配
置

す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
向
上
の
た
め
の
研
修
を
行
う
。

職
員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
向
上
の
た
め
、

昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
課
長

級
職
員
及
び
Ｇ
Ｌ
に
対
す
る
研
修
に
加
え
、

主
任
主
査
級
職
員
に
対
し
て
も
独
自
研
修
を

行
っ
た
。

令
和
２
年
２
月
に
策
定
し
た
第
４
次
亀
山
市
特
定

事
業
主
行
動
計
画
に
お
い
て
女
性
管
理
職
員
の
割

合
を
４
０
％
に
設
定
し
た
こ
と
か
ら
、
目
標
達
成

に
向
け
て
引
き
続
き
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
向
上
の

た
め
の
研
修
の
実
施
や
管
理
職
や
Ｇ
Ｌ
へ
女
性
職

員
を
積
極
的
に
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

目
標
達
成
に
向
け
て
、
引
き
続
き
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
管
理
職
や
Ｇ
Ｌ
へ
女
性
職
員
を

積
極
的
に
配
置
す
る
。

市
が
推
薦
し
て
国
等
が
委
嘱
す
る
各
種
委
員

等
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
配
慮

し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
構
成
員
の
性
別
に

偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

福
祉
総
務
G

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て
は
、
1
2

月
1
日
の
改
選
に
向
け
、
地
域
に
対
し
、
性

別
に
隔
た
り
な
く
委
員
と
な
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
伝
え
て
い
く
。

保
護
司
に
つ
い
て
は
、
保
護
司
会
と
連
携

し
、
女
性
の
登
用
を
積
極
的
に
進
め
て
い

く
。

地
域
に
対
し
て
男
女
問
わ
ず
担
い
手
と
な
れ

る
旨
を
地
域
に
伝
え
つ
つ
、
一
斉
改
選

（
1
2
月
1
日
）
を
行
い
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
8
8
人
（
男
性
4
5
人
、
女
性
4
3
人
）

主
任
児
童
委
員
1
0
人
（
男
性
1
人
、
女
性
9

人
）
を
選
出
し
た
。
ま
た
、
保
護
司
に
つ
い

て
は
、
交
代
等
の
際
、
男
女
比
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
る
よ
う
、
女
性
の
登
用
に
努
め
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
に

つ
い
て
は
、
各
未
選
出
地
区
が
あ
り
、
選
出

時
や
急
な
交
代
時
な
ど
に
男
女
比
に
対
す
る

継
続
的
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、
保

護
司
は
、
現
在
1
8
人
（
男
性
1
5
人
、
女
性

3
人
）
と
な
っ
て
お
り
、
性
別
の
隔
た
り
を

改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
保
護
司
に
つ
い
て

は
、
性
別
の
隔
た
り
が
な
く
な
る
よ
う
、
各

事
務
局
と
連
携
し
、
交
代
時
等
に
お
け
る
、

積
極
的
な
女
性
登
用
を
継
続
的
に
依
頼
し
て

い
く
。

政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
拡

大
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
識
を
醸

成
す
る
た
め
市
広
報
紙
等
の
様
々
な
媒
体
を

通
じ
て
啓
発
を
図
り
ま
す
。

文
化
共
生
G

引
き
続
き
、
市
の
施
策
等
に
お
い
て
女
性
参

画
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
情
報
発
信
し
て
い

く
。

男
女
共
同
参
画
情
報
誌
や
広
報
を
通
し
て
市

民
の
意
識
啓
発
を
行
っ
た
。

市
民
の
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
、
情
報
誌
や

広
報
等
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
市
の
施
策
等
に
お
い
て
女
性
参

画
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
情
報
発
信
し
て
い

く
。

社
会
教
育
G

今
後
も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
女
性
の
参
画
を

促
進
す
る
よ
う
各
団
体
に
働
き
か
け
る
。

市
内
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、
5
.5
％
（
1

人
/
1
8
人
）
で
あ
っ
た
。

今
後
、
更
に
積
極
的
に
女
性
の
参
画
に
つ
い

て
呼
び
か
け
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
女
性
の
参
画
を
促

進
す
る
よ
う
各
団
体
に
働
き
か
け
る
。

①
行
政
分
野

に
お
け
る
女

性
の
参
画
拡

大

自
治
会
や
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
P
T
A

等
の
役
員
へ
の
女
性
の
参
画
が
促
進
さ
れ
る
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地
域
ま
ち
づ

く
り
G

亀
山
市
自
治
会
連
合
会
を
通
じ
て
、
自
治
会

長
を
対
象
と
し
た
男
女
共
同
参
画
研
修
を
行

う
。

亀
山
市
自
治
会
連
合
会
を
通
じ
て
、
亀
山
市

男
女
共
同
参
画
・
防
災
連
携
講
座
を
行
っ

た
。

亀
山
市
自
治
会
連
合
会
の
各
種
活
動
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に

立
っ
た
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
促
し
て
い

く
。

引
き
続
き
、
亀
山
市
自
治
会
連
合
会
を
通
じ

て
、
自
治
会
長
を
対
象
と
し
た
男
女
共
同
参

画
研
修
を
行
う
。

企
業
等
に
お
け
る
女
性
役
員
や
女
性
管
理
職

の
育
成
、
女
性
の
能
力
開
発
・
発
揮
、
女
性

の
起
業
等
に
関
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
低
利

融
資
等
の
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

継
続
し
て
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
若
者
・
女
性
が
市
内
で
創
業
し
や
す
く

な
る
よ
う
空
き
店
舗
等
活
用
支
援
補
助
金
を

さ
ら
に
拡
充
す
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
配
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
た
。
市
内
創
業
者
向
け
の
空
き
店
舗
活

用
支
援
補
助
金
制
度
の
拡
充
（
交
付
対
象
者

が
女
性
の
場
合
等
の
上
限
額
引
上
げ
）
を

行
っ
た
。
市
内
で
創
業
を
検
討
し
て
い
る
方

を
対
象
に
創
業
塾
を
開
催
し
た
。

交
付
対
象
者
を
拡
充
し
た
空
き
店
舗
等
活
用

支
援
補
助
金
の
活
用
に
つ
な
げ
、
若
者
・
女

性
の
創
業
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

継
続
し
て
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
若
者
・
女
性
が
市
内
で
創
業
し
や
す
く

な
る
よ
う
空
き
店
舗
等
活
用
支
援
補
助
金
を

Ｈ
Ｐ
な
ど
で
広
く
周
知
す
る
。

経
済
団
体
、
労
働
組
合
、
職
能
団
体
、
職
業

団
体
、
N
P
O
、
市
民
活
動
団
体
、
社
会
教
育

団
体
（
文
化
関
係
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
、
青
少
年
健
全
育
成
団
体
等
）
、
政
治
分

野
等
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
女
性
の
参
画
気

運
の
醸
成
の
た
め
、
情
報
発
信
・
啓
発
を
行

い
ま
す
。

文
化
共
生
G

各
種
団
体
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
団

体
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
啓
発
を
行
う
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
週
間
に

開
催
さ
れ
た
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
、
チ
ラ

シ
の
配
布
を
行
い
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の

た
め
の
啓
発
を
行
っ
た
。

各
種
団
体
と
連
携
し
、
様
々
な
機
会
を
と
ら

え
て
、
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
。

各
種
団
体
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
団

体
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
啓
発
を
行
う
。

農
林
業
等
の
分
野
の
各
種
組
合
等
に
お
い

て
、
女
性
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
参

画
拡
大
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
広
く
啓
発
を
図

り
ま
す
。

農
業
G

森
林
林
業
G

特
産
品
フ
ェ
ア
等
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や

協
力
を
呼
び
か
け
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
女

性
参
加
拡
大
を
目
指
す
。

平
成
３
１
年
度
は
、
神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ

た
特
産
品
フ
ェ
ア
に
参
加
し
、
農
林
漁
業
に

従
事
す
る
女
性
に
よ
る
試
飲
等
を
行
い
、
亀

山
市
の
特
産
品
（
農
産
物
）
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な

が
っ
た
。

市
内
外
問
わ
ず
、
幅
広
い
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
・
協
力
を
呼
び
か
け
る
。

お
茶
ま
つ
り
や
特
産
品
フ
ェ
ア
等
の
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
や
協
力
を
呼
び
か
け
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
へ
の
女
性
参
加
拡
大
を
目
指
す
。

②
地
域
、
企

業
、
そ
の
他

の
分
野
に
お

け
る
女
性
の

参
画
拡
大

等
の
役
員
へ
の
女
性
の
参
画
が
促
進
さ
れ
る

よ
う
啓
発
や
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。
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基
本
目
標
　
２
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍

基
本
施
策
（
５
）
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
の
推
進

施
策
項
目

施
策
の
内
容

担
当
G
関
連
部
署

・
関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

重
点
的
に
啓
発
等
を
行
う
期
間
と
し
て
、

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
週

間
」
を
設
定
し
、
様
々
な
関
連
事
業
を
行
い

ま
す
。

文
化
共
生
G

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
た
め

の
事
業
所
の
優
良
事
例
の
紹
介
や
、
雇
用
対

策
協
議
会
等
と
連
携
し
た
取
組
を
検
討
す

る
。

１
１
月
９
日
か
ら
２
４
日
ま
で
の
１
６
日
間

を
亀
山
市
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
週
間
と
し
て
位
置
づ
け
、
講
演
会
等
を
開

催
し
、
重
点
的
に
啓
発
を
行
っ
た
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
週
間
の

検
証
を
行
い
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
啓
発
を

進
め
る
と
と
も
に
、
長
時
間
労
働
の
是
正
や

休
暇
取
得
の
奨
励
な
ど
、
事
業
所
の
取
組
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

働
き
方
改
革
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

に
対
し
て
意
欲
的
に
取
組
め
る
よ
う
、
顕
著
な
取

組
み
を
実
施
し
て
い
る
企
業
等
へ
の
表
彰
制
度
を

確
立
す
る
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進

の
た
め
の
事
業
所
の
優
良
事
例
の
紹
介
や
、
雇
用

対
策
協
議
会
等
と
連
携
し
た
取
組
を
検
討
す
る
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
や

「
働
き
方
」
に
つ
い
て
、
市
民
に
考
え
て
も

ら
う
機
会
と
す
る
た
め
、
様
々
な
手
法
に
よ

り
情
報
発
信
・
啓
発
し
ま
す
。

文
化
共
生
G

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
週
間
を

設
定
し
、
重
点
的
に
啓
発
活
動
を
行
い
、
情

報
発
信
を
し
て
い
く
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
週
間
中

に
、
パ
ネ
ル
展
示
や
労
働
団
体
、
地
域
活
動

団
体
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
で
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
た
め
の
啓

発
を
行
っ
た
。

情
報
発
信
や
啓
発
、
市
民
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
機
会
の
提
供
な
ど
、
効
果

を
上
げ
る
た
め
の
手
法
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
週
間
を

設
定
し
、
重
点
的
に
啓
発
活
動
を
行
い
、
情

報
発
信
を
し
て
い
く
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
や

企
業
の
取
り
組
み
の
優
良
事
例
等
を
、
様
々

な
機
会
を
捉
え
て
事
業
所
に
対
し
情
報
発

信
・
啓
発
を
行
い
ま
す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

引
き
続
き
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

推
進
週
間
に
お
い
て
、
地
域
活
動
団
体
等
が

実
施
す
る
各
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
等
と
連
携
を

図
り
、
重
点
的
に
啓
発
を
行
う
。

労
働
団
体
等
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
（
フ
ァ

ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
９
）
を
「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
週
間
」
に
合
わ
せ

て
開
催
し
啓
発
を
行
っ
た
。

各
種
団
体
と
連
携
し
、
様
々
な
機
会
を
と
ら

え
て
、
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
。

引
き
続
き
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

推
進
週
間
に
お
い
て
、
地
域
活
動
団
体
等
が

実
施
す
る
各
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
等
と
連
携
を

図
り
、
重
点
的
に
啓
発
を
行
う
。

休
暇
取
得
の
推
進
な
ど
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
や
女
性
の
活
躍
に
取
り
組

む
企
業
や
自
営
業
者
、
個
人
等
を
顕
彰
し
ま

す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

引
き
続
き
、
事
例
収
集
し
、
研
究
を
行
う
。
企
業
等
へ
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
啓
発

活
動
等
は
実
施
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
事

例
収
集
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

他
市
事
例
等
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
制
度

設
計
に
向
け
て
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
引
き
続
き
、
事
例
収
集
し
、
研
究
を
行
う
。

本
市
が
、
特
に
市
民
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
注
力
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
亀
山
市
の
魅
力
の
一
つ
と
し
て
、

市
内
外
に
情
報
発
信
し
ま
す
。

広
報
秘
書
G
文
化
共
生
G

市
広
報
で
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
前
年
度
と

同
じ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
含
む
）
で
、
イ

ベ
ン
ト
案
内
以
外
の
啓
発
が
で
き
る
記
事
掲

載
を
、
担
当
部
署
と
調
整
す
る
。

市
広
報
（
5
/
1
号
及
び
1
1
/
1
号
）
に
お
い

て
、
地
元
企
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
な

ど
、
市
の
魅
力
に
つ
な
が
る
情
報
を
取
り
入

れ
た
記
事
掲
載
を
行
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
推
進
週
間
及
び
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
を

行
っ
た
。
行
政
情
報
番
組
に
お
い
て
は
、

1
1
月
2
4
日
開
催
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
講
座
を
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取
材
・
放

送
し
た
。

市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
含
む
）
の
掲
載
内
容
に
つ
い
て
、
イ
ベ
ン

ト
案
内
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
週

間
の
説
明
に
留
ま
っ
て
い
る
。
多
く
の
方
に

情
報
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ

り
積
極
的
な
情
報
発
信
や
啓
発
に
努
め
る
必

要
が
あ
る
。

各
種
広
報
媒
体
に
お
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
案
内

に
留
ま
ら
な
い
情
報
発
信
に
つ
い
て
、
関
連

部
署
と
検
討
す
る
。

夏
の
時
期
に
「
朝
方
勤
務
」
や
「
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
制
」
を
推
進
し
、
夕
方
早
く
に
職

場
を
出
る
と
い
う
生
活
ス
タ
イ
ル
に
変
え
て

い
く
国
民
運
動
「
ゆ
う
活
（
夏
の
生
活
ス
タ

イ
ル
変
革
）
」
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度

等
に
つ
い
て
、
啓
発
に
努
め
ま
す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
配
置
す
る
な
ど

啓
発
を
図
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
配
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
た
。

各
種
団
体
と
連
携
し
、
様
々
な
機
会
を
と
ら

え
て
、
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
。

引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
配
置
す
る
な
ど

啓
発
を
図
る
。

企
業
等
に
お
い
て
、
男
女
の
労
働
者
が
、
仕

事
と
育
児
・
介
護
等
を
両
立
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
長
時
間
労
働
の
解
消
、
短
時
間

勤
務
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
勤
務
、
テ
レ

ワ
ー
ク
に
よ
る
多
様
な
働
き
方
の
推
進
、
育

児
・
介
護
等
に
配
慮
し
た
雇
用
形
態
や
両
立

支
援
制
度
の
導
入
等
に
つ
い
て
、
企
業
等
へ

働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

雇
用
対
策
協
議
会
の
参
加
企
業
へ
、
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
フ
レ
ン
テ
み
え
が
開
催
す

る
セ
ミ
ナ
ー
の
チ
ラ
シ
等
を
配
布
す
る
。
企

業
が
働
き
方
改
革
に
意
欲
的
に
取
組
め
る
よ

う
に
研
修
会
や
啓
発
活
動
を
行
う
。

市
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
情
報
発
信
や
啓
発
を

行
っ
た
。
亀
山
市
雇
用
対
策
協
議
会
や
働
く

環
境
づ
く
り
懇
談
会
で
フ
レ
ン
テ
み
え
の
専

門
員
に
よ
り
働
き
方
改
革
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
講
演
、
研
修
を
行
っ
た
。

多
様
な
働
き
方
に
よ
り
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
が
推
進
で
き
る
よ
う
、
企
業
向
け
研
修

会
等
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

働
き
方
改
革
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
に
対
し
て
意
欲
的
に
取
組
め
る
よ
う
、

引
き
続
き
雇
用
対
策
協
議
会
の
参
加
企
業
を

中
心
に
研
修
会
や
啓
発
活
動
を
行
う
。

公
共
調
達
に
お
い
て
、
生
産
性
、
持
続
可
能

性
等
の
高
い
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

等
推
進
企
業
を
よ
り
幅
広
く
評
価
す
る
国
や

県
等
の
制
度
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
を
図
り

ま
す
。

契
約
管
財
G

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
等
を
推
進
す

る
企
業
が
増
加
す
る
よ
う
、
市
役
所
内
の
取

り
組
み
と
合
わ
せ
て
効
果
的
な
手
法
を
検
討

し
、
制
度
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

建
設
業
お
け
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
等
を
推
進
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
月
２

回
土
日
完
全
週
休
2
日
制
工
事
試
行
要
領
を

策
定
し
、
令
和
２
年
度
か
ら
実
施
予
定
。

引
き
続
き
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

等
を
推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
検
討
す

る
と
も
に
、
普
及
啓
発
を
行
な
う
必
要
が
あ

る
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
等
を
推
進
す

る
企
業
が
増
加
す
る
よ
う
、
市
役
所
内
の
取

り
組
み
と
合
わ
せ
て
効
果
的
な
手
法
を
検
討

し
、
制
度
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

①
市
民
・
企

業
等
に
対
す

る
啓
発
・
取

り
組
み
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保
護
者
に
な
る
方
を
対
象
と
し
て
「
パ
パ
・

マ
マ
教
室
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
男
女
が
共

に
子
育
て
に
参
画
す
る
よ
う
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

健
康
づ
く
り

G

引
き
続
き
、
「
パ
パ
・
マ
マ
教
室
」
を
年
4

回
開
催
す
る
。
参
加
者
を
増
や
す
た
め
、
母

子
健
康
手
帳
交
付
時
に
、
今
以
上
に
教
室
の

周
知
を
行
っ
て
い
く
。

「
パ
パ
・
マ
マ
教
室
」
を
年
4
回
開
催
し
、

延
5
0
人
の
参
加
が
あ
り
、
教
室
内
で
男
女

が
共
に
子
育
て
で
き
る
た
め
の
き
っ
か
け
づ

く
り
を
行
っ
た
。

平
成
3
0
年
度
よ
り
は
参
加
人
数
が
増
え

た
。
パ
パ
マ
マ
教
室
以
外
で
も
必
要
時
に
は

来
所
相
談
等
で
対
応
し
て
い
け
る
と
よ
い
と

思
わ
れ
る
。

引
続
き
、
「
パ
パ
・
マ
マ
教
室
」
を
開
催
し

て
い
く
。
ま
た
、
教
室
参
加
が
難
し
い
場
合

等
は
、
夫
婦
で
の
来
所
相
談
に
応
じ
る
。

未
婚
率
の
減
少
や
晩
産
化
の
解
消
の
た
め
、

未
婚
の
男
性
等
を
対
象
に
し
た
家
事
・
育
児

に
関
す
る
講
座
の
開
催
等
、
若
者
等
の
結
婚

支
援
に
努
め
ま
す
。

政
策
調
整
G

【
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
】
　
２
回

結
婚
や
出
会
い
を
求
め
る
独
身
男
女
の
方
へ

出
会
い
の
機
会
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
。

【
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
】
　
2
回

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
付
き
合
い
方
や
、
結
婚
に

向
け
た
雰
囲
気
づ
く
り
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
事
前
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

【
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
】

2
回
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
た
方
々

に
対
し
て
、
良
い
付
き
合
い
方
や
結
婚
生
活

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
実
施
す
る
。

【
婚
活
イ
ベ
ン
ト
、
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
実
施

日
】
①
令
和
元
年
1
０
月
２
６
日
（
土
）

②
令
和
元
年
1
２
月
７
日
（
土
）

【
婚
活
イ
ベ
ン
ト
、
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
参
加
人

数
】
①
２
４
人
、
②
２
５
人

【
内
容
】

婚
活
イ
ベ
ン
ト
：
①
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
②
手

作
り
キ
ャ
ン
ド
ル
製
作
体
験

婚
活
セ
ミ
ナ
ー
：
①
②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
ア
ッ
プ
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
カ
ー
ド
の

書
き
方
講
座

【
カ
ッ
プ
ル
成
立
数
】
①
３
組
、
②
5
組

【
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
実
施
日
】

①
令
和
元
年
１
１
月
１
６
日
（
土
）

②
令
和
２
年
１
月
２
０
日
（
月
）

【
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
参
加
人
数
】

①
１
組
（
２
名
）
、
②
１
組
（
１
名
）

【
内
容
】
今
後
の
結
婚
活
動
の
進
め
方

引
き
続
き
、
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
に

出
会
い
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
婚

活
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て
成
立
し
た
カ
ッ
プ

ル
に
対
し
て
、
円
滑
な
結
婚
生
活
に
繋
が
る

よ
う
な
支
援
を
行
う
。

【
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
】
　
２
回

結
婚
や
出
会
い
を
求
め
る
独
身
男
女
の
方
へ

出
会
い
の
機
会
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
。

【
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
】
　
2
回

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
付
き
合
い
方
や
、
結
婚
に

向
け
た
雰
囲
気
づ
く
り
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
事
前
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。

【
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
】

2
回
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
た
方
々

に
対
し
て
、
良
い
付
き
合
い
方
や
結
婚
生
活

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
実
施
。

若
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
結
婚
し
、
安
心

し
て
妊
娠
・
出
産
・
育
児
が
で
き
る
よ
う
、

子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
一
元
的
に
発
信
・

提
供
し
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努

め
ま
す
。

子
育
て
サ

ポ
ー
ト
G

子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
、
児
童

セ
ン
タ
ー
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー

継
続
し
て
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供
を

行
う
と
と
も
に
、
育
児
相
談
等
の
子
育
て
し

や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
子
育
て
に
関
す
る

情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
育
児
相
談
や

子
育
て
サ
ー
ク
ル
等
の
育
成
、
育
児
講
座
な

ど
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
っ

た
。

事
業
所
内
託
児
施
設
の
設
置
促
進
な
ど
、
子

育
て
し
な
が
ら
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
の
整

備
を
充
実
さ
せ
る
。

継
続
し
て
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供
を

行
う
と
と
も
に
、
育
児
相
談
等
の
子
育
て
し

や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
、
企
業
の
取
り
組

み
を
促
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
公
共

調
達
に
お
い
て
、
生
産
性
、
持
続
可
能
性
等

の
高
い
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
等

推
進
企
業
を
よ
り
幅
広
く
評
価
す
る
制
度
の

導
入
を
検
討
し
ま
す
。

契
約
管
財
G

企
画
競
争
方
式
（
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
）
に
お
い

て
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
等
推
進

企
業
（
え
る
ぼ
し
認
定
企
業
等
）
を
加
点
評

価
す
る
制
度
の
導
入
に
向
け
て
、
亀
山
市
業

務
委
託
等
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
契
約
実
施
要

領
の
改
訂
な
ど
の
検
討
を
行
う
。

企
画
競
争
方
式
（
プ
ロ
ポ
―
ザ
ル
）
に
お
け

る
評
価
制
度
の
導
入
の
検
討
を
行
っ
た
が
、

結
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

市
の
入
札
制
度
と
し
て
、
総
合
評
価
落
札
方

式
を
導
入
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
企
画
競
争
方
式
（
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
）
に
お

け
る
評
価
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

企
画
競
争
方
式
（
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
）
に
お
い

て
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
等
推
進

企
業
（
え
る
ぼ
し
認
定
企
業
等
）
を
加
点
評

価
す
る
制
度
の
導
入
に
向
け
て
、
亀
山
市
業

務
委
託
等
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
契
約
実
施
要

領
の
改
訂
な
ど
の
検
討
を
行
う
。

亀
山
市
特
定
事
業
主
行
動
計
画
に
基
づ
き
、

市
女
性
職
員
並
び
に
男
性
職
員
の
育
児
休
業

の
取
得
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
男
性
職
員

の
育
児
短
時
間
勤
務
や
育
児
部
分
休
業
な

ど
、
育
児
に
関
す
る
そ
の
他
の
休
暇
制
度
の

取
得
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
同
行
動
計
画

に
基
づ
き
、
市
職
員
の
時
間
外
勤
務
時
間
の

削
減
や
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
推
進
、
臨

時
・
非
常
勤
職
員
の
「
介
護
休
暇
・
病
気
休

暇
制
度
」
の
新
設
な
ど
、
市
職
員
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

人
事
給
与
G

時
間
外
勤
務
時
間
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
年

度
当
初
（
５
月
）
の
部
長
級
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

お
い
て
、
昨
年
度
の
時
間
外
実
績
状
況
及
び

今
年
度
の
業
務
内
容
を
確
認
の
う
え
、
新
年

度
の
時
間
外
目
標
数
値
を
設
定
し
、
半
期
で

実
績
を
取
り
ま
と
め
、
進
捗
管
理
を
行
う
。

ま
た
、
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
に
つ
い
て

は
、
夏
季
休
暇
取
得
期
間
に
お
け
る
計
画
的

な
有
給
取
得
な
ど
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
第

三
次
特
定
事
業
主
行
動
計
画
が
本
年
度
最
終

年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
当
該
計
画
の
検
証

を
行
い
、
第
四
次
特
定
事
業
主
行
動
計
画
を

策
定
す
る
。

令
和
元
年
度
の
時
間
外
勤
務
の
実
績
は
、

4
1
,3
9
7
時
間
で
あ
り
、
目
標
で
あ
る

4
4
,0
0
0
時
間
を
下
回
っ
た
。
令
和
元
年
の

年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
は
、
職
員
一
人
当

た
り
の
取
得
日
数
が
「
１
０
．
６
日
」
で
あ

り
、
目
標
で
あ
る
１
０
日
を
上
回
っ
た
。

令
和
２
年
２
月
に
策
定
し
た
第
４
次
亀
山
市

特
定
事
業
主
行
動
計
画
に
お
い
て
、
時
間
外

勤
務
に
つ
い
て
は
年
間
の
時
間
外
勤
務
時
間

数
の
目
標
値
を
「
4
0
,0
0
0
時
間
」
に
設
定

す
る
と
と
も
に
年
間
の
時
間
外
勤
務
時
間
が

3
6
0
時
間
を
超
え
る
職
員
数
を
「
０
人
」
と

設
定
し
、
有
給
休
暇
に
つ
い
て
は
職
員
一
人

当
た
り
の
年
次
有
給
休
暇
の
年
間
目
標
取
得

日
数
を
「
1
2
日
」
か
つ
全
職
員
の
年
次
有

給
休
暇
の
年
間
目
標
取
得
日
数
を
「
５
日
以

上
」
と
設
定
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
度

の
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

時
間
外
勤
務
時
間
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
年

度
当
初
（
５
月
）
の
部
長
級
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

お
い
て
、
新
た
な
目
標
に
対
す
る
時
間
外
目

標
数
値
を
設
定
し
、
半
期
で
実
績
を
取
り
ま

と
め
、
進
捗
管
理
を
行
う
。
ま
た
、
昨
年
度

か
ら
時
間
外
勤
務
時
間
の
上
限
を
原
則
と
し

て
１
月
４
５
時
間
か
つ
１
年
３
６
０
時
間
と

定
め
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
時
間
を
超
え

る
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
要
因
の
整
理
等
を

行
う
。
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
に
つ
い
て

は
、
夏
季
休
暇
取
得
期
間
に
お
け
る
計
画
的

な
有
給
取
得
な
ど
に
取
り
組
み
、
取
得
状
況

に
つ
い
て
半
期
で
実
績
を
取
り
ま
と
め
、
進

捗
管
理
を
行
う
。

②
仕
事
と
家

庭
の
両
立
の

た
め
の
環
境

整
備

③
市
役
所
内

の
取
り
組
み
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基
本
目
標
　
２
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍

基
本
施
策
（
６
）
男
性
中
心
型
労
働
慣
行
等
の
変
革
と
女
性
の
活
躍
推
進

施
策
項
目

施
策
の
内
容

担
当
G
関
連
部
署
・

関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
、
男
性
中
心
型
労
働
慣
行
や
男
性
労
働
者

の
意
識
を
変
革
で
き
る
よ
う
、
ま
た
女
性
労

働
者
も
、
補
助
的
な
業
務
や
結
婚
を
機
に
退

職
と
い
っ
た
意
識
を
変
革
で
き
る
よ
う
、

様
々
な
機
会
を
捉
え
て
啓
発
し
ま
す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

継
続
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
。
ま

た
、
事
業
所
等
に
専
門
員
の
話
が
聞
け
る
機

会
を
提
供
し
、
周
知
を
行
う
。
雇
用
対
策
委

員
会
等
で
の
チ
ラ
シ
配
付
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
多
く
の
方
に
周
知
す
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
た
。

継
続
し
て
、
周
知
を
行
う
。

継
続
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
し
、
情
報

発
信
に
努
め
る
。

長
時
間
労
働
の
削
減
や
転
職
の
あ
り
方
、
勤

務
地
・
職
務
・
勤
務
時
間
を
限
定
し
た
多
様

な
正
社
員
制
度
等
に
関
す
る
制
度
等
を
広

報
・
啓
発
し
ま
す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

継
続
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
し
た
。
ま
た
、
市
の
イ

ベ
ン
ト
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
8
で

は
、
文
化
共
生
G
と
も
連
携
し
、
チ
ラ
シ
配

布
を
行
っ
た
。

継
続
し
て
、
周
知
を
行
う
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
呼

び
掛
け
、
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を

窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に
努
め

る
。

出
産
・
育
児
、
介
護
等
と
両
立
す
る
た
め
の

転
職
や
、
そ
れ
ら
を
機
に
退
職
し
た
女
性
な

ど
の
再
就
職
や
起
業
を
支
援
す
る
た
め
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
「
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
」
や

職
業
訓
練
等
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

継
続
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
し
、
各
種

団
体
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
団
体
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
啓
発
を
行
う
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
た
。
ま
た
、
働
く
環
境
づ
く
り
懇
談
会

に
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
議
題
と
す
る
研
修

を
実
施
し
た
。

事
業
所
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
て
問
題

意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
、
現
場
で
の
見
直
し

を
行
い
現
場
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
取
組
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

継
続
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
。
ま

た
、
事
業
所
等
に
専
門
員
の
話
が
聞
け
る
機

会
を
提
供
し
、
周
知
を
行
う
。

「
女
性
活
躍
推
進
法
」
に
基
づ
く
一
般
事
業

主
行
動
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
普
及
啓
発
す

る
と
と
も
に
、
行
動
計
画
の
策
定
・
届
出
を

行
っ
た
企
業
の
う
ち
、
女
性
の
活
躍
推
進
に

関
す
る
取
り
組
み
の
実
施
状
況
等
が
優
良
な

企
業
を
認
定
す
る
「
え
る
ぼ
し
」
認
定
等
に

つ
い
て
も
周
知
・
啓
発
を
図
り
ま
す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

継
続
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
し
、
各
種

団
体
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
団
体
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
啓
発
を
行
う
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
た
。

継
続
し
て
、
周
知
を
行
う
。

継
続
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
し
、
情
報

発
信
を
行
う
。

関
係
機
関
等
の
連
携
を
図
り
、
女
性
の
職
業

生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
情
報

を
共
有
し
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議

を
行
う
、
事
業
主
団
体
や
労
働
組
合
、
そ
の

他
の
有
識
者
等
で
組
織
す
る
等
（
女
性
活
躍

推
進
法
第
2
3
条
に
基
づ
く
協
議
会
）
の
組
織

化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

継
続
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
た
。
国
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
三
重
県
と

連
携
し
、
市
役
所
を
会
場
と
し
て
出
張
合
同

就
職
・
生
活
相
談
会
を
開
催
し
た
。

「
働
く
人
の
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い
る

が
認
知
度
が
低
い
。

引
き
続
き
「
働
く
人
の
相
談
窓
口
」
の
周
知

を
行
う
。

「
女
性
活
躍
推
進
法
」
に
基
づ
く
事
業
主
の

「
情
報
公
表
」
や
「
行
動
計
画
の
公
表
」
の

掲
載
先
で
あ
る
、
厚
生
労
働
省
の
「
企
業
に

お
け
る
女
性
の
活
躍
状
況
に
関
す
る
情
報
を

一
元
的
に
集
約
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
つ

い
て
、
周
知
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
女
性
の

就
職
・
活
躍
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
企
業

へ
の
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

継
続
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓

口
に
設
置
す
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
た
。
ま
た
、
亀
山
市
雇
用
対
策
協
議
会

等
の
会
議
に
て
啓
発
し
た
。

協
議
会
等
、
女
性
の
出
席
者
が
少
数
で
あ

る
。

継
続
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓

口
に
設
置
す
る
。
ま
た
、
事
業
所
等
に
専
門

員
の
話
が
聞
け
る
機
会
を
提
供
し
、
周
知
を

行
う
。
雇
用
対
策
委
員
会
等
で
の
チ
ラ
シ
配

付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
方
に

周
知
す
る
。

男
女
が
共
に
子
育
て
し
な
が
ら
働
き
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
認
定
子
ど
も
園
・
幼

稚
園
・
保
育
所
、
地
域
型
保
育
事
業
等
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
就
業
状
況

に
応
じ
て
、
延
長
保
育
・
休
日
保
育
事
業
、

一
時
預
か
り
事
業
な
ど
を
利
用
で
き
る
よ
う

体
制
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
小
規
模
保
育

事
業
の
提
供
や
低
学
年
児
童
の
保
育
等
の
体

制
整
備
に
努
め
ま
す
。

子
ど
も
総
務

G

公
立
園
の
適
切
な
人
員
配
置
を
含
め
た
安
定

的
な
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
私
立
園
に

つ
い
て
も
給
付
費
の
支
給
等
を
通
じ
た
適
切

な
運
営
支
援
を
図
る
。

ま
た
、
今
後
の
保
育
等
へ
の
需
要
に
適
し
た

施
設
の
再
編
方
針
に
つ
い
て
の
検
討
を
行

う
。

保
育
所
等
の
安
定
的
な
運
営
と
必
要
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
公
立
園

に
お
い
て
は
必
要
な
人
員
の
配
置
を
行
い
、

私
立
園
に
お
い
て
は
、
施
設
型
給
付
費
や
各

事
業
補
助
金
を
支
出
す
る
こ
と
で
、
事
業
実

施
に
必
要
な
一
時
保
育
等
の
提
供
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。

本
市
に
お
い
て
は
、
休
日
保
育
の
利
用
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
の
ニ
ー
ズ
対
応
を
含

め
た
拡
大
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

現
在
実
施
で
き
て
い
な
い
病
児
病
後
児
保
育

事
業
の
実
施
に
向
け
た
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

各
種
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
適
切
な
人
員
配
置
に
努
め
る
と
と
も

に
、
私
立
園
へ
の
補
助
金
等
に
よ
る
支
援
を

実
施
す
る
。

ま
た
、
新
た
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ

い
て
は
、
拡
大
等
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

①
意
識
醸
成

に
向
け
た
啓

発
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子
育
て
サ

ポ
ー
ト
G

待
機
児
童
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
各
施
設
の

状
況
を
把
握
し
、
地
域
に
応
じ
た
整
備
を
進

め
る
。

地
域
に
応
じ
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備

や
長
期
休
暇
子
ど
も
の
居
場
所
事
業
を
実
施

し
た
。

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
待
機
児
童
を
出
さ

な
い
よ
う
、
施
設
の
整
備
の
対
応
に
努
め
て

い
く
。

各
施
設
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
地
域
に

応
じ
た
整
備
を
進
め
る
。

障
が
い
者
支

援
G

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
に
対
し
て
、
支
援
が
必
要
な
給
付
量

と
な
る
よ
う
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
書
や
計

画
書
（
案
）
な
ど
を
確
認
し
、
適
正
な
支
給

決
定
を
図
る
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
に
対
し
て
、
支
援
が
必
要
な
給
付
量

と
な
る
よ
う
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
書
や
計

画
書
（
案
）
な
ど
を
確
認
し
、
8
5
人
に
支

給
決
定
を
し
た
。
ま
た
、
新
規
申
請
時
に
は

対
象
児
童
で
あ
る
こ
と
の
確
認
方
法
を
整
理

し
、
迅
速
か
つ
適
正
な
支
給
決
定
に
繋
が
っ

た
。

利
用
者
の
増
加
に
伴
い
公
費
負
担
が
年
々
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

引
き
続
き
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、
支
援
が
必
要

な
給
付
量
と
な
る
よ
う
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報

告
書
や
計
画
書
（
案
）
な
ど
を
確
認
し
、
適

正
な
支
給
決
定
を
図
る
。

社
会
教
育
G

今
後
も
、
持
続
的
な
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

実
施
を
行
っ
て
い
く
。

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
学
習
や
地
域
の
大
人

と
の
交
流
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
中
で
子

ど
も
が
育
ま
れ
る
居
場
所
を
つ
く
る
た
め
、

「
全
小
学
校
区
で
実
施
す
る
こ
と
」
や
「
持

続
的
展
開
の
た
め
の
委
託
化
」
を
進
め
た
。

持
続
的
な
展
開
を
進
め
る
た
め
に
、
地
域
の

方
々
の
参
画
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

今
後
も
、
持
続
的
な
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

実
施
を
行
っ
て
い
く
。

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
を
図

る
た
め
、
お
お
む
ね
小
学
校
卒
業
ま
で
の
児

童
を
対
象
と
し
た
亀
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
に
よ
り
、
市
民
が

お
互
い
に
助
け
合
う
子
育
て
支
援
事
業
と
併

せ
て
、
軽
い
病
後
児
の
預
か
り
等
に
よ
り
子

育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

子
育
て
サ

ポ
ー
ト
G

子
育
て
を
助
け
て
欲
し
い
人
の
要
望
に
応
じ

て
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
援
助
会

員
を
紹
介
し
、
一
時
的
に
お
子
さ
ん
を
預
け

る
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

子
育
て
を
助
け
て
欲
し
い
人
（
概
ね
6
カ
月

か
ら
小
学
6
年
生
ま
で
）
の
要
望
に
応
じ

て
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
援
助
会

員
を
紹
介
し
、
一
時
的
に
お
子
さ
ん
を
預
か

る
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の
制
度
を
実
施
し
た
。

対
象
の
お
子
さ
ん
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
を
継

続
し
、
ま
た
充
実
さ
せ
て
い
く
。

子
育
て
を
助
け
て
欲
し
い
人
の
要
望
に
応
じ

て
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
援
助
会

員
を
紹
介
し
、
一
時
的
に
お
子
さ
ん
を
預
け

る
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

保
護
者
が
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
主
体
的
に
子

育
て
に
参
画
で
き
る
よ
う
、
市
広
報
紙
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
行
政

情
報
番
組
等
を
活
用
し
て
、
子
育
て
に
関
す

る
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

子
育
て
サ

ポ
ー
ト
G

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
情
報
発
信
も
継
続
し

て
取
り
入
れ
、
事
業
の
周
知
を
行
っ
て
い

く
。

市
広
報
紙
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
等
で
子
育
て
に
関
す
る
情
報
発
信
を

行
っ
た
。

定
期
的
な
お
知
ら
せ
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

工
夫
し
た
情
報
発
信
を
進
め
て
い
く
。

新
た
に
「
か
め
や
ま
子
育
て
L
IN
E
」
を
取

り
入
れ
て
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
発
信
を

充
実
さ
せ
て
い
く
。

男
女
が
共
に
介
護
を
し
な
が
ら
働
き
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
家
族
の
介
護
を
支
援

し
ま
す
。

高
齢
者
支
援

G

男
女
と
も
に
働
き
な
が
ら
介
護
を
続
け
て
い

け
る
よ
う
、
継
続
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
・

支
援
に
努
め
る
。

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
環
境
に
陥
ら
な
い
よ
う
家
族

内
で
介
護
の
役
割
分
担
を
決
め
る
こ
と
を
勧

め
た
り
、
食
事
・
排
泄
・
入
浴
な
ど
の
身
体

介
護
や
、
掃
除
・
調
理
と
い
っ
た
生
活
援
助

な
ど
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
に
の
っ
た
り
し

な
が
ら
、
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
、
介
護
者

の
つ
ど
い
を
開
催
し
、
介
護
者
へ
の
相
談
・

支
援
も
行
っ
た
。

家
族
介
護
者
を
支
援
す
る
事
業
の
情
報
発
信

に
努
め
る
と
と
も
に
、
介
護
者
が
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
場
を
広
く
啓
発
す
る
。

介
護
す
る
側
も
介
護
さ
れ
る
側
も
無
理
の
な

い
よ
う
な
環
境
が
作
れ
る
よ
う
に
相
談
・
支

援
に
努
め
る
。

②
女
性
の
活

躍
推
進
に
向

け
た
環
境
整

備

男
女
が
共
に
子
育
て
し
な
が
ら
働
き
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
等
、
放
課
後
の
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
放
課
後
の
居

場
所
と
し
て
、
放
課
後
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
が

充
実
す
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
、
利
用

に
関
す
る
支
援
・
調
整
に
努
め
ま
す
。
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基
本
目
標
　
２
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍

基
本
施
策
（
７
）
雇
用
等
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

施
策
項
目

施
策
の
内
容

担
当
G
関
連
部
署
・

関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

企
業
に
対
し
、
育
児
や
介
護
等
に
対
応
す
る

た
め
の
柔
軟
な
働
き
方
の
導
入
や
育
休
復
帰

支
援
、
育
休
取
得
後
の
中
長
期
的
な
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
等
に
関
す
る
情
報
提
供
並
び
に

そ
れ
ら
の
優
良
事
例
等
の
情
報
発
信
に
努
め

ま
す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

継
続
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
し
、
情
報

発
信
に
努
め
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
た
。

継
続
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
し
、
情
報

発
信
に
努
め
る
。

継
続
し
て
、
周
知
を
行
う
。

男
女
間
や
正
規
雇
用
者
・
非
正
規
雇
用
者
間

の
賃
金
格
差
や
企
業
内
で
の
性
別
に
よ
る
固

定
的
な
職
種
へ
の
配
置
・
採
用
等
、
雇
用
に

関
す
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
情
報
発
信

し
、
企
業
や
市
民
の
意
識
啓
発
を
図
り
ま

す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

関
係
機
関
と
連
携
し
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
呼

び
掛
け
、
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を

窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に
努
め

る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
し
た
。
ま
た
、
市
の
イ

ベ
ン
ト
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
９
で

は
、
文
化
共
生
G
と
も
連
携
し
、
チ
ラ
シ
配

布
を
行
っ
た
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
呼

び
掛
け
、
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を

窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に
努
め

る
。

継
続
し
て
、
周
知
を
行
う
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
及
び
パ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

等
、
雇
用
の
場
に
お
け
る
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
防
止
に
向
け
、
企
業
内
に
お
け
る
研
修

の
開
催
を
働
き
か
け
、
支
援
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
消
の
た
め
に
広
く

啓
発
し
ま
す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

継
続
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
。
ま

た
、
事
業
所
等
に
専
門
員
の
話
が
聞
け
る
機

会
を
提
供
し
、
周
知
を
行
う
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
た
。
ま
た
、
働
く
環
境
づ
く
り
懇
談
会

に
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
議
題
と
す
る
研
修

を
実
施
し
た
。

継
続
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
。
ま

た
、
事
業
所
等
に
専
門
員
の
話
が
聞
け
る
機

会
を
提
供
し
、
周
知
を
行
う
。
雇
用
対
策
委

員
会
等
で
の
チ
ラ
シ
配
付
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
多
く
の
方
に
周
知
す
る
。

事
業
所
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
て
問
題

意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
、
現
場
で
の
見
直
し

を
行
い
現
場
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
取
組
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

男
性
も
女
性
も
働
き
や
す
い
職
場
環
境
、
施

設
・
設
備
の
整
備
（
男
女
別
更
衣
室
や
ト
イ

レ
の
設
置
等
）
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
、
特

に
女
性
の
参
画
が
進
ん
で
い
な
い
業
種
や
中

小
企
業
等
を
意
識
し
な
が
ら
、
情
報
発
信
に

努
め
ま
す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

継
続
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
し
、
情
報

発
信
に
努
め
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
た
。

継
続
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
し
、
情
報

発
信
に
努
め
る
。

継
続
し
て
、
周
知
を
行
う
。

農
林
業
等
の
経
営
に
お
い
て
、
女
性
が
男
性

の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
経
営
等
に
参

画
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
家
族
経
営
協

定
の
普
及
、
農
業
経
営
改
善
計
画
の
共
同
申

請
、
女
性
の
集
落
営
農
へ
の
参
画
等
を
促
進

し
ま
す
。

農
業
G

引
き
続
き
、
認
定
農
業
者
に
お
け
る
家
族
経

営
協
定
の
締
結
の
補
助
や
農
村
女
性
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
へ
の
支
援
等
を
行
う
。

農
村
女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
々
は
積
極
的

に
各
種
会
議
に
参
加
し
、
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
な
ど
を
話
し
合
い
、
経
営
へ
の
参

画
、
農
山
漁
村
女
性
起
業
家
と
し
て
地
域

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
を
目
指
し
て
い
る
。

女
性
の
積
極
的
な
農
林
業
等
の
経
営
の
参
加

を
目
指
し
、
認
定
農
業
者
に
お
け
る
家
族
経

営
協
定
の
普
及
や
、
農
村
女
性
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
増
加
を
目
指
す
。

引
き
続
き
、
認
定
農
業
者
に
お
け
る
家
族
経

営
協
定
の
締
結
の
補
助
や
農
村
女
性
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
へ
の
支
援
等
を
行
う
。

労
働
条
件
・
労
働
環
境
、
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
等
、
雇
用
に
関
す
る
相
談
窓
口
で
あ
る

「
働
く
人
の
相
談
窓
口
」
の
充
実
と
そ
の
存

在
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

引
き
続
き
「
働
く
人
の
相
談
窓
口
」
の
周
知

を
行
う
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
た
。
国
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
三
重
県
と

連
携
し
、
市
役
所
を
会
場
と
し
て
出
張
合
同

就
職
・
生
活
相
談
会
を
開
催
し
た
。

「
働
く
人
の
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い
る

が
認
知
度
が
低
い
。

引
き
続
き
「
働
く
人
の
相
談
窓
口
」
の
周
知

を
行
う
。

亀
山
商
工
会
議
所
や
亀
山
市
雇
用
対
策
協
議

会
な
ど
の
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
企
業
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
や
女
性
の
活
躍
推
進

の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

継
続
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓

口
に
設
置
す
る
。
ま
た
、
事
業
所
等
に
専
門

員
の
話
が
聞
け
る
機
会
を
提
供
し
、
周
知
を

行
う
。
雇
用
対
策
委
員
会
等
で
の
チ
ラ
シ
配

付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
方
に

周
知
す
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
た
。
ま
た
、
亀
山
市
雇
用
対
策
協
議
会

等
の
会
議
に
て
啓
発
し
た
。

協
議
会
等
、
女
性
の
出
席
者
が
少
数
で
あ

る
。

継
続
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
窓

口
に
設
置
す
る
。
ま
た
、
事
業
所
等
に
専
門

員
の
話
が
聞
け
る
機
会
を
提
供
し
、
周
知
を

行
う
。
雇
用
対
策
委
員
会
等
で
の
チ
ラ
シ
配

付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
方
に

周
知
す
る
。

男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
、
ま
た
男
女
と
も
に
育
児
休
業
等
を
取
得

し
て
も
中
長
期
的
に
処
遇
上
の
差
を
取
り
戻

す
な
ど
、
職
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
や

優
良
事
例
等
に
つ
い
て
、
企
業
や
市
民
に
対

し
情
報
発
信
や
啓
発
を
行
い
ま
す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
た
。

継
続
し
て
、
周
知
を
行
う
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
る
。

①
就
労
環
境

の
向
上
等
に

関
す
る
啓

発
・
取
り
組

み
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改
正
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ

く
、
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
」
と
し
て
の

認
定
「
く
る
み
ん
認
定
」
等
に
つ
い
て
、
普

及
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　
く
る
み
ん
認
定
…
改
正
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
に
基
づ
き
、
一
般
事
業
主
行
動

計
画
を
策
定
し
た
企
業
の
う
ち
、
計
画
に
定

め
た
目
標
を
達
成
し
、
一
定
の
基
準
を
満
た

し
た
企
業
は
、
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
」

と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
制
度

子
育
て
サ

ポ
ー
ト
G

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
子
育
て
に
関
す
る
普

及
・
啓
発
の
情
報
発
信
を
行
う
。

子
育
て
に
関
す
る
チ
ラ
シ
や
冊
子
等
窓
口
で

の
啓
発
を
行
っ
た
。

男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
が
低
い
現
状
を
発

信
し
て
い
く
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
子
育
て
に
関
す
る
普

及
・
啓
発
の
情
報
発
信
を
行
う
。

親
近
者
を
介
護
す
る
た
め
の
離
職
の
防
止
の

た
め
、
介
護
休
業
制
度
や
柔
軟
な
働
き
方
等

の
普
及
・
啓
発
を
図
り
ま
す
。

商
工
業
・
地

域
交
通
G

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
た
。

継
続
し
て
、
周
知
を
行
う
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

努
め
る
。

②
子
育
て
支

援
等
、
周
辺

環
境
の
整
備
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基
本
目
標
　
３
　
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現

基
本
施
策
（
８
）
女
性
等
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

施
策
項
目

施
策
の
内
容

担
当
G
関
連
部
署
・

関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

女
性
等
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
は
、
人
権
意

識
の
希
薄
（
欠
如
）
か
ら
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
市
民
の
認
識

を
深
め
る
た
め
、
人
権
啓
発
・
人
権
研
修
等

を
進
め
ま
す
。

子
ど
も
支
援

G

「
か
め
や
ま
出
前
ト
ー
ク
」
や
学
校
か
ら
の

依
頼
に
応
じ
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
抑
制
な

ど
D
V
防
止
の
周
知
活
動
を
行
う
。

「
か
め
や
ま
出
前
ト
ー
ク
」
の
テ
ー
マ
の
中

に
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
の

趣
旨
を
伝
え
る
「
そ
れ
、
D
V
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
で
す
！
」
を
掲

載
し
た
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
の
趣
旨

を
男
性
も
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
若

年
層
へ
の
啓
発
強
化
も
重
要
な
こ
と
な
ど
か

ら
、
啓
発
を
行
う
対
象
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
学

生
（
中
学
生
・
高
校
生
）
に
広
げ
る
必
要
が

あ
る
。

「
か
め
や
ま
出
前
ト
ー
ク
」
や
学
校
か
ら
の

依
頼
に
応
じ
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
抑
制
な

ど
D
V
防
止
の
周
知
活
動
を
行
う
。

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期

間
な
ど
の
時
期
を
捉
え
て
、
市
広
報
紙
へ
の

記
事
掲
載
、
カ
ー
ド
型
チ
ラ
シ
の
配
布
、
街

頭
啓
発
な
ど
に
よ
り
、
女
性
等
に
対
す
る
あ

ら
ゆ
る
暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
意
識
の
醸
成

や
被
害
の
未
然
防
止
、
市
や
県
等
の
相
談
窓

口
や
支
援
制
度
等
の
周
知
の
た
め
の
情
報
発

信
・
啓
発
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
支
援

G

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
に

あ
わ
せ
、
市
広
報
紙
に
Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
の
記

事
を
掲
載
し
た
り
、
Ｄ
Ｖ
防
止
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
配
布
し
た
り
す
る
。

市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
Ｄ
Ｖ
相
談

カ
ー
ド
や
チ
ラ
シ
の
設
置
依
頼
を
す
る
。

1
1
月
1
日
号
市
広
報
紙
に
Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
の

記
事
を
掲
載
し
た
。

1
1
月
1
2
日
J
R
亀
山
駅
前
に
て
Ｄ
Ｖ
防
止

の
チ
ラ
シ
等
の
配
布
を
行
っ
た
。

市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
Ｄ
Ｖ
相
談

カ
ー
ド
や
チ
ラ
シ
の
設
置
を
依
頼
し
た
。

女
性
等
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
許
さ
な

い
社
会
意
識
の
醸
成
や
被
害
の
未
然
防
止
、

市
や
県
等
の
相
談
窓
口
や
支
援
制
度
等
の
周

知
の
た
め
、
今
後
も
情
報
発
信
や
啓
発
を
続

け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
に

あ
わ
せ
、
市
広
報
紙
に
Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
の
記

事
を
掲
載
し
た
り
、
Ｄ
Ｖ
防
止
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
配
布
し
た
り
す
る
。

市
内
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
に
Ｄ
Ｖ
相
談
カ
ー
ド

や
チ
ラ
シ
の
設
置
依
頼
を
す
る
。

相
談
窓
口
に
専
任
の
女
性
相
談
員
を
配
置

し
、
被
害
者
の
保
護
や
自
立
等
の
た
め
、
被

害
者
の
心
身
の
ケ
ア
や
継
続
し
た
相
談
・
支

援
、
あ
る
い
は
医
療
機
関
や
行
政
手
続
等
へ

の
同
行
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
支
援

G

相
談
窓
口
に
専
任
の
女
性
相
談
員
を
配
置

し
、
被
害
者
の
保
護
や
自
立
等
の
た
め
、
被

害
者
の
心
の
ケ
ア
や
継
続
し
た
相
談
・
支

援
、
医
療
機
関
や
行
政
手
続
等
へ
の
同
行
等

の
支
援
を
行
う
。

専
任
の
女
性
相
談
員
が
、
被
害
者
の
保
護
や

自
立
等
の
た
め
、
心
の
ケ
ア
や
継
続
し
た
相

談
な
ど
被
害
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
行
政
手
続
等
の
同
行
支
援
も

行
っ
た
。

・
相
談
実
人
員
1
７
８
人
、
延
べ
件
数
７
４

７
件

被
害
者
の
保
護
や
自
立
等
の
た
め
、
心
の
ケ

ア
や
継
続
し
た
相
談
を
行
う
と
と
も
に
、
被

害
者
に
寄
り
添
い
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

相
談
窓
口
に
専
任
の
女
性
相
談
員
を
配
置

し
、
被
害
者
の
保
護
や
自
立
等
の
た
め
、
被

害
者
の
心
の
ケ
ア
や
継
続
し
た
相
談
・
支

援
、
医
療
機
関
や
行
政
手
続
等
へ
の
同
行
等

の
支
援
を
行
う
。

各
関
係
機
関
等
で
構
成
す
る
「
亀
山
市
要
保

護
児
童
等
・
D
V
対
策
地
域
協
議
会
」
に
お

い
て
、
D
V
被
害
者
の
適
切
な
保
護
の
た
め

に
必
要
な
情
報
の
交
換
や
被
害
者
に
対
す
る

支
援
の
内
容
を
協
議
す
る
な
ど
、
各
関
係
機

関
等
が
連
携
し
て
被
害
者
を
支
援
す
る
体
制

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

子
ど
も
支
援

G

D
V
被
害
者
の
適
切
な
保
護
の
た
め
に
必
要

な
情
報
の
交
換
や
被
害
者
に
対
す
る
支
援
の

内
容
を
協
議
し
、
各
関
係
機
関
等
が
連
携
し

て
被
害
者
を
支
援
す
る
た
め
、
亀
山
市
要
保

護
児
童
等
・
D
V
対
策
地
域
協
議
会
（
代
表

者
会
議
年
1
回
、
実
務
者
会
議
2
カ
月
1
回
、

個
別
ケ
ー
ス
会
議
週
1
回
以
上
）
を
開
催
し

て
い
く
。

D
V
被
害
者
の
適
切
な
保
護
の
た
め
に
必
要

な
情
報
の
交
換
や
被
害
者
に
対
す
る
支
援
の

内
容
を
協
議
し
、
各
関
係
機
関
等
が
連
携
し

て
被
害
者
を
支
援
す
る
た
め
、
亀
山
市
要
保

護
児
童
等
・
D
V
対
策
地
域
協
議
会
を
開
催

し
た
。

　
・
代
表
者
会
議
　
1
回

　
・
実
務
者
会
議
　
6
回

　
・
個
別
ケ
ー
ス
会
議
　
１
０
６
回

D
V
被
害
者
の
適
切
な
保
護
の
た
め
に
必
要

な
情
報
の
交
換
や
被
害
者
に
対
す
る
支
援
の

内
容
を
協
議
す
る
た
め
、
引
き
続
き
各
関
係

機
関
等
が
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

D
V
被
害
者
の
適
切
な
保
護
の
た
め
に
必
要

な
情
報
の
交
換
や
被
害
者
に
対
す
る
支
援
の

内
容
を
協
議
し
、
各
関
係
機
関
等
が
連
携
し

て
被
害
者
を
支
援
す
る
た
め
、
亀
山
市
要
保

護
児
童
等
・
D
V
対
策
地
域
協
議
会
（
代
表

者
会
議
年
1
回
、
実
務
者
会
議
2
カ
月
1
回
、

個
別
ケ
ー
ス
会
議
週
1
回
以
上
）
を
開
催
し

て
い
く
。

被
害
者
に
子
ど
も
が
同
伴
す
る
場
合
に
は
、

子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
も
必
要
な
た
め
、
女
性

相
談
員
と
家
庭
相
談
員
等
が
連
携
を
図
る
ほ

か
、
「
亀
山
市
要
保
護
児
童
等
・
D
V
対
策

地
域
協
議
会
」
の
枠
組
み
も
活
用
し
、
被
害

者
と
子
ど
も
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
支
援

G

D
V
被
害
者
に
同
伴
し
て
い
る
子
ど
も
に
対

し
、
女
性
相
談
員
と
家
庭
相
談
員
が
連
携

し
、
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
な
ど
支
援
を
行

う
。
ま
た
、
亀
山
市
要
保
護
児
童
等
・
D
V

対
策
地
域
協
議
会
の
枠
組
み
も
活
用
し
、
学

校
・
園
、
警
察
や
児
童
相
談
所
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
も
行
う
。

D
V
被
害
者
に
同
伴
し
て
い
る
子
ど
も
に
対

し
、
女
性
相
談
員
と
家
庭
相
談
員
が
連
携

し
、
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
な
ど
支
援
を
行
っ

た
。
ま
た
、
亀
山
市
要
保
護
児
童
等
・
D
V

対
策
地
域
協
議
会
の
枠
組
み
も
活
用
し
、
学

校
・
園
、
警
察
や
児
童
相
談
所
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
も
行
っ
た
。

D
V
被
害
者
に
同
伴
し
て
い
る
子
ど
も
に
対

す
る
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
女

性
相
談
員
と
家
庭
相
談
員
が
連
携
す
る
と
と

も
に
、
学
校
・
園
、
警
察
や
児
童
相
談
所
な

ど
関
係
機
関
と
も
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

D
V
被
害
者
に
同
伴
し
て
い
る
子
ど
も
に
対

し
、
女
性
相
談
員
と
家
庭
相
談
員
が
連
携

し
、
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
な
ど
支
援
を
行

う
。
ま
た
、
亀
山
市
要
保
護
児
童
等
・
D
V

対
策
地
域
協
議
会
の
枠
組
み
も
活
用
し
、
学

校
・
園
、
警
察
や
児
童
相
談
所
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
も
行
う
。

被
害
者
が
早
期
に
生
活
を
再
建
で
き
る
よ

う
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
経
済
的

な
自
立
も
含
め
た
就
労
支
援
等
、
自
立
支
援

及
び
心
理
的
支
援
に
努
め
ま
す
。

子
ど
も
支
援

G

専
任
の
女
性
相
談
員
が
中
心
と
な
り
、
被
害

者
が
早
期
に
生
活
を
再
建
で
き
る
よ
う
、
女

性
相
談
所
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
経
済
的
な
自
立
も
含
め
た
就
労
支
援

等
、
自
立
支
援
及
び
心
理
的
支
援
を
行
う
。

専
任
の
女
性
相
談
員
が
中
心
と
な
り
、
被
害

者
が
早
期
に
生
活
を
再
建
で
き
る
よ
う
、
女

性
相
談
所
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
経
済
的
な
自
立
も
含
め
た
就
労
支
援

等
、
自
立
支
援
及
び
心
理
的
支
援
を
行
っ

た
。

被
害
者
が
早
期
に
生
活
を
再
建
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
女
性
相
談
所
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

専
任
の
女
性
相
談
員
が
中
心
と
な
り
、
被
害

者
が
早
期
に
生
活
を
再
建
で
き
る
よ
う
、
女

性
相
談
所
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
経
済
的
な
自
立
も
含
め
た
就
労
支
援

等
、
自
立
支
援
及
び
心
理
的
支
援
を
行
う
。

①
女
性
等
に

対
す
る
暴
力

の
防
止
・
根

絶
及
び
被
害

者
の
保
護
等

の
推
進
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外
国
人
や
障
が
い
者
、
高
齢
者
の
暴
力
被
害

者
に
つ
い
て
、
各
関
係
部
署
・
機
関
等
が
連

携
し
、
支
援
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
支
援

G 障
が
い
者
支

援
G

亀
山
市
高
齢
者
・
障
が
い
者
虐
待
防
止
対
策

代
表
者
会
議
に
お
け
る
高
齢
者
等
の
虐
待
に

関
す
る
情
報
共
有
を
継
続
的
に
行
う
と
と
も

に
、
障
が
い
者
の
虐
待
に
対
す
る
窓
口
機
能

の
強
化
に
向
け
た
検
討
に
努
め
る
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い

て
は
、
必
要
に
応
じ
て
亀
山
市
社
会
福
祉
協

議
会
、
障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等

の
関
係
機
関
と
の
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
し
早

期
の
対
応
を
行
っ
た
。
亀
山
市
高
齢
者
・
障

が
い
者
虐
待
防
止
対
策
代
表
者
会
議
で
、
高

齢
者
等
の
虐
待
に
関
す
る
関
係
機
関
と
の
情

報
交
換
を
行
い
、
虐
待
防
止
や
見
守
り
等
の

連
携
を
行
っ
た
。

高
齢
者
の
一
次
相
談
窓
口
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
初
期
対
応
し
て
い
る
が
、
障

が
い
者
の
一
次
相
談
窓
口
機
能
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
役
割
と
し
て
明
確
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

亀
山
市
高
齢
者
・
障
が
い
者
虐
待
防
止
対
策

代
表
者
会
議
に
お
け
る
高
齢
者
等
の
虐
待
に

関
す
る
情
報
共
有
を
継
続
的
に
行
う
と
と
も

に
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
及
び
障
が

い
者
の
虐
待
に
対
す
る
窓
口
機
能
の
強
化
に

向
け
た
検
討
に
努
め
る
。

男
性
に
対
す
る
暴
力
等
の
相
談
窓
口
に
つ
い

て
も
周
知
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。

文
化
共
生
G

三
重
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
引
き
続
き
相
談
窓
口
の
周
知
を
行
っ
て

い
く
。

三
重
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
窓
口
に
配
置
す
る
な

ど
、
相
談
窓
口
の
周
知
を
行
っ
た
。

男
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
が
あ
る
こ
と
が
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

三
重
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
引
き
続
き
相
談
窓
口
の
周
知
を
行
っ
て

い
く
。

女
性
相
談
員
等
が
、
被
害
者
の
相
談
を
聞
く

こ
と
に
よ
り
被
害
者
と
同
様
の
心
理
状
態

（
代
理
受
傷
）
に
な
っ
た
り
、
相
談
員
が

バ
ー
ン
ア
ウ
ト
（
燃
え
尽
き
）
し
た
り
す
る

の
を
防
止
す
る
た
め
、
ま
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
、
研
修
の
機
会
を
設
け
る
な
ど
相
談

体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

子
ど
も
支
援

G

女
性
相
談
員
自
身
の
精
神
的
な
フ
ォ
ロ
ー
の

た
め
、
ま
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
県

内
で
行
わ
れ
る
各
種
研
修
や
、
県
婦
人
相
談

員
連
絡
協
議
会
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、
全
国
婦
人
相
談
員
連
絡
協
議
会
に
も

参
加
す
る
。

女
性
相
談
員
自
身
の
精
神
的
な
フ
ォ
ロ
ー
の

た
め
、
ま
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
県

内
で
行
わ
れ
る
各
種
研
修
や
、
県
婦
人
相
談

員
連
絡
協
議
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
し

た
。
ま
た
、
奈
良
県
奈
良
市
で
開
催
さ
れ
た

全
国
婦
人
相
談
員
連
絡
協
議
会
に
も
参
加

し
、
研
鑽
や
情
報
収
集
を
行
っ
た
。

相
談
員
の
資
質
と
知
識
の
向
上
を
図
る
た

め
、
県
外
へ
の
研
修
の
機
会
を
設
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

女
性
相
談
員
自
身
の
精
神
的
な
フ
ォ
ロ
ー
の

た
め
、
ま
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
県

内
で
行
わ
れ
る
各
種
研
修
や
、
県
婦
人
相
談

員
連
絡
協
議
会
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、
全
国
婦
人
相
談
員
連
絡
協
議
会
に
も

参
加
す
る
。

D
V
被
害
者
を
保
護
す
る
た
め
、
被
害
者
へ

の
市
営
住
宅
の
提
供
に
つ
い
て
、
法
令
等
に

基
づ
き
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

住
ま
い
推
進

G
こ
ど
も
支
援
G
D
V
被
害
者
へ
の
対
応
は
、
関
連
部
署
と
情

報
共
有
し
、
法
令
に
基
づ
き
住
宅
情
報
の
提

供
や
空
き
住
宅
の
確
保
に
努
め
る
。

事
前
相
談
等
は
あ
っ
た
が
、
D
V
被
害
者
へ

の
市
営
住
宅
の
提
供
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
空
き
住
宅
の
確
保
を
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
。

D
V
被
害
者
へ
の
対
応
は
、
関
連
部
署
と
情

報
共
有
し
、
法
令
に
基
づ
き
住
宅
情
報
の
提

供
や
空
き
住
宅
の
確
保
に
努
め
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
は
、
女

性
の
尊
厳
を
不
当
に
傷
つ
け
能
力
の
発
揮
を

妨
げ
る
人
権
侵
害
で
あ
り
、
雇
用
の
場
だ
け

で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
未
然
防
止
の

た
め
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

子
ど
も
支
援

G

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
に

あ
わ
せ
、
市
広
報
紙
に
Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
の
記

事
を
掲
載
し
た
り
、
Ｄ
Ｖ
防
止
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
配
布
し
た
り
す
る
。

市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
Ｄ
Ｖ
相
談

カ
ー
ド
や
チ
ラ
シ
の
設
置
依
頼
を
す
る
。

1
1
月
1
日
号
市
広
報
紙
に
Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
の

記
事
を
掲
載
し
た
。

1
1
月
1
2
日
J
R
亀
山
駅
前
に
て
Ｄ
Ｖ
防
止

の
チ
ラ
シ
等
の
配
布
を
行
っ
た
。

市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
Ｄ
Ｖ
相
談

カ
ー
ド
や
チ
ラ
シ
の
設
置
を
依
頼
し
た
。

女
性
等
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
許
さ
な

い
社
会
意
識
の
醸
成
や
被
害
の
未
然
防
止
、

市
や
県
等
の
相
談
窓
口
や
支
援
制
度
等
の
周

知
の
た
め
、
今
後
も
情
報
発
信
や
啓
発
を
続

け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
に

あ
わ
せ
、
市
広
報
紙
に
Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
の
記

事
を
掲
載
し
た
り
、
Ｄ
Ｖ
防
止
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
配
布
し
た
り
す
る
。

市
内
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
に
Ｄ
Ｖ
相
談
カ
ー
ド

や
チ
ラ
シ
の
設
置
依
頼
を
す
る
。

適
正
な
性
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
命
を
尊
厳
あ
る
も
の
と
実
感
し
、
男
女
が

互
い
に
尊
重
し
て
認
め
合
う
意
識
を
醸
成
し

ま
す
。

教
育
研
究
G

各
校
で
実
践
さ
れ
て
い
る
道
徳
や
命
の
授
業

の
学
習
内
容
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在

を
尊
重
し
、
互
い
を
認
め
合
う
精
神
を
養

う
。

子
ど
も
た
ち
が
道
徳
教
育
や
人
権
学
習
を
通

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
許
さ
な
い
姿
勢

と
、
暴
力
に
依
存
せ
ず
に
対
等
な
人
間
関
係

を
構
築
す
る
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。

暴
力
を
許
さ
な
い
姿
勢
や
人
間
関
係
づ
く
り

を
日
常
生
活
場
面
に
お
い
て
実
践
で
き
る
児

童
生
徒
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

各
校
で
実
践
さ
れ
て
い
る
特
別
の
教
科
道
徳

や
命
の
授
業
の
学
習
内
容
を
通
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
存
在
を
尊
重
し
、
互
い
を
認
め
合
う

精
神
を
養
う
。

②
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー

事
案
、
性
犯

罪
、
売
買

春
、
人
身
取

引
等
の
対
策

の
推
進
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基
本
目
標
　
３
　
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現

基
本
施
策
（
９
）
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
支
援

施
策
項
目

施
策
の
内
容

担
当
G
関
連
部
署
・

関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

男
女
の
健
康
保
持
増
進
の
た
め
、
性
差
医
療

に
関
す
る
普
及
啓
発
、
性
差
を
踏
ま
え
た
心

身
の
健
康
維
持
支
援
や
生
活
習
慣
病
の
予
防

施
策
等
に
つ
い
て
広
く
情
報
発
信
す
る
。

健
康
づ
く
り

G
引
き
続
き
、
女
性
の
健
康
週
間
に
つ
い
て
周

知
を
行
う
。

女
性
の
健
康
週
間
（
３
月
１
日
～
８
日
）
に

つ
い
て
広
報
、
窓
口
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
文

字
情
報
等
で
周
知
を
行
っ
た
。

ま
た
、
２
月
２
６
日
に
実
施
し
た
運
動
教
室

で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
女
性
の
健
康

週
間
、
女
性
特
有
の
症
状
、
生
活
習
慣
病
等

に
つ
い
て
の
周
知
を
行
っ
た
。

女
性
の
健
康
週
間
の
認
知
度
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
。

引
き
続
き
、
女
性
の
健
康
週
間
に
つ
い
て
周

知
を
行
う
。

男
女
と
も
健
康
診
断
の
受
診
率
の
向
上
に
つ

な
げ
る
た
め
、
健
康
診
断
の
受
診
に
つ
い
て

啓
発
を
行
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り

G
健
康
づ
く
り
の
て
び
き
の
内
容
を
分
か
り
や

す
く
す
る
よ
う
に
工
夫
す
る
。

健
康
づ
く
り
の
て
び
き
に
申
込
方
法
の
記
入

例
を
掲
載
し
わ
か
り
や
す
い
周
知
を
行
っ

た
。
ま
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
お
い
て
、
検

診
の
受
診
方
法
の
紹
介
を
行
っ
た
。

初
め
て
検
診
を
受
診
す
る
人
が
少
な
い
た

め
、
受
診
歴
の
な
い
人
に
も
受
診
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

健
康
づ
く
り
の
て
び
き
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

以
外
に
も
、
教
室
等
で
検
診
に
つ
い
て
周
知

す
る
。

イ
ベ
ン
ト
や
教
室
な
ど
の
機
会
を
活
用
し
、

早
期
発
見
と
予
防
の
重
要
性
に
つ
い
て
啓
発

を
進
め
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
等
の
受
診

勧
奨
を
行
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り

G
教
室
等
の
実
施
時
の
機
会
に
、
女
性
特
有
の

が
ん
検
診
に
つ
い
て
周
知
を
行
う
。

運
動
教
室
時
、
あ
い
あ
い
祭
り
時
、
健
康
づ

く
り
応
援
隊
養
成
講
座
修
了
地
区
の
フ
ォ

ロ
ー
教
室
時
等
に
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診

に
つ
い
て
周
知
を
行
っ
た
。

女
性
特
有
の
が
ん
と
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
い
周
知
に
努
め
る
。

教
室
等
の
実
施
時
の
機
会
に
、
女
性
特
有
の

が
ん
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
周
知

す
る
。

妊
娠
・
出
産
時
の
健
康
支
援
の
た
め
、
妊
娠

届
に
基
づ
き
母
子
健
康
手
帳
を
交
付
す
る
と

と
も
に
、
妊
娠
中
の
疾
病
や
異
常
の
早
期
発

見
を
は
じ
め
、
妊
婦
の
健
康
管
理
を
目
的
と

す
る
妊
婦
一
般
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
出
産
に
向
け
て
「
妊
婦
教
室
」
や

「
パ
パ
・
マ
マ
教
室
」
を
開
催
す
る
な
ど
、

出
産
を
支
援
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り

G

引
き
続
き
、
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
、
妊

婦
健
康
診
査
の
受
診
案
内
を
行
う
と
主
に
、

妊
婦
教
室
、
パ
パ
・
マ
マ
教
室
の
紹
介
を
行

い
、
参
加
者
増
加
に
努
め
て
い
く
。

保
健
師
が
母
子
健
康
手
帳
を
交
付
し
、
妊
婦

一
般
健
康
診
査
や
各
種
教
室
の
お
知
ら
せ

や
、
相
談
を
行
っ
た
。
妊
婦
健
康
診
査
は
、

延
4
,3
6
8
人
の
受
診
が
あ
っ
た
。
妊
婦
教
室

は
年
4
回
開
催
し
、
延
1
7
人
、
パ
パ
・
マ
マ

教
室
は
年
4
回
開
催
し
、
延
5
0
人
の
参
加
が

あ
り
、
出
産
に
向
け
て
の
支
援
を
行
っ
た
。

引
き
続
き
、
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。
引
き
続
き
、
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。
ま

た
、
妊
婦
教
室
に
つ
い
て
、
新
た
に
「
妊
婦

教
室
２
」
を
開
催
す
る
。

新
生
児
訪
問
や
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
を
実
施
し
、

育
児
の
情
報
提
供
や
個
別
相
談
等
、
個
々
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
育
児
支
援
を
行
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り

G
引
き
続
き
、
新
生
児
訪
問
や
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

を
実
施
し
、
育
児
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

新
生
児
訪
問
や
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
を
3
7
6
件
実

施
し
、
育
児
の
情
報
提
供
や
個
別
相
談
等
、

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
育
児
支
援
を
行
っ

た
。

引
き
続
き
、
訪
問
を
実
施
し
、
育
児
支
援
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

引
き
続
き
、
新
生
児
訪
問
や
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

を
実
施
し
、
育
児
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

不
妊
・
不
育
症
等
の
治
療
を
支
援
す
る
た

め
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
ほ
か
、
不

妊
・
不
育
症
治
療
な
ど
に
対
す
る
正
し
い
理

解
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り

G

引
き
続
き
、
不
妊
・
不
育
症
治
療
費
の
一
部

助
成
を
実
施
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
の
た

め
、
広
報
等
に
掲
載
し
て
い
く
。

不
妊
治
療
費
の
一
部
助
成
を
延
5
9
件
実
施

し
た
。
ま
た
、
広
報
に
年
３
回
、
不
妊
・
不

育
症
治
療
の
内
容
を
掲
載
し
、
不
妊
・
不
育

症
等
の
助
成
制
度
や
、
正
し
い
理
解
の
普
及

に
努
め
た
。

引
き
続
き
、
不
妊
・
不
育
症
治
療
費
の
一
部

助
成
や
、
正
し
い
理
解
の
普
及
に
努
め
、
不

妊
・
不
育
症
の
治
療
を
支
援
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

引
き
続
き
、
不
妊
・
不
育
症
治
療
費
の
一
部

助
成
を
実
施
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
の
た

め
、
広
報
等
に
掲
載
し
て
い
く
。

①
生
涯
に
わ

た
る
男
女
の

健
康
の
包
括

的
な
支
援
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ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
・
素
晴
ら
し
さ
等
を
情

報
発
信
す
る
な
ど
し
て
、
女
性
が
よ
り
一
層

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し
む
よ
う
呼
び
か
け
ま

す
。

ス
ポ
ー
ツ
推

進
G

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
機
会
が
な
い
女
性
で
も
参
加
し
た
く
な
る

よ
う
な
情
報
提
供
を
検
討
す
る
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
連
携
し
て
、
女
性
の

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
啓
発
に
関
す
る
情
報
を
、

広
報
・
H
P
を
通
じ
て
情
報
提
供
に
努
め

た
。
ま
た
、
女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
主

催
し
た
（
※
大
会
は
中
止
）
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
が
な
い
女
性
で
も
参

加
し
た
く
な
る
よ
う
な
情
報
提
供
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
機
会
が
な
い
女
性
で
も
参
加
し
た
く
な
る

よ
う
な
情
報
提
供
を
検
討
す
る
。

親
子
で
参
加
で
き
る
教
室
・
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
支
援
や
、
託
児
サ
ー
ビ
ス
の
併
設
な
ど
、

子
育
て
中
の
女
性
な
ど
が
参
加
し
や
す
い
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推

進
G

子
育
て
中
の
女
性
な
ど
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

参
加
で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
実
施
機
会
、

環
境
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
施
設

の
幼
児
室
の
存
在
を
周
知
す
る
。

「
S
O
M
P
O
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
in
亀

山
」
を
開
催
し
、
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
連
携
機
構

に
所
属
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
指

導
の
下
、
親
子
で
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
体

験
し
な
が
ら
、
基
本
的
な
技
術
の
習
得
や
技

術
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
機
会
を
提
供
し
た
。

ま
た
、
親
子
で
一
緒
に
参
加
で
き
る
よ
う
、

ラ
グ
ビ
ー
バ
レ
ー
大
会
を
実
施
し
た
。

子
育
て
中
の
女
性
な
ど
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

参
加
で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
実
施
機
会
の

整
備
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

子
育
て
中
の
女
性
な
ど
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

参
加
で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
実
施
機
会
、

環
境
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
施
設

の
幼
児
室
の
存
在
を
周
知
す
る
。

女
性
が
よ
り
一
層
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
家
庭
に
お
け
る
家

事
・
育
児
の
分
担
に
つ
い
て
、
男
女
が
共
に

協
力
し
合
え
る
よ
う
啓
発
を
図
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推

進
G

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
機
会
が
な
い
女
性
で
も
参
加
し
た
く
な
る

よ
う
な
情
報
提
供
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
男
女
の
役
割
意
識
解

消
を
促
進
す
る
。

家
族
で
参
加
す
る
ラ
グ
ビ
ー
バ
レ
ー
大
会
を

実
施
し
、
家
族
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し
む

機
会
を
通
じ
て
、
性
別
に
関
係
な
い
ス
ポ
ー

ツ
実
施
の
機
会
の
重
要
性
を
啓
発
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
父
親
と
子
ど
も
の
ふ
れ

あ
い
の
場
を
創
造
し
、
父
親
の
育
児
参
加
意

欲
の
向
上
を
推
進
し
た
。

家
事
や
育
児
は
、
女
性
の
役
割
と
し
て
根
強

く
認
識
さ
れ
て
い
る
た
め
、
社
会
全
体
の
意

識
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
女
性
自

身
に
も
生
活
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
優

先
順
位
を
あ
げ
る
べ
く
啓
発
す
る
必
要
が
あ

る
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
機
会
が
な
い
女
性
で
も
参
加
し
た
く
な
る

よ
う
な
情
報
提
供
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
男
女
の
役
割
意
識
解

消
を
促
進
す
る
。

女
性
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
各
種
委
員
や

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
運
営
等
に
参
画
す
る
よ
う

呼
び
か
け
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推

進
G

女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
や
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
等
ス
ポ
ー
ツ
行
政
へ
の
参
画
を

促
進
す
る
。

女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
や
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
等
ス
ポ
ー
ツ
行
政
へ
の
参
画
を

促
進
し
た
。

女
性
が
、
主
体
的
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運

営
や
ス
ポ
ー
ツ
行
政
へ
参
画
す
る
よ
う
促
進

す
る
必
要
が
あ
る
。

女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
や
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
等
ス
ポ
ー
ツ
行
政
へ
の
参
画
を

促
進
す
る
。

女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
理
解
し
、
適
切
な

指
導
・
支
援
が
行
え
る
指
導
者
の
養
成
や
活

動
の
支
援
等
に
努
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推

進
G

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
働
き
掛
け
、
講
習
会

や
研
修
会
な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
、
指
導
者

育
成
に
努
め
る
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
連
携
し
、
講
習
会
や

研
修
会
の
情
報
提
供
を
行
い
、
指
導
者
の
育

成
を
支
援
し
た
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
連
携
し
、
講
習
会
や

研
修
会
を
通
じ
た
指
導
者
の
育
成
に
つ
い

て
、
細
や
か
に
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
働
き
掛
け
、
講
習
会

や
研
修
会
な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
、
指
導
者

育
成
に
努
め
る
。

②
ス
ポ
ー
ツ

分
野
へ
の
女

性
参
画
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基
本
目
標
　
３
　
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現

基
本
施
策
（
１
０
）
様
々
な
要
因
に
よ
り
困
難
を
抱
え
た
女
性
等
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

施
策
項
目

施
策
の
内
容

担
当
G
関
連
部
署
・

関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し
、
就
学
援
助
費
や
児

童
扶
養
手
当
、
技
能
訓
練
促
進
給
付
な
ど
の

各
種
手
当
等
を
支
給
す
る
と
と
も
に
、
医
療

費
の
助
成
や
相
談
事
業
な
ど
、
ひ
と
り
親
家

庭
等
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
支
援
し
ま

す
。

子
育
て
サ

ポ
ー
ト
G

継
続
し
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
各
種
手
当
の

支
給
を
行
い
、
自
立
支
援
を
実
施
す
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
と
し
た
各
種
手
当
の

支
給
を
行
い
、
生
活
の
安
定
と
自
立
支
援
を

行
っ
た
。

安
定
し
た
経
済
基
盤
の
確
保
や
養
育
費
等
の

支
援
と
と
も
に
、
経
済
的
な
支
援
が
必
要
で

あ
る
。

継
続
し
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
各
種
手
当
の

支
給
を
行
い
、
自
立
支
援
を
実
施
す
る
。

保
護
者
の
疾
病
や
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、

家
庭
に
お
い
て
一
時
的
に
児
童
の
養
育
が
困

難
と
な
っ
た
場
合
等
に
、
子
育
て
短
期
支
援

事
業
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を
提
供
で
き
る

よ
う
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
的

擁
護
施
策
と
し
て
、
教
育
家
庭
制
度
（
里
親

制
度
）
の
普
及
や
小
規
模
児
童
養
護
施
設
の

設
置
を
進
め
ま
す
。

子
ど
も
支
援

G

子
育
て
短
期
支
援
事
業
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）
を
提
供
で
き
る
よ
う
近
隣
施
設
と
契
約

を
締
結
す
る
。

ま
た
、
市
内
に
地
域
小
規
模
児
童
養
護
施
設

が
設
置
で
き
る
よ
う
、
社
会
福
祉
法
人
の
支

援
を
進
め
る
。

子
育
て
短
期
支
援
事
業
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）
を
提
供
で
き
る
よ
う
近
隣
7
施
設
と
契

約
を
締
結
し
、
２
世
帯
、
5
人
、
の
べ
2
0
日

の
利
用
が
あ
っ
た
。

社
会
的
擁
護
施
策
と
し
て
は
、
里
親
制
度
の

普
及
に
つ
い
て
県
と
と
も
に
里
親
推
進
事
業

を
実
施
し
た
。
ま
た
、
地
域
小
規
模
児
童
養

護
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
実
施
主
体
で

あ
る
社
会
福
祉
法
人
へ
の
支
援
を
行
っ
た
。

市
内
に
施
設
が
な
い
た
め
、
子
育
て
短
期
支

援
事
業
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
の
利
用
の
際

は
、
保
護
者
が
他
市
の
施
設
ま
で
送
迎
す
る

必
要
が
あ
る
。

子
育
て
短
期
支
援
事
業
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）
を
提
供
で
き
る
よ
う
近
隣
施
設
と
契
約

を
締
結
す
る
。

社
会
福
祉
法
人
が
運
営
す
る
地
域
小
規
模
児

童
養
護
施
設
（
令
和
２
年
４
月
開
設
）
へ
の

継
続
的
な
支
援
及
び
児
童
短
期
入
所
支
援
施

設
の
受
付
相
談
窓
口
と
し
た
活
用
に
関
し
令

和
２
年
９
月
開
設
に
向
け
た
支
援
を
行
う
。

特
に
支
援
に
つ
な
が
り
に
く
い
、
高
齢
女
性

に
お
け
る
認
知
症
を
伴
う
D
V
被
害
（
身
体

的
、
心
理
的
、
経
済
的
、
介
護
・
世
話
の
放

棄
・
放
任
）
等
に
つ
い
て
、
市
民
の
理
解
を

深
め
る
た
め
啓
発
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
支
援

G

虐
待
予
防
の
周
知
・
啓
発
に
さ
ら
に
努
め
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
、
虐
待
防
止
に
努
め
る
。

窓
口
で
の
相
談
等
の
機
会
を
通
じ
、
虐
待
に

つ
い
て
の
周
知
を
行
い
男
女
を
問
わ
ず
誰
し

も
加
害
者
に
な
り
う
る
こ
と
を
周
知
し
、
考

え
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
た
。

介
護
者
に
自
ら
の
こ
と
と
認
識
し
て
貰
う
こ

と
が
難
し
い
。
個
人
宅
内
で
起
こ
る
こ
と
に

は
、
虐
待
等
に
気
づ
く
こ
と
が
難
し
い
。

虐
待
の
予
防
・
早
期
発
見
の
た
め
、
高
齢
者

虐
待
に
か
か
る
啓
発
活
動
に
努
め
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
虐
待
防
止
に
努
め
る
。

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
に
対

し
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
や
障
害
児
福
祉
手

当
等
、
各
種
手
当
の
支
給
な
ど
の
経
済
的
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
専
門
性
の
高
い
ア
ド

バ
イ
ス
や
支
援
、
療
育
相
談
事
業
等
に
よ

り
、
母
親
等
の
育
児
不
安
の
解
消
に
努
め
ま

す
。

障
が
い
者
支

援
G
子
ど
も
支
援

G

該
当
者
に
対
し
制
度
の
紹
介
を
行
い
つ
つ
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
や
障
害
児
福
祉
手
当
等

の
各
種
手
当
の
適
正
な
支
給
を
行
い
経
済
的

な
支
援
を
行
う
。

分
か
り
や
す
く
制
度
を
周
知
す
る
た
め
H
P

の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
１
級
５
7
人
、
２
級
６
７
人
、
障
害

児
福
祉
手
当
３
５
人
に
手
当
を
支
給
し
、
経

済
的
な
支
援
を
行
っ
た
。

手
帳
の
新
規
取
得
時
や
等
級
変
更
時
な
ど
、

該
当
者
に
対
し
制
度
の
周
知
を
す
る
と
と
も

に
、
障
が
い
の
特
性
に
よ
り
申
請
手
続
き
が

困
難
な
該
当
者
に
対
し
、
支
援
・
助
言
の
方

法
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

該
当
者
に
対
し
制
度
の
紹
介
を
行
い
つ
つ
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
や
障
害
児
福
祉
手
当
等

の
各
種
手
当
の
適
正
な
支
給
を
行
い
経
済
的

な
支
援
を
行
う
。

日
本
語
の
理
解
が
難
し
い
外
国
人
市
民
の
た

め
に
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
等
に
関

す
る
外
国
人
向
け
の
多
言
語
情
報
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

市
民
協
働
G

や
さ
し
い
日
本
語
の
普
及
や
多
言
語
へ
の
対

応
を
検
討
す
る
。

平
成
3
0
年
度
に
引
き
続
き
、
や
さ
し
い
日

本
語
版
「
か
め
や
ま
ニ
ュ
ー
ス
」
を
毎
月
作

成
し
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
等
の
情

報
提
供
を
行
っ
た
。
ま
た
、
令
和
2
年
2
月

か
ら
1
2
言
語
に
対
応
し
た
外
国
人
生
活
相

談
窓
口
を
開
設
し
、
外
国
人
の
様
々
な
生
活

課
題
に
寄
り
添
う
こ
と
で
、
共
生
社
会
を
推

進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
避
難
所
ガ

イ
ド
の
対
応
言
語
を
増
や
し
、
よ
り
多
く
の

外
国
人
に
災
害
時
の
備
え
を
周
知
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

多
言
語
へ
の
対
応
や
や
さ
し
い
日
本
語
の
普

及
が
進
み
、
多
く
の
外
国
人
に
対
し
て
対
応

で
き
る
体
制
は
整
い
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
ら

を
さ
ら
に
利
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
在

住
外
国
人
へ
の
周
知
・
啓
発
が
必
要
で
あ

る
。

や
さ
し
い
日
本
語
版
「
か
め
や
ま
ニ
ュ
ー

ス
」
を
引
き
続
き
発
行
し
て
や
さ
し
い
日
本

語
の
普
及
を
図
り
、
多
言
語
に
対
応
し
た
外

国
人
相
談
窓
口
を
活
用
し
、
外
国
人
住
民
の

支
援
に
努
め
る
。

性
的
少
数
者
ま
た
は
L
G
B
T
な
ど
、
性
の
多

様
性
に
関
す
る
理
解
を
広
げ
る
た
め
、
啓
発

に
努
め
ま
す
。

文
化
共
生
G

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
の
配
布
や
、
相
談
等
を
通
し
て
「
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
へ
の
理
解
に
努
め
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
窓
口
に
配
置
す
る
な
ど
、
「
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
」
へ
の
理
解
の
啓
発
に
努
め

た
。

L
G
B
T
な
ど
の
「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
へ

の
関
心
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ

理
解
は
十
分
で
は
な
い
状
況
で
あ
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
の
配
布
や
、
相
談
等
を
通
し
て
「
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
へ
の
理
解
に
努
め
る
。

①
ひ
と
り
親

家
庭
等
の
親

子
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り

②
高
齢
者
、

障
が
い
者
、

外
国
人
等
が

安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境

の
整
備
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基
本
目
標
　
３
　
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現

基
本
施
策
（
１
１
）
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
防
災
体
制
の
確
立

施
策
項
目

施
策
の
内
容

担
当
G
関
連
部
署
・

関
連
団
体

令
和
元
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

（
1
）
令
和
元
年
度
の
実
績

（
2
）
今
後
の
課
題

（
3
）
令
和
２
年
度
の
計
画

（
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
）

防
災
に
関
す
る
政
策
及
び
方
針
決
定
過
程
に

お
け
る
、
女
性
の
参
画
を
推
進
し
ま
す
。
防
災
安
全
G

自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
等
対
象
の
出
前
講

座
及
び
地
域
防
災
訓
練
で
、
避
難
所
運
営
や

地
区
防
災
計
画
の
作
成
に
お
け
る
女
性
の
参

画
の
必
要
性
を
求
め
る
。

　
継
続
的
に
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
等
対

象
の
出
前
講
座
に
て
、
避
難
所
運
営
に
お
け

る
女
性
の
参
画
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。
特
に
井
田
川
北
地
区
の
出
前
講
座

で
は
、
多
数
の
女
性
の
方
に
避
難
所
運
営
訓

練
（
ゲ
ー
ム
）
に
参
加
い
た
だ
き
、
避
難
所

運
営
に
関
す
る
知
識
を
深
め
た
。

　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
は

地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
全
地
域
に
て
理

解
を
得
る
の
に
時
間
を
要
す
る
。

　
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
等
対
象
の
出
前

講
座
及
び
地
域
防
災
訓
練
に
て
、
避
難
所
運

営
や
地
区
防
災
計
画
の
作
成
に
お
け
る
女
性

の
参
画
の
必
要
性
を
求
め
る
。

災
害
に
関
す
る
各
種
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど

に
つ
い
て
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
踏
ま

え
作
成
し
ま
す
。

防
災
安
全
G

随
時
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
修
正
を
行

い
、
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
女
性
参
画
の

必
要
性
の
記
述
を
基
に
、
修
正
案
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
い
く
。

　
災
害
対
策
本
部
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
各
種

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
修
正
を
行
っ
た
。
そ
の
一
つ

と
し
て
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

の
修
正
に
つ
い
て
は
、
避
難
所
運
営
に
お
け

る
妊
婦
等
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
明
記
し
た
。

　
自
主
防
災
組
織
内
に
お
け
る
女
性
担
当
の

増
加

　
随
時
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
修
正
を

行
い
、
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
女
性
参
画

の
必
要
性
の
記
述
を
基
に
、
修
正
案
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

防
災
知
識
の
普
及
啓
発
や
防
災
訓
練
に
お
い

て
は
、
男
女
双
方
の
視
点
を
十
分
に
取
り
入

れ
た
内
容
と
な
る
よ
う
、
工
夫
し
ま
す
。
防
災
安
全
G

総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
女
性
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
避
難
所
運
営
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
等
の
観
点
を
取
り
入
れ
た
避
難
ス
ペ
ー

ス
作
成
訓
練
等
の
計
画
を
行
っ
て
い
く
。

　
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
女
性
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
避
難
所
運
営
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
等
の
観
点
を
取
り
入
れ
た
避
難
ス

ペ
ー
ス
作
成
訓
練
等
に
つ
い
て
計
画
し
た
。

　
各
地
域
に
お
け
る
出
前
講
座
に
て
、
段

ボ
ー
ル
間
仕
切
り
を
利
用
し
た
避
難
所
生
活

体
験
を
行
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
重

要
性
に
つ
い
て
理
解
い
た
だ
い
た
。

　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
は

地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
全
地
域
に
て
理

解
を
得
る
の
に
時
間
を
要
す
る
。

　
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
女
性
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
避
難
所
運
営
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
等
の
観
点
を
取
り
入
れ
た
避
難
ス

ペ
ー
ス
作
成
訓
練
等
の
計
画
を
行
っ
て
い

く
。

応
急
手
当
の
知
識
の
習
得
・
指
導
・
啓
発
活

動
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
防
災
活
動
に
、

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
を
生
か
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
女
性
消
防
団
員
の
入
団
促
進
と
活

動
支
援
に
努
め
ま
す
。

総
務
・
消
防

団
G

継
続
し
た
救
急
講
習
等
へ
の
参
加
、
防
災
活

動
へ
の
指
導
・
支
援
を
行
い
、
さ
ら
に
、
各

行
事
に
女
性
の
観
点
を
取
り
入
れ
活
か
し
て

い
く
。
ま
た
、
女
性
分
団
員
の
確
保
に
つ
い

て
も
継
続
し
て
検
討
を
行
う
。

普
通
救
命
講
習
や
各
種
行
事
等
に
女
性
消
防

団
員
を
派
遣
し
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で

指
導
・
支
援
を
実
施
し
た
。

よ
り
多
く
の
指
導
・
支
援
を
実
施
す
る
た
め

に
女
性
消
防
団
員
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

継
続
し
た
救
急
講
習
等
へ
の
派
遣
、
防
災
活

動
へ
の
指
導
・
支
援
を
行
い
、
さ
ら
に
、
各

種
行
事
に
女
性
の
観
点
を
取
り
入
れ
活
か
し

て
い
く
。
ま
た
、
女
性
分
団
員
の
確
保
に
つ

い
て
も
継
続
し
て
検
討
を
行
う
。

発
災
時
の
避
難
所
の
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
平
常
時
か
ら
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か

ら
も
検
討
し
、
避
難
所
の
運
営
体
制
を
確
立

し
ま
す
。

防
災
安
全
G

総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
地
域
の
方
々
を
中

心
に
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
避
難
所
運

営
の
体
制
を
考
え
、
各
施
設
ご
と
の
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と

す
る
。

　
総
合
防
災
訓
練
及
び
避
難
所
運
営
研
修
会

に
お
い
て
地
域
の
方
々
を
中
心
に
女
性
の
視

点
を
取
り
入
れ
た
避
難
所
運
営
の
体
制
を
考

え
、
各
施
設
ご
と
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ
た
。

　
女
性
の
方
で
進
ん
で
意
見
を
い
た
だ
け
る

方
が
少
な
か
っ
た
。

　
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
地
域
の
方
々
を

中
心
に
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
避
難
所

運
営
の
体
制
を
考
え
、
各
施
設
ご
と
の
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
へ
の
ス
テ
ッ
プ

と
す
る
。

避
難
所
運
営
に
お
い
て
は
、
女
性
や
子
ど

も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
、
多
様
な
人
々

の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
れ
る
よ
う
、
女
性
等
の

参
画
を
推
進
し
ま
す
。

防
災
安
全
G

総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
地
域
の
方
々
を
中

心
に
女
性
等
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
避
難
所

運
営
の
体
制
を
考
え
、
各
施
設
ご
と
の
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
へ
の
ス
テ
ッ
プ

と
す
る
。

　
総
合
防
災
訓
練
及
び
避
難
所
運
営
研
修
会

に
お
い
て
地
域
の
方
々
を
中
心
に
女
性
の
視

点
を
取
り
入
れ
た
避
難
所
運
営
の
体
制
を
考

え
、
各
施
設
ご
と
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ
た
。

　
女
性
の
方
で
進
ん
で
意
見
を
い
た
だ
け
る

方
が
少
な
か
っ
た
。

　
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
地
域
の
方
々
を

中
心
に
女
性
等
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
避
難

所
運
営
の
体
制
を
考
え
、
各
施
設
ご
と
の
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
へ
の
ス
テ
ッ

プ
と
す
る
。

①
災
害
に
備

え
た
体
制
の

整
備

②
災
害
に
備

え
た
避
難
所

運
営
体
制
の

構
築
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女
性
用
の
生
理
用
品
や
乳
児
の
た
め
の
粉
ミ

ル
ク
等
、
性
別
等
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
違
い
に

配
慮
し
た
物
資
の
備
蓄
や
配
布
体
制
の
整

備
、
ま
た
避
難
所
内
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
確
保
や
女
性
の
安
全
確
保
等
、
避
難

所
の
体
制
整
備
を
図
り
ま
す
。

防
災
安
全
G

生
理
用
品
や
ミ
ル
ク
等
備
蓄
に
つ
い
て
は
定

期
的
な
入
替
を
行
い
、
適
正
に
管
理
を
行
っ

て
い
く
。
ま
た
液
体
ミ
ル
ク
の
販
売
が
開
始

さ
れ
、
導
入
に
向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い

く
。
市
に
お
い
て
も
受
援
計
画
策
定
に
向
け

て
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

　
生
理
用
品
や
ミ
ル
ク
等
備
蓄
に
つ
い
て
は

定
期
的
な
入
替
を
行
い
、
適
正
に
管
理
を

行
っ
た
。
ま
た
、
使
用
勝
手
が
容
易
で
あ
る

液
体
ミ
ル
ク
の
販
売
が
開
始
さ
れ
こ
と
か

ら
、
導
入
を
行
っ
た
。

　
三
重
県
に
お
い
て
広
域
受
援
計
画
が
策
定

さ
れ
、
三
重
県
及
び
各
市
に
お
け
る
物
資
供

給
に
関
す
る
手
法
が
確
立
さ
れ
た
た
め
、
市

に
お
い
て
も
令
和
2
年
度
末
計
画
策
定
に
向

け
て
進
め
て
い
る
。

　
備
蓄
品
に
つ
い
て
は
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
あ

る
が
、
全
て
を
賄
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
市

民
の
理
解
、
防
災
意
識
の
向
上
が
不
可
欠
と

な
る
。

　
生
理
用
品
や
ミ
ル
ク
等
備
蓄
に
つ
い
て
は

定
期
的
な
入
替
を
行
い
、
適
正
に
管
理
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
液
体
ミ
ル
ク
の
導
入
に

向
け
て
も
計
画
を
立
て
行
っ
て
い
く
。
市
に

お
い
て
も
受
援
計
画
策
定
に
向
け
て
調
整
を

図
っ
て
い
く
。

構
築
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（ ）

■計画の基本情報

H 29 ～ R 58

  将来にわたって持続的な行政サービスを維持するため、60年後のあるべき姿を描
きながら、公共施設やインフラの計画的な維持管理と施設総量の削減を行うこと
で、１年あたりの投資的経費を直近５ヵ年の平均である22億7千万円（将来費用の
25％削減）に近づけることを目標に取り組む。
  この目標を達成するため、「維持管理経費の削減と長寿命化の推進」「将来費用
の確保」「施設総量の削減」の３つの基本方針と７つの実施方針、17の施設類型ご
との基本方針を基に実行する。

公共施設等総合管理計画に関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

  本計画は、必要な公共施設等を適切に維持・管理するための基本方針を定めた
もので、施設マネジメントの基本計画として位置付けている。また、第2次亀山市総
合計画前期基本計画との関連は、基本施策「(2)財産・情報の適正な管理・活用」
と深く関わり、②公有財産の効率的・効果的な活用の部分を補完するものである。

総合政策部 財務課

目的・概要

計画期間 年度

  公共施設等については、施設の老朽化や更新、維持・管理への財政負担、施設
利用需要の変化など、それらへの対策が課題である。本計画は、課題分析を的確
に行い、将来費用を試算した上で、利便性や安心・安全に利用できる環境など利用
者の視点に立ち、更新や統廃合、長寿命化など総合的な管理を行うものである。

計画の骨格

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

将来費用 

年間 30.4 億円 

 

 

 

現在 

維持管理経費の削減 

長寿命化 

施設総量の削減 

施設・インフラの 

老朽化 

厳しい財政状況 

人口減少 

少子高齢化 

公共施設等 

 

 

投資可能額 

年間 22.7 億円 

 

 

 

60 年後 

25％削減 

将来費用の確保 

①集約化 
②複合化（多機能集約） 
③転用 
④一部利用停止 
⑤廃止 
⑥民間施設の利用 
⑦民間活力の活用 
⑧広域化 

- 173 -



■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等

－

  本計画に掲げる「60年間で将来費用を25％削減する」という目標達成に向けて、
関係部署との協議を行い、施設類型ごとに将来費用の削減に向けた取組みや今後
の施設の在り方について整理し、建物（ハコモノ）において実行計画となる「公共建築
物個別施設計画」を策定した。

　本計画の基本方針に沿って公共建築物個別施設計画を策定し、個別施設にお
ける今後の方向性を定めた。

 本計画及び公共建築物個別施設計画の推進により、効率的・効果的な施設の維
持・管理が可能となることから、持続可能な財政運営の確保と総合計画の推進が
図られる。

  施設の活用や統合、複合化にあたっては、計画で定めた個別施設の方向性を
ベースとして、より具体的な検討を行う必要がある。

　施設の再編等については、公共建築物個別施設計画の方針をベースとし、新図
書館の開館や新庁舎整備における跡地利用も含め、庁内横断的な調整を図りなが
らより具体的な検討を行う。今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

将来費用の削減（60年間で25％） 億円 1362.01823.1

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名
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■計画の基本情報

H 29 ～ R 3

亀山市ICT利活用計画に関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け

　本計画は、高度情報通信ネットワーク社会形成基本法第１１条に基づき、高度情
報通信ネットワーク社会の形成に関し、国との適切な役割分担を踏まえて、市域の
特性を生かした自主的な施策を策定し実施するための個別計画として位置づけて
おり、市の総合計画及び関係する分野別計画との整合を図るものとしています。

総合政策部 総務課

目的・概要

計画期間 年度

　これまでの計画の成果や課題を踏まえながら、「第２次亀山市総合計画」の実現
をＩＣＴの面から下支えするとともに、急激かつ大幅な社会経済構造の変化に対し、
市のＩＣＴ利活用に新たな視点で取り組むため、「亀山市ＩＣＴ利活用計画」を策定
し、市のＩＣＴの効果的かつ効率的な利活用を進めます。

計画の骨格

基本理念
•新たな視点で“つなげる”ICTの利活用

この基本理念は、ICTをまちづくりの有効な手段と認識し、これまでにない新たな

視点で利活用することで、人と人、人と組織、組織と組織、人と組織と情報など、

様々な資源のつながり（ネットワーク）を生み出し、連携・協働による「市民力・地

域力が輝くまちづくり」を進めるためのものです。

•マイナンバーカードを活用した行政サービスの提供

•子育てワンストップサービスの推進

•多様な媒体を介した情報発信の充実

•多様な公金収納環境の整備

•地域医療連携システムの整備

ビジョン①

誰もが実感で
きる行政サー
ビスの実現

•行政情報オープンデータ化の推進

•市民・地域・行政が相互に情報交流できる仕組み
の構築

•シティプロモーション戦略の推進

•総合的な防災情報伝達システムの構築

ビジョン②

安全で活気あ
ふれる地域を
創る仕組みの
構築

•行政情報システムの安定稼働と業務改革

•「行政情報システム最適化指針」の適用

•学校教育におけるICT利活用の推進

•庁内ペーパレス化の推進

ビジョン③

スリムで持続
可能な行政運
営への変革
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■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等

目標値現状値
実績値
（H30)単位

成果指標名

設定なし

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画推進
への寄与度

【令和元年度に実施した主な取組】
・マイナンバーカードを活用した各種証明書のコンビニ交付を導入
・図書館情報システムの更新（クラウド化）
・地方税共通納税システムの導入
・オープンデータを掲載した市ホームページ「亀山市オープンデータサイト」の拡充
・CADシステムの更新
・次期総合保健福祉システムの検討
・住民基本台帳ネットワークシステム機器の更新
・公営企業会計システム（下水道）の更新
・小中学校のパソコン教室のパソコンの更新

　各種証明書のコンビニ交付を導入したことにより、証明書を取得しやすい環境を利
用者に提供できた。
　また、図書館情報システムをクラウド化したことにより、情報セキュリティの確保と業
務継続が可能な仕組みが確保できた。
　さらに、行政情報オープンデータについて、国が推奨しているデータの一部をオー
プンデータ化することができた。
　加えて、CADシステム、住民基本台帳ネットワークシステム及び公営企業会計シ
ステム（下水道）を更新したことにより、各システムを安定稼働させることができた。
　また、小中学校のパソコン教室のパソコンを更新したことにより、児童生徒がパソコ
ンを安全に利用できるようになった。

６．行政経営　（２）財産・情報の適正な管理・活用　①行政情報の適切な管理
　マイナンバーカードを活用した各種証明書のコンビニ交付を導入したことで、市民
の利便性の向上を図ることができた。
　また、図書館情報システムをクラウド化し、情報セキュリティの強化を図ったこと
で、行政情報の適正な管理に繋げることができた。

　令和元年度に導入・更新等を計画していた事業について、証明書のコンビニ交付
事業や図書館情報システムの更新など、概ね計画どおりに実施できたが、今後、こ
れらの事業の維持・継続に当たり、関連する制度の改正や情報通信技術の進展な
ど、ＩＣＴを取り巻く情勢の変化に柔軟に対応していく必要がある。

　ＩＣＴを取り巻く情勢の変化への対応として、本計画の個別事業として「AI・RPAなど
の導入検討事業」を新たに加え、業務工程の一部自動化による効率化を図ることと
した。また、既存の個別事業についても、今後の情勢の変化に柔軟に対応するた
め、適宜改善を図りながら計画的かつ円滑に実施していく。
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■計画の基本情報

H 27 ～ R 元

第２次亀山市行財政改革大綱に関する実績等報告書（令和元年度）

位置付け
本大綱は、第2次亀山市総合計画前期基本計画の「6.行政経営（3）持続性を保つ健
全な財政運営」に向け、具体的な手法を示すものであり、第1次亀山市行財政改革大
綱の目標を継承し、開かれた市政を推進する。

総合政策部 財務課

目的・概要

計画期間 年度

開かれた市政の推進と持続可能な行財政運営の確立』を目的とし、行財政運営上の
問題を的確に把握し、その解決のためにスピードと成果を重視しながら実行へと移して
いく。

計画の骨格

本大綱の体系は、「開かれた市政の推進と持続可能な行財政運営の確立」の目的の
基に、4つの目標及び基本方針と20の取組項目とする。
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■成果指標

1

2

3

4

5

■計画の実績等

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名

別紙「成果指標一覧」のとおり

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

令和元年度は、第２次亀山市行財政改革大綱後期実施計画（平成３０年度・令和
元年度）の最終年度として、８６の具体的取組の着実な推進に努めた。また、市長
をトップとする行財政改革統括管理委員会や学識経験者等で構成する行政改革
推進委員会などの会議を開催し、前年度実績の検証や、計画の推進に関する事項
の審議等を行った。
また、第３次亀山市行財政改革大綱の策定に向け、行政改革推進委員会へ市長
から諮問を実施した。その結果、５事項の答申を受け、本答申を留意のうえ、第３次
亀山市行財政改革大綱を策定した。

財政運営の改革においては、市税や国民健康保険税など収納率の向上に努めた。
また、積極的な企業誘致活動を展開したことにより、亀山・関テクノヒルズへの企業
進出が決定した。
行政運営の改革においては、公共施設の統廃合のため、一部の市営住宅を解体
し、用途廃止を行った。また、民間活力の活用については、制度導入から１０年が
経過したため、指定管理者制度の検証と見直しを実施した。
組織と人材の改革においては、管理職を目指す意識の醸成が図れるよう、中間層
のマネジメント能力育成に向けた研修を実施した。
協働と連携による改革においては、地域まちづくり協議会等の担い手支援として、地
域で活躍できる地域リーダーの発掘及び育成を行った。

行財政改革大綱の取組みの実践により、財源確保と経費削減が図られたことから、
総合計画推進に寄与することができた。
【行財政改革による主な効果】
収納率の向上、企業進出の決定、債券運用による収益の増、
予算編成過程の見える化、市営住宅の用途廃止、中間層のマネジメント能力向上

後期実施計画期間（２年間）で実施した８６の具体的取組のうち計画どおりに進捗が
至っていない取組みは、第３次亀山市行財政改革大綱前期実施計画へ引き継い
でおり、取組方法についての問題点・課題点を明確にし分析したうえで、具体的取
組を推進する必要がある。

令和２年度は、第３次亀山市行財政改革大綱前期実施計画の初年度となることか
ら、改革の目的を念頭に置き、市民サービスの向上と次代を見据えたスマート自治
体への転換の実現に向け、行財政改革を推進する。
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■成果指標一覧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 28

186,426

7

48.1

51.9

28.0

22

行政と市民等が協働事業を実施した数 件 19 30

実績値
（R1）

88.1

28.1

99.13

45.8

管理職員の女性比率 ％ 24.1 30.0

地域まちづくり協議会の数 協議会 5

民間施設を活用した施設の数 施設 - 5

22

自己申告書で「現在の仕事にやりがいがある」とした
職員の割合

％ 47.5 70.0

自己申告書で「職場でコミュニケーションが取れてい
る」とした職員の割合

％ 52.1 70.0

総人件費（一般会計） 億円 42.5 40.3

公共施設の延床面積 ㎡ 181,396 173,000

財政調整基金の残高 億円 44.7 20.0

市税（現年分）の収納率 ％ 98.7 99.0

成果指標名 現状値 目標値
単位

経常収支比率 ％ 88.5 85.0

別紙
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